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　ゴールはした。

　だけど勝負は決まらなかった。

　つまりはそういうことらしかった。

　僕ぼくは普ふ段だん、他人より前に出てあれこれ目立つようなことを好まない。自分の力をひけらかして、威い張ばり散らすようなマネもしたくはない。

　だけど今回だけは別だ。ソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学ガク園エンに入学して最初のテスト──それはつまり、学年最さい優ゆう秀しゆう生徒、『ソルヴァナイト』を決めるテストだ。

　ソルヴァナイトの称しよう号ごう。

　ソルヴァ三道魔技学園は、日本に二つしかない三道高校だ。

　普通の魔技学校なら捻ネン天テン道ドウ、練レン仙セン道ドウ、炎エン来ライ道ドウのどれか一つに専念して魔技を習得する。魔技を学ぶ高校生たちは三年間をかけて、一つの流派の魔技を身につける。だがソルヴァは、その三つの系統の魔技を高校三年間ですべて学んでしまおうという超ちようエリート校だ。

　当然集まる生徒たちは誰だれもが中学では神しん童どうとして扱あつかわれてきた天才児たちだ。

　その中で、最優秀生徒として選ばれることはこの上ない誉ほまれ……この国で最も優秀な生徒であることの証明に他ならない。元・ソルヴァナイトだと名乗ればそれだけで卒業後の進路には困らない。それだけで、魔技の世界におけるトップ層であることをなによりも証明してくれる。

　だからみんなが狙ねらってる。

　学期毎ごと、学年毎に取れるソルヴァナイトの称号を。

　高校生活において九度しかチャンスのない競争の一等賞を。

　もちろん、僕も。

　学力テストの自己採点は満点だった。配点の高い実技テストも何ら問題なくこなしてみせた。第一学年第一学期のソルヴァナイトになってもおかしくない成績は取ったと、そう思っていた。思っていたっていうか、たしかに満足な成績は取ったんだけどさ。

　うーん。

　これはいったい、どうしたことか。

　校舎の一階渡わたり廊ろう下かにある掲けい示じ板ばん。ざわつく多くの生徒たち。そして貼はり出された成績順位表。それを見ながら、僕は大きくため息をついた。







　第一学年　第一学期　期末試験成績順位表




　一位　有アリ坂サカハジメ

　一位　新ニイ傘カサ悟サトル

　一位　西ニシ間マ天テン狐コ

　一位　給キユウ黎レイ敬ケイ人ト

　一位　相ソウ司ジ建タテ男オ

　一位　陸奥ムツ陸リク

　一位　雪ユキ流ナガレ奈ナ々ナ

　一位　八ヤツ切ギリなつめ

　一位　小コ牧マキ柚ユウ

　一位　遠トオ野ノ竜リユウ地ジ

　一位　牧マキ島シマ大オオ路ジ

　一位　沢サワ里リ十二衣カサネ

　一位　布フ木キ明アキラ

　　　※一位の十三名は、校長室に来ること







「十三人……同率一位、かぁ……」

『新傘悟』。僕ぼくの名前もちゃんと載のってる。でも、他に十二もの名前があるのは困りものだ。圧あつ倒とう的てきでありたかったとは思わないけれど、せめて一位は一人であってほしかった。入学して僕はまだ三か月だけど、たぶん間ま違ちがいない。こんなことは、前ぜん代だい未み聞もんだ。

「どうするんだ？　新傘」

　僕の横に立っていた有坂くんが、僕と同じように成績順位表をぼーっと見つめながら言う。

　有坂くんの顔を見上げて、いつもの仏頂面を確認して、僕は再びため息をつく。

「どうもこうも……これじゃ、喜びも十三分の一だよね。あ、有坂くんも一位おめでとう」

「運が悪かったな。一年早く生まれてりゃ、間違いなくお前が単独一位になれたのにな」

「同世代に有力なソルヴァナイト候補がいるのはわかってたことだよ。〝上うわ澄ずみの集中〟なんてフレーズをつけられた生徒の集まる世代なんだから。有坂くんだってその一人でしょ」

「ん、まぁ、そうなんだが」

　エリート校であるソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学ガク園エン……その中でも、今年の入学者は優ゆう秀しゆうな生徒が多いと評判だ。校長先生がおおいにあおって〝上澄みの集中〟なんて言葉を掲かかげたものだから、校外にもその評判は広く知れ渡わたっている。

　十三人の優秀すぎる生徒たち。

　そのウワサの中には、僕や有坂くんの名前も挙がっている。

　有アリ坂サカくんは寮りようの同室で、僕ぼくが今回のソルヴァナイトを狙ねらっていることは知っていた。自習する僕が遅おそくまで部屋の明かりをつけていても文句ひとつ言わなかった。本当に感謝してる。

　……してる、けど。この結果は、なんだかなぁ。

　他の十一人もここに来るだろうかとあたりを見回すと、人ひと垣がきの隙すき間まからクラスメイトの姿がちらっと見えた。人の群れをかき分けることなどできなそうなちっちゃな体。周囲の人がいなくなるのを待ちわびていそうな弱々しい瞳ひとみ。

「柚ユウも来てる」

「小コ牧マキか。あいつも一位だが……何してんだあんなところで」

「待ってるんでしょ。人がはけるのを」

「呼んでやれよ。そうすりゃ無視できずにガンバってやってくるから」

「そうだね。おーい！　柚！」

　その名を呼ぶと、一直線にちょこちょこと、下を向きながら柚がこっちに駆かけ寄ってきた。走って、走って、そして転んだ。制服のスカートが思いっきりめくれて、白い何かが見えた気がするけど精せい一いつ杯ぱいの優しさを発はつ揮きして見なかったことにしてあげた。

「う、うぅ……すりむいた……痛い……」

「大だい丈じよう夫ぶか、小牧。パンツ丸見えだったけど」

「う、うぅぅ……!!」

　アハハ……有坂くんも、悪い人ではないんだけどね。

　僕は自分の足元に転がっていたペンライトを拾い、柚に渡わたす。転んだ拍ひよう子しに柚が落としたものだとわかっていたから。

「落としたよ」

「あっ、ありがとうにーくん！」

　小牧柚。

　顔を存分に隠かくすための大きすぎるパーカーを今日も羽織っている。柚の小さな体とは服のサイズが合わな過ぎて、余った袖そでがぶらぶらと揺れている。

　彼女は、メカニックだ。魔マ技ギをそのまま発動するのではなく、それを道具に組み込むことでその真価を発揮する。だからこうしてペンライト型の魔技道具『ライテル』を常に身につけている。道具に頼たよる、と言えば聞こえが悪いけど……教師でも作れないような道具を自作しちゃう子なんだからしょうがない。

「順位、面白いことになってるぞ」

「う、あ、うん、ハイ」

　たどたどしく柚が答える。順位が面白いと言われてるのに、なぜか僕の後ろに隠れるようにずずいと動く。それじゃ掲けい示じ板ばんが見えないでしょうが。

「なんで俺おれをこわがるんだよ……いつも三人で昼飯食ってる仲だろ……俺が何かしたか？」
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「ゴ、ゴメンナサイ」

　別に有アリ坂サカくんがこわい人ってわけじゃ決してないんだ。愛想が足りないかなって思うことは時々あるけど、人を傷つけるような人じゃないし。ちょっと柚ユウの方がこわがりなだけだ。

「それで……にーくんはどうだった？　順位は……ソルヴァナイトは……」

　にーくん。そんなに可愛かわいらしい愛あい称しようで僕ぼくを呼ぶのは柚くらいだ。

　僕は無言で掲けい示じ板ばんを指さす。柚は僕の指先に従うように、ふらりと掲示板の前に移動し、そして右みぎ端はしに並んだ十三行を見て、…………ビックリした。

「あ…………ふわぁ!?　一位が十三人!?」

　十三分の一、かぁ。どうしたものかなぁ。

　とりあえずは、校長室に来いってあるし、行ってみることにしようか。
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　ななななんで私がこんな目に遭あわなきゃならないのよぉ……!!

　人に会いたくないから朝いちばんに掲示板を見に行って、立ち位置に困りたくないから真っ先に校長室に駆かけこんだのに……だのに！　どうして校長先生がいないのよぉ……！

　一列に並べられた十三脚きやくのイス。座って待てばいいのかと左ひだり端はしに座っていたら、次に来た陸奥ムツくんがなぜか私の隣となりに座ったのよ!!　ここここんなに席は空いているのに！　男子が私の隣に!!

　やめてよ！　ホントに！　そそそそういうのは私困るんだから！

「やぁ！　八ヤツ切ギリさん！」

「…………アッ」

　ははは話しかけてきた!?　人間の男子が私に!?

「十三人が一位だなんてびっくりだね！」

「…………あ、え」

　何なのよそのマジメくんオーラと優等生フェイスは！　友達でもない女子の隣に座って、彼女でもない女に愛想よく話しかけるなんてアンタの方がびっくりよ！

「…………ア、アノ」

「……うん、よろしくね！」

　何なのよその優しさは!!

　会話を無理矢理打ち切ってくれなくてもいいわよ!!

　いいい嫌いやなのよね男子って……！　私が近くに来るとすぐに視線を落とす……！　見過ぎなのよ！　見られてるのわかってるから！　もうもうもう……!!　なんでこんなデカく育っちゃうのよ私の脂し肪ぼうは……!!　どうして頭脳の方が成長してくれなかったのよ……!!

　人といるのって辛つらいわぁ……視線のある場所って辛いわぁ……。失敗だったわ……これなら最後に校長室に来ればよかった……！　早く来てよ、次の誰だれか、〝上うわ澄ずみの集中〟の誰か……！

　最も優ゆう秀しゆうと呼ばれる十三人、その中に私が含ふくまれてるってだけでも不ふ愉ゆ快かいなのに、その十三人を一か所に集めていったいどうするっていうのよ……！　私は一人でいいわよ！　ソルヴァナイトの称しよう号ごうとか要らないから！

　いまにも爆ばく発はつしそうな私の不満を晴らすかのように、校長室のドアは開かれる……。

　そして入ってきた彼女は、ミステリアスな雰ふん囲い気きをまとって、涼すずしげな視線を私と陸奥くんに向けてから、そのまま右端の席に腰こしかけた。私から最も遠い席に。

　給キユウ黎レイ敬ケイ人トさん……キュウレイさん！

　最悪だわ……十三人の中で最も言葉数の少ない女子が来てしまったわ……！

　さらに空気が冷たく重く沈しずんでいくのが目に見えるよう……！　気が滅め入いるわぁ……!!

「よろしく、キュウレイさん！」

「……よろしく」

　鬱うつ憤ぷんというものを知らないかのような陸奥くんの挨あい拶さつに、快活という言葉を知らないかのような給黎さんの返事……なにこれ。気持ち悪い！

　あーもー早く誰だれか来てぇ……！

　私を浮うき彫ぼりにしないで……！　私を『その他大勢』に埋まい没ぼつさせてよぉ……！　私は目立ちたくな……いわけでもないけど、恥はじはかきたくないのよぉ……！　十三人が同率一位、誰がソルヴァナイトになれるか知らないけれど、早く発表しちゃってよぉ……！




[image: 牧島大路［マキシマオオジ］]

　成績発表ときたらほら、あれっしょ。廊ろう下かに貼はり出される紙！　決まってんよ！

　昔ながらに漫まん画がさながらに、我らがソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学ガク園エンじゃあ学年順位を廊下に貼り出すっつーんだよ！　いやぁ嬉うれしいね！　自分から言いふらす必要がねーもんな！

　おれってば家いえ柄がらがいいからさぁ、何をやっても昔から優ゆう秀しゆうだったんだよな！　教科書にまで名前が載のってるじいちゃんの遺伝子を継ついで、学業優秀容よう姿し端たん麗れんついでにスポーツ千能とくればこりゃもうモテモテ学園ライフははじまったも同然じゃん！

　別に人よりモテたいってわけじゃねーんだよ？　おれは二ふた股またとかしないし。要は本命の彼女をひとり見つけて、そんで三年間その子と幸せに暮らせりゃ万ばん々ばん歳ざいなわけ。おれはね。

　だからどうしても一年一学期の成績はおれがトップであるべき！　そうじゃねーと、来きたるべき運命の女の子との出会いが無む駄だになっちまうかもしれねーしな！　つーか勉強しまくったし、もともとおれって優秀だし、はっきり言って成績トップ間ま違ちがいなしなわけよ！

　って思ってたのによぉ、〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれちゃう十三人の優等生、その全員が一位なんてシャレになんねーよな！　あれ、全員がペーパーテストじゃ全教科満点って意味だろ？　そのうえで、実技試験でも差が出なかったってことだろ？

　ホント困ったよ。おれソルヴァナイトになれないのかよ。これじゃたくさんの女の子に言い寄られるなんて夢のまた夢だよ。ごめん言い過ぎた。夢くらいだな。どっちでもいいか。何が言いたいかっつーと、女子と仲良くなれるチャンスが限られてるって話よ！

　ってわけで、どうかな奈ナ々ナさん、おれとデートでも。いきなり二人じゃ嫌いやってことなら合コンでもオーケーなんだけど。

「……牧マキ島シマくん。牧島大オオ路ジくん。お願いですから黙だまっていてくださいと、わたくし先ほども言いましたよね？」

「そう言わないでよ奈々さん！　お話しようよ！」

「奈々さんと呼ばないでください。雪ユキ流ナガレさん、くらいにまで距きよ離りを置いてください」

　この奥おくゆかしさ、下の名前を呼ばれて照れちゃう感じ、ホント可愛かわいいなー奈々さんは！

　雪流奈々さん！　どうよ、この美少女っぷり！

　前まえ髪がみぱっつんの黒髪ロング、丁てい寧ねい口調におしとやかな仕草、これはもうあれだね、男を落とすためにやってるとしか思えないよね！

　校長室に向かう廊ろう下か、奈ナ々ナさんと二人で歩けるなんてハッピーだぜ！

「ゴメンゴメン、雪ユキ流ナガレさん、ね！　で、雪流さんはいつもどんなとこで遊んだりするわけ？」

「……あなたのいないところです」

　くーっ可愛かわいい反応だなぁ！

　奈々さんが彼女になってくれたらそれだけですべてが解決なんだよなぁ！

　あーなんとか彼女が、まともな彼女がほしいんだよ！　そのためにも頼たのむよ奈々さん、成績発表でこんな目にあっちゃあもうそれしか望みがねーのよ！

「そう言わないでよ、ねぇ！」

「触ふれないでください」

　なんだよ肩かたに手を置いただけじゃん！　振ふり払はらうなんてひどいじゃんすか！

　切ないなァおいおれの右手は奈々さんが考えるほど汚きたなくないんだって。

　この強い警けい戒かい心しんを解くにはどうすりゃいいものかと、悩なやむおれの耳に何かが届いた。とんでもなく縁えん起ぎの悪い何かが……心の底から忌いむべき何かが。

「大オオ路ジくーん！　大路くぅぅぅぅぅぅんっ！」

「ウッ……この声は……！」

　ヤベェよヤベェよこれ西ニシ間マだよ！　西間の声じゃんヤベェよ!!

　おれが欲しいのは、普ふ通つうの性格をした普通の彼女なんだよ！　普通の！　ごく普通の！　だっつーのに西間！　この女は……！

「大路くぅぅぅぅぅん!!」

「来たあああああああ!!」

　駆かけ寄ってくるその人じん畜ちく無む害がいな見た目の女、上から下までどっから見ても人畜無害な一いつ般ぱんピーポーの姿してるくせにこいつの中身は悪あく魔まだぜ……！

「大路くん！　待たせちゃった!?　ゴメンねっ！　てへ！」

「待ってねぇよお前なんか！」

　ショートカットの髪かみに短いスカートにスタッカートの効いたしゃべり方！　ビビりすぎて、こいつの特とく徴ちようはすべて覚えちまってる！　西間だけは、ホンットーにカンベンだわ！

「ゴメンね？　私、彼氏に待たされることは気にしないんだけど彼氏を待たせるのって慣れてないの。デートの待ち合わせには三時間前には行くタイプなの。知ってるでしょ？」

「知らねーよ！　デートしたことなんてねーだろ！　する気もねーし！」

「うんうんわかるよ！　これから紆う余よ曲きよく折せつを経て愛を深めていくんだよね……キスしよっ」

「紆余曲折のすべてを飛び越こすんじゃねーよおれから好かれたと感じたその時に行動しろよ！」

「待ちきれないよっ！」

「人生ショートカットしてんじゃねーぞ！」

　もう嫌いやだ！

　こいつだよ！　こいつがまとわりつくせいで、おれの学園恋れん愛あいロマンスは一学期が終わるいまのいままで台無しにされてきてんだよ！

「いいよ、おれは雪ユキ流ナガレさんとしゃべってんだよ向こう行ってろよ」

「奈ナ々ナちゃんと……？　奈々ちゃん……奈々ちゃん……」

　西ニシ間マの目が怪あやしく光った。そして奈々さんをキツくにらんだ。

　やべ。奈々さんに被害が行くかも。

「奈々ちゃん……私の牧マキ島シマ大オオ路ジくんに手を出したの……？」

　牧島大路くんはお前のもんじゃねーぞ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、西間さん。わたくしは、あなたと牧島くんがお似合いの男女だと思ってますよ」

「ほ、ホントにっ!?」

　おいおいおいおいおいおいぃ!?

「ちょ、ちょっと待ってよ奈々さん！　全然お似合いじゃないよ！　こいつホントに頭おかしいんだって！　出会ったその日から自分のことをおれの彼女だと妄もう想そうしてるし、夜中に変な気配がするなと思ったらこいつが男子寮りようのおれの部屋まで忍しのび込んでたこともあったし、授業中にふと窓まどの外を見たらこいつがおれを見てたこともあるんだぜ!?　四階の教室だぜ!?　それになにより!!　こいつのポケットの中を見たら、奈々さんだっておれにこんなバケモンを押おしつけることなんてできなくなるぜ!!」

「やだなー大路くんったら！　オトメの持ち物をひとにバラしちゃダメっ！」

「うっせー黙だまってろ!!　おれはいま奈々さんと話してんの!!」

「ですから、雪流と呼んでください。ガールフレンドが悲しみますよ」

「ああーっ裏切った！　奈々さん裏切った！」

　こんな美人が！　他人を思いやることのできない悪女だったなんて！

　耐たえらんねーなー世間はつらいなおい。

「お前みたいなアホに付き合ってられるか！　先行くぜ！　バイバイ奈々さん！」

「さようなら」

「待ってよ大路くぅぅぅぅん!!」

　待つわけねーだろ！　見た目こそ普ふ通つうのくせして運動能力は女子の平均から著いちじるしく外れた西間が全速力で追ってくる！　こえぇよこのアホ、たとえおれが本当に彼氏だったとしてもその勢いで追いかけてきたら即そく破局だよバカヤロー！

　おれ以外にはまともな人格を見せる西間は、廊ろう下かですれ違ちがう人たちすべてに「あーこんにちはー！」だの「え？　これから？　校長室行くのー！」だのまるで普通の人間みてーな言葉で挨あい拶さつしてやがる。フルスピードで。こえぇよこのアホ。

　その隙すきをついて逃にげ出したはいいが、最終的にお互たがい校長室に行くわけだから意味ねーなこれ。何やってんだよまったくおれほどの天才がよぉ。そんなことを考えながら走ってたもんだから、逃げ去る最中、前を歩いている二人組についつい肩かたをぶつけちまった。よくよく見たら、相ソウ司ジのヤツだった。

「おっわりーな相司」

「……気をつけろ。ソルヴァの生徒だろ、恥はずかしい真似まねは慎つつしめ」

　相司建タテ男オ。クラスの女子みんなから悪人だと思われてる可か哀わい想そうな誤解され男だ。

　おれに言わせりゃ基本は悪いヤツじゃねぇんだけどなぁ。最高に不器用で、他人から誤解されやすいヤツなんだよなぁ。性格と同じくらいねじれまくった髪かみ型がたと、腹に一いち物もつ抱えてそうな暗い雰ふん囲い気きと、腹案あってもおかしくない頭のデキがこれまた人の信用を得え難がたくしてる要因なんだよな。カンチガイされ男。ガチウケるぜコイツ。

　まぁ相司の方は不運ってことで片付くけど、その隣となりを歩く遠トオ野ノの方は救いようがねーや。

「テメェ!!　牧マキ島シマァ!!　調子こいてんじゃねーぞコラッ!!」

　オーオーわめきやがるねぇ、遠野竜リユウ地ジくん。

　アメフト選手みたいなデケェ体格、留年したセンパイですって言われてもおかしくない年ねん齢れい不ふ詳しようなこえー顔、それにこの時代錯さく誤ごなヤンキー口調。良いヤツなんだけどなぁ、これで誤解されなかったらそらもう観測者の方がアホってことになるよなぁ。

「ああ？　お前こそイキってんじゃねーよ、遠野。もうノート貸してやんねーぞ」

「ほざくな!!　テメェの!!　ラクガキだらけのあのノートを五百円も払はらって借りたんだぞ俺おれは!!　もう二度とテメェには頼たのまねぇよ!!　相司のノートをテメェに見せてやりてぇぜ!!」

　なんだよ結局相司に借りたのか。おれもそうすりゃ良かったなぁ。ま、そんなことしなくてもおれは学年一位になれたけどね!!

「ノートくらいでそんなに怒おこるなよ。女にモテねーぞ。女に」

「ああ!?」

　いちいち叫さけぶんじゃねーよ、内心たいして怒ってるわけじゃねーくせによぉ。

　通常の意志疎そ通つうでさえとにかく声を荒あららげる遠野もまた、相司と並んで誤解されやすいバカだよなァ。だからお前らは女の子との遊びに誘さそってやんねー。

　もっと遠野をからかって遊んでも良かったけど、遙はるか彼方かなたからどっかの化け物が「大オオ路ジくぅぅぅーん♡」とかいう呪じゆ言ごんを飛ばしているのを察知しちまった。

「ゲッ……西ニシ間マが追いついて来てるなこれ！　じゃあなおれ先に行くぜ！　あーばよー！」

「牧島」

「あ？　なんだ？　ぶつかったのは悪かったって」

「西間から逃げてるんだろ。先に行ったら、校長室でまた西間に会うだろ。ここでいったん隠かくれてやり過ごしたらどうだ。あとからギリギリで来たらいい」

　……そりゃそうだ。

　相ソウ司ジ、頭いい！
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　直感だ。

　校長室のドアノブを握にぎったところで、オレは何かを直感した。

　何を直感したのかは自分でもよくわからないけど、オレはいまきわめて重大な情報を直感している。そうに違ちがいない。いったい何を摑つかんだのか、それがどれくらい重大なことなのかはよくわからない。オレは占うらない師じゃない。未来予知もできない。直感したってのはつまり、何かがビビッときただけだって話だ。要するに何もわかっちゃいないってこと。

　だけど、オレたち魔マ技ギ学ガク園エンの生徒にとって直感ってのは大事だ。

　魔技は三つの過程を経て発動される魔法の一種。

　頭の中に設計図を思い浮うかべ、体内で魔力を練り、そしてそれを具象化させる。

　直感ってのは、オレにとっては設計図みたいなものだ。「ああ、こうすればオレは勝てるだろう」とか、「これを選べば成功の道につながるだろう」とか、そういう未来図を一いつ瞬しゆんで思い描えがいている……んだと思う。

　細かいことはわかんないけどさ。直感しただけだから。

　でもなー。

〝上うわ澄ずみの集中〟たる他のメンバーにはあまり会わない方がいい。入学してすぐにオレはそう直感したんだけど。でも、集められちゃったからには仕方ない。校長室に、入るしかない。入るしかないんだけど、なんだろうなぁ。変な直感が、あるんだよなー。

「……ジャマなんだけど」

　後ろから声をかけられた。言われてみれば、なるほどオレはドアノブを摑んだまま立ち尽つくしている間ま抜ぬけな男。ジャマだ。果てしなく。

「悪い」

　オレの後ろに見えたのは、悪目立ちするほど改造しまくった制服姿。遊び心満まん載さいのハジけた茶ちや髪ぱつ。いくら教師に注意されてもやめる気のない薄うす化げ粧しよう。ギャルっぽい女子はいくらでもいるが、その中でももっともステレオタイプなギャルっぽく、それでいてギャルたちからも無視されてるおかしな女。

「沢サワ里リ十二衣カサネ……」

「フルネームで呼び捨てにするな」

　切り落とすようにそう吐はき捨てる。ムム……たしかに呼び捨てにするのは失礼だったかも。

　女性には優しくするべき。論理と直感、二つの意見はたいてい食い違ちがうものだけど、ここだけはかみ合うことが多いんだ。だからオレは言い返しもせず、ゆっくりとドアを開けた。

　レディファーストだ。これくらいは当然だ。

　だけど沢サワ里リは、むしろ機き嫌げんを損そこねたように顔をしかめてみせた。

「布フ木キ……姉がいるだろ、お前。もしくは父親がいない」

「は？」

「女のためにドアを開けるのは、ホテルマンか運転手か、結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しか、そうでなければ女家族に頭の上がらねぇアホ男だけだ」

「……オレがマザコンに見えたのか」

「ホテルマンには見えないよ？　布木は」

　一理ある。

　オレはまだ十五歳さいだから、日本の法律じゃ車の運転も結婚もできない。

　となればシスコンかマザコンくらいしか選せん択たく肢しがない。

　なるほど。沢里のヤツ、賢かしこい。見直した。

　けど傷つけられたオレのハートを癒いやすには、その聡そう明めいさだけじゃもの足りないんだよ。

「うぜぇ女だな……好意で開けてやってんだからさっさと入れよ」

「受け取る好意くらいあたしが自分で決める。アンタが先に入んなよ」

　……なんでこんなにピリピリしてるんだ、この女。

　女の考えることはわかんないな。なんかこわいし。〝上うわ澄ずみの集中〟は優等生揃ぞろいだとウワサになってるけど……沢里から感じるイメージは優等生って言葉にそぐわないな。

〝上澄みの集中〟か……その中に自分が含ふくまれていると思うと──虫むし唾ずが走るぜ。

　だけどここは波風立てず、オレも平然と校長室に入った方がいい。沢里を無視してオレは校長室の中に入る。苛いら立だってはいたし、不満はたまっていた。でも、ひとまずそれは隠かくしておこう。そうするのがいいと、オレは直感した。
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　もらえるものなら、ほしいです。

　ソルヴァナイトの称しよう号ごうは、正直に言って魅み力りよく的てきです。

　お金を持っているのは素晴らしい家に生まれたから。名家に恥はじぬ振ふる舞まいができるのは良いしつけを受けたから。しかし、ソルヴァナイトの称号を得たとなれば、それはわたくし自身の努力と才能の証明に他なりません。わたくし自身の名めい誉よに他ならないのです。

　家いえ柄がら、社会的権力、役職……どんなものを並べ立てたところで、『ソルヴァナイト』の魅力にはかないません。最強クラスの魔マ技ギの使い手としての証明……。それがあればいったいどれほど他人の羨せん望ぼうを受けるのでしょうか。それがあればいったいどれほど、わたくしは他人の視線を浴びるのでしょうか。……魅み力りよくです。

　わたくしたち十三人が集まると、すぐに校長先生が姿を現しました。豊かなおヒゲとさびしいあたまの、可愛かわいらしいおじいちゃんです。

　誰だれをソルヴァナイトに選んだのか、その通達があるのだとわたくしは思っていました。

「静まれええええええええええええええええええええええええええい!!」

　心臓が飛び上がるほどの叫さけび声が校長室に響ひびきました。

　圧あつ倒とうされて、わたくしたちは皆みな一様に口を閉じます。姿勢を整え、体を校長先生に向き直し、そして神しん妙みような顔で話の続きを待ちました。ちなみに、校長以外は皆はじめから静かでした。

「十三人……きっかり十三人、だな」

　全部で十三人。それはこの場にいる一年生の数であり、わたくしたちの学年において〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれる優ゆう秀しゆうな生徒の人数であり、そして──。

「もう成績表で確認しただろうか。今回の学期末テストだが……君たちは、全員が満点であり、全員が同点であり、全員が学年最優秀者であった!!　実技試験においても、全員が最高評価を得た!!　〝上澄みの集中〟として他校にまで名のとどろく優秀な人材が集まってくれたことをまことに喜ばしく思うぞ、校長として!!」

　そうなのです。困ったことです。まさか、優秀な才能が、一学年にこれほど集中してしまうとは。これでは、わたくしはまったく目立ちません……。

「知っての通り！　知ってのとぉぉぉぉり！　学期末テストの最優秀生徒にはソルヴァナイトとしてのトロフィーが授けられる！　しかし！　君たちは知らんだろうが、このトロフィー！　ぶっちゃけると、一つ作るのに時間と、金がかかる！　五時間と十万円だ！　十三人いるから全部で……これは！　さすがに面めん倒どうである！」

　ものすごいぶっちゃけです……。

　それくらいの値段でしたらわたくしのポケットマネーでも別に……。

「トロフィーは一つしかない。しかしソルヴァナイトの資格を持つ者が今回はなんと十三人もいる。これは困ったことになった……わかるな？」

　校長はわたくしたちに背を向け、窓まどの外を眺ながめながら思い出話でもするかのように語り出しました。

「かつて……捻ネン天テン道ドウ、練レン仙セン道ドウ、炎エン来ライ道ドウ、魔マ技ギを学ぶ三サン道ドウすべてを極めた男がいた。男の名は、アグルソルヴァ・マイクロフト・ミルデヴカルダ！　本名は権田正！　男は海を越こえ……まぁいろいろとあり、そしてこの国に戻もどり、世界を相手にも圧倒しうる魔技使いを育てるべく、世界最高の学校を作った！　この学校は彼の名をもらいソルヴァ三道魔技学園と名付けられた！　学園は君たちのような最高の才能を持つ生徒たちを育て上げ、中でも各学年各学期における最優秀生徒に『ソルヴァナイト』の称しよう号ごうを与える!!」

　学年最優秀生徒……ただの一位とは違ちがう、特別な存在。

　すべての生徒にとって垂すい涎ぜんの肩かた書がき。魅み力りよく的てきです……。

「君たちも知っての通り、ソルヴァナイトになった生徒には特権が与えられる！　卒業までの授業料は全額免めん除じよ！　学生食堂では全品無料に！　寮りよう生活では専用個室が用意される！　生徒会役員と同等の権力、教職員罷ひ免めん案提出権、他学生に対する風紀的処しよ罰ばつの許可、魔マ技ギ使用の広こう範はん囲い化！　卒業後の進路についても、すべての魔技大学に対する推すい薦せん状の確約、就職後の活かつ躍やくに対する全面的なバックアップ！　他にも他にもありとあらゆる特権がその他もろもろだ!!」

　ソルヴァナイトに与えられる特権の数々。

　わたくしにとってその中でも最も魅力的なのは寮の専用個室ですが……他の特権も、負けず劣おとらず素晴らしいものです。

「が!!　賢かしこい君たちにはわかるだろうが、特権を用意しすぎた！　こんな特権持ちの生徒が、一学年に十三人もいたら困る！　そこで！　君たちにはこれからいますぐ！　勝負をしてもらうことになった！」

　…………えっ。

　呆あつ気けにとられて間ま抜ぬけな顔をしてしまいました。反省です。すぐに気を取り直してまわりを見回すと、他の十二人も同じようにぽかんとしていました。

「第一学年第一学期ソルヴァナイト決定戦!!　その勝者を今回のソルヴァナイトとし、トロフィーを授けることにした！」

　え……えええ？

　まさか……いまから勝負して決めるということですか!?

「というわけでお前ら！　校庭に集合おおおおおおおおおおおお!!」

　校長先生がもじゃもじゃとしたおヒゲを摑つかんだと思うと、わたくしたち十三人は一いつ瞬しゆんにして校長室から消えました。意識の上では連続していましたが、周囲の景色はいつの間にやら書き換かわっていました。移動系の魔技……便利ですね、やっぱり。早く習いたいです。

「ここ……グラウンドよね？」

　誰だれかが言いました。

　わたくしたちが魔技で飛ばされた先は、普ふ段だんから使っている学校のグラウンド。それを見て、本当にグラウンドかと疑いたくなる気持ちはよくわかります。だって、ここにあるのはまるで──まるで、コロシアムなのですから。

　あたりは壁かべに囲まれています。壁というか、観客席ですね。段になった石の観客席は、生徒全員がいるのではないかと思うほどに埋うまり切っています。……いつの間にこんなに観客を？　いつの間にこんなステージを？




『静まれえええええええええええええええええええええええい！！！！！』




　いつの間にかグラウンドの両りよう端はしに設置された巨きよ大だいモニターに、校長先生の顔が映っていました。耳が痛いです……。いちいち大声で叫さけんでくれなくてもいいのに……。

『それではこれより、第一学年第一学期ソルヴァナイト決定戦を行う！　ルール説明をする！　一度しか言わないので、観客席の生徒たちはよく聞くように！　ゲームの参加者には二度言ってあげるので、後から教頭先生に聞くように！』

　観客席には一度だけ。

　中ちゆう途と半はん端ぱに親切な設計です。

「また校長の思いつきイベントか……」

　わたくしたちの中の誰だれかがつぶやきました。

　たしかに校長先生は思いつきでイベントを開かい催さいなさることがあります。わたくしなど入学してまだ三か月しか経たっていませんのに、クラス対たい抗こう体育祭、各道系専科魔マ技ギコンクール、移動系魔技を駆く使しした日帰り世界一周旅行などさまざまなイベントを楽しませていただきました。要するに、これもまた、よくある日常のワンシーンなのです。

『というわけでルールを開示する！　刮かつ目もくして確認せぇぇぇい!!』





Ａ、マジックガンで撃うち合いをします。相手に魔ま弾だんを一発当てれば１ポイントを奪うばえます

Ｂ、魔技は、一人につき一種類！　途中変へん更こうはダメです

Ｃ、相手の身体に銃じゆう口こうを当ててゼロ距きよ離り射しや撃げきすると、相手を脱だつ落らくさせることができます

Ｄ、ただし、攻こう守しゆどちらかがセーフティバッジをつけていると脱落はナシです

Ｅ、ゲームは九十分の六クォーター制です

Ｆ、最初の持ち点は10。ゲーム終了時、最もポイントを持っていた生徒が勝ちです

Ｇ、セーフティバッジは、ゲーム終了時に５ポイントに換かん算さんします

Ｈ、やりすぎちゃダメです。節度とルールを守ってね！






　刮目しろ……ということは、読み上げて説明してくださるわけではないのですね。ふむふむ。なかなか項こう目もくが多いです。箇か条じよう書がきされたルールはとりあえずすべて覚えましたが、実際にやってみなければ感覚はつかめないでしょうね。

「……銃の撃ち合いって、サバゲーじゃねぇか」

　さばげー……サバイバルゲームのことですね。遠トオ野ノくんのつぶやきはわたくしにも聞こえていましたが、サバイバルゲームというのがどんなゲームなのかわたくしにはよくわかりません。ルールもセオリーもよくわかりません……これは不利なゲームになりそうです……。

　困っているわたくしに、西ニシ間マさんが声をかけてくださいました。彼女はさっきわたくしが牧マキ島シマくんのせいで困っていた時も助けてくれました。優しい方です。

「公式ルールとはちょっと違ちがうみたいだなー……奈ナ々ナちゃん、マジックガンを使うサバゲってやったことある？」

「いえ、一度も。西間さんは経験がおありで？」

「ちょっとね。私もお兄ちゃんたちと何度かやっただけだから詳くわしくはないんだけどさー」

　一度でも実体験があって、公式ルールを知っているなら相当に有利だと思いますが……。

　西間さんは他の方にも次々に声をかけていきます。社交的な方ですね。

　普ふ段だんはチェス以外のゲームをやらないわたくしには不利に感じます。もっと情報を集めたいところです。はしたないとはわかっていますが、わたくし、聞き耳を立ててしまいました。

「シンプルで助かるな。覚えやすくてよ」

　有アリ坂サカくんが涼すずしげにそう言い、それに新ニイ傘カサくんが答えました。

「そう？　僕ぼくには、説明が簡略化されすぎてるように感じられる。詳しいことは語らないから、ゲームの中で感じ取れと言われてるように思えるよ」

「そんなもんか。ま、そうだよな。ゲーム開始前に必勝法が見つかっちまうようじゃ困るし、ルールブックの全ページは見せないってところか。だからゲームが一時間半って長丁場で、ポイント制で、脱だつ落らく条件がキツイんだな」

「どういうこと？」

「ギリギリまで逆転が可能な環境ってことだろ。闇やみ雲くもに撃うちまくってるだけじゃ体力を消しよう耗もうして後半ぶっちぎられる。バッジをつけときゃ脱落することはないんだから」

　……ふむ。有坂くんと新傘くん。会話したことはありませんが、二人とも頭の回転の速さを感じますね。やはり、体より頭を使うゲームになるのでしょうか……。

　十三人が一様に巨きよ大だいモニターをにらんでいます。目の色が変わっているのが、わたくしにもよくわかります。わたくしたちは慣れているのです。ルールを守ることに。ルールを守りながら、人より上に行くことに。ルールの中で、自分の持てる才能をアピールすることに。

　使える魔マ技ギは一つだけ……。

　わたくしたちの間には沈ちん黙もくが漂ただよっています。頭の中で思し慮りよを深めているのでしょう。どんな魔技を選び、どんな戦い方をすれば、ソルヴァナイトになれるのだろうかと……。

　しかし、わたくしが考えていたのはそれとはまったく別のことでした。

　わたくしが不安に思っているのは、このゲームで勝ち残る方法ではなく、ゲーム終了後の影えい響きようです。このゲームは全校生徒と教師たちに監かん視しされながら行われます。ここで誰だれか一人を狙ねらい撃ちしたり罠わなにはめたり騙だましたりすることは、今後の学園生活のためによろしくないと言えるでしょう。ここでの勝ちは、三年間を過ごす学び舎やでの悪評と引き換かえにしてでも取りたいものではありません。

　たしかにソルヴァナイトの称しよう号ごうは魅み力りよくです。

　しかし、チャンスは何もこの一度ではないのです。

　だからわたくしが最優先にしたいのは今後への影えい響きよう……いわばゲーム外への波は及きゆう性せい。勝てるかどうかはいわば結果に過ぎない。どんなプレイングをすれば、今後の評価が最も高まるか。そこがこのゲームのすべてだとわたくしは受け取りました。

　負けることより、無様に振ふる舞まうことを恐おそれなくては。理想は……そうですね、まずは実力面で侮あなどられないようある程度のポイントを確保すること。そして適てき当とうなところで不運により脱だつ落らくすること、でしょうか。長々と駆かけずり回って服を乱し汗だくになった姿など人には見られたくありませんから。

　わたくし一人で行動するのはあまりよろしくありませんね。誰だれかと組めればそれが良いのですが……。探さぐってみましょうか。まずはここにいるみなさんのことをよく知らなくては。

　この十三人の中で……頼たよれそうな方といえば、どなたでしょう？
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　一仕事終えた顔して去っていった校長の代わりに、教頭が俺おれたちのもとに来て、マジックガンを一丁とバッジを一つ配って回った。

　サブマシンガンかと思ったら、単発でしか撃うてないハンドガンだった。ゲーセンのシューティングゲームで使うような、パッと見じゃ安っぽい作りの黒い銃じゆうだ。

「魔ま銃じゆうはすべてうちの誇ほこれる教師陣じんが作ったもので、いくら当てても人体にダメージはない。衝しよう撃げきを与えるようには設定しているがね。そうしないと撃たれたことに気づかないってことがありうるから。弾たまは、教師陣がガンバって常に遠隔操作リモートコントロールで補ほ充じゆうするので、残弾は無制限。ガンには簡かん易いホーミング機能がついているので、多少の照準のズレはなんとかなる。運動神経に自信のない者、視力の悪い者、サバイバルゲームの経験がない者も安心していい」

　リロード要らねぇのかよ。楽でいいな。

　しかもホーミング機能とかあるのか。楽でいいな。

　だけど、なぜかそれに対して牧マキ島シマが反論した。

「ホーミング機能!?　そ、そんなものがついていては公平なゲームじゃなくなりますよ！」

「ホーミング機能がなければ、サバイバルゲームの経験者が有利になってしまうじゃないか。学園が君たちに求めるのはゲームの巧たくみさではない。ソルヴァナイトという称しよう号ごうに相応ふさわしい能力だ。各自、自分たちに求められている資質は何かを考えたうえで試合にのぞみなさい」

　はぁ、なるほど。いや、意味わかんねーけど。

　バッジの方は、何の変へん哲てつもない、校章をかたどったピンバッジだ。大きさは三センチくらい。

「セーフティバッジは好きなところにつけていい……が、他のプレイヤーから見えない位置につけてはならないよ。たとえばポケットの中につけておいたりすると、それはバッジをつけていない状態と判断される。バッジをつけていない相手からゼロ距きよ離り射しや撃げきを受ければ脱だつ落らくになるので気をつけなさい。道具に関しては以上だ。さて、質問は？」

　ないよ、後はやってみればわかるだろ。

　……と俺おれなら思うんだけど、みんながみんなそう思うわけじゃねぇ。十三人もいりゃ、考えの違ちがうヤツは当然にいる。つーことで、布フ木キが手を挙げて質問をした。

「バッジに意味はあるんですか？　はじめから脱落させられないルールにすればいいんじゃないですか？　バッジを奪うばって脱落させる行こう為いにメリットが感じられませんが」

「そんなことはない。バッジは、ゲーム終了時、一つにつき５点分として得点に換かん算さんしますから。ですから、ポイントは奪えなかったし脱落はさせられなかったけどバッジだけ奪うことはできた、というケースでも攻こう撃げき者しやにはメリットがあるのです。脱落させればポイントを奪い返されることもありません。苦手な相手は早めに脱落させておく、という戦略もありますね」

　それを聞いて、それでもやっぱり不満そうな顔をしたまま、布木は口を閉ざした。

　俺もちょっと不満だな。教頭は答えてない。どうして脱落を難しくしたのかって問題に。

　それに、バッジは一つにつき５点……それっぽっちなのか？　はじめから10点も持ってるんだから、バッジを奪うことのメリットなどたかが知れてる。脱落させられることを心配する必要もないし、積極的に狙ねらっていく理由もない。いったい何のためのルールなんだろな。

「脱落者は私の魔マ技ギで強制テレポートさせていただきますからね。えーと、あそこ、見えますかね。観客席中央に見える解説ルームで、モニターからみんなの活かつ躍やくを見守ってもらいます。あ、あそこで生徒たちが実じつ況きようしてくれるんですよ。スポーツ大会っぽいでしょう。ちょっと狭せまいけど、脱落した順にイスに座ってもらいます」

　目を凝こらしても、解説ルームの中は俺にはよく見えなかった。ところが、視力の良い女子……えーとたしか名前は西ニシ間マ、西間にはよく見えたようで、そして何かに気づいたようで、うるさいくらいに大きな声を出した。

「ちょ、ちょっと待ってください！　あれじゃあ……イスとイスの間かん隔かくが狭すぎます！」

「しかたないでしょう。十三もイスを並べるのだから」

「あ、あ、あんなところに大オオ路ジくんと隣となり同士で座ったら……体が当たっちゃうじゃない！」

「ええ、そうなるでしょうね」

「肌はだと肌が触ふれ合っちゃうじゃない！」

「んん？」

「互たがいの体温を感じ合っちゃうじゃないっ！」

「うーん」

　教頭先生は、困ったように眉まゆをひそめてる。

　若い女の子の気持ちがわからない、とでも言いたげだ。

　安心しろよ、同い年の俺おれにもよくわからん。なんだコイツ。

「ハイ教頭先生！　質問があります！」

「なんだね、西ニシ間マさん」

「リタイアはありですか！　具体的に言うと、自分の狙ねらったタイミングで自分を脱だつ落らくさせることは戦術として可能ですか!?」

「……脱落条件はバッジを外してのゼロ距きよ離り射しや撃げき。バッジを外して自分に向けて撃うてば可能だろう。誰だれかに撃ってもらってもいいだろう。だが君ね、もっと真しん剣けんに学年トップの座を狙いなさいよ。牧マキ島シマ大オオ路ジの隣となりの席じゃなくて」

「真剣です。私はいつだって抜ぬき身の刀なんですっ」

　純愛だな。アホっぽいけど。

　西間と牧島が共とも倒だおれになってくれたらそりゃ笑えるけどな。

「続いては魔マ技ギ選びですが、魔技選びには二つルールがあります。一つ、選んでいい魔技は一つのみです。ただし、二つ以上の魔技を複合式として使うことは許可します。もう一つは、知っての通り、魔技は何かしらの道具を核かくとして発現させた方が上等な結果を手軽に得られるわけですが、核となる道具の持ち込みは禁止です。授業で使う杖つえやジュエルを使ってはなりません。いま渡わたしたマジックガンを核とすることなら可能だがね。ガンに能力を付加することで、魔技を最大限有効に使うというなら、こちらは歓かん迎げいです」

　ふぇぇっ、と可愛かわいらしく非難の声をあげてしまったのは小コ牧マキだった。

「よし、まずは君だ。持ってる魔技用の道具をぜんぶ出して、このカゴの中に入れなさい」

「う、うううー……！」

　困り顔の小牧。教頭先生の言いつけとなれば断ることもできない。

　すぐに観念して、制服のポケットからライテルを取り出した。さっき落としたヤツだな。それをカゴに入れ、そっと下がると、新ニイ傘カサがその背中に手を当てた。

「柚ユウ。まだあるでしょ」

「う、うううー……！　言わないでよ、にーくん……！」

　新傘に言われ、小牧は次々とライテルを取り出す。

　制服のポケット以外にも袖そで、ベルト、靴くつ下したと体中のあちこちから大小さまざまなライテルが出てくる。手品師かよ。出るわ出るわと目を丸くする教頭の前で、ついにはスカートの下からも小牧はライテルを取り出した。二本も。太ももにホルスターでもついてるのか？

　魔技メカニックとしてのケタ外れの才能……可か哀わい想そうだが、今回のゲームじゃ役に立ちそうにはないな。

　他のヤツらもそれぞれに道具を提出していく。相ソウ司ジはペンサイズの杖を。遠トオ野ノはなぜか携けい帯たい用ゲーム機を、八ヤツ切ギリはなぜかハトのエサを……。お前らホントにそれ魔技に使うんだろうな。普ふ通つうに持ち物検査されてんじゃねーよ。
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　中でもとりわけ異質だったのが、西ニシ間マだった。

　コイツ、いきなり鉄の手て錠じようを提出したんだ。それになぜか三つも。

　教頭先生が思わず質問する。

「に、西間くん……？　これは？」

「これは、大オオ路ジくんと、ちょっと……えへっ」

「な、なぜ三つもあるんだ？」

「それは、大路くんと、ちょっと……えへっ」

　まともに返答する気はないようだ。

「あっこれも出さなきゃ！」

　手て錠じようだけでも驚おどろきなのに、西間は続けて刃は渡わたり十センチ程のノコギリを提出した。

「に、西間くん……？　ノコギリを持ち歩いているのか……？」

「大路くんと、ちょっと……えへへー！」

　ノコギリと、三つの手錠。

　何に使うんだ……考えたくもねーな……。

　最後に新ニイ傘カサも、小コ牧マキにもらったというライテルを一つ提出した。

　新傘……。コイツが今回、どれだけの努力をしてきたか俺おれは知ってる。今回だけは絶対にソルヴァナイトにならなきゃならないんだと意気込んでたことを知ってる。真しん剣けんそのものの表情で、新ニイ傘カサはいまもゲームの勝ち方を考えている。勝たせてやりてぇな……。

「ではみなさん、魔マ技ギを選んでください。全員が選び終えたところで、私が君たちをランダムにテレポートさせます。移動した時点で校長先生が開始を宣言しますので、そこからゲームスタートです。では、どうぞ」

　このゲームの肝きもとなる、魔技選び。

　選ぶも何も、俺おれはたぶんはじめから使う魔技が決まってるようなもんだった。

　俺は万能型の選手じゃない。『白図形エアダイス』しか得意な魔技がねーんだから。『白図形エアダイス』ならこいつらが相手でも負けない自信があるが、他の魔技なら何を選んでも勝てないだろう。

　だから俺は、他の十二人がうんうんうなったり話し合ったりしてるのをじっくり観察してた。

　新傘や沢サワ里リ、それに雪ユキ流ナガレと給キユウ黎レイはすでに一人で考え出しているようで、何やらふけるように沈ちん黙もくを守っている。

　口を開いて意見を求めているのは牧マキ島シマと陸奥ムツ、それに西ニシ間マだ。陸奥は、俺でも引くほど真面目まじめな優等生だから、一いつ緒しよに話し合って、正々堂々試合をしようなんて考えているんだろう。逆に牧島は、意見がほしいというよりはただ女子たちと会話がしたくて話を振ふっているようだ。西間しか食いついてないみたいだが……。

　面めん倒どうなことになってんのは相ソウ司ジのところだな。相司建タテ男オ。こいつは、時間を有効に使おうとしてる。魔技の選び方に手間取ってない。これからのゲームをうまく運ぶ手段を探さぐってる。

　取り巻きの遠トオ野ノ、それに地味な布フ木キ、ついでに人の勧かん誘ゆうを断れなさそうな女子の八ヤツ切ギリと小コ牧マキを誘さそってなにやら徒党を組もうとしてる。なんだあいつ……十三人しかいないゲームで、勝者が一人しかいないこのゲームで、まさか五人組を作るつもりかよ。

　なんだか小牧が新傘の方を見てるな……助けを求めてるだろアレ。新傘の方は気づいてないけど。小牧は別に誰だれかと組みたくなんてないんだろうな。ただ断れなかっただけで……。

　すると相司のヤツは、なぜか俺の方にまで近寄ってきた。

　にやにやと気持ち悪い笑顔で。眼鏡めがねの下に妖あやしい光を携たずさえて。ついでに天然パーマで。どうもこいつは信用ならねぇ空気があるよな。不ふ憫びんなもんだ。本当はけっこう話せるヤツなのに。

「有アリ坂サカ。どうだ、君も俺たちと組まないか」

「なぜ」

「もちろん、ゲームを有利に進めるため。考えてみな、ゲーム参加者は十三人もいるんだ。最初から一対十二のつもりでのぞめば一時間半も集中を保てるわけがない。だから前半だけでもチームを作ろうということで俺たちは手を組んだんだが……君もどうかな？」

　思案する。

　逡しゆん巡じゆんする。

　最さい善ぜん手しゆは何か？　相司の話に乗ることか。断ることか。話に乗れば、相司に利用されることになるだろう。断れば、相ソウ司ジに狙ねらわれることになるだろう。五人から狙われるのはかったるいな。かと言って手を組むのは性しように合わねぇよ。

　それなら俺おれがとるべき行動は一つ。相司の作るチームを、いまこの場でつぶしてやればいい。

「いいよ、俺は。同盟なんて要らない」

「どうして？　賢かしこい君なら、すぐに加入してくれると思ったんだが」

「……賢い俺は、どうしても懸け念ねんが拭ぬぐい去れないんだよ。逆に聞こうか、相司。お前が選んだメンバー、そいつらはいったいどういう基準で選んだ？」

「仲間にしても、人を裏切りそうにない人物だけを選んだのさ」

「裏切るであろう人物を外さなきゃならないのなら、まずお前が抜ぬける必要があると思うが」

「有アリ坂サカァ!!　テメェ失礼だろうがァ!!」

　なぜか相司に代わって遠トオ野ノがわめき出した。

　失礼だな。たしかに失礼だ。

　でも、ゲームに勝つにはこれが必要だと思うんだ、悪いな。

「わかるぜ、お前のやりたいことは。魔マ技ギでの戦いは相性が大事だ。自分以外の人間がどんな魔技を選んだか知ってりゃ圧あつ倒とう的てきに有利に魔技を選ぶことができる。だからお前は他のプレイヤーの魔技を知ろうとした。そうだな？」

「いや、違ちがう、そうじゃない」

「そうか。ならお前は、遠野にも布フ木キにも八ヤツ切ギリにも小コ牧マキにも、どんな魔技を選んだか尋たずねたりはしないんだな？　そいつらの魔技を聞いて、そこから後出しで自分の魔技を決めて、後半になったら八切や小牧をカモにしてポイントをむしり取ったりはしねぇんだな？」

「…………もちろん、しないさ」

　まぁ、しないと答えるしかないよな。

「じゃあやっぱり俺は入れねぇな。どんな魔技を持っているかもわからんヤツと、何を狙って戦っているのかもわからんヤツと、手を組む気なんて毛頭ねぇ」

　頭の芯しんに響ひびくように、体の髄ずいに届くように、おどしつけるような声色で俺は言う。

　演出過か剰じようだったかな……。でも、これくらいの演技はあってもいいだろ。必要なのは、論理を積み上げることじゃねぇ。感情を揺ゆるがすことだ。この場の空気を支配するために、な。

「……君にそういう態度を取られるとは思わなかったな」

　あーあ。

　相司を敵に回しちまった。

　ここまで対立するほど嫌きらいなヤツでもねーし、そもそも噓うそをつけない人間は嫌いじゃねーんだけど……ま、ゲームに勝つためだ。仕方ねーよな。

　そっから先はちょっと面白かったな。

　当たり散らす遠野とむすーっとしてる相司が面めん倒どうで新ニイ傘カサや牧マキ島シマはシカト決めこんでるし、女子たちはビビっちまって口をぎゅっと閉じたまま。険悪なムードってのに慣れてない陸奥ムツは心底困った顔してるし。布フ木キ……はトイレにでも行ったのか、しばらく姿を隠かくしてた。

　良い感じだ。これくらい対たい抗こう心しん煽あおらなきゃ、敵に会った時に銃じゆう弾だん飛ばすのためらっちまうからな。できればあちこちで口ゲンカが起こるくらいが良かったけど、そこまでこいつらの感情を操るには時間が足りねーや。

　全員が魔マ技ギを決めたことを確認すると、教頭が一人一人を魔技でグラウンドのあちこちにすっ飛ばしてくれた。

　俺おれも、なんだか知らねーが壁かべ際ぎわに移動させられちまった。さっきまではなかった十メートルくらいの高さの柱が大量にグラウンドにある。

　広々とした、サッカー場二面分のステージ。

　いたるところに設置された見慣れない木々と、大小さまざまな岩。




『それではぁぁぁ……ゲームスタートぉぉぉぉぉぉぉぉ～!!』




　魔技で拡声しまくった校長の声が響ひびき渡わたる。これでゲームスタートってわけだな。

　おお、おお、すごいな。観客席からの熱ねつ狂きようが伝わってくるぜ。音は伝わってこねぇけど。

　さ、いっちょガンバってみますか。







[image: 第一クォーター　〝減点方式じゃ測れない〟]
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「さぁぁ!!　我がソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学ガク園エンが誇ほこる驚きよう異いのスーパールーキーたちのサバイバルゲームがいま！　いま始まりました!!　実じつ況きようは私、生徒会会計であります三年の春日カスガが務めさせていただきます!!　解説には一年の学年主任である小山先生をお呼びしようとしましたが面めん倒どうくさいと断られたので代わりに生徒会長を連れてきました!!　ご存じ生徒会長、瀬セ尾オ女史です!!」

「よろしくな、春日。お前めちゃくちゃ早口だな。ついでにデブだな」

「ちなみに瀬尾会長は第三学年第一学期のソルヴァナイトでもあります！」

「バカばっかりだから。私の代は」

「さーお聴ききくださいこの地鳴りのような歓かん声せいを！　観客席は最高潮に盛り上がっています！」

「いや、まだはじまったばかりだしざわついてる程度だろ」

「盛り上がってることにしないと実況を任された僕ぼくの成績に響ひびくのです!!　ちなみにこの音声は観客席にこそ響いていますがプレイヤーたる十三人の一年生には聞こえないように魔技でカバーしております!!」

「私。その細工をしたのは私。レベルの高い魔技なんだ」

「なるほど余計な情報をありがとうございます！　さて、ゲームがついにはじまったわけですが、会長の注目選手などはいますでしょうか!!」

「そうだなぁ。いまのところは、堅かた物ぶつっぽさが気になるがやはり有アリ坂サカハジメがいちばん魅み力りよく的てきだな。上背があるし、行動力がありそうなのがいい。バイトをしまくってる苦学生だと聞くが、そういう苦労人な面があるのがこれまたいい。能力的にいって将来金を稼かせげる仕事に就けるのはまず間ま違ちがいないし、苦労してるいまのうちにつばをつけられたらすごく都合がよさそうだ」

「栄はえあるソルヴァナイトを決める神聖な試合を公然と男おとこ漁あさりのできる下見場か何かと勘かん違ちがいしている風な印象は受けますが、生徒会長の注目プレイヤーは有坂ハジメ選手だそうです！」

「彼氏募集中だ」

「さぁ!!　観客の皆様にもおわかりの通り、試合会場は十メートルの柱が立ち並ぶ屋外グラウンド!!　柱はすべて九メートル間かん隔かくで、タテヨコ等間隔に設置されております！　そして柱以外にもいたるところに岩と木、二種類のギミックがあふれかえっております！」

「岩にしても木にしても多すぎてウザいな。視界が悪すぎる。突とつ然ぜん接近戦がはじまってもおかしくないぞこれじゃ」

「さぁこの特とく殊しゆにして無む味み乾かん燥そうなステージ、どう戦うのがベストか、はじめに行動を開始するのは……おおーっとあれは!?」

「うーん……解説って……何を解説するんだ？」
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　魔マ技ギで飛ばされて、校長の声でゲーム開始を知る。

　周囲を見る。

　見通しはあまりよくない。柱はかなりの間かん隔かくを置いて設置しているけれど、それぞれが太く高いからかなり視界の邪じや魔まをする。柱だけでなく岩や木も大量にあるから、見回しただけでは他のプレイヤーを発見できそうにない。

　一番近くにある木に近づき、手のひらを当ててみる。感かん触しよくは本物の木と何ら変わらない。この太さはたぶん樫かしの木……？　高さは二メートルほど。他の木も太さや高さが似通っているから、サイズも魔技で整えているのね。

　……このステージギミック、信用できない。魔技で加工用材質変化が施ほどこされている。もしかして、マジックガンで撃うち壊こわせるように設定されているんじゃないかしら。バリケードを作って籠ろう城じよう作戦するプレイヤーが出てこないようにしてあるのでしょうね。籠城作戦は魔技を必要としないから。

　ステージギミック一つをとっても、これだけ隠かくされたことがある。まだ情報が少なすぎるわね。他の十二人の情報だけでなく、ゲームそのものの情報が足りない。

　情報収集のできる魔技を選ぶべきだったかしら？　いや、時間の長さやグラウンドの狭せまさ、相手も魔技を備えていることから言って探たん索さく・情報収集型の魔技は有用性が低い……。この試合は一発当てたら勝ちのルールではない……撃ち合いが前提にある。だから敵の現在地を知って不意討うちを仕し掛かけることの有効度は高くない……。

　……あまりゲームは好きじゃないのだけれど。

　体を動かすのも好きじゃない。でも、これはソルヴァナイトになるための試練。

　数々の特権も寮りようの専用個室もほしい。卒業後に入りたい大学もある。ほしくないわけがない。なにより、特権により学園内での行動範はん囲いが広がるのが魅み力りよくよ……。新しい魔技の練習や研究にも力を注げるし……。

　まずは、このゲームを勝ち切ることを考えなくちゃ。

　ちょうど戦うべき相手もこっちに向かっているみたいだし……。

　私には聴こえる。

　誰だれかの足音がこちらに近づいてきている。まだ距きよ離りはあるけれど、走っているようだからすぐに私を見つけるでしょう。足音は一人。それは好都合だけど、ここまで積極的に敵を探しているプレイヤーが私の近くに来ているというのはあまり嬉うれしくない。

　二つ遠くの柱の陰かげ、密みつ集しゆうした木々から回り込むようにして、彼はその姿を現した。

「はぁ、はぁ……あっ！　見つけた！　キュウレイさん！　よーし、勝負だ！」

　陸奥ムツくんが、私を見つけて破顔した。

　最悪の相手だわ……！　真面目まじめで、裏表のない、お人ひと好よしの少年……！

　もっと狡こう猾かつで、逃にげ腰ごしの相手と戦いたかったのに！

　彼は何ら魔マ技ギを使う素そ振ぶりも見せず、真っ向から銃じゆう弾だんを撃うってきた。ホーミング機能があるという話だったけど、木に隠かくれると容よう易いに身を守ることができた。銃弾の速度、距きよ離りともにモデルガンとそう差を感じない。戦うことに不便はない。

　ともあれ、こんな馬ば鹿か正直に向かってくる相手を初交戦の相手には選びたくない。

　私は彼に気づかれぬよう、さらに魔技を展開する。

　今度は私ではなく──彼の聴ちよう力りよくに働きかければいい。

「あ、あっ!?　あれっ!?」

　戸と惑まどいの声が聞こえる。彼が自分の耳を押おさえているのが見える。銃の撃ち合いのゲームで、敵から目を離はなすなんて愚ぐ策さくもいいところよ。

　彼に見つからないよう注意を払はらいながら、私はその場を後にした。

　ソルヴァナイトになるには、このゲームに勝つにはどうしても情報を集める必要がありそう。試しに戦ってみることも必要になってくるでしょう。でも──妥だ協きようのできない人間を相手に、テストをする気にはなれないわ。
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「ったくよー、相ソウ司ジのヤツはホンットにいけ好かねーよなー！　いきなりチームを組もうとすんのも気に入らねーし、そこにおれを誘さそわねーのも気に入らねーぜ！」

「大オオ路ジくん……もうゲームはじまってるんだけど……」

「なんだよ新ニイ傘カサ！　お前は相司に文句ねーのかよ！」

　なんだよなんだよノリがわりーな、ゲーム開始と同時に運命的に出会ったおれたちはもはや親友と言ってもいいくらいの仲だろ。親友がグチをこぼしたいって言ってんだから少しくらい聞いてくれてもいいじゃねーか。どーせこんなステージの端はしっこに人は来ねーしさ！

「相司くんの考え方は基本的に間ま違ちがってないよ。このゲーム、勝者になれるのは一人だけ……でも、一人で戦い抜ぬいて勝者になることはたぶん不可能だと思う」

「なっ、なんでだよ！　相司が正しいっていうのか!?　あいつみたいに、徒党を組んでソロプレイヤーを狩かるのが正解だって!?　そんなの……そんなの、なんつーか、小物っぽいっつーか悪者っぽいっつーか！　小悪党っつーか！　道徳的じゃねーよ！」

「道徳的、かぁ。大路くんらしくない言葉が出てきたなぁ。誰だれの影えい響きよう？」

「教科書の影響に決まってんだろおれは教科書と漫まん画がしか読まねーんだから！　そんなことより新ニイ傘カサ！　お前は相ソウ司ジがズルいと思わねーのかよ！　不健全だと思わねーのか!?」

「僕ぼくは思わない。一人しか勝者になれないのに手を取り合うことができるのは友情や信しん頼らいの証あかしだとも言えるよ。道徳的というなら、誰だれも信用できず自分の能力だけを頼たよりに一人でさびしく戦うのは不健全……なんてこじつけ方もできるしね」

「でも……！」

「さっきのあれは有アリ坂サカくんが一枚上うわ手てだっただけだよ。枠わくを作りチームを組むということは、枠から外れた敵を作り出すことと同義だ。十三人のサバイバルゲームで五人組を作っていれば、他の八人が快こころよく思わないであろうってことは推すい測そくができた。それを利用して、あの場の雰ふん囲い気きは自分に味方するであろうことを見み越こして、相司くんを小悪党に仕立て上げた」

「そ、そうだったんか」

「これはただでさえ普ふ段だんから一いつ緒しよに授業を受けている仲間内での戦いなんだよ。仲が良い相手や性格の良い子はどうしても攻こう撃げきの対象にしにくいからね。ゲーム開始前にヒール役を作り上げることは、自分の生存率を上げることでもあったんだよ」

「はーなるほどなァ」

　……え、なに、こういう心理戦のゲームなわけ？

　やべぇ！　勝てる気しねぇ！　ペーパーテストでしかおれまともに戦えねぇ！

「しかし、新傘の言い分じゃあチームを作るのは正せい攻こう法ほうだってことか？」

「もちろん。魔マ技ギ戦は相性勝負だからね。一人で十二人を相手にはできない」

「じゃ、じゃ、じゃあよ！　お前も手を組む相手を募集中ってことか!?」

「ううん」

　え。おいおいどーいうことですか新傘さん、おいらを裏切るんですかい？

「相司くんのやり方はベストじゃなかった。全員が集まってる場所で仲間集めなんてすべきじゃないんだよ。魔技戦は相性勝負。言い換かえるなら、これは情報戦なんだ。誰とどう戦えば勝てるかっていう情報こそが明暗を分ける。情報をある程度集めた後、最終局面を読み切ってから、そこに至るまでに必要な戦力として仲間を集めるべきだったんだよ。終局図も想像できない状じよう況きようから作ったチームには信頼もメリットも生まれない」

　……あっれー？　新傘のヤツ、ちょっとぴりぴりしてる？　いつもはもっと穏おだやかで大人しくて、そんでノリがいいもんだから遊びに誘さそいやすいヤツって印象だけど、ついでにいつも誘いは断られてるけど、なんだか今回はマジで勝とうとしてるっぽいな。

「あー頭使いそうだなー……なぁ新傘ぁ、どう戦えば勝てそうか教えてくれよぉ」

「いや、僕も大オオ路ジくんのライバルなんだけど……」

「まぁそう言うなって」

「でも、大路くんが選んだ魔技すら知らないし、アドバイスなんてできないよ」

「おれが選んだ魔技は──これですよ、新傘さん」

　自分の顔に手をかざし、ちょちょいと魔ま力りよくを注いでやれば、あら不思議ったらあら不思議、おれの顔はたちまち奈ナ々ナさんの美しいお顔に大変身。

　そうさ、おれの選んだ能力はコピー＆ペースト！　『虎威借ジゴロ』ってんだ覚えとけぃ！

「どうよ？　服も声もバッチリ変わってんだろ？　できれば体まで変えてーんだけどその辺はまだ研究不足でよー！　肉体的には首から上しか変化できねーんだよなぁこれが！　全身変化ができるようになったら、お前の好きな女の子に化けてやるぜ！　だから後で教えろよ、お前のマイラバをよぉ！」

　顔の変化ってのは簡単に見えて難しいんだぜ！　一年は平面に色変化つけるだけで精せい一いつ杯ぱいなのによ、デコボコな顔の表面に色変化つけたうえに形状変化までかましてるわけだからな！　そのうえ服と声帯まで変えちまってんだからおれってば天才としか言いようがねーな！

　パパッともう一度顔の前に手をかざし、もとのおれのイケてるフェイスに戻もどってやるとさすがに新ニイ傘カサも驚おどろいたようで、開いた口が塞ふさがらねーって顔してるぜ！

「お、大オオ路ジくん……!?　変身能力……!?　なんでそんな魔技を選んだの!?」

「変身能力とは言わねーんだよ、教科書的にはよー！　これはな、『虎威借』っつってさ、えーと、『表層的性質をコピー＆ペーストする』魔技であっておれさまの最終奥おう義ぎで──」

「名前なんかどうでもいいよ！　なんで変身しようなんて考えたの!?」

「え。不意討うちできるかなぁって」

「だって、だって、十三人全員が敵なんだよ!?　誰だれに化けて、誰を騙だますつもりなの!?」

「…………ンン？」

　…………あれ。

　言われてみれば。味方のフリをすることも、他人のフリをすることも意味がねーな。

　うーん。

　目を見開いて「信じられない」と顔全体で表現してくれる新傘の肩かたにおれは手をかけた。

「いいか？　人生において大切なのは、重い肩書きじゃなくて深いラヴなんだよ。そしてラヴの対象は自分で選ばなきゃなんねぇ。だから現時点におけるおれの第一目標は、西ニシ間マから無事逃にげ切ることなのさ」

「…………」

　新傘のヤツ、絶句しちまった。

　お前はわかってねーんだよ、あのバケモンから逃げることの大変さがよー……。

「わかってくれ、新傘。あいつの持ち物は、三つの手て錠じようなんだぜ？　どこの世界の女子高生がそんなもん単純所持してんだよさっさととっ捕つかまれよ」

「ああ……あれ、何に使うんだろうね」

「何にって、おれにだろ。コワイのはそこじゃねぇよ！　なんで三つしかないのかってことだよ！　コエーだろ!?　おれの手足ってぜんぶ合わせて四本だよな!?　数え間ま違ちがいじゃねーよな!?　なんで手て錠じようが三つなんですか!?　ノコギリをどう使うつもりなんスか!?　うわあ想像しただけでもコエーよ！」

「う、ううーん……」

　おれにとっちゃ、勝つことより西ニシ間マから逃にげることの方が大事なわけよ。つーか一番大事なのはどこかにいるおれのデスティニーガールとラヴラヴなエブリデイをエンジョイするためのアビリティ＆チャンスなわけだけど……あっ!?

　…………あれあれ？

　もしかして、おれ、勝つ必要ないんじゃね!?

　目的はモテることなんだから、ソルヴァナイトになれなかったとしても、観客の女の子たちにアピールできればそれだけでいんじゃね!?　そうだよムリして一人でハードボイルドに戦う必要なんてねーじゃん！

　よっしゃ新ニイ傘カサについてこ！　なんか真しん剣けんっぽいし、新傘についていっときゃおれも適てき度どに活かつ躍やくできそうだし！　やっぱり無理矢理にでも子分にしてもらうしかねーな！

「なぁ新傘！　おれがお前にきょうりょ──」

「見ぃぃーつけたぁぁー♡」

　背筋が凍こおった。左を見た。十メートル先。西間がいた。

「出たあああああああああああああああああああ!!」

　すぐさまガンを構えたおれたちを無視して西間がこっちに走ってくる！　ものっそい笑顔で走ってくる！　うおおおおお逃げろおおおおおおおおおおおお[image: !!!]

「なんで逃げるの大オオ路ジくぅぅーん!!　待ってぇぇぇぇぇっ!!」

「追ってくるなぁぁぁぁぁっ!!　あっちに新傘がいるぞ!!　あいつの方がポイント持ってんぞ！　それにあいつクッキー焼くのうまいぞ！　あっち狙ねらえよ!!」

「なに言ってんのもー!!　大路くぅぅーん!!　二人で脱だつ落らくルーム行こうよー!!」

「一人で行けぇぇぇぇぇぇ!!」

　ダメだこれ二手に分かれるとおれが困るだけだ！　新傘先生のいる方に逃げよう！

「待ってくれぇぇぇぇぇぇ!!」

「な、なんでこっちに来るんだよ！　大路くんあっちに逃げてよ!!」

「一人にしないでくれよォ新傘よォ！」

　一人じゃコワイんだよあのバケモンが来るからよおおおお[image: !!!]

　走って逃げきれるはずもねぇし！　あいつああ見えて人間とは思えねぇ体力してっしよぉ!!

　柱の間を走るぜ走る！　なんか知らねーけどここらへん木だらけでメンドくせーんだけどその隙すき間まを縫ぬって走るわけよ!!

　ところがビックリなぜかいきなり、柱と木の間を通ろうとしたおれたちの前に赤いヒモが現れた。柱から出た魔ま力りよくが、木にぶつかってヒモに性質を変化させている……なんだコレ!?　なんだこれステージのトラップか!?　ここ通っちゃいけませんってあれか!?

「なんだよこのヒモはァ!!　罠わなか!?　逃にげるぞ新ニイ傘カサ!!」

「だから大オオ路ジくん一人で逃げてよ!!」

　やべェよこれやべェよと思ってるおれの後ろで、西ニシ間マが不気味に笑っていた。

「私の魔マ技ギは『レッドシュトラフ』……！　どこにでも、糸をつくることができるの！　点と点を糸で結ぶの。大路くん……私とあなたを、キズナで結ぶための奇き跡せきなのよっ……!!」

「ウェェェェェキモチワリぃぃぃぃぃぃっ!!」

　たかがお遊びの魔技に意味深なメッセージ込めんなよぉぉぉぉぉぉっ!!

　新傘と並んで走ってるけど、西間の狙ねらいはおれひとりなわけだし、このままじゃおれだけが捕つかまる未来図しか思い浮うかべることができねぇ！　やるしかねぇ！　策はある！

「新傘！　こっち！　こっち来てくれ！　おれに考えがあんだよ！」

「う、うん、わかった！」

　並へい走そうしながら新傘がおれのすぐ隣となりにくる。新傘のプリティフェイスに、おれは自分の右手を当てた。そして『虎威借ジゴロ』を発動させる！　よっしゃもらったぜ、お前の『表層的性質』！　そして代わりにおれのをやる！

「えっ!?　あっ!?　僕ぼくの声が大路くんに!?　まさか顔も!?」

　そして自分の顔には新傘の顔を張りつけて……これでカンペキだぜ!!

「実はおれ、他人に性質をコピペすることもできんだ。たぶん十分ちょいすりゃ解けるからよ！　あとのことよろしくな、新傘！　おれの代わりに逃げてくれ！　あーばよー!!」

　あっひゃっひゃっひゃっひゃっおれと共同戦線を張らなかったことを後こう悔かいするがいいぜ！　新傘！　おれが勝ったら、合コンには一いつ緒しよに連れてってやるからな！　じゃーなー!!
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　それはきっと、横転した階層制。

　本来上下差だったものが、隣となり合う人間を区切っている。

　あたしたちはいつだって、縦たてにも横にも壁かべを作って必死に自分の立ち位置を作り上げている。

　あたしたちは、優ゆう秀しゆうってくくりで隔かく離りされたただの一グループに過ぎない。上下の階層は、横転しては隣同士のあたしたちに壁を作る。上を見たり横を見たり、あたしたちが本当に見なけりゃいけないのはそんなもんじゃないはずなのに。

　退たい屈くつだ。

　どうしようもなく。

　命を、涙なみだを、枯からしたくなるほど。

　優ゆう秀しゆうだ、〝上うわ澄ずみの集中〟だと言われる度たびに、あたしはこの学校生活に退たい屈くつしていった。

　だけど、だから、このゲームには少し期待してたんだ。グループを、カテゴリを、ぶっ飛ばすヤツが現れるには良い機会だと思うから。

　ま、そんな期待はすぐに砕くだかれたけどね。

　どーせ誰だれに会っても負ける気はしないからとぶらぶら歩き出すと、すぐに他のプレイヤーに出くわした。八ヤツ切ギリなつめだ。

「あっ……あっ……！」

　八切はあたしを見つけるなり銃じゆうを構えて、銃口をあたしに向けたまではいいけど、だけどそこから先は固まって何もできなくなった。二十メートルの距きよ離りも、あたしの警けい戒かい心しんも、あの腰こし抜ぬけなおっぱいちゃんには無用の長物だと知った。

　あたしはためらわず近づいていく。どんな魔マ技ギを選んだのか知りたいし、先手はやろうと思ってた。だけど八切は震ふるえたまま、あたしがすぐ目の前に来ても何もできないでいる。

「あ、あの……！」

　ナミダメになっちゃった。

　泣なかしたらどーしよ。

「いいよ。撃うってみ」

「え、えっ……」

　会話すらままならないのかよ。さすがに苛いら立だってきたな。

「ほら早く。撃たれるとどんな衝しよう撃げきがくるのか知りたいから早くして」

「は、はいっ」

　そこまで言ってようやく八切が発はつ砲ぽうした。なぜかヘッドショットだった。

　弾丸があたしの頭に当たると同時に──いや、当たったと判定されたと同時に、デカい手に頭を摑つかまれて無理矢理後ろにのけぞらされたような、強引で、それでいて鈍にぶい衝撃があたしの頭に響ひびいた。

「……ッ！　けっこう効くな」

「ご、ごめんなさい……！」

　なぜか八切が謝る。可愛かわいくて情けない生き物だなぁ、ホントに。

　ケガはない。痛みも気にならない。弾丸は魔ま弾だんだから、目に当たってどうこうってこともない。だけど衝撃はけっこう大きかった。撃ち合いになると、相手の銃弾がヒットする度にたぶんこちらの動きは止められちゃうんじゃないかな。

　これで１点奪うばわれたってわけか。ちょいと首を回すとすぐ近くの柱にモニターが埋うめ込まれているのが見えた。覗のぞき込むと、あたしの持ち点が９になり、八切の方が11になってる。

「ふーん……こんな風に映るんだ」

　八切を無視してモニターを見ていると、さすがに八切は自分の情けなさに気づいたようで、精せい一いつ杯ぱいに勇気を出してあたしに声をかけてきた。

「あ、あの、さささ沢サワ里リさん」

「なに？　あたしとやる？」

「えっ…………その…………」

　目は泳ぎ、手は震ふるえている。威い圧あつに弱いんだな。

　可愛かわいいなコイツ。でもやっぱりちょっとイラっとくるな。

「やる？」

「…………やりません」

　プレッシャーに勝てなくてゲームを勝ち抜ぬけるわけないのに。

　ペーパーテストじゃなきゃ本領を発はつ揮きできない生き物って、大変だな。

「じゃね。あたし以外の人間に会ったら問答無用に撃うつんだよ。それじゃ」

「はい……どうも……」

　……バカかこの子は。立ち去るあたしの背中を撃てばいいのに。

　八ヤツ切ギリとの交戦……もしくは会話を経て、あたしのやる気はこれ以上ないってくらいに下がってたけど、落ち込む暇ひまはなかった。

　八切から離はなれてすぐに、向こうから陸奥ムツが走ってくるのが見えたからだ。

　今度は男子だけど、男子の中でも一番『優等生』ってイメージに近いヤツだ。今度こそまともなゲームをさせてくれるんだろうなと期待してあたしは銃じゆうを握にぎり直した。

「沢里さん！　よーし、はじめようか！」

　あたしの期待は、一いつ瞬しゆんにして風に流れていった。

　おいおいふざけんなよ……お互たがいが見える距きよ離りで、柱もたいして邪じや魔まにならない位置で、ステージギミックがバリケード代わりに置かれているわけでもないのに、いきなり「よーし、はじめようか」と来るかね。ったくどいつもこいつも……！

　苛いら立だちが募つのる。やる気が消える。あたしは銃を下ろして、さわやかな笑顔でこちらを見ている陸奥をなじった。

「…………バカじゃねーの」

「ん!?　ば、バカって言った？」

「言ったよ!!　てめーは大バカヤローだよ!!」

「ど、どういう意味だい？」

「はじめようかじゃねーよ！　フツーにまず撃ってくりゃいいだろ！」

「ええっ!?　で、でも、それはさすがに不意討うちじゃ」

「不意討ちをしろって言ってんだよ！　良い子ちゃんしてんじゃねーよ!!」

「し、しかし沢里さんは女子だし」

　常識。見せかけの優しさ。社交性。平へい凡ぼん！　平凡!!　平凡[image: !!!]

　ブチっときた。もうダメだ。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「マジにやれよクソヤロおおおおおおおおお!!」

　とにかく乱射した。誰だれに当たるか、どこに弾たまが飛ぶかなんてまったく考えず、ひたすらにトリガーを引いた。

「退たい屈くつなんだよお前らはぁっ!!　清せい潔けつな笑顔であたしを見るんじゃねーよ!!　倒たおれた人間の顔を蹴けり上げる覚かく悟ごもねーのに戦いを挑いどむんじゃねーよ!!」

　ステージに音が響ひびき渡わたる。標的を外した銃じゆう弾だんが何発も何発も柱に当たり、砂すな袋ぶくろを電柱に投げつけたような衝しよう撃げきがいたるところで弾はじけて鳴った。

「……っはぁっはぁっはぁっ……！」

　暴れるように、狂きよう喜きするようにぶっ放しまくったあたしの攻こう撃げきの結果は、あたりにわずかな砂すな埃ぼこりが舞まっただけだった。柱には傷一つついていなかった。

　息が切れるまで叫さけんで乱射しまくっても、結局陸奥ムツは一発も撃うち返してこない。柱の陰かげに隠かくれたまま、ずっとあたしの様子をうかがってた。なんだよ。「あたしが撃つ番」だから、自分は撃っちゃいけないとでも思ったのかよ？　お前、それで誰かに勝てると思ってんのかよ……！

「死ねよ。埃をかぶったまま。人を蹴飛ばす覚悟がないヤツと戦う気はねーよ」

　くそっ、くそっ……！

　最悪の気分だ。

　これこそ退たい屈くつだ。

　……わかってるんだ。

　あたしも含ふくめ、ここにいるヤツらはみんな『なぞる』のが得意なだけなんだ。

　与えられた問題。予定された正答。望まれた道徳。叫ばれた正義。求められたことを、求められたようにこなすだけ。

〝上うわ澄ずみの集中〟……そんな呼び名が、皮肉に聞こえるのはあたしだけか？

　あたしたちは人よりちょっとだけセンサーが良くて、大人が何を求めているかを早くから理解できていた。だからそれをなぞってきただけ。早熟に成長したように見せかけて、人より前を歩こうと努力をしただけ。人と違ちがうことをしてきたわけじゃ決してないんだ。優ゆう秀しゆうな世代だとは言われてるけど、だからって世界を変えるほどぶっ飛んだ才能があるわけでもない。

　要するに、あたしたちは振ふり分けられただけなんだ。天才っていうカテゴリに。ただそれだけ。そういう名前を与えられただけ。どいつもこいつも大したことはないんだ。

　もちろん別の見方があることはわかってる。努力は素晴らしい、頭の回転が速いことは損にはならない、あたしたちを羨うらやみ妬ねたんでやまない人がいる、そんなことは十分知ってる。

　だけどあたしは、あたしの見方でしかあたしたちを見定めることができない。だからあたしは断定する。この現状を、退屈だと言い切れる。

　なぞることしかできないあたしたち。

　あたしたちの本質は、減点方式じゃ測れない。

　結局のところ、カテゴライズされただけのあたしたち。この退たい屈くつから逃のがれるなら方法は二つしかない。自分だけが突つき抜ぬけるか、自分以外をすべて蹴け落おとすか。

　優ゆう秀しゆうというカテゴリ。その中であたしたちは、これからたった一つのイスを奪うばい合うイス取りゲームをする。これはもしかしたら、なぞるより気持ちのイイことを知らないあたしたちの、はじめての、本物の、生き残り競争サバイバルゲームなのかもしれない。

　ただ優秀であるだけでは勝ち残れない。先生に褒ほめてもらえるだけでは生き残れない。突き抜けるなら、カテゴリをぶち抜くなら、いましかないんだ。

　だってのに、八ヤツ切ギリも、陸奥ムツも、もしかしたら他のヤツらも……。

「くそっ……!!」

　あたしは勝つ。八切や陸奥みたいなヘタレに会っても次は見逃さない。かたっぱしからぶっ飛ばしてやる。優勝して、トロフィーをもらって、その場で地面に叩たたきつけてぶっ壊こわしてやる。

　……チクショー……。

　誰だれでもいい。

　何でもいい。

　退屈すぎるこのゲームを、あたしたちの囚とらわれたこのカテゴリを、ラジカルな弾だん丸がんでブチ抜いてくれよ……。
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　あ、あ、あ、あァー怖こわかったー……。

　沢サワ里リさん怖すぎだわ……無理よあんなの、戦せん闘とう民族か殺し屋集団にありがちな表情してたもの、標的を射い抜ぬく目つきと少しも笑っていない口元で私を威い嚇かくしてたもの。あと五秒長くにらまれてたらきっと私失禁してたわ。１ポイント譲ゆずってくれたくらいじゃ私は許さないわ。

　そ、そ、そもそも私あの人苦手なのよね。

　だって、あの人最近昼休みになると中庭のベンチに座っちゃうのよね。あそこは私の場所だったのに……！　人があまり来なくて、風も吹ふきつけないからお弁当を広げるには最高なのよ……！　沢里さんが来る前は、あそこは、私とビアンカとフレドリカの場所だったのよ！

　で、でもそれくらいのことで怒おこっちゃダメよね。

　怒ると体に良くないと聞くし、私が怒ってると「あいつ何キレてんのマジキモイんですけど」っていう声がどこかから聞こえてくるような気もするし。

　でも、でも、今回のソルヴァナイト戦、サバイバルゲームでむしろ良かったわ。魔マ技ギを使った攻こう撃げきの応おう酬しゆうがはじまれば血が流れるのは確実……いえ、死者が出てもおかしくないもの。私間ま違ちがいなく死ぬもの。血ぶしゃーってなって死ぬもの。だからこうして、先生たちは魔法ゲームの形で私たちを競きそわせたのよね。

　ふふふ……私バカだけど、実は頭を使うことができるのよ……。

　みんな、どう戦うべきかってことに気づいているのかしらね……？

　この舞ぶ台たいを用意したのは教師陣じんよ。ただのゲームで優ゆう劣れつを競わせるわけがないわ。そこに気づけば必勝法はもう目の前……！

　私たちはいま何を問われているのかを考えるの。もちろん、ペーパーテストやただの実技テストで差がつかなかったのだからそれ以外の部分よね。つまり、学校のテストでは本来問えない部分……実戦よ！　本来の魔マ技ギ戦では何が求められているのかを考えればおのずとゲームの勝ち方は見えてくるわ……！

　魔技による攻こう撃げきというのは実に多種多様……十三人の高校生が集まっただけで十三の魔法がいまぶつかり合っているくらいだものね。数ある魔技攻撃のすべてを受け止めるなんてのは無理よ。少なくとも私は無理よ。言うなれば、実戦なら一度でも攻撃を受けてしまえば終わり。どんな威い力りよくが、どんな特とく殊しゆ効果が隠かくされているかわからないもの。

　つまり答えはシンプルにして唯ゆい一いつ。このゲームは、いかに攻せめるかではなく、いかに受けるか……そこがキモに違ちがいないわ！

　隙すきを見せて失点したヤツがじわじわと死んでいくゲーム……！

　バカが特攻して大量得点を狙ねらう様を想像すると笑ってしまうね……！

　私のいまの点数は11……おそらく現状トップ!!　私は、このアドバンテージを、まずは守りきることを考えるべき……！　だから私はこの魔技で、安全を買い続けることにするっ……！

「あらわれて……『不可侵場シヨータイム』……!!」

　不可侵場シヨータイムとは、特殊効果を持つ魔法の部屋を作り上げる魔技……！

　部屋っていうか、掃そう除じ用具を入れるロッカーくらいの大きさしかないけど、一人で隠れるにはじゅうぶんなサイズよ……！　そしてこの空間は不思議なことに、外からは見ることができない……触ふれる以外の方法では感知することができない……！　しかし中から外は丸見え！　ま、まぁぶっちゃけ優等なマジックミラーってことだけど。先生たちが、テスト中の生徒たちの後ろで、これに隠れてカンニングしないか監かん視ししているのを知ってるのよ私っ……！

　あとはこの中で、私は隠れ続ければいい！

　扉とびらを開き中に入ると……けっこう狭せまいわね。入れてあと一人ってところかしら？　いや、もう誰だれも入れないつもりだけれど……。

　見える！　私からは外が！　ちゃんと入ってくるわ、光が！　でも外から私の不可侵場シヨータイムは見ることができない……！

　あー落ち着く！

　他人の目がない閉へい鎖さ空間マジ落ち着く！

　人に見られないって最高ね!!

　これで誰だれが来ても安心よ!!　さっき協力を断っちゃった手前、相ソウ司ジくんたちにはできるだけ会いたくないのよね……。てゆーかなんで遠トオ野ノくんみたいな野や蛮ばん人と相司くんみたいな紳しん士しが組んでるのかしら……犯罪の香かおりがするわ！　うううコワイ!!　暴力と知力が手を取り合ってるあの二人に会いたくない!!

　──あっ!?　近くを誰かが歩いてる！

　相司・遠野ペアじゃありませんようにとこっそり目を向けてみると、そのシルエットはどうにも相司くんでも遠野くんでもなさそう。

　あれは……陸奥ムツくん、よね？　なんだか魂たましいが抜ぬけたようにぼんやり歩いてるけど……。

　大だい丈じよう夫ぶ、彼には私が見えていない……そして私には彼が見えている！

　これならゲーム終了まで安全に隠かくれていられるわぁ……！

　さ、さ、最終的に、一位が持っているポイントが10点だったら私の優勝じゃない……!?

　なんか謎なぞの平和友好条約が働いて、みんなが戦うことをやめたら私の勝ちじゃない……!!

　地味すぎる作戦だけど……私がいじめられないためにはこれしかないわ……！

　見守っててね！　ママ！　ビアンカ！　フレドリカぁ！
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　沢サワ里リさんが去って、僕ぼくのまわりには誰もいなくなって、砂すな埃ぼこりと静せい寂じやくだけが僕の視界を埋うめ尽つくしていた。

　歩く。歩く。一歩。二歩。

　だけど僕はどこにも行きつくことがない。用意されたステージで、出口のない場所をぐるぐる回り、同級生たちに勝つことだけを考えるよう強しいられて、僕はただただ歩いている。それはまるで、僕のこれまでを象しよう徴ちようしているかのよう。

　学校で真面目まじめに授業を受けて、勉強をして、塾じゆくに通って、勉強をして、良い高校へ、良い大学へと進学して、親と教師の期待に応こたえながら進んでいく。レールの上に乗せられた人生。僕みたいな生き方は、よくそういう言われ方をされる。でも僕の印象は違ちがう。

　僕はいつも、細く、長く、手すりのない橋を渡わたってきた。

　迷わず、疑わず、下を見ず、前だけを見て、まっすぐ進むことだけが正解だった。

　外れることのできないレールに乗ったことなど一度としてなかった。後ろの影かげにおびえ、隣となりの壁かべを恐おそれ、決して振ふり返らないようにと、僕は正解だけを選び続けてきた。そう思っていた。

　退たい屈くつ。沢里さんの言葉は重く響ひびいた。僕の正解を、僕のいままでを、彼女は価値のないゴミとしか見ていなかったように……思えた。

　手足に力が入らない。

　名めい誉よあるソルヴァナイトの称しよう号ごうを競きそう試合はもうはじまっているというのに。

　走り回ってみんなと競い合うのが『正解』だと僕ぼくはわかっているはずなのに。

　視界の端はしで何かが動いた。

　あのシルエットに落ち着かない動きは……牧マキ島シマくんだ。息を切らしながら走ってきて、ようやく止まったかと思えば倒たおれかかるようにして柱のモニターをのぞいている。ぼうっと立ち尽つくす僕に気づいていないようで、のんびりとした手つきでゴーグルを装着している。

「えーっと……12点？　っかしいなー、西ニシ間マのアホに五発くらいブチ込んだつもりだったのに」

　もう撃うち合ったのか。西間さんと。……まだ開始して五分くらいなのに。

「くそっ、おれって球技は得意なんだけどなぁ、銃じゆうを撃つなんてのは趣しゆ味みじゃねーなぁ」

　独ひとり言ごと多いな、牧島くん。

　僕のことはまったく見えていないみたいだ。

「あ？　なんで陸奥ムツの点も映ってんだ？　10点のまま……マジメくんだしな、こういう野や蛮ばんなゲームはやったことねんだろうな。おれもだけど。……あ！　あいつもこの辺にいんのか!?」

「僕ならここだけど」

「おおっ!?　いやがったのか！　西間じゃないなら怖こわくないぜ！　勝負だ陸奥ゥ！」

　牧島くんはすぐに三発の銃じゆう弾だんを飛ばしてきた。距きよ離りがあるせいか弾たまは当たらなかった。

　そのまま柱に隠かくれてこちらをうかがっているところを見ると、やっぱり僕と戦う気らしい。

「勝負ははじまってんぞこのマジメくんめ！　くらえっ！　くらえっ！」

　体を隠しながら牧島くんが僕を撃つ。

　今度は左ひだり腕うでに銃弾が当たった。衝しよう撃げきが走る。わずかな痛みが走る。

　そうだ。牧島くんが正しい。相手のことなんて考える必要はない。それがルール。

　体は動く。理性をぶっちぎって。僕が選んだのは『過動オーバーアクセル』。身体能力を高める……それだけの魔マ技ギ。僕は、牧島くんの隠れている柱の周囲めがけてトリガーを引いた。引きまくった。沢サワ里リさんがやったように絶え間なく、弾幕を張るように。

「お、おおおお!?　　れ、連射能力か!?　どんだけ撃ちまくってんだよ！　魔力飛ばして補ほ充じゆうしてる先生たちの労力考えろよ！」

「連射じゃないよ。ただちょっとだけ……トリガーを引く指の動きも強化されてるだけ」

　僕はさらに撃ちまくる。指はとめどなく動く。魔弾は舞まい飛ぶ。激しさは増す。荒あれる大火に風が吹ふきつけ火の粉が舞い飛ぶように。ステージが荒れて、風に砂が混じる。

　牧島くんの姿が見えない。やっぱり雑に撃つだけじゃダメか。目を凝こらすようにして僕がグラウンドの向こうを探さぐっていると、いきなり背中に衝撃が走った。連続して、何度も。

「牧島くん！　逃にげてください！」

　振ふり返ると、雪ユキ流ナガレさんがいつの間にか後ろに立って、僕ぼくに銃じゆう口こうを向けていた。

　雪流さんと牧マキ島シマくんが組んでいたのか……？

　ゲーム開始前にそんな様子はなかったけど……。

　なぜだろう。ふつふつと怒いかりがわいてきた。十三人で競きそい合うってルールなのに、二人で攻せめてくるなんてヒキョウじゃないか。僕はいま牧島くんと戦っている最中だったのに邪じや魔ましやがって。それも背後から攻こう撃げきしてくるなんて。ずるいじゃないか。ずるいじゃないか……!!

　銃を持つ手が妙みように熱い。不自然なほど握あく力りよくを強めすぎている。あの女をまずは潰つぶそう。

「ポイントを奪うばうより先に……敵の動きを止めなくちゃ……」

　牧島くんが逃にげる姿を確認する間もなく、雪流さんも僕に背を向けて走り出した。

　可愛かわいらしく美しい見た目に反して男らしい走り方なんだなぁ。

　てゆーかなんで逃げるの？　これはサバイバルゲームなんだよ。人を疑似的に殺すことを楽しむゲームなんだよ。僕はプレイヤーだ。楽しもうよ。もっと。もっと……！

　僕が選んだのは『過動オーバーアクセル』であって、指を強くする能力じゃない。

　僕は駆かける。強化された脚きやく力りよくで、獲え物ものを逃がさないための全力疾しつ走そうで。

　柱の隙すき間まを。

　道なき道を。

　風を切って筋肉を過動させる。

　三秒と経たたずにその背中を僕は捕つかまえた。

　武道のたしなみがあるわけじゃないから、とにかくその背中を手のひらで強く押おしただけ。だけど彼女はそのまま倒たおれ、僕はまたぐようにして彼女の上に立った。

「二人組で攻めるなんてヒキョウだよ。消えてもらうね」

「ままま待て待て待て！　二人組なんかじゃねぇんだ!!」

　必死にうつ伏ぶせから仰あお向むけに体勢を変える。それは僕に顔を見せるため。

「ほら見ろ、な！」

　雪流さんの顔が、牧島くんのそれに変わっていた。

　あれ。おかしいな、さっきまではたしかに雪流さんだったのに。

「だ、騙だまして悪かったよ、でもこれこういうゲームだしさ、だから見み逃のがしてくれ、なっ！」

「そうだよね……これはマジックガンサバイバルゲームだもんね……」

「そうだよ！　ちょーっとくらい騙したり他人を利用したりするのも当然なんだよ！」

「そうだよね……それくらいじゃ友情は崩くずれない……それくらいじゃ友達は傷つかない……」

「そうだよ！　というわけでくらえっ！」

　さっと僕に銃口を向けた牧島くんの、その右手を蹴けりつける。マジックガンはいとも簡単に牧島くんの手から逃げ、手の届かない場所へ転がっていく。どうしてこんな乱暴を……おかしい、僕はなんでこんなことを……。

　──いや、おかしくはない、かな？

　だって、誰だれも言ってないじゃないか。蹴けっちゃいけないだなんて。

　そうだよ。倒たおれてる相手に攻こう撃げきするな、なんてルールもない。僕ぼくはマジックガンを強く握にぎり、牧マキ島シマくんに向けて撃うつ。衝しよう撃げきを受けて牧島くんの体が強こわ張ばった。沢サワ里リさんはもっと過激に撃ちまくってたっけ。僕もあれくらいしなきゃ。僕はさらに撃ち続ける。倒れたままの牧島くんをまたぎ、体を丸めておびえる彼に銃じゆう撃げきを与え続ける。

「や、やめろっ！　もう１ポイントも残ってねぇよっ……！」

「だから？」

　ぞくぞくする。

　自分が引き鉄がねを引くことで、誰かの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむって事実に。

　熱い。体が熱い……！　胸むねの高鳴りが止やまないっ……！

「アハハっ……!!」

　なんだ？　僕はいま笑ったのか？

　牧島くんが、弾幕から逃にげるように体をよじらせた。

　彼の胸むな元もとに僕は足を置き、その動きを止めてもらうことにした。

　うるさいな。邪じや魔ましないでほしいな、いま楽しいところなんだから。

「うグ……け、蹴るのは反則じゃ……！」

「……はァ？　そんなルールは聞いてないな、僕は」

　牧島くんが僕の足をなんとかどかそうとしている様が面白くって、思わず吹ふき出した。

　だけど、もういいや、もう僕の勝ちでしょ、この勝負は。もう牧島くんは飽あきちゃった。

「ゴメンゴメン。もういいや。僕、もう行くから。じゃあね、牧島くん」

　僕は走り出す。

　次の遊び相手を探して、誰も追いつけないスピードで……！

「アハハハハハハハっ!!」

　そうだ……僕はいつから忘れていたんだろう。

　駆かける喜びを。体を動かす楽しさを。他人を蹴落とす快楽を。

　人は、力で他人を屈くつ服ぷくさせることができるんだ……！　勉強ができても褒ほめてくれるのは先生だけ……！　クラスで人気者になるには……足が速くなきゃダメなんだっ……!!
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　くそ！　恥はじをかかされたぜ！　有アリ坂サカのヤロウ！

　相ソウ司ジとしては半数、七人くらいのチームを作っておきたかったらしいけど、有坂のせいで全部パァだ！　まぁ正直に言えば、有アリ坂サカのせいというよりは相ソウ司ジの顔が怪あやしかったせいで信用を得られなかったんだと俺おれは思ったけど、黙だまっていることにするぜ！

　相司は失敗を素直に認めて、俺と二人で戦うつもりだったらしいけどよぉ、でもなんでか知んねーけど布フ木キだけは、俺らの方にしれーっと近づいてきたんだ。有坂のあれを聞いてもなお、手を組むメリットがあると思うからだそうだ。いっつも目に光がなくて、ふわふわーっとした印象のヤツだし、手を組んでもたいして役に立つとは思えねーけどな！

　良かったな、相司！　ダチに恵まれて！　友情は大事だぜ!!

「ねぇ、いつまでここにいんの。早く行こうよ」

　布木は、細身で大人しそうな見た目に反して好戦的らしいな。早く撃うち合いがしたくてたまらないって顔……をしてるんだと思うが、前まえ髪がみが長いせいか付き合いが短いせいかコイツの考えはよくわかんねぇ!!

「そう言うな、布木。まずは分ぶん析せきと検証だ」

　そう言って相司は、俺と布木を並べて撃うったり撃たせたり、近づいたり遠ざかったり、謎なぞの実験を繰くり返している。地味だな、相司！

　そんなことを数分も繰り返すと、成果を得られたようで、相司は満足そうにニタリと笑った。キメェ!!　俺が言うのもなんだけど相司の笑顔キメェ!!

「で？　何がわかったってんだよ、相司」

「布木ィ!!　相司を焦じらすんじゃねぇよ!!　プレッシャーに弱ェタイプなんだからよ!!」

「そんなことないぞ……」

　相司が説明をはじめる。何を分析して検証したのかをとーとーと語り出す。

「教頭はホーミング機能と言ったが、そんな機能があったらゲームバランスが崩くずれてしまう。だから厳げん密みつにはどんな機能なのか知っとこうと思ったんだ。やはりというか当然なんだが、実際には弾だん丸がんが対象者を追つい跡せきするわけじゃない。おそらくだけど、弾丸と銃じゆう口こう、それに銃口と攻こう撃げき対象のそれぞれを結んだ二直線が作る角度が影えい響きようしてるんだ。その角度が一定値より小さいときは修正を加えて角度をゼロにしてくれる……攻撃対象に向かってまっすぐ弾丸を飛ばしてくれるらしい。そして軌き道どうが変わるのは発射の直後。つまり、この魔ま銃じゆうに施ほどこされた機能は『多少狙ねらいが良くなる』ものであって『魔弾が攻撃対象を追跡する』という性質のものではない」

　べらぼーにメンドくせー話だなオイ。

　それを検証したイミってあんだろーな？

「……そんなことがわかったからなんだってんだ？」

「最後まで聞け、布木。あともう一つ、モニターの得点可視距きよ離りについて考えてたんだ。十八メートルなんてハンパな距離がどこから出てきたのか不思議に思ってたんだが、間ま違ちがいない、こいつは有効射程距離だ。このマジックガンのホーミング機能が効力を発はつ揮きする有効距離が十八メートルなんだ。つまり、敵の得点が見える時点で『敵の攻撃射程』に入ってしまったってことになる」

　俺おれの隣となりで布フ木キがなるほどとつぶやいた。なるほどじゃねーよこのスカタン。

「なんだよ布木、何がなるほどなんだオイ」

　俺おれが嫌きらいなものを教えてやろうか。説明不足と、パンプキンだ。殺すぞ。

「別にたいしたことじゃないけどさ。魔ま弾だん自体は三十メートルくらい飛ぶんだけど、軌き道どう修正機能が働く有効射程はおよそ十八メートルだけ。姿が見えないほど遠いところから乱射しただけで得点できてしまうのを回かい避ひするためだろうね」

「んで？」

「銃じゆう撃げき戦せんがはじまった時、有効射程は十八メートルだから、逃にげるならそれ以上の距きよ離りを逃げろってことだよ。そうじゃなきゃ、姿をわずかに見せているだけでも相手の攻こう撃げきが全部当たりに来るんだから」

　おおっ、なるほどなー！

「なんだよなるほどそういうことかよ！　布木も頭が動くんだな！　なんなんだオメーは！」

「お前の方が何なんだよ……お前の頭は動かないのか」

　憎にくまれ口叩たたきやがってこのクソヤロウが!!　仲良くやっていける気がするぜ!!

「オレも相ソウ司ジを見直したよ。全部で六クォーターか……せめて第五クォーターくらいまでは、相司の言う通りにして動いてやるよ」

　布木は相司だけ見直したらしい！　オイ俺は？　俺は見直さないのか？

　まったく生意気言いやがるヤロウだぜ!!　第六クォーターになったら即そくぶっ飛ばす!!

「友達ができてよかったな相司！　ちなみに俺は最後までお前に付き合うぜ!!」

「勝者は一人なんだ、最後まで付き合えるかバカタレ……」

　うおお。照れてる。

　相司は自分の知力を惜おしげもなく披ひ露ろうする割に、褒ほめられるとすぐ照れてケンキョになるんだよな！　不器用な男だぜ！

「さて、俺たちの戦術だが。一いつ般ぱんの生徒が相手なら多少相手が悪くても押おせばなんとかなるだろうが、今回は相手が全員〝上うわ澄ずみの集中〟だ。だから相性の良い敵を探すことからはじめよう。できれば全員の選んだ魔マ技ギを確認し、その中で勝てそうな奴やつを選んで狙ねらう。理想を言えば四人くらいからまるまる40点巻き上げたい。全員から少しずつ取ろうとするような、誰だれが相手でもある程度できるだろうという戦い方をしたら勝ちきれないと俺は見ている」

　ふむふむ。カモを探して狙い撃うちすると！　大好きだぜそういうの!!

「とりあえず最初の行動基準が見えてきたな。探さぐりに出よう。歩き回って敵を探し、敵と出会ったら三人がかりで弾幕を張りつつ逃げる。相手に魔技を使わせたうえで、１点でも２点でも小さな加点をしつつ逃げきれたらベストだな。序じよ盤ばんは情報稼かせぎ、中盤はポイント稼ぎ、終盤は籠ろう城じようまたは逃とう走そうって流れに持っていければいいんだが」

「えーと、はじめのうちから動きはするけど、大きなリスクはとらないってこと？」

「そうだ。布フ木キに何か別の策があれば別だが」

「うーん……いまはない」

　俺おれにもねーぜ！　もちろん!!

　なるほどこれでだいたい会議は終了か！

　ったくダチに恵まれたよなァまったく！　要するに俺は相ソウ司ジについていきゃいいんだろ？　なぜ布木までついて来たのかはちょい理解不能だが、ダチが増えるのはいいことだぜ！

　布木の肩かたに腕うでを回して友情の確認だオラァ！　予定された勝利を祝いわおうぜ！

「良かったなぁ布木ぃ！　相司みてーな賢かしこい善ぜん人にんと組めてテメーも幸運だぜ！」

「……賢いってのはわかるけど。善人か？」

　相司がため息をついた。布木の無礼極まりない発言にというよりは、俺に向けて発せられた感情らしい！　わかってるぜ、俺はお前に従うぜ！

「布木ぃ!!　失礼だろうが!!　相司はなぁ、俺にノートを貸してくれたんだぞ!!　ついでに俺がこの問題がわかんねぇって言ったら懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれたんだぞ!!　俺がこのゲームに参加できるのは誰だれのおかげだ、言ってみろ!!」

「知らないってそんなの……」

　わっかんねぇヤロウだな!!

　悪人面してるからって悪人とは限らねぇって話だろうが!!

「俺は相司を勝たせるぜ！　何があっても、俺は相司を裏切らねぇ!!　恩を返すだけの力を俺は持ってる！　だから全力で支し援えんする！　それがダチってモンだぞ布木!!」

「相司……このうるさいのなんとかしてよ」

　布木のヤツはマジで生意気だぜ！　その頭を後ろから小こ突づいてやったら、布木はためらうことなく俺の足を踏ふみつけた。痛ぇよバカヤロウ!!
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　人と競きそい合うことは、嫌きらいじゃない。

　そりゃあ、しばらく俺は交戦状態になかったけどさ。

　何事にも準備ってのは必要だろ。

　まずは情報を集めることからはじめる。それが定石だよな。だから俺は登った。グラウンドの隅すみにあった、高さ十メートルほどの柱に。柱がただの円柱で助かったぜ。頂上にオブジェでもあったら座りづらかっただろうけど、そんなこともなくよかったよかった。あぐらをかいてあくびをしながら、ゲームマスターにでもなったつもりで、俺は下界を覗のぞきみている。

　頭の中に地図をインプットする。サッカー場二つ分のグラウンド。バカでかい長方形。そして規則正しく設置された柱と、多すぎるくらいに点在する岩と木。あんなもんじゃ、一時的に姿は隠かくせてもバリケードにするには心もとないな。

　中央付近と、壁かべ際ぎわにいくつか戦せん闘とうの跡あとが残ってる。西ニシ間マが牧マキ島シマを追いかけながら暴れて作った赤い糸と、陸奥ムツが相ソウ司ジたちと遊んだ跡だ。結局魔マ技ギを確認できたのは西間だけか。

　と思ったら、俺おれから数十メートル向こうに、面白いもんが飛んでいた。沢サワ里リだ。

「……飛んでる」

　沢里十二衣カサネが俺と同じ発想してやがる。俯ふ瞰かんしてゲーム全体をとらえようとしてやがる。俺には気づいてないみたいだ。真っ白な羽で空を散歩か……意外に可愛かわいらしい魔技を選んだな。

　しかし西間と沢里の魔技だけじゃ情報が足りないな。せめて参加者の半数以上の魔技が判明しなきゃ、行動の指針が立てられねーや。そこかしこで争いが起きてくれれば俺は眺ながめて過ごすだけで良かったんだが……何も起こらねぇな。開始前のあれだけじゃあ煽あおり不足か。こんな地味なゲーム展開じゃ観客が沸わかねーよ。戦せん闘とうが足りない。情報が集まらない。誰だれも動かないなら……自分で行くしかねーか。仕方ない、柱から下りるか。

　俺が選んだ魔技は『白図形エアダイス』。

『白図形エアダイス』は、物質生成系魔技の中でも最も初歩的な魔技。

　たとえば魔技で翼つばさを生やし、空を飛ぼうと思ったら三つの段階が必要になる。

　一つ、翼の形をした魔技物質を作る。二つ、飛行能力をそこに練り込む。三つ、実際に魔力を流し込んで魔技を発動させる。つまり、めんどくさくて難しいってわけだ。『白図形エアダイス』は、その第一段階のみを行う魔技だ。

『任意の形の魔技物質を生成する』──たったそれだけの魔技。作り上げた透とう明めいな魔技物質に特とく殊しゆな効果は何もない。ある程度の密みつ度どくらいは設定できるけど、それだけだ。

　俺は〝上うわ澄ずみの集中〟でいちばん不器用な男だ。だからぶっちゃけ『白図形エアダイス』しか得意な魔技がない。これは他の十三人もたぶん知っていることだ。俺が何の魔技を選んでこのゲームにのぞんだのかもみんなわかってると思う。まぁ別にいいんだよ。自分の情報がもれてたって、勝てない勝負じゃねーしな。

『白図形エアダイス』でらせん階段を作り上げ、俺は気楽な顔して柱から一歩ずつ降りていく。

　形は自由自在。消すも出すも自由自在。便利だ。負け惜おしみじゃねーよ。

　下まで降りると、俺の気分も一プレイヤーに戻もどった。

　さてどうすっかな。ゲーム開始直前にケンカをふっかけた手前、とりあえずは相司でも探すか？　慎しん重ちようで冷静で策略家の相司に、遠トオ野ノって手て駒ごまがあるのは正直言って脅きよう威いだ。怒おこらせちまったし、一発で脱だつ落らくさせられちまう可能性もあるな。『白図形エアダイス』対策されてたりしてさ。

　まずはできるだけ誰とも戦わないまま過ごしてぇな…………む。

　俺のそんな計算を打ち抜ぬくように、俺の目の前の柱に、銃じゆう弾だんが一発当たった。

　弾たまの出所を探さぐろうと首を回すも誰だれの姿も見当たらない。

「…………流れ弾か？」

　もう一発、俺おれの隣となりの柱に銃弾が当たる。俺の独ひとり言ごとも聞こえてるってことかね。

　灯とう台だい下もと暗くらし。自分の真下に誰かいたとは気づかなかったな。

「誰だか知らんが……顔くらい見せてくれてもいいだろ」

　こいつはわざと攻こう撃げきを外してる。

　自分の姿は見せない。だけど銃じゆう弾だんで自分の存在を知らせてきた。この行動の意図は？

　簡単だ。試してる。俺のことを。俺の魔マ技ギを。

「いいぜ。隠かくすつもりはハナからねぇ。見せてやるよ。俺には『白図形エアダイス』しかないが……これだけは誰にも負けねぇよ。俺の『白図形エアダイス』を突とつ破ぱしてみろよ……！」

　発現し展開する。俺の眼前に、半はん透とう明めいな魔技の壁かべ。

　俺の挑ちよう発はつを聞いていたのかいないのか、俺の正面、十数メートル先にある柱からマジックガンだけが見えて、俺に向かって銃弾を飛ばしてきた。何発も、何発も。

　だけどそれらは一発も俺の壁を破ることができない。

　できるわけがねぇんだよ。これは魔技を使ってサバゲーを有利に進めようって勝負なんだぜ。マジックガンで魔技を突破できる仕組みになってたら前提条件が崩くずれちまうんだよ。

　弾丸の波が止やむ。挑発はオシマイ。俺の『白図形エアダイス』は、小細工なしじゃ破れない。

「ムダだ。さっさと出てこい。逃にげ帰るなら、それでもかまわねぇけど？」

　こんな挑発で姿を見せるようなら助かるんだが──ってのは、さすがに読みが甘あまかった。

　柱の陰かげから、そいつは平然と姿を現した。

　ただしそこに人体はなく──中空に浮うかぶ銃だけが、俺に銃口を向けていた。

「……ステージギミック……じゃないよな？　透明人間か？　何の魔技だ……おおっ!?」

　その問いに答えを得る間もなく、銃は俺に向かって勢いよくすっ飛んできた。

　銃弾が飛び交うことは想定してたが──銃が飛び交うことは想定外すぎるだろ！

　誰のものかもわからない銃は壁を避さけるように飛んでは、今度こそ俺からポイントを奪うばうべく狙ねらいを定めて一定の間かん隔かくで銃弾を撃うち込んでくる。

　空中浮ふ遊ゆうに遠隔操作リモートコントロール……『遊ユウ離リ』か！

　消しゴムを浮かせるくらいなら俺にもできるが……銃を浮かせてなおかつここまで自在に飛ばすのか……！　そのうえ、使い手は姿を見せずにここまで追ってきてるんだから相当な遠隔リモート操作コントロールだ。あーめんどくせぇな天才揃ぞろいが相手となると……！

『白図形エアダイス』でガードしようにも、銃はどんどん近づいてくる。このままじゃゼロ距きよ離り射撃を連発される……！　連続してポイントを奪われ続けるなんて冗じよう談だんじゃねーぞ……！

『白図形エアダイス』だけで抑おさえることは無理でもないが──それよりは敵を探し出す方が先決だ！　それ以上のことを考えるのは後だ、まずは走る！　コイツと距離を置かなきゃ話になんねぇ！

　ギミックの少ない方に走れば、必ずコイツも姿を見せることになる！

　敵のマジックガンを可能な限り視界にとらえながら俺おれは走り続ける。

　くそ、もう５点くらい取られてるな。

　奪うばい返すのが難しいとは思わないが……敵の姿が見えなきゃ話になんねぇよ！

「──壁かべ！」

　敵より先に壁が見えちまった！

　前に壁があるってことは、敵がいる方向とは逆に走ってたわけか。まぁ、それも悪いシナリオじゃないさ。

　この嫌いやがらせみたいに追いかけてくる銃じゆうを止めるには──閉じ込めちまうのが一番速い!!

　使い手が姿を見せたくないがために遠隔操作リモートコントロールではなく自動操縦オートパイロツトにしたのが運の尽つきだ!!　銃の移動軌き道どうはすべて見えてる──銃は必ず俺を追いかける──！　だから待ち構えて、釣つり鐘がね状の『白図形エアダイス』で閉じ込めてやれば──!!

「ポイントはやるよ……その代わり、その銃、寄よ越こせ!!」

　──捕とらえた！

　自分を大事にする余りガンを無防備にするなんて無策もいいところだ。

『白図形エアダイス』の鐘で閉じ込めた途と端たん、銃は浮ふ遊ゆう力りよくを失いぽとりと落下した。

『遊ユウ離リ』の有効距きよ離りは普ふ通つうの高校一年生なら一メートルほど。『遊ユウ離リ』が得意だった新ニイ傘カサは十メートルちょいっつってたし、使い手が誰だれであっても有効距離は二十メートルを超こえないはずだ。目の前にマジックガンがぷかぷか浮ういているってことは、つまりは──。

「近くにいるんだろ！　さっさと出てこい！　ガンを封ふうじられた以上、お前の負けだ！」

　ぶっちゃけると、負けってことはない。が、こっちが勝ったと印象付けるのは悪くない。反論があるなら姿を見せやがれ。

「お見事です。ですが、この勝負は引き分けのようです」

　戦せん闘とう意欲満々で待ち構えた俺に届いたその声の柔やわらかさに、俺は毒気を抜ぬかれた。

　柱の陰かげから出てきたのは、雪ユキ流ナガレだった。

　白いハンカチと日ひ傘がさの似合うお嬢じよう様さま。銃を握にぎるには相応ふさわしくない細い指で、雪流はバッジを摑つかんでいた。さっと血の気が引いた。敵のガンを抑おさえて優位を確信していたっていうのに。

「俺のバッジか……？　いつの間に……」

「うふふ。もちろん、あなたが鬼おにごっこを楽しんでる間にです」

　マジックガンを飛ばしていたのは、そこに敵の意識を集中させるため。その隙すきに『遊ユウ離リ』でバッジを奪う。敵のバッジさえ奪えば、後はもう自分は姿を見せなくても『遊ユウ離リ』でゼロ距離射しや撃げきができるから敵を退場に追い込めるってわけか。

　……んー、やられちまったな。バッジを投げ捨てられでもしたら、俺だけ常に「退場ＯＫ」の状態でやるはめになるわけだからな。

「わたくしも銃じゆうを封ふうじられていますから、いまの状態ではゼロ距きよ離り射しや撃げきができないのであなたを退場させることはできませんが……バッジがなければあなたも困るでしょう？」

「ああ、困る」

　こんな状じよう況きようだってのにニコニコしやがって。

　くそ、雪ユキ流ナガレみたいなお嬢じよう様さまは苦手だ……。てゆーか女子が苦手だ。

「で？　自じ慢まんのためにわざわざ姿まで見せたのか？」

「バッジならすぐに返しますよ。その代わり、わたくしの話を聞いていただけませんか？」

「…………は？」

「試すような真似まねをしてすみませんでした。でも、わざわざ魔マ技ギを見せてまで力を探さぐった甲斐かいはありました」

　雪流は、俺おれが思ってもみなかったことを言う。

　表情には出さない。が、コイツが怪あやしいとは感じていた。

「有アリ坂サカくん。わたくしは、あなたの友達ではありません」

「あ？」

「友達になりたいとも思いませんし、そもそもあなたのように無骨で風流を解さない方は好きでもありません」

　……はぁ。なるほど。
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　お嬢じよう様さまは俺おれみたいな無骨な人間はキライだと。

「ケンカ売ってんのか？」

「いいえ。あなたを評価しているのです。わたくしは、あなたの能力を信じているのです。人間性ではなく、純じゆん粋すいな知力と行動力を」

　雪ユキ流ナガレは姿勢を正し、両手を体の前で組んで、にっこりと笑って、そして言った。

「わたくしは、あなたと友達になりたいとは思いません。しかし、手を組むならあなたしかありえません。有アリ坂サカくん。このゲームを勝ち抜ぬくために──わたくしをパートナーに選ぶつもりはありませんか？」
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「いやぁ序じよ盤ばんはなかなか大人しい立ち上がり！　健全にして慎しん重ちよう！　いずれトップに立つであろう人材、その決戦に相応ふさわしい戦いですね！」

「いやすでに二人暴走してるだろ。陸奥ムツと西ニシ間マ。一人は狂きよう喜きに震ふるえ、一人は愛に溺おぼれている」

「暴走ではありません！　普ふ通つうの精神状態です！　そうでないとゲームが止められてしまうのです！　しかし陸奥選手と西間選手のおかげで会場もヒートアップしてきた感があります！」

「暴力という名のエンターテイメントでな」

「だんだんと選せん択たく魔マ技ギも明らかになってまいりましたね！　どうですか、会長！　いえ、解説の瀬セ尾オさん！　後こう輩はいのソルヴァナイト候補たちが選んだ魔技は！」

「そうだな……単純で使いやすい魔技にありったけの魔力を注ぎ込むか、難なん易い度どの高く複雑な魔技で勝負するかって二択なんだろうな。陸奥の『過動オーバーアクセル』は前者、八ヤツ切ギリの『不可侵場シヨータイム』は後者。いずれにせよみんなうまく使いこなしている印象がある。どいつも本気になればグラウンドごと吹ふき飛ばすようなヤツらだが、うまくゲーム向けにアジャストしているね。器用な連中だ。いますぐ社会に出ても通用するだろう」

「なるほど！　上級生の立つ瀬がないのでとっとと卒業して就職しろという本音が透すけてみえるようであります！」

「言ってないだろそんなことおいデブ」

「ちなみに会長がイチオシした有アリ坂サカ選手はひとりポツンと座っているだけでしたね！　最後の最後にようやっと雪ユキ流ナガレ選手と接せつ触しよくしたかと思えば、雪流選手に半ば従わされるような形で言いくるめられてましたが！　会長がイチオシしたのに！」

「私はカンケーないだろ!!」

「さて、いまだ脱だつ落らく者しやはゼロ、ポイントをすべて失った選手もいません。ゲーム開始から十五分が経たち、選手たちもゲームに慣れて、動きがあるとすればこのあたりからですかね！」

「そうだな」

「それで、会長の次の注目選手は誰だれになりますか？」

「んー……相ソウ司ジじゃないか？　相司建タテ男オ。分ぶん析せきからはじめる慎重さと、確実に戦せん況きようを読み戦略を練る賢かしこさがいい。ああいうタイプは常に自分と他人のどっちが上かと比べたがるものだからな、こちらの方が上だと教え込んでやれば死ぬまで一人の女に尽つくすタイプとみた」

「たぶん会長は侮あなどられてなめられまくって付き従うしかなくなるタイプかと思いますが、会長の注目選手は相司選手に切り替かわったようです！　気が多いのも会長の良くないところですね！」

「おいデブ！　解説役に敬意を払はらえよ！」
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　はぁっ、はぁっ……！　走るのはっ、あんまりっ、得意じゃないのにっ……！

「待ってよ大オオ路ジくぅぅぅん！」

　なんで追ってくるんだよ西ニシ間マさんっ……！

　てゆーか足速い！　西間さんは女子なのに、息一つ切らさず追いかけてくる！

「逃にがさないよぉぉぉぉっ!!　『シュトラフ』!!」

　西間さんが、僕ぼくの前にある二本の柱に弾たまを撃うつ。

　二つの着ちやく弾だん点てんを結ぶ一本の魔マ技ギ糸が現れて、僕は急ブレーキをかけて進路を変えることにする。くっ……これのせいでどうしても逃げきれないっ……！

　適てき当とうにマジックガンで攻こう撃げきするも、西間さんは点を取られることなどおかまいなしに突つっ込んでくる。本当に大路くんの脱だつ落らくしか狙ねらってないんだ……！　ソルヴァナイトを決める重要な試合なのに、大路くんの隣となりに座ることしか考えてないんだ！　ある意味すごい！

　撃ち合いだけなら僕だって対応したけど……バッジを外した脱落狙いで付け回されちゃたまらない！　とにかく大路くんの仕し掛かけた変化魔技が解けるまで、逃げ続けるしかないっ！

　まったく、大路くんはなんで僕にこんな役をっ……！

「もーぅ！　あんまり焦じらすと削けずっちゃうよっ！」

　け、削るってどこを!?　どうやって!?

　なに!?　大路くんっていつもどこかを削られてるの!?

　これはまずいなぁぁ……！　ひぃぃ逃げろ逃げろっ!!

　ところが、一目散に逃げ出す僕の背中を何かが引いて、僕はガクンとバランスを崩くずした。

「な、なんだ……!?」

　まさか西間さんに摑つかまれたのかと振ふり向くも、彼女はまだ十数メートル離はなれた距きよ離りにいた。

　その代わり、彼女の胸むな元もとから赤い一本の魔技糸が出ていた。その糸はまっすぐ僕に向かって宙を進み、そして僕の背中に……。

「結んじゃった……私と大路くんを結んじゃったっ！」

「くっ……！」

「つーかまえたーっ!!　もう逃がさないよっ!!　魔力で練った糸だから、腕わん力りよくだけじゃ絶対に切れないよ！」

　結ばれた！　点と点が！　僕と彼女が！　しかも人ひと違ちがいで！　うわぁ！

　西間さんは僕をまっすぐに見つめて、ここまで全力疾しつ走そうしてきたのにやっぱり汗ひとつかかず、息も切らさず、なんだか女の子らしくしなを作っている。

「大路くーん……これでやっと二人っきり、静かにお話できそうだね♡」

「うっ……」

　背筋に寒気が走った。

　この状じよう況きようでそれが言えちゃうんだ、西ニシ間マさん……。大オオ路ジくんの苦労が目に見えるようだ……！

　せめて変化が解けてから戦いたかったけど、もう泣なき言をもらしてる余よ裕ゆうはない！

　西間さんの後ろを見ると、逃とう走そう中に作られた糸はすべて消えている。時間経過で効力が消えたのか、それとも西間さんが意図的に消したのか？　そこに攻こう略りやくの糸口が──

「大路くぅぅぅぅぅぅぅぅん♡」

　そんな時間はないみたいだ!!

　楽しむようにゆっくりと、かみしめるようにじっくりと、西間さんが歩み寄ってくる！

　うっ……早く！　早く解けてくれぇっ……！

　とりあえず……とりあえず──撃うつ!!

「大路くぅぅぅーうフッふふふふふーカハッあははははははー♡」

　きいてない！

　いやポイントは取ってるけど！　なんか心に響ひびいてない！

　西間さんは本当にソルヴァナイトに興味がないみたいだ！

　こんな序じよ盤ばんで脱だつ落らくなんてしてたまるか！　僕ぼくは、この試合に勝たなきゃならないんだっ！

　魔マ技ギも出し惜おしみしてられない！　隠かくしたままじゃ危ない！　ポイントじゃなくて別の何かが危ない！　周囲には誰だれもいない……気にせず発動するしかない、行けっ！

　魔力を練る……脳内に魔技の設計図を思い浮うかべる……！

　あとはそれを現実に解き放つだけ……！

　弾だん丸がんが放たれる。普ふ通つうのマジックガンの白い魔弾ではなく、練られた魔技に反応して青く光った弾丸が。青い魔弾は、まったくの無む警けい戒かいだった西間さんの右足にヒットした。

「あ、足が動かない!?」

「うまくいった……」

「何よこれ！　何よっていうか実は見たことあるけど！　『打ち抜ぬきリベット』でしょ!?」

　ご明察。僕が選んだのは『打ち抜きリベット』！

『対象を釘くぎ付づけし固定する』能力！　これで足を撃ち抜けば足が固定されるからもう動くことはできない！

「『リベット』って、大路くんにしては地味な魔技を選んだのねっ」

　よ、余計なお世話だよ！

　地味でもなんでも、使い方次第で勝てるものなの！

　完全に右足の動きが止められても西間さんはまるで気にせず、先ほどまでと何ら変わることのない態度で笑顔を振ふりまいていた。

「足を止めるなんて、イケズなんだからもー！　でもわかるよ……恋は障害があるほど燃えるもの……ハードルを越こえた経験があるからこそ、二人は高く飛べるのよね！」

　なにその恋れん愛あい哲てつ学がく！

　こんな場面で二人の恋が燃え上がらなくてもいいのに！

「やだなぁもー♡　大オオ路ジくんったら、知ってるはずでしょ？　私の体のコト！」

「え」

「私が、『魔マ浸シン体タイ』だってこと。魔力が常に体を巡じゆん回かいしているせいで、異常な身体能力を持ってるってこと……♡」

「え」

　異常身体能力。魔力循じゆん環かん体質。それって──それって!?

「魔マ技ギで強化した体ほどじゃないけど……少なくとも、普ふ通つうのオトコノコに負けるほど私か弱くないからっ！　赤い糸はね、見つけただけで喜んでちゃダメなのよ……自力で手た繰ぐり寄せないとぉぉぉぉ!!　ふんぬうううううううううううううううう!!」

「うわぁぁぁぁぁぁっ!?」

　胸むな元もとの糸に引かれ、僕ぼくの体が浮ういた。浮いたどころか空を飛んだ。

　自分で作った『シュトラフ』を!?

　腕わん力りよくで引っ張るなんて!?

「うそォ!?」

　ゴリラでもこんな芸当できないよ!?

　地に足のつかない浮ふ遊ゆう感かんに包まれ空を飛び、気づけば僕の体は別の何かに包まれていた。

「うふふ♡　乙女の胸元に飛び込んでくるなんてダイタンだなー♡」

　僕を抱き留めた腕うでの持ち主は、これ以上ないというほど明るく快活な笑顔で僕の顔をのぞきこんでいた。笑顔が逆にコワイ……怖こわすぎるよ西ニシ間マさん……！　てゆーか体格差で気づいてよ僕だよこの体！　大路くんじゃないんだってば！

「ふふー！　もう逃にがさないからねっ！」

　今度は作り上げた赤い糸で僕の体をぐるぐる巻きにする。

　ヤバイこれもう逃げられない。『打ち抜ぬきリベット』じゃこの状じよう況きようを打開しようがない。

　噓うそでしょ!?　まさか、第二クォーターで脱だつ落らく……!?　しかも人ひと違ちがいで!?　絶対に嫌いやだ!!

　だけどそんな僕の恐きよう怖ふを小こ馬ば鹿かにするように、西間さんはマジックガンを地面に置いた。マジックガンを地面に置いた。

　……ってマジックガンを地面に置いてどうすんの!?

「私の選んだ魔技は点を線にする能力……だけど私の好みは、線を点にすることなの……」

　西間さんが僕の二の腕を愛いとおしそうに見つめながら、パカッと口を開いた。

　僕の目には、彼女の犬歯が強く輝かがやいて見えた。

　か、嚙かまれる……！　これは嚙まれる！

「ま、待って！　人ひと違ちがいだ！　僕ぼくは新ニイ傘カサだよ!!」

「いただきまぁぁぁーす♡」

「うわああ変化解けろ解けろ解けろ解けろ痛ったああああああああああああああああッ!!」

　僕の右みぎ腕うでがああああああああああああああああああ!!

　く、く、食いちぎられる!!

　腕の皮フと肉が強引に引きちぎられている感覚。激痛が土石流のように神経を駆かけ巡めぐる。

「痛い痛い痛い痛いあああああああああッ!!」

　叫さけぶのに必死で僕は気づかなかった。

　いつの間にか自分の顔が、自分の声が元に戻もどっていることに。

「あ…………あれっ!?　新傘くん!?」

　正気に戻った──のかもしくはほんのちょっと冷静になっただけなのかはわからないけれど、西ニシ間マさんが声を上げた。僕の腕にはいまでもちぎれるような痛みが残っていて、西間さんが口を離はなしたのかどうかの判断ができない。

「や、やだ私ったら……！　彼氏でもない男の子に嚙かみついちゃうなんて恥はずかしいっ」

　なにその判断基準……よくわからない価値判断で西間さんが顔を赤くしている。

　まだ痛い……血がだらだらと流れている自分の腕を見るのがコワイよ……！

「あっれぇー？　おっかしいなー大オオ路ジくんが笑顔で私の胸むねに飛び込んできたはずなのに？　いつの間に新傘くんに!?」

「笑顔でってどんなポジティブな脳内変へん換かんなの……ヤメテって叫んだよ僕……」

「ゴメン！　ホントにゴメンね!!」

　西間さんはすぐに糸を解かい除じよしてくれた。体が自由になる。両腕がフリーになる。と同時に僕は自分の右腕をさすった。僕の血液と西間さんの唾だ液えきでべたべただった。

「食人趣しゆ味み……ってヤツ……？」

「ち、違うよっ！　食べない！　嚙かむだけ！」

　西間さんが慌あわてて両手を顔の前で交差する。

「いや、嚙むだけでも恐おそろしくアウトなんだけど……」

「嚙むのはセーフだよ！　だってほら、えーっと、たとえば、たとえば、おっきくてモフモフのわんちゃんがいたとします！　わんわん！」

「うん」

「ついつい抱きつきたくなっちゃうでしょ？　男子だとそういうのわかんないかな？」

「いや……わかる……と思う」

「うんうん！　じゃあじゃあ、大好きな人の腕があったら？　今度はガブリと嚙みつきたくなっちゃうでしょ!?　ね!?」

「んー…………」

　考えてみる。

　好きな人の腕うで。

　それが目の前にあったら。

　ガブリと嚙かみつきたく──

「いやいやいやいやいや！　ならないから！　それ絶対におかしいって！」

「そうかなぁ……？　だってぇ……」

　ケーキの食べ過ぎを怒おこられた女の子みたいに、西ニシ間マさんは可愛かわいく拗すねてみせた。いやいやケーキの食べ過ぎなら怒らないけど人の腕を食べようとしたらさすがに僕ぼくでも怒るよ。

「と、とにかくっ！　私はもう行くね！　嚙んじゃってゴメンね、新ニイ傘カサくん！」

「え？　あの、サバゲは？」

「んん？」

「西間さんのポイントは僕が逃にげながらほとんど取ったと思うんだけど……いいの？」

　西間さんはきょとんとしてる。

　僕の名前が牧マキ島シマ大オオ路ジじゃない限り、西間さんは可愛い人なんだけどなぁ。

「んー……たしかにソルヴァナイトの称しよう号ごうは魅み力りよくだけど。私には、大路くんの方が魅力的に見えるの……きゃっ恥はずかしいっ！　これからガンバって探すの！　ゲームなんかに興じてるヒマはないの！　新傘くんも、もう大路くんの姿でうろついちゃダメだよっ」

「うろつかないよ……大路くんに顔を変えられない限りは」

　こんな経験はもうコリゴリだ。ソルヴァナイトにはなりたいけれど、そのために腕を食いちぎられちゃたまらない。まったく、なんでこんな形で愛情表現ができるんだよ……。

「西間さんがうらやましいよ……そこまでストレートに自分の愛情を表現できるなんてね」

「……そーお？　私は、新傘くんの方がすごいと思うよ？」

「え？」

　西間さんは僕を見て、なんだか意味ありげにニヤニヤと笑ってる。

　クラスの女子が、他人の色いろ恋こい沙ざ汰たをからかう時みたいに。

　さっき人の腕を食いちぎろうとした女の子とは思えないくらいに普ふ通つうに。

「ガマンできる方がすごいと思うなー。誰だれしも、たいていはラヴを伝えられて悲しくなることなんてないでしょ？　だから私はいくらでもラヴを伝えるのだ！　そうすればみんながハッピーだからね！　でも君は自分の中に抑おさえ込んでる。ガンバって隠かくしてる。でしょ？」

「……誰だれに聞いたの？」

「ふふふふ！　見てればわかるよっ！　西間天テン狐コちゃんは恋のスペシャリストだからねっ！　ガンバってね、にーくん！」

　両手で顔をおさえながら、西間さんはどこかに向かって──たぶん大路くんを探しに──走り去っていった。なんだかよくわからないけど……かなりのポイントと、右腕の歯型をゲットした。痛みと引き換かえに。

　…………。

　にーくんって。

　わかってないじゃないか。
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　アピール、というらしいですね。

　わたくしがしようとしているようなことを、一いつ般ぱん的てきに言うと。

　最優先すべきはゲーム外への影えい響きよう……その考えを基き礎そに置くなら、わたくしの魔マ技ギの選び方は一つです。つまり、誰だれよりも評価されるよう、誰よりも難なん易い度どの高い魔技を選ぶことです。せめて昨日のうちにルールを知らされていれば、上級生でも習わないような魔技を予習してくることもできたのですが……突とつ然ぜんだったのですから仕方ないですね。

　そこでわたくしが選んだ答えは、複合式でした。

　二つの魔技を選ぶことは禁止されていますが、二つの魔技を複合式の単一魔技として使うのは禁止されていませんでしたから。

　物体を空中浮ふ遊ゆうさせる『遊ユウ離リ』。それを視認すらせず二十メートルもの遠隔操作リモートコントロールで。男性の全力疾しつ走そうにも負けない速度で。さらに加えてオートホーミングの『引ヒキ寄ヨセ』を加えた二種複合式の魔技で。分離式ではなく複合式のため、何かにホーミングさせたい時にしか『遊ユウ離リ』は使えませんが……それでも、アピールのためには十分です。

　純じゆん粋すいな魔力値、それを操るたしかな技術、『引ヒキ寄ヨセ』という予習範はん囲いの魔技、そして二種複合式という高難易度技術！　間ま違ちがいなくわたくしの評価はうなぎのぼり……みなさんがわたくしを尊敬してくださるに違いありません！

　ああ麗うるわしき学園生活のはじまりです……誰もがわたくしを見てくれる人生の幕開けです……なんてすばらしいのでしょう！

　わたくしは思い浮うかべます。これからのことを。みんながわたくしを見てくれる。たとえわたくしがどんなことをしていても。どんな恰かつ好こうをしていても。ソルヴァナイトという極上のプラス評価は、どんな人も、どんな趣しゆ味みも、強きよう烈れつに肯こう定ていしてくれるのです。ソルヴァナイトになれば専用個室も与えられるから、鏡の前で好きな服を着ることもできるのです……。わたくしは自分の口元が緩ゆるんでいるのを感じました。未来に思いをはせているのを自覚しました。一いつ瞬しゆんだけ、これがサバイバルゲームであることを忘れていました。

　瞬間、前を歩く有アリ坂サカくんが手で制しました。

　わたくし、気を引き締しめ直します。

「正面から誰だれか来る。柱の陰かげに隠かくれろ。迎むかえ撃うつぞ」

　そう言って彼は柱に隠れ、正面から来るどなたかをうかがうように顔を出しています。

　モノカゲから二人がかりで不意討うちですか……。

　それは、サバイバルゲームとしての有効行動であって、ソルヴァナイトを目指す生徒としての評価には影えい響きようしないように思います。周囲の目がわたくしたちをどうご覧になっているか考えるとあまり……。いえ、協力の話を持ちかけたのはわたくしなのですから、ここはひとまず従うことにいたしましょう。

　わたくしと有アリ坂サカくんが別々の柱に身を隠します。

　有坂くんがいる以上、通常の撃ち合いであれば好きなだけ壁かべを張れるこちらが有利。わたくしの魔マ技ギを見せるまでもないでしょう。相手の魔技、それ以外に不安な要素はありません。

　カンペキです。とってもカンペキです。

　さて、鬼おにが出るか蛇へびが出るか……。

　などと考えていたら、すぐに、有坂くんが見つめる方向で何かがぴかっと光りました。

　マジックガンの弾たまも発光体ですが、それは質量のない光球に魔力を乗せているだけなのでたいした光量はありません。懐かい中ちゆう電でん灯とうということもないでしょう。いまの光は、夜間にグラウンド全体を照らすために使われる照明のような、とても強力な光でした。

　光……光と言えばペンライトを武器にする小コ牧マキさんですが……ペンライトはすべて没ぼつ収しゆうされたはずですね。レーザー系の魔技を使う彼女ですから、目くらましの光を用意した、というところでしょうか。

　向こうの柱の陰で有坂くんが銃じゆうを構え直し、まっすぐ正面に視線を合わせています。それを見てわたくしも気を引き締しめます。

　足音がわたくしの耳にも届きます。そして、小さな、優しいその声も。

「だ、だれかいるの……？」

　誰かいます。それも二人。申し訳ありませんが、その小さな声が聞こえるくらい近くに潜ひそんでいます。ごめんなさいね、小牧さん。

　……あ。

　モニターが近くにあればバレますね、この作戦。モニターがあるかどうかは……有坂くんは確認してくれてはいませんよね……。彼は戦術的には素晴らしいのですが、戦略というものを立てるのはどうも不得手だと見ました。というか、大ざっぱすぎると言いますか。

　再び、先ほどの強力な光がぴかっと周囲を照らしました。

　そして同時に、銃を構えるため前に突つき出していた右みぎ腕うでのあたりに衝しよう撃げきが走ったのです。

「ひ、光にまぎれて攻こう撃げきを……!?　気をつけてください！」

　わたくしはつい叫さけんでしまいました。

　衝撃でくらむ頭を振ふって、小牧さんの姿を探そうとしたところ──小牧さんと目が合いました。すぐ隣となりにいました。

「ひっ！」

　目が合った途と端たん、小コ牧マキさんは背中を見せて走り出しました。

　わたくしはすぐに銃じゆうを構え、彼女に向けて何度も攻こう撃げきを仕し掛かけましたが、先ほどと同じ強い光が周囲に広がったかと思うと、わたくしの体に再び衝しよう撃げきが走りました。

　光に隠かくれて攻撃を……！

　強い光に目がくらんだわたくしは、目を押おさえながら、とにかく小牧さんの逃にげた方向に銃じゆう弾だんを飛ばし続けました。

　しかし反撃もそこまででした。誰だれかがわたくしの右手を摑つかみぐいと引いたのです。まさか小牧さんかと一いつ瞬しゆん警けい戒かいしましたが、すぐにそれが有アリ坂サカくんの無骨な手だと気づきました。

「まずい……一いつ旦たん引くぞ、雪ユキ流ナガレ！」

「なぜですか！　目くらましの光にひるむなんて──」

「違ちがう!!」

　有坂くんが、わたくし以上に警戒心の強い声で叫さけびました。

「この光が！　攻撃だ!!　小牧のヤツ、マジックガンを改造してライトにしやがった!!　拡散レーザーだよ！　この光に触ふれたらそれだけで失点するぞ！　光の速さで！　光の攻撃範はん囲いで！　陰かげのない場所では戦えない!!　退け!!」

「マジックガンを改造して強力なライトに……!?　この光に触れただけでポイントを奪うばわれるということですか!?」

「そうだ!!　走れ!!」

　なんてこと……なんということでしょう！

　光の速さ、光の範囲、わたくしと有坂くんの二人からいとも簡単にポイントをかき集める最強の得点能力……！　最強の攻撃力……！　ペンライトを没ぼつ収しゆうされていたから小牧さんはもう戦えないものと……小牧さんのことを侮あなどっていました……！

「『白図形エアダイス』で防ぐことは!?」

「『白図形エアダイス』はガラスみたいな透とう明めい体たいだ！　透明ってことは、光を通すってことだろ！」

　天敵、ということですか……!?　くっ……こんなことになるなんてっ……！

「わたくしが遊ユウ離リで外から攻撃し続ければ……」

「ダメだ！　俺おれたちは光が当たる範囲にいるんだぞ！　見つかっちまってからじゃ無理だ！」

　たしかに、姿を見られてるうえに居場所がバレているのだから一方的に撃うち尽つくすことは不可能、撃ち合いになればあの拡散レーザー攻撃と真っ向からぶつかり合うことに……。

　わたくしがこうもみじめに敗走することになるなんてっ……！

　有坂くんと組んだ意味が、全然ないじゃないですかっ……！
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　あああああああああああああ!!

　ななななんで私の前で銃じゆう撃げき戦せんをはじめるわけ!?

　光ってことは！

　光ってことは！

　目に入ってる時点でこちらに届いてるってことは！

　外の景色が見えるような造りの『不可侵場シヨータイム』にも攻こう撃げきが届くってことじゃないの!!

　当たってる！　私にも小コ牧マキさんの光の銃じゆう弾だんが当たってるぅぅぅ!!

　ななななんで私のすぐそばで撃うち合いをはじめるわけ!?

　あああああああああ残り８点にぃぃぃ!!

　なにこれ！

　８点で勝てるの!?　十三人が全員10ポイント持ってる状態からスタートしてるのに……８点しかないまま隠かくれてても私勝てるのかしら!?

　ああああああ助けてママ！　ビアンカ！　フレドリカぁぁぁぁぁぁ!!
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　こ、こ、こわかったぁ。

　でも有アリ坂サカくんと雪ユキ流ナガレさんはどこかに行ってくれたみたい。

　良かった、あのまま撃うち合うことになったらわたしたいへんなことになってたもの……。

　有坂くんも雪流さんも、自分の意見をはっきり口にできる人なんだよね。そういう人はたいてい、足を踏ふみ出すことをためらわないんだ。だからわたし、正直、ちょっとコワイ……。

　できれば仲の良いにーくんか、優しい西ニシ間マさんか、わたしと似た感じがして口くち下手べたな八ヤツ切ギリさんあたりに会いたかった。

　ああ、どうしてこんなことになっちゃったんだろう。

　普ふ段だんからペンライトに仕込んでる『光コウ化カ放ホウ仙セン』……光を自在に操る魔マ技ギ……いつもはレーザーの出力や拡散性を調整するのに使ってるけど、これしか思いつかなかった……。

　はぁ……このやり方でホントに勝てるのかな……。

　わたしなんかがソルヴァナイトになんてやっぱりムリだよ……。

　そもそもこの魔技じゃ身をまもれないよ。どうしてこんなのを選んじゃったんだろう。ゲームが終わる直前まで魔技を隠しつづけて、最後の最後でごぼう抜ぬきするしかない……。それなのにもう有アリ坂サカくんと雪ユキ流ナガレさんには魔マ技ギがバレちゃった。もうダメだぁ。

　困ったなぁ。

　ソルヴァナイト……取りたいなぁ……。学年一位、ソルヴァナイトの名めい誉よさえあればわたしも自信が持てると思ったのに……。それに寮りようが個室になれば部屋でもライテルがいじれるし、学費や学食のお金がタダになればその分を材料費に回せる……。

　でもわたし、勝てないよ……。

　ひとりじゃたたかえない……。

　助けてにーくん……。

　とりあえず……一対一じゃわたしはぜったいに勝てないから、二人以上の人が戦ってるところを目指そう。こっちが一人で、相手が三人くらいいてくれるとうれしいんだけどなぁ……。
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「なんだったんだ、いまの」

　間ま抜ぬけなつぶやきではあったが、布フ木キの言葉に全面的に賛成だった。

　アハハハハと高笑いをしながら猛もうスピードで陸奥ムツが駆かけ寄ってきたかと思うと、大だい胆たんにも俺おれたち三人のど真ん中に飛び込んで、常人離ばなれした速度でマジックガンを撃うちまくり、数ポイント奪うばってから逃にげていった。風のように。

「ハイテンションだったな!!　クスリじゃねぇか!?」

　遠トオ野ノはとりあえず無視する。

「『過動オーバーアクセル』だろう。やられたな。その選せん択たくは思いつかなかった……」

「なんだよ？　動きが速くなるだけじゃないか」

　布木が訊きいてくる。

　わかってないようだな。陸奥の脅きよう威いが。

「わからないのか？　ホーミング機能について説明しただろ。この魔ま弾だんはな、かわせるんだよ。俊しゆん敏びんな動きで逃げることができるんだよ。弾丸に素早く反応し、弾丸より速く動くことができれば、理論上は攻こう撃げきをくらうことがない。反応を高め運動能力を向上させる『過動オーバーアクセル』は、このゲームの最さい適てき解かいの一つだった」

「……あァ!?　必勝法ってことか!?　ヤベェんじゃねぇのか相ソウ司ジィ!!」

　叫さけばずともわかる。頼たのむから落ち着いて話してくれ。




「まいったね。どうするの？」

「布木ィ!!　お前！　もっと緊きん張ちよう感かんのある言い方はできねぇのか！」

　しかも布フ木キと遠トオ野ノの性格的な相性が良さそうには見えない……いや、二人して俺おれともたぶん気が合わない……。予想をはるかに超こえてバランスの悪いチームが出来上がってしまった。

　とにかく二人を落ち着けるためにも、話しやすい話題から用意してみることにした。

　動き出す前に、連れん携けいのしやすさを考えて、互たがいの魔マ技ギを確認しておくべきだ……俺がそう言うと、遠野は獣けもののような体たい軀くを震ふるわせて、よっしゃあと叫さけんだ。

「見てろよ、相ソウ司ジ!!　俺の魔技は、これだぁッ!!」

　遠野が右みぎ腕うでを天に向かって高くつき上げた。なんだそのポーズは。マジメにやれ。

　その姿勢は、見得を切ったわけでは決してなかった。遠野の腕、その拳こぶしに、張り付くようにして鉄の棒が現れた。腕が機械でできているかのように、はたまた派手に骨折して接つぎ木をしまくったかのように、遠野の腕は鉄の棒に囲まれていた。

　鉄片を装備して拳を強化する能力か？

　いやまさか、そんなことはないだろう。そこまでバカじゃないだろう。そう祈いのる俺の前で遠野は、その腕で、近くにあったステージギミックの木を思い切り殴なぐりつけた。

　見ているこちらにも振しん動どうが届くほどに、重い拳がズシンと木の幹に響ひびいた。

　砕くだくんじゃないのかよ。中ちゆう途と半はん端ぱだな。

「どうだァ!?　ンンンンこれぞ鉄てつ拳けん!!　メガトンパンチだぜ!!」

「かっけー」

　ぱちぱちと布木が手を叩たたく。もっと他の感想があるんじゃないのか。

「こいつは『鉄棒化付加ジムズ・アギン』!!　鉄製の棒を作ったりまとったりして戦う魔技だぜ!!」

「じむず・あぎん。かっけー」

　ぱちぱちと布木が手を叩く。俺が叩いていいか？　お前の顔叩いていいか？

「正しよう真しん正しよう銘めいの鉄拳!!　わかるだろうが、布木!!　これぞ漢おとこのロマンだぜ!!」

「ロマンだね。男の子の」

「漢の!!　ロマンだ!!」

「いーや。がきんちょのロマンだ」

　……で、このゲームでそれをどう役立てるんだ。

　呆あきれて怒おこる気にもなれない。やりすぎるな、とゲームのルールに書いてあるんだから、そんな鉄拳で殴りつけたら当然反則になるだろうが。

　……それにしても、平気で他人に魔技を見せるんだな、こいつは。

　疑問なんだが、どうしてこの不良然とした男は俺をこうも信しん頼らいしているんだ。

　ダチだとか言っているが、会話をしたのはテストの一週間前だからほんの十日前だ。どう見ても腕わん力りよくと怒ど声せいを駆く使しして他人を恐きよう喝かつしては裏路地を闊かつ歩ぽするタイプのクズにしか見えない男が折り目正しい（つもりだったのだろう）態度で「ノート貸してくんねぇか」と言うから、気の迷いでノートを貸してやっただけだ。ついでにノートを返された時に「ここわかんねぇ」と言うから、後々面めん倒どうにならないようちょっと説明してやっただけだ。

　そいつがなぜか俺おれと同じ学年一位の成績を取っていて、実は〝上うわ澄ずみの集中〟だという。そんな男がなぜノートを借りに来たのかも、なぜ解けない問題があったのかもわからない。なぜ俺になついたのかもわからない。遠トオ野ノは鎖くさりに繫つながれた猛もう獣じゆうのような男だ。そしてなぜか俺がその鎖を持たされている。わからない。なんだこれは。

「俺のはさっき見せたから、これで後はお前だけだ、布フ木キ」

「ああ、うん」

　夢む遊ゆう病びようのようだ、と思う。布木を見ているとものすごく不安になる。布木と話しているとものすごくむなしくなる。友人には、ほしくない。

　布木はどこを見ているのかわからないうつろな目をしたまま、すーっと緩かん慢まんな動きでマジックガンを持った腕を上げ、どこに向けてるんだかわからない不安定な角度で銃じゆう弾だんを飛ばした。

　何の魔技なのかと俺が問う前に、銃弾は唐とう突とつに進路を変え、虚こ空くうではなく柱にヒットした。カクンカクンと急激な方向転てん換かん。しかも多少フラフラとしている。自然な動きでは、ない。

　銃弾の進路が突然変わる。

　運動する物体の運動方向を魔マ技ギで変化させた？

　運動に作用する魔技の、『過動オーバーアクセル』の次に習った『折線レイルチエンジ』か？

　…………それだけ？

「『折線レイルチエンジ』かよォ!?　しょっぺぇ魔技選んだなぁ布木くんよぉ!!」

「うっさいな。相ソウ司ジ、こいつ黙だまらせてよ」

　遠野の無ぶ遠えん慮りよな発言。布木は機き嫌げんを悪くしたようだが、俺もまったくの同感だった。

『鉄棒化付加ジムズ・アギン』と『折線レイルチエンジ』。折れない拳こぶしと折れる弾たま。

　それでいったいどんな戦術が組めるっていうんだ？　頭が痛くなってくる。

　マジックガンでしか得点も敵の撃げき破はもできないのになぜか無関係な拳を強化したり、ホーミング機能があるのにわざわざ軌き道どうを変えたり、コイツらはいったい何を考えてゲームに挑いどんでいるんだ……。ソルヴァナイトの称しよう号ごうがほしくないのか？

　ソルヴァナイト。

　ソルヴァナイト、だ。

　学生でいるうちに得られる称号でこれ以上のものはない。ソルヴァナイトの威い光こうはすべての雑音をかき消す。その名めい誉よは、誰だれの目にもわかる形で俺の能力を保証してくれる。学校の勉強、そして魔技の素質、たったそれだけで最高の栄誉が得られるんだ。目指さなくてどうする。

　俺は絶対にソルヴァナイトになる。そのために死力を尽つくす。終しゆう盤ばんになれば、後々学園生活に響ひびくことになったとしても遠野と布木を攻こう撃げき対象にするつもりだ。非情な選せん択たくもしなくてはならないだろう。

　だというのに、なぜ俺の隣となりにいるのがこんなお笑いコンビなんだ……。

　できればもっとマシなヤツと組みたかった……これをゲームと割り切って戦うことができそうな……有アリ坂サカ、新ニイ傘カサ、沢サワ里リ、給キユウ黎レイあたりと組むことができれば……。まぁ、いまさらだが。

　表情には出さずとも、不満は胸きよう中ちゆうにつのっていく。なぜこんなお笑いコンビを率いなくてはならないんだ……十五歳さいにして、俺おれは中間管理職の苦く悩のうを味わっているんじゃないか……？

　が、わざわざ組もうと言ってくれた二人だ、途と中ちゆうまでは、協力を惜おしまないのが礼れい儀ぎだろう。

　俺は思考を回す。

　これからどうすべきか。

　二人の魔マ技ギと、俺の魔技を、どう活いかすのがベストなのか。

　そしてその思考を中断するように、遠トオ野ノがトンと俺の肩かたを叩たたいた。集中させろよ。

「相ソウ司ジ！　いるぜ……誰だれかいる！　向こうの方向……三十メートルくらいだ。一いつ瞬しゆんだが姿が見えた。立ち止まってるみたいだ……たぶんモニターを確認してるんじゃねーか？」

　三人が顔を見合わせる。

　これから戦せん闘とうがはじまることを予感して、一いつ斉せいに気を引き締しめる。

　誰と組めたか。誰を友人に選んだか。そんなことで、周囲にあれこれ言われる必要はない。ソルヴァナイトの威い光こうはすべての雑音をかき消す。

　誰と戦ったか。誰を裏切ったか。そんなことで、周囲にあれこれ言われることもない。ソルヴァナイトの名めい誉よは誰の目にもわかる形で俺の能力を保証してくれる。

　だから俺はまっすぐに目指す。俺は、ソルヴァナイトになる。
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「こっちは三人だし、挟はさみ撃うちした方がよくない？　オレ、敵をここに追い込んでくるよ。ほら、銃じゆう弾だんを曲げられるからそういうのできそうだし」

　あのダルそうな顔した布フ木キがそう言うから驚おどろいたぜ！

　布木が男気見せるっつーんだから、俺たちゃもちろんダチの力を信じて静観するしかねぇ。相司と二人、適てき当とうな柱の陰かげに隠かくれて、布木がこっちに獲え物ものを追い込んでくるのを待ってた。

　一分経たった。まだ来ない。

　二分経った。まだ来ない。

　三分経った。まだ来ない。

「おい、来ないぜ、タテっちゃん！　布木は大だい丈じよう夫ぶか!?」

「タテっちゃんと呼ぶな」

　なんだよサビシイじゃねェか、あだ名があった方が話も早ェだろうがよ！

「こんな短時間で布木が脱だつ落らくさせられたとも思わない。もう少し信じて待とう」

　ダチを信じる！　それだよ相ソウ司ジそれがオトコってもんだぜカッケェぜ!!

「でもよぉ、敵も〝上うわ澄ずみの集中〟だぜ？　身動きが取れなくさせられてたりして」

「……優ゆう秀しゆうな同級生がいると、面めん倒どうだな」

　まったくだよなぁ！　一年早く生まれていりゃあ相司は明らかに学年最強のソルヴァナイトになってただろうにな！　でもそしたら俺おれはノート貸してくれるダチがいなくなって点数ガタ落ちだな！　うまくできてるぜ、運命ってヤツぁよ！

「で、どーすんだよタテっちゃん」

「タ……なにかあれば布フ木キから失敗の報告があるだろう。もしくは、救きゆう援えんを求める声が」

　だけど聞こえてきたのは、失敗の報告でも、救援を求める声でもなかった。

　口くち許もとに手を添そえた布木の姿が見えた。あいつの、柄がらにもない大声が、聞こえた。

「空だ!!」

　俺と相司が同時に空を見上げた。

　太陽を背負った黒い影かげ。そしてその影が、俺たちに向けて銃じゆう弾だんを飛ばしてくるのがはっきりと見えた。白くてデカい翼つばさにスカートに細くて長ぇ脚あしのライン……誰だれだあれ!?　女子だよな!?

「『翼衣ロブリ』!!　『翼衣ロブリ』を使うのは沢サワ里リだ……！　柱の陰かげに隠かくれて応戦するぞ!!」

　翼を生やして空を自由に飛ぶ魔マ技ギか！
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　なんだよものスゲー見た目カッコいい能力じゃねーかよ!!　天使かおめーは！　いや、銃じゆうぶっ放しまくってるから天使とは言いがてーな！

　翼つばさを生やした沢サワ里リは地面をなめるように低空飛行をする。そして俺おれたちの人数を確認すると急激に進路を空に向けた。俺たちの反はん撃げきの銃じゆう弾だんをかわすように、柱の周りを回るように、するすると沢里が空へ飛ぶ。柱の頂点より上まで行くと、今度は太陽に姿を隠かくしながらこっちにマジックガンをぶっ放しまくってくる！　お前の戦い方ヤベェな!!　クールすぎねェか!?

　しかも移動速度に限って言えば、陸奥ムツと同等のスピードじゃねぇかよ！

　こっちの攻こう撃げきが当たらねぇよバカヤロウコノヤロウ!!

「相ソウ司ジ！　遠トオ野ノ！」

「オウ、布フ木キ！　こっちだ！」

　沢里を追い込んでいたはずの布木がこっちに走ってくるじゃねぇか！　よしよし！　相手が空を飛んでても関係ねぇや、こっちは三人、相手は女子一人だぜ!!

「いや、布木！　それ以上こっちに来るな！　三人でかたまっているメリットがない！　三方向から攻せめるぞ!!」

　おおその通りだ！　三人全員に対して逆光を保つことはできねーからな！　さすがだぜ相司！　俺も相司からちょい距きよ離りを置いて、そんで空に向けて銃を構える！　『鉄棒化付加ジムズ・アギン』じゃやることねぇから、とにかくバンバン撃うちまくる！

　くそっ、空を飛ぶって厄やつ介かいだ！　しかしあいつ、スカートはいてるのに空飛んでいいのか!?

「あれだとスカートの下が見えそうだな!!　なぁ相司!!」

「いや、さっきホットパンツらしきものが見えた！　抜ぬけ目ないヤツだぞ、沢里は！」

　……いや、抜け目ないのは相司だろ。

「空を飛ぶだけの能力なんて敵じゃねぇ！　撃ち落としてやろうぜ！」

　地上対空の撃ち合いは、圧あつ倒とう的てきにこっちが不利だとは思うんだが、つーかポイント取られまくってんだが、それでも飛び回りつつマジックガンでこちらを狙ねらい撃ちしまくるのはそれなりに体力を消しよう耗もうするようで、沢里は時々柱の頂点に身を隠して休きゆう憩けいを入れている。ヤベェな、あの魔マ技ギかなり便利だな。

　同じことを考えた、ってわけでもないだろうが、相司も沢里の魔技を褒ほめだした。

「考えたな……攻撃・防ぼう御ぎよ・移動・情報収集のすべてを一人でやってのけるつもりか」

「どういうことだ？」

「空高く飛べるならプレイヤーの位置を特定するのも楽だろうし、移動速度は当然足で走るよりずっと速い。なにより上空から奇き襲しゆう攻撃をすることさえできる。敵の反撃を受けそうになったら十八メートル以上高くまで飛べばうまく逃にげ切れる……」

「おおおお!?　なるほど!!」

　一人で、一つの魔技で、全部ができるようになってるのか!!

　賢かしこすぎるだろ沢サワ里リ十二衣カサネ!!

「それだけじゃない。単なる飛行能力でなく『翼衣ロブリ』を選んだのは、いざって時に魔マ技ギで作った翼つばさで体を覆おおうためだ」

　いざって時に？　翼で自分を覆う？　…………あっ！

「そうか！　失点条件は銃じゆう弾だんを体に受けること！　だから魔技で作った翼なら受け止めても失点せずに済むのか！」

　ステージギミックでのバリケードなんざはじめからアテにしてねぇ。

　頼たよりになるのは自分の魔技だけだとわかってる。

　沢里十二衣には、このゲームの本質がわかってる。

　っかー、タフでハンサムな女だなァおい！

「動き出したぞ！　あいつ……上空を旋せん回かいしてる……俺おれたちが顔を出すのを待ってるんだ。一対三でもまったく退く気はなさそうだ。逃にげることはない、やるぞ！　あいつの魔技の選び方からいって、長期戦は想定していない、戦いが長引けばあいつの方から必ず先に退くはずだ！　俺も魔技を出す!!」

　おおいおいおい！　来たぜ来たぜ、千両役者の十八番！

　相ソウ司ジがガンを空に向け、そして魔力をありったけ込めていく。

　飛び回る沢里を──沢里の翼を標的として見み据すえ、相司の視線が鋭するどく光る！

「体に当たれば１ポイント……翼に当たれば……その魔技、砕くだくぞ!!」

「よっしゃ！　行け！　かき消してやれ!!」

　相司がマジックガンを撃うつ。

　発射されたのは、さっきまで飛び出していた味気ない白色の光こう弾だんではなく──魔技に反応して紫むらさき色いろに染まった特別な銃弾!!

　くそっ、当たれば間ま違ちがいなく沢里との勝負は決着したはずなのに、間かん一いつ髪ぱつで沢里のヤツは体をひねってうまくかわしやがった！　ちょっとスカートめくれた！　本命を外し、柱の頂上部にかすった紫の弾丸は、石造りの柱の一部すら平然と砕いて空の彼方かなたへ飛んでいった！

「かわされたか……器用な」

「で・で・で・出たああああああああああああああ!!　相司の『紫シ電デン一イツ閃セン』だああああああああああああ!!　敵の魔力をかき消す最強の魔技!!　すげぇぜ相司!!」

　相司の『紫シ電デン』はいかなる手段でも止められねーぜ!!

　今回のステージは教員たちの魔技で作り上げたものだ。だから、ステージギミックの岩も、木も、もちろん柱も、相司の『魔技』ならヨユーで砕いちまうってスンポーよ!!

「いいからお前もフォローしろ！　一発撃つたびに魔力の充てんチヤージが必要なんだよ!!」

　ホーミング機能があると聞いた時、きっと相司の頭の中にゃとっさに防ぼう御ぎよ手段の選せん択たく肢しが思い浮うかんだんだろーな！　だって、当たりやすくなってますよって教頭に言われてんだぜ、そいつはつまり、『かわす』のは得策じゃねぇと宣言されたようなもんだ。となりゃあ、『逃にげる』か、『遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれる』か、『魔マ技ギで受け止める』以外の方法はねぇってことなんだよ。

　逃げるようなヤツならきっとはじめからこっちに対して有効な攻こう撃げき手段がねぇってこと……だからそんなヤツを相手に特別な手を打つ必要はない。だから問題は隠れたり受け切ったりしようとするヤツだ。相ソウ司ジはそこに目をつけた。遮蔽物に隠れることも、魔技で受け止めることもできない攻撃手段が持てるなら、そりゃあもう、ぜってぇ負けないってことだろ？

　やっぱり相司って頭いいよな！

　っつーか俺おれ以外みんな頭いいよな！　最後まで一人で勝ち抜ぬくための手段っつーか、必勝法っつーか、そういうもんをあの短時間で思いついてんだからヤベェよ。二週間もありゃ……相司に相談する時間さえあれば、俺だって同じように戦えたのかも知んねーけどな！

「まずはあの翼つばさ、ブチ抜ぬくぞ。援えん護ごしろ、遠トオ野ノ、布フ木キ！」

「りょぉぉかいでありまぁぁす!!」

　ちょい離はなれたところで布木もりょーかいと寝ねてんだか起きてんだかわかんねー声で応こたえた！

　チームワークはバッチリだぜ!!

　相司がいる限り、俺たちに負けはねぇ!!

　誰だれが相手だろうと！

　遠くでこっちをのぞいてやがる誰かが乱入してきたとしてもな!!
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　ひ、ひでー目に遭あったぜ……！

　陸奥ムツのヤツっ、普ふ段だんはもっと大人しくてお上品な優等生のくせによっ、くそっ、蹴けられたところがいてぇよ！　泣ないてねぇよ！　転がされたせいで制服も汚よごれてっしよぉ！　口の中とか砂でざらざらしてる気がすっしよぉ！

　あーちくしょう！

　ホントはあんなヤツじゃねーんだよ陸奥は、心の優しいマジメな青年なんだよあいつは、そうだよおれを蹴飛ばすような乱暴者じゃねーんだよ。悲しいなぁおそろしいなぁ、あいつに何があったのかなぁ、悲しいなぁ、ポイント返してくんねぇかなぁちくしょう。泣いてねぇよ。

　あーもうダメだこれ。

　やっぱこれムリだわおれ、ひとりで戦い抜くのムリだわ。

　頼たよろう、誰かを頼ろう。さすがにおれだって〝上うわ澄ずみの集中〟のひとりだし、仲間にしといて損はねぇと思うし、誰か拾ってくれるだろ。あーもーおれホントこういうのダメなんだよ。最初から勝ち方を予習したうえでのぞまねぇとおれ勝てねぇの。

　というわけで誰かいませんかー、西ニシ間マと陸奥以外で、良識人で、それでいておれを有効活用してこのゲームを戦い抜ぬく自信のある方はいらっしゃいませんかねぇホントに。新ニイ傘カサ先生戻もどってきてくれよぉ、おれが悪かったよぉ。もしくは有アリ坂サカ、布フ木キあたりでもいいなァ。

　するとすると、右の方でズザザっと何かが動く音がしたわけよ!!

「ひぃぃっ!?」

　別にビビったわけじゃねーよ？

　ちっと驚おどろいただけでさ！

　銃じゆうを握にぎる手がちょい震ふるえてんのも気のせいさ！

「だ、誰だれだッ！　名を名乗れいっ!!」

　そう、そうなんだよな、誰なのかってところが重要よ！　これで右の柱に隠かくれてんのが陸奥ムツか西ニシ間マだったらもうおれリタイアすっかんね！

「…………牧マキ島シマくん、かしら？」

　…………!!

　女の子のきれいな声!!　しかも西間とかいうバケモンとは違ちがう、スタッカートの効いてない、流れるような美人さんのスイートボイスだぁ……!!

「牧島くんです！　その声はたぶんキュウレイケイト……キュウレイさん！　良かった！　西間じゃなくて本当に良かった！　ついでに陸奥でも新傘でもなくて良かったぜホントに！」

　救われたぜ！　いや救われてはないんだけどネ！

「ずいぶんと無防備に見えるけれど、はじめていいのね？」

　はじめていいぜ！　何を？

　あ、バトルってこと？　そりゃまじーよ！

　イシナシイシナシ意志なし！　戦意なしなしだよおれったらもう！

　おれは自分のマジックガンを、キュウレイに見えるように放り投げた。もちろん、キュウレイがそれを拾おうとしてもおれの方が早く拾えるような位置にな！

「おれはお前と争う意思はないぜ！」

「……どういうこと？」

　警けい戒かい心しんつよい！　身持ち固い！　こういう子がいいんだよなー！

　おれは説明したよ、そりゃもう全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて！　いかにして恐おそろしい化け物の手から逃のがれ、いかにして優しい友人を失い、いかにして優等生に裏切られ、ここまでヘトヘトで辿たどり着いたのかってサーガを語ったよ！　そしていまはペアを組んで戦ってくれる相手を探してるってこともちゃんと伝えたよ！　多少脚きやく色しよくはしたぜ？　そりゃそうだろ何事にも演出は必要よ！

　そこまでやって、ついに彼女は柱の陰かげから出てきてくれたってわけ！

　ああ、麗うるわしいぜ……絹のように細い長ちよう髪はつがさらりと流れ、多少頼たよりなさを感じるほどスレンダーな体で彼女はおれの前に立っている……彼女は大人びた表情で、計算高く冷たい目つきで値ね踏ぶみするようにおれを見つめている……これはもう惹ひかれあっていると言ってもいいだろ。

　いいよなぁミステリアスな女って！　たいていはただ性格が悪いだけなんだけど、これくらいリアルに謎なぞだらけな女子ってのもアレだよもうたまんねーよ！　薄うす紅べに色いろの唇くちびるがおれの視線を捉とらえて離はなさねーよまったく!!

「私と組みたい……そういうことでいいのね？」

「そうですそうです！　必ずおれは役に立つぜ！　キュウレイさん戦う気満々なんだろ？」

「ケイトでいいわ。戦う気があるのは当たり前よ。賞品がソルヴァナイトのゲームなのだから。全力で挑いどむのは当然だわ」

　損得とロジック！　これだよこれこれ！　これが人間の思考の基本であるべきだわホント！

　ケイトはおれから視線を外さないままゆっくり近寄ってきて、そしておれの後ろに回り込み、なぜかいきなり背中を撫なでた。

　うぉぉっ！　このソフトなタッチが女の子らしくていいなぁー!!

「背中に砂がついてる」

「え？　ああ、うん」

「転ばされたのかしら……？　不利な状じよう況きようにあったのね。でも君は脱だつ落らくしていない。敵はポイントだけ奪うばって去った……西ニシ間マさん以外と交戦したのかしら。なかなか知恵の働く相手と戦ったようね。カモは脱落させるより泳がせた方が得だものね……あとで回収できるから」

　ふぉぉぉっこの氷の視線がたまんねーぜ!!

「そうとも西間じゃなくて陸奥ムツの仕業さこれは！　陸奥もなかなか小こ悪あく魔まだったが西間のヤツはマジに悪魔だぜ！　できるだけ関わりたくねーんだよ！　あいつ、寮りようのおれの部屋に、盗とう撮さつ用のカメラを仕し掛かけていきやがったこともあるんだぜ!?」

「それは大変ね」

「大変だよまったくもー！」

　わかってくれて嬉うれしいぜホント！

「でも、大だい丈じよう夫ぶよ。カメラと盗とう聴ちよう器きを仕掛けたのは西間さんじゃないわ」

「…………え。盗聴器？　何のこと？」

　盗聴器？

　カメラはあったけど……盗聴器なんかあったっけ？

　……あれ？　そもそもなんでケイトがカメラの仕掛け人とか知ってんの？

「いいわよ。君と組むわ。その代わり、条件を出す」

　心なしか緊きん張ちようした面持ちで、小さなため息を一つ吐はいて、そしてケイトは言った。

「彼女にして」

「…………は？」

　頰ほおが赤く染まっていた。

　普ふ段だんの冷れい徹てつさからは考えられないほど可愛かわいかった。

　それなのになぜだ……おれのレーダーがぴくりとも反応しないのは……。

「寮りようから学校まで私と一いつ緒しよに登校して。休み時間には会いに来て。ランチタイムには外のベンチで座って私を待ってて。部活中は見守らせて。帰る時は手を繫つながせて。休みは二人で外出許可を得て、服を選び、映画を観て、図書館で本を読んで、お互たがいの外見を褒ほめて、お互いの新たな一面を探して、私たちは何度でも出会い何度でも恋こいに落ち、そして愛を深めていくの」

「…………えっ」

「不思議なものね。愛には限りがないの。フットボールが好きだからといってレスリングが嫌きらいな理由にはならない。犬と暮らしているからといって蛇へびを苦手としている理由にはならない。私たちは、すべてを好きだと言っていいのよ。リンゴもトマトも枯かれ葉も泥どろも。私たちは、本当は何も選ぶ必要がないの。ただ、ただ、すべてのものに平等に、それでいてあふれ返るほど多くの愛を与えることができるのよ。人は限りなく多くのものに、限りなく深い想おもいを抱いだくことができるの。不思議なものね。それなのに私たちは望まずにはいられない。自分だけが特別に愛されることを。愛いとしい君の愛が、私だけに向けられることを」

「…………ちょっ」

「でも大だい丈じよう夫ぶ。私は、彼女とは違ちがうわ。私は、君の首を固定して自分だけを見させるような真似まねはしない。君の愛を限定するような真似はしない。私のやり方は違うわ」

「き、きみのやり方とは？」
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「私はね、集めるの。君が無限に振ふりまく愛のかけらを。君が私以外の誰だれかに愛を向けても私は恐おそれないわ。君を恨うらまないわ。なぜなら、それでも私は私こそが一番に愛されていることを信じられるからよ。そしてそのためには愛のかけらを集めるの。君が見せる視線を一番に受けるため、私は君の視界に誰よりもずっととどまることにする。君の言葉を誰よりも一番耳にするため、私は君の近くに誰よりもずっと控ひかえることにする。私は、君の触ふれた物質のすべてを愛するために、君のものを集めるわ」

「…………お、お、お」

「だから私を彼女にして。君の隣となりに優先的に立つ権利をちょうだい。私は君を縛しばらない。私は君を集めるだけ……。私は君を苦しめない。私は君から何も奪うばわない。私は君の愛をただ受け止めるだけ。ねぇ……私はこんなにも寛かん大だいな女なの。どう？　もしかして、好きになってくれちゃった？」

　集める。

　かけらを集める……。

　盗とう撮さつカメラに……盗とう聴ちよう器き!?

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　逃にげろ逃げろ逃げろ逃げろォォォォォォォ!!

　足の動く限り、息の続く限り!!

　走り続けろおおおおおおおおおおおお!!

「なんで逃げるの!?　どうして私から逃げるの!?　私は西ニシ間マさんと違ちがって、君に付きまとったりしていないでしょう!?　私がしたことといえばちょっと寝しん室しつに忍しのび込んで写真を撮とったくらい、ついでに盗聴器を仕し掛かけたくらいよ！　君の寝ね息いきが聞きたかっただけなの！　君には何もしてない！　誓ちかって!!　私を視界に入れることがそんなに不快なの!?　私は君の愛のかけらすら集めることができないの!?　この私から逃げることなんて……絶対に許さないっ……!!」

　くっそおおおおおおおおおおおおおお!!

　なんでおれに興味を持ってくれる女子はこんなぶっ飛んだヤツばっかりなんだよちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!
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　ゴーグルをつけて、僕ぼくはモニターを見る。

　映っているのは僕のポイントだけだ。

　姿は見せていないし。音も立てていない。

　隙すきを見て『リベット』を当てれば、相ソウ司ジくんと遠トオ野ノくんからポイントをそっくりそのまま奪い取ることができるかもしれない──と思って近づいてきたはいいけど、どうも僕ぼくのことがバレてるみたいだ。相ソウ司ジくんはずっと上を見て沢サワ里リさんを狙ねらってるけど、遠トオ野ノくんの方はちらちらと周囲に目を配ってる。

　遠野くんの腕うでには鉄の棒がくっついてる。あれが彼の魔マ技ギかな……特とく殊しゆすぎて効果がわからないな……ただ棒をくっつけるだけの魔技ってことはないだろうし。相司くんの方はたぶん『紫シ電デン一イツ閃セン』だ。紫むらさき色いろの魔力反応は前に見たことがある。彼が『紫シ電デン』を使えるのも知ってる。魔力を喰くらう魔技。沢里さんの『翼衣ロブリ』は魔力で作り上げたものだから、あの紫の弾だん丸がんが当たれば翼つばさも食われて消えるだろう。

　魔技の相性的には明らかに沢里さんの方が分が悪い。だけど、サバイバルゲームの性質上、制空権を持つものの方がポイントを奪うばいやすい。遠野くんはマジックガンを撃うつことでしかフォローできないみたいだし、拮きつ抗こう状態と言っていいだろう。

　いまだ。

　遠野くんにバレていようといまいと、僕が攻せめ込むならいましかない。

　お互たがいが全力でぶつかり合っているいま、相手を倒たおすことにのみ集中しているいまが最大のチャンスだ。まずは沢里さんをうまく柱にクギヅケして、その後すぐに相司くんと遠野くんを固定して、三人からポイントを巻き上げて逃にげる。それだけだ。

　行くならいまだ。狙うならいま。両者が均きん衡こう状態にあるいまこそがチャンス。

　均衡が崩くずれれば展開は一気に変わる。劣れつ勢せい側はすぐに逃げ出すだろう。

　……そこまでわかっていながら、僕は飛び出すことができなかった。

　正直に告白すれば、見とれていたんだ。

　紫の銃じゆう弾だんを、紙一重でかわし続ける純白の翼に。

　平然と高こう難なん易い度どの魔技を操る魔力と技術。それを自らまとって戦う勇ゆう敢かんな精神。強きよう烈れつな存在感。全身に意志をみなぎらせて。誰だれにも気を許すことのないまっすぐな瞳ひとみで。彼女がまとえば柔やわらかな翼すら剣つるぎになる。紫の閃せん光こうは何度も、何度も、彼女の翼を折ろうと空に向かって放たれる。だけど彼女はものともしない。自分に刃やいばが向けられることを恐おそれもしない。

　その優ゆう雅がな光景に、嫌いやでも理解させられる。

　これは単なるサバイバルゲームなんかじゃないってことを。

　これは、ソルヴァナイトを決めるための戦いなんだってことを。

　問われているのは、僕らがどんな魔技を使えるのかってことじゃない。

　その魔技を使っているのはどんな人物かってことなんだ。

　ふるえた。胸むねの内から、得体の知れない感情があふれ返るようだ。

　──負けたくない……負けたくない！

　行け、行くんだ！　自分の頰ほおを張り、気合いを入れて、僕は柱の陰かげから飛び出した。

「あァ!?　新ニイ傘カサか!!」

　僕ぼくが突とつ然ぜん現れたことで、相ソウ司ジくんも遠トオ野ノくんも視線を地上に向けてた。だから、何が起こったのか一いつ瞬しゆんわからなかったんだ。

「ぐっ……痛ぁっ……！」

　白い塊かたまりが降ってきたと思ったら、それは翼つばさで墜つい落らくの衝しよう撃げきを和やわらげた沢サワ里リさんだった。落下の衝撃で口の中を切ったのか、唇くちびるに血がついている。

　なんだ!?　なぜ彼女は撃うち落とされているんだ!?

　轟ごう音おんと影かげ。それらに一瞬だけど気を取られて、僕らは動きを止めてしまった。

「上だ!!　逃にげろぉぉぉぉっ!!」

　相司くんの声に反応して僕らは上を見た。

　巨きよ大だいな影を作っている正体──こちらに倒たおれてくる柱に。向こうの柱が倒れて、ドミノ倒しにこの柱に倒れてきたんだ！　倒れる──このままじゃ──沢里さんに──！

「──危ない!!」

　考えなんてなかった。気づけば体が動いていた。沢里さんをかばうようにして立ちはだかり、倒れくる柱に向けて銃じゆう口こうを向けた。このサイズ……!!　リベットで固定できるかどうか……!!　やるしか、ないんだっ!!

「危ねェ!!　止めるぞ!!」

　遠野くんの声がする。それに応じて、地中から大量の鉄の棒が飛び出してきた。

　あれが遠野くんの魔マ技ギ……!?　考えている暇ひまなんてなかった。鉄の棒が柱を支えてくれたのはほんの一瞬だけだったからだ。細い鉄の棒を数本突つき立てられて、柱はもろくも砕くだけた。そして砕けた破片が、僕と沢里さんの上に落ちてきた。

「沢里さん!!　逃げ──」

　砕けた石の雨が降り注ぐ。

　その中の一つが的確に僕の頭をとらえた。

　マジックガンで攻こう撃げきされたのとは違ちがう衝撃が僕の頭部を襲おそう──。

　かすれるような意識の中、最後に僕が見たのは僕を包む純白の翼と沢里さんの腕うで──。

　そうか、『翼衣ロブリ』で身を守れるから──。

　彼女には助けなんて──要らなかっ──の……か……。
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「なかなか現れませんね、得点を独どく占せんするような強つわ者ものや、敵を脱だつ落らくさせまくるような武神は！」

「まぁ、現段階では全員の実力が伯はく仲ちゆうしているからこういうゲームが開かれたわけで」

「会長にも誰だれが勝つかはわからないと？」

「正直に言えば、そうだな。すでにソルヴァナイトの称しよう号ごうを手にした人間が一人でもいるのであれば、格の違ちがいみたいなものが見えてくるんだけどな。三学年三学期分、全部で九度もソルヴァナイトの称号を得るチャンスがあるとはいえ、一つの学年に九人のソルヴァナイトが生まれることは歴史上一度としてなかったはずだ。私の学年だって、ほぼ私が独占してるし」

「ちなみに二年の二学期だけは僕ぼくがソルヴァナイトでした！　僕が！　実じつ況きようの春日カスガが！」

「だから一年一学期のソルヴァナイトを予測するのは難しいよ。格付けが済んでないから」

「なるほど！　それはつまり、三年生の間ではもう格付けが済んでいると！」

「当たり前だろ。私以外はバカばっかりだ」

「……実況の春日も、ソルヴァナイトになったことがあります！」

「二度言わせるな。私以外はバカばっかりだ。実況に戻もどれ」

「さて、ハプニングで新ニイ傘カサ選手が負傷してしまったようですが……気絶している……のかな？」

「死人は出ない。魔マ技ギでセーフティはかけてある。とは言え、ケガ人はまずいな」

「観客席からも心配する声が聞こえてくるようですね……新傘選手を応おう援えんしてる人なのか沢サワ里リ選手を応援してる人なのか、それとも人が傷つく様を見るのが嫌きらいな人なのか……」

「たぶん沢里のファンだな。おっぱいデカいからな。スカートで空を飛び回るしな」

「ただいま不ふ適てき切せつな発言がありましたことをお詫わびすると同時にその責任は生徒会長・瀬セ尾オ真マ知チ佳カ三年生にあることを僕は大きな声で述べさせていただきます」

「しかし新傘が心配だな」

「心配ですね」

「よく言う。お前は昼メシの心配しかしてないくせに」

「冗じよう談だんはやめてください。僕はすでに夕メシの心配までしていますよ」

「……ファットマンジョークはよせ。聞いている側の心が傷つくんだよ」

「実況の春日、大好物は肉じゃがであります！」

「先生方はなぜ出てこないんだ？」

「なんででしょうか……あらら？　手元の資料に新たな情報が書き加えられてます、先生方からのメッセージですね……えー、ただいま入りました情報によりますと…………マジかよ」

「ああ。なるほど。そういう事情だったのか。先生方が出てこられないとはな。だがケガ人は放っておけない。先生方が動けないとしても、私たちは動ける。解説者がステージに降り立ってはいけないなんて話も聞いていない。よろしくと言われてるのなら私たちの裁さい量りようで動いてもいいだろう。しかたない、出動してくるさ」

「会長が行くんですか？　自分で？」

「医い療りよう系志望だぞ私は。医者の娘むすめだし。てゆーかもう特別医師免許は持ってるし」

「え。医師免許ぉ!?　高校三年生で!?」

「ソルヴァの生徒会長で、六度のソルヴァナイトになった女だぞ、私は。んじゃ、行ってくる」
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　いつの間にか、どいつもこいつもこの場を離はなれていった。

　そりゃそうだ。ここはもう戦場になりようがない。倒たおれて気絶してる新ニイ傘カサも、隣となりに座ってるだけのあたしも、二人して１点も持ってないんだから。

　相ソウ司ジや遠トオ野ノ、それに布フ木キを追い払はらおうと飛んでるうちにポイントはかっさらわれちまった。いや、手を出されないためにポイントを差し出したって表現の方が正しいのかもしれないけど。

　負傷者が出てるんだから、教師たちからの介かい入にゆうがあるとは思うんだけど……なかなか誰だれも来やしない。まさかゲーム終了まで放っておくことはないだろうけどさ。

　道具はねーし魔マ技ギも使えねーしじゃ応急手当すら満足にできやしない。動かさないよう横にして、出血してる患かん部ぶにハンカチを当ててやってるけど意味があるとは思えない。それに、血が流れてることよりも中身が心配だ。頭の中にどんなダメージがあるのかわからない。

「バカだな、アンタは」

　新傘のことは、十二歳さいの頃ころから知っていた。

　同じ中学校に在ざい籍せきしていて、あたしが一度として一位の座を譲ゆずらなかったから、こいつはいつも二位に甘あまんじてた。本当なら神しん童どうとして騒さわがれていただろうに、あたしのせいでこいつはずっと地味で目立たない優等生としか思われてなかったんだ。

　こいつはきっと、才能ってモンで比べちゃ一生あたしにかなわないんだろうなって、あたしはずっとそう思ってた。新傘の努力を、あたしは知ってたから。万年二位の状じよう況きようから抜ぬけ出そうとして、部活もやめて、遊びの誘さそいも全部断って、図書室と訓練室にこもってばかりいたのに、それでもあたしに勝てずにいたんだってことを、あたしは知ってた。

「アンタはいつも、目指すものを間ま違ちがえてる。だからあたしに勝てねーんだよ」

　こいつはずっとあたしのことを恨うらんでいただろう。あたしさえいなければと、どれだけ思っていたことだろう。廊ろう下かですれ違えば気まずそうに視線を下げて、教室でふと目が合えばすぐ視線を外して逃にげていく。あたしの存在を、どれほど疎うとましく思っていたことだろう。

「バカだよ、アンタは。かばってどーすんだよ。倒れたあたしからポイントを奪うばって逃げてれば、今度こそあたしに勝てたかもしれないのにさ」

　あたしのつぶやきに、新ニイ傘カサは答えない。

　死んじゃいないけど、意識は完全になくなってる。

「……あたし、転校すんだぜ。夏休みが明けて二学期になれば、もうあたしはいねーんだ。これでもう、あたしに勝つチャンスはなくなったんだぜ。同じステージで競きそい合えたのはこれが最後だってのに、な」

　新傘は静かに眠ねむっている。

　新傘の頰ほおを指で突ついてやった。柔やわらかい。

　清せい潔けつな顔。憎にくしみに歪ゆがんだことのない顔立ち。

　アンタが、あたしに勝てるわけないじゃんか。

　こういうのを、感傷にひたるっていうのかな。あたしの気分は沈しずみきってた。ドロドロに溶とけた、それでも氷のように冷たい鉛なまりが体の中をしみこんでいくような感覚。苛いら立だちはもうどこにもない。ここにあるのは血だらけのハンカチと、目を覚まさない男の子と、どこにも救いを見つけられないあたしだけ。感情はない。

　ソルヴァナイトになっても、あたしには名めい誉よしか残らない。数多くの特権もあたしには意味がない。こんなくだらないゲーム、いますぐリタイアしてやったっていいんだ。

　一人でいたら泣ないてたなってくらい嫌いやな気分だった。なんで泣くのかもわからないまま。

　そんな時だった。マジックガンを持たない誰だれかがこっちに走ってきたのは。医い療りよう系の魔マ技ギを使える先生の誰かが来るんだとばかり思ってた。だけどやってきたのは。

「悪い、待たせたな。生徒会長の瀬セ尾オだ。治ち療りようしに来てやったぞ…………あっ」

　生徒会長……!?　保健医でも教師でもなくただの学生をよこしたのかよ……!?

　しかもなんかマズいものでも見ちまったかのように固まってるし。

「す、すまん。邪じや魔まするつもりはなかった。治したらすぐ帰るから」

　なにやら顔を赤らめて、会長は新傘の頭に手を当てる。気持ち悪ぃなこのセンパイ。だけど実力の方は……たしかみたいだ。会長が魔技を発動させるとすぐに出血が止まった。指先の光はきっと魔力の集中だ。新傘の頭を魔力で直接治しにかかってる。医療系の魔技ってのははじめて見るけど……効果テキメンなんだな……。

　光る指先で新傘の首から上をべたべた触さわりまくったかと思うと、会長はすぐに立ち上がった。

「診しん断だん終了だ。異常なし。精せい密みつ検査の必要もないだろう」

　そいつはよかった。って、口には出さないけど。

　あたしだって、人並みには他人の心配くらいするさ。

「君もだ、沢サワ里リ。頭を打っただろう。こちらへ」

「あたしはヘーキだよ」

「お前は医者か？　早くこっちへ来い」

　会長は光る五本の指であたしの顔をべたべたと触さわり、異常なしとつぶやいた。なかなか指を離はなさねーもんだからあたしの方から手をはたき落としてやった。

「もういいだろ」

「ム。そうだな。じゃ、じゃあ、私は戻もどるが。彼を介かい抱ほうしてやってくれ」

「なんでだよ。もう治ったんだろ。あたしもゲームに戻るよ」

「う、うん、そうだな、うん。その、なんだ、悪かった。ホントに」

　それだけ言うと、会長はどこかに魔マ技ギで消えていった。

　教頭がゲーム開始時にあたしたちを飛ばしたのと同じ空間移動の魔技だね、きっと。

　あたしもそろそろ行こう。新ニイ傘カサも、後はほっといてヘーキだろ。

　新傘を見下ろす。顔色は悪くない。借りができちまったけど……返す機会はもうないかも。

　右手にはマジックガン。左手には血のついたハンカチ。

　あたしはハンカチをその場に捨てて、次の戦いを目指して、再び『翼衣ロブリ』を作り上げた。
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　俺おれは歩き続けた。

　どこにともなくまっすぐと。

　つまりは、たぶん、どこかの壁かべの方に。

「『白図形エアダイス』しかまともに使えないくせに」

「…………」

「『白図形エアダイス』を使ってもなお手も足も出ないなんて」

「…………」

「どうなってるんですか？　どれだけ無能なんですか？」

「…………」

「わたくしの足を引っ張る以外にできることはないのですか？」

「ぅるっせーな!!　魔技の相性が悪かったんだから仕方ないだろ！」

　だぁぁもう終わったことをグチグチと!!

　これだからメンドくせぇんだよ!!　雪ユキ流ナガレみたいなお嬢じよう様さまと組むんじゃなかった!!

　たしかに俺は移動したよ！　見方を変えれば逃にげたともとれるだろうよ！

　だからって、いちいち不満をぶち上げられてちゃ不ふ愉ゆ快かい極まりねぇんだよ!!

「それに、さっきはなぜ戦せん闘とうを仕し掛かけなかったんです？　新傘くんと沢サワ里リさんは倒たおれていたから仕方ないとして、相ソウ司ジくんや布フ木キくん、それに小コ牧マキさんだってあの場に隠かくれていましたのに」

「……荒あれた場所で戦おうとすると魔技が荒れるんだよ」

「あら、そうでしたか。今度からはわたくしの家の犬小屋で魔マ技ギを披ひ露ろうしていただきましょう。あの場所よりよっぽど綺き麗れいですよ」

　……言わせておけばコイツ……!!

「あのなぁ!!　俺おれに文句があんなら一人でやりゃいいだろうが！」

「一人ではダメなんです。わたくし、走り回ったり暴れまわったりするのが苦手で……」

「俺を走らせようとしてんじゃねぇよ！　どんな根性してんだてめーは！」

　ダメだ調子が狂くるう……！

　やっぱり自分ひとりで好き勝手やってる方が性しように合ってる！

　不満を漏もらし続ける雪ユキ流ナガレの声を背中に受けながらも、俺はひたすら歩き続ける。誰だれにも会わないように、誰にも邪じや魔まされないようにとグラウンドの隅すみを目指して。ようやく壁かべが見えてきた頃ころになっても、雪流の口からは毒が漏れ続けていた。意外に執しゆう念ねん深ぶかいなコイツ……。

「なんでこんな壁際に……何をするっていうんですか？　敵もいませんよ、ここまで来ると」

　そうだな。敵はいない。だから邪じや魔まは入らない。

　さっきの場所で戦いをおっぱじめようとすりゃ、相ソウ司ジたちとも一戦交えることになりそうだったから仕方ねぇんだよ。

「悪いな、雪流。事情が変わってな。お前に一つ……いや、二つお願いがある」

「なんでしょう。メイド口調くらいならして差し上げますが」

「いやいやどんな要求すると思われてんだよ俺は！　そうじゃなくて」

　言いづらいな……雪流はもっとさっぱりした性格だと思ってたからな。

　感情はいくらでも揺ゆさぶれるが、性格ってヤツはどうやっても動かせない。だから、雪流がどういう反応に出るかはだいたいわかってるのに、それを和やわらげる手段がねーや。

　ええい、うじうじしててもしょうがねぇ。言おう！

「あのな、一方的で悪いんだが、パートナーの話はなかったことにしてくれ」

「は？」

「それともう一つ！」

　グダグダ言われる前に、一思いに言っちまおう。

「事情が変わってな。お前が邪魔になった。──最初の脱だつ落らく者しやに、なってくれないか？」
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　柱が倒たおれてすぐに俺たちはその場を立ち去り、走り出した。沢サワ里リと小こ競ぜり合あいをしてたせいで遅おくれた布フ木キと合流して、次の敵を探してまた移動を続ける。あの場にまだ誰かがいる気配はあったけど、まぁ、相司が「行くぞ」っつーんだからついていくわな。

　どこに向かってんのかはわかんねーけど、相ソウ司ジを先頭にして、俺おれと布フ木キが後ろからついていく。んんー……敵がいねーと俺は魔マ技ギが使えねーから退たい屈くつだな！　そんな退屈を紛まぎらせてくれようとしたに違ちがいないと俺は思ってるけど、布木がまた相司に何か言い出した。

「でも、良かったの？　新ニイ傘カサと沢サワ里リを放っておいて。二人とも倒たおれてたのに」

　オウ、たしかに心配だぜ。俺も正直ビビってんぜ！　ケガ人が出るのはまじーよ実際！

　だけど相司はいたって冷静だ。

「教員が監かん視ししてるゲームだ。ケガ人が出たら介かい入にゆうしてくるに決まってる。任せよう」

　そういやそうだな！　教師が来るに決まってらぁ！

　俺が上級生とケンカしてボコボコにしてやった時もたしか先生が助けにきたしな！

「そうじゃないよ。あの二人、動けないでいたんだよ？　隙すきだらけだったんだ。ポイントもバッジも全部奪うばって来ればよかったのに」

　……なるほど一理あるな！

「なるほどゼッコーのチャンスだったってわけだ！　賢かしこいな布木、おい！」

　ところが相司は急に怖こわい顔して、布木の胸むねぐらを摑つかんで声を荒あららげた。

「いいか。負傷して、戦う意思を見せない相手に攻こう撃げきを仕し掛かけるような真似まねは絶対にするな。恥はじ知しらずと言われたくなきゃな」

　……さすがだぜ相司！　その通りだ！

「相司の言う通りだ！　ケガ人を襲おそうのはダメだぜ布木ぃ！」

　胸ぐら摑まれてるっつーのに布木はビビりもしねぇし言葉を撤てつ回かいすることもねぇ。相司の苛いら立だつ視線をにらみ返すばかりだ。なかなか度ど胸きようあんぜ布木のヤツ！　結局相司の方から先に手を離はなしてやったんだけどな！

　布木は無表情のまま制服のえりを正した。

「相司は、あれを想定外の事故だと思ってるわけ？」

「……どういう意味だ」

「先生たちが誰だれも出てこなかったじゃんってこと。これは監視された上のゲームなんだし、ヤバイ事態になったら止めに来るに決まってるじゃん。だけど誰も助けに来なかったし、新傘がケガしても治ち療りよう班はんは来なかっただろ。つまり、あれは想定内の事故なんじゃねーの？」

　不ふ謹きん慎しん、なんて言葉が俺の頭にも浮うかぶ。

　ぶっ壊こわれた柱のかけらが人の頭にぶつかってんのに、想定内ってこたねーだろよ。

　案の定、相司の顔がどんどん険けわしくなっていく。

「なんだよ。そんなに良い子でいたいなら、あの場で相司が新傘を治療してやれば良かったじゃないか。お前だって〝上うわ澄ずみの集中〟だ、簡単な治療の魔技を持ってるだろ」

　小さな出血を止める程度なら俺にもできるが、相司ともなりゃもうちょい上等な治療もできたかもしんねぇ。心配しているというならたしかに治してやるべきだったかもしんねぇな。

「二つの魔マ技ギを使ったら失格……そのルールを破るのが怖こわくて新ニイ傘カサを無視したんだろ。それを自覚してるからそこまでイライラしてるんだろ。どっちつかずになってんじゃん。非情を貫つらぬくか仁じん愛あいを尊とうとぶのか、はっきりしてほしいね」

　いやーな空気になってきやがった。

　どっちが正しいって議論でもねぇとは思うが、相ソウ司ジも布フ木キも敵意むき出しでにらみ合ってやがる。オイオイなんだよ、俺おれたちの誰だれかがケガしたってわけでもねぇのによ、仲間割れするこたねぇだろうが。

　困ったもんだ、どうしたもんか、足りない頭で俺は考えた。

　考えた、が、思いつかなかった。だから気にしないことにして、ふらふらと歩き出したんだが、するとまぁかなり近い場所でさっと影かげがギミックの木に隠かくれやがったんだ！

「待て！　誰かいるぜ！」

　俺が言うと、二人が慌あわてて振ふり向いた。

「また？」

「またかっ！」

　まただ！　敵てき襲しゆうだ！

　なんつーか、俺たち、襲しゆう撃げきされまくってねーか？

　常に後手後手じゃねーか？　これじゃ相司の頭ず脳のうを活いかすもクソもなくねーか？

「あの木の陰かげだ。隠れたまま動かねぇ。やり過ごせると思ってんじゃねぇだろうな」

「出てこないならいぶり出す。魔技はまだ要らない。遠トオ野ノ。あの木、マジックガンで撃うち壊こわせ」

「了解だァ！」

　またもや俺の『鉄棒化付加ジムズ・アギン』は使いどころが見つからなかったが、落ち込む必要はねぇな！　俺にも大事な役目がある！　あの木を撃ち壊して、敵を引きずり出すことだ！

　だから俺は撃ちまくった！　そらもう銃じゆう弾だんをすべて吐はき出す勢いだ！　つっても銃弾は教師が外から補ほ充じゆうしてるから尽つきねぇんだけどな！

　ところが、なぜか撃った弾たまのすべてが空中で止まった。

　柱の向こうに弾が届かねぇ……!?

「見たか!?　なんだ!?　空中で弾丸が急に止まったぜ!?」

「目に見えない何かに弾が当たっている、って感じがするね」

　俺の見み間ま違ちがいじゃねぇ、布木にも見えてる！

「見えない壁かべ……なるほどな」

　相司が怪あやしくにやっと笑った。

　俺が言うのもなんだけど、すげー悪人面だぜ相司！

「いるんだろう、有アリ坂サカ！　出てこい!!」

　相司が有坂の名前を叫さけんだ。

　有アリ坂サカぁ？　あのほっせー木に隠かくれてるのがか？

「有坂と言えば『白図形エアダイス』の名手だ、『白図形エアダイス』で作った壁かべでブロックしているんだろう！　お前ら、撃うちまくれ！」

「なるほど！」

　有坂と言えば『白図形エアダイス』を専門にして極めまくってる職人肌はだの不器用な男、それくらいクラスになじめてない俺おれでも知ってるぜ！

「たぶん不可視化する魔マ技ギを複合式として混ぜ込んだってところだろう……いつの間に複合式を覚えたか知らないがな」

「あのヤロー、ゲーム開始前にケンカ売ってきやがったからな！　ボコボコにしてやるぜ！」

　さぁ顔を出しやがれ!!

「よっしゃあっ!!　出てこい有坂ァ!!」
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　あああ有坂くんじゃないしっ…………！

　カンベンしてよカンベンしてよカンベンしてよぉっ…………！

　あの三人、走ってやってきたかと思えば私のそばで口論をはじめて……あまつさえ私を中心に置いて銃じゆう撃げき戦せんをはじめるってどういうこと!?

　ああもうさっきから何回も『不可侵場シヨータイム』に魔ま弾だんが当たってるじゃないのぉ……！

　絶対バレてるわ！　これ絶対にバレてる！

　でも中身が私だとはわからないはず……ってそんなわけないじゃない、この距きよ離りならきっとどこかのモニターに得点数が表示されちゃってるはず……！　ひゃああああああもう!!

　どどどどうする!?

　イチかバチか飛び出してみる!?　ダッシュで逃にげ出してみる!?

　…………。

　…………絶対にムリ！

　そんなのムリ！　できるわけないじゃない！

　そんな無む謀ぼうなことができるならはじめっから『不可侵場シヨータイム』なんて魔技は選ばないわよ！

　あああああああああ！

　助けてママ！　ビアンカ！　フレドリカあああああ!!

　ところがところが驚おどろいたことに、このままイジメられ続ける予定にあった私のために、救いの天使が降りてきてくれたの。

「いたぞ！　有坂じゃない！　小コ牧マキだ！　追え!!」

　相ソウ司ジくんが二人に指示を出してる。普ふ通つうにしゃべってるとねちっこいけど、声を張り上げるとイイ声してるのよね相司くん……。

　え？　てゆーか小コ牧マキさん？　私じゃなくて？

　私の『不可侵場シヨータイム』を無視して、相司くんと遠トオ野ノくんが走っていく……。

　一いつ拍ぱく遅おくれて布フ木キくんも走り出す。マイペースね彼は……。

　ああ、そういうことだったのね。どうして『不可侵場シヨータイム』にこもっているはずの私に気づいたのか不思議に思ってたけど、私よりもっと後ろに小牧さんが隠かくれていたってことだったのね。




　そ・れ・に・し・て・も。




　ああああああああああよよよよかったわぁ～これで私は安あん泰たいね！

　三人とも小牧さんの方を追ってくれたわ！

　私がソルヴァナイトになれる確率がまた一つ上がってしまったのね！　戦わないまま隠れ続けて気づいたらポイントトップで一位になっちゃうこともできるんじゃないの作戦がまた一つ進んでしまったわけね！

　あー最高の展開だわー……！

　私の勝利がだんだん形になってきたとも言えるんじゃないのかしらぁ……！

　あー助かったわぁ……。

　三人が行っちゃってくれてホントに良かったぁ……。

　私の代わりに小牧さんを追ってくれて……。

　……それにしても、小牧さん……かぁ……。

　彼女、フレドリカのことを知ってるのよね。

　フレドリカがはじめてソルヴァの敷しき地ちに迷い込んできた時、具合が悪そうでふらふらしてて、何度も吐はいて……。どうすればいいのかわからなかった私に、犬の飼い方の本を貸してくれたのは彼女だったのよね……全ぜん寮りよう制せいでペット禁止なのになんで犬の飼い方の本を持ってたのかは知らないけど……。医い療りよう系けい魔マ技ギとか気分を落ち着かせる魔技とかを練り込んだライテルを貸してくれたのも小牧さんだった……。ちなみに外敵を追い払はらうためのライテルも貸してくれたわ……吐としゃ物を片付けるためのライテルも……。ついでについでに他にもあと十本くらい貸してくれたわ……そんなに要らないわ……。

　…………。

　彼女が……私の代わりに……。

『不可侵場シヨータイム』にはあと一人くらいなら入れそうだし……小牧さんの体格なら間ま違ちがいなく入れるし……もしかしたら、一時的にでも、彼女をかくまってあげることができるかも……。

　こ、こ、こわいけど、追ってみようかしら……？
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　に、にらまれたままもう何分か経たってる……。

　仕方ありませんね、ではライバルに戻もどりましょう──くらいで済めばよかったんだが、どうにもそういうわけにはいかないらしい。口を開けば感情が爆ばく発はつしそうだから、わずかにでも感情が落ち着くのを黙だまって待ってる……ってことなんだと思う。ものすげー怖こわい。

　脱だつ落らく者しやになってくれと言ったからにはそろそろ戦せん闘とうを開始したいんだけど、雪ユキ流ナガレの方は俺おれをにらんで突つっ立ってるだけ。どーすっかな……はじめてもいいのかな。

「言いたいことは……それだけですか？」

　びくっとした。

　突とつ然ぜん話しはじめるんだもんな。

「ああ。それだぅブフェッ!?」

　何かが左ひだり頰ほおにぶつかって、間ま抜ぬけな声を上げちまった。足元に転がったそれを見下ろす。

　……靴くつだ。右足用の、学校指定の、ローファー。

　雪流の方を見ると、右足だけ白いソックスのまま地面に立っていた。

　脱ぬげた靴がすっ飛んできたって威い力りよくでもなかった。大男が中に石を込めて全力で投げつけてきたくらいのスピードとパワーは感じたぜ。

「……飛んできたぞ」

「あら。わたくしの靴が失礼いたしました」

「靴は悪くない。きっと履はき主に耐たえられなかったんだろう」

　今度は左の方から石が飛んできた。リンゴみてーなデカさの石が、俺の顔面めがけて一直線に飛んできた。あ、あぶねぇ……！　間かん一いつ髪ぱつかわしたからいいものの、当たってたら顔面変形するぞあれ……！

「おい！　あぶねぇだろ!!」

「わたくしは悪くありません。きっとパートナーに耐えられなかったのです」

　雪流はおだやかに、力みのない動きで歩き出す。そこには感情が見え隠かくれする様子などかけらもなく、それがかえってどこまで怒おこらせたかわからなくさせていた。

　……いや、普ふ通つうに考えたらブチ切れてんだろうな。少なくとも、投石してくるくらいには。

　雪流はそのままマジックガンを構え、俺ではなくステージギミックの一つである岩に向かって撃うち出した。岩はすぐに砕くだかれて、岩の破片が大量に出来上がった。

「それで？　どうするつもりだ？」

「繰くり返すつもりです。あなたが頭を冷やすまで」

　ふっと石が一つ上がる。小石じゃない。さっきと同じくらいの、俺の右ストレートよりよっぽど大きくて硬かたそうな石だ。石は重力から解放されて、ふわふわと宙を舞まい、そして雪ユキ流ナガレの指示を待っている。自分が誰だれに向かって突とつ撃げきすればいいのか、その答えを待っている。

「おい、おい、ンな殺し合いみたいなやり口は──!!」

「禁止されていると？　しかし新ニイ傘カサくんがガレキを頭に受けた時は、特に何もありませんでしたよ？　やりすぎるなとルールにはありましたが、この程度なら問題ないということでは？」

「どんな乱暴なロジックだよ。そこまで危険なルール設定がされてるわけないだろ」

「ならば試しましょう。これがルールに反するかどうか」

　──試すってどうやって？

　なんてのんきに質問しようとしたことが間ま違ちがいだった。後頭部に突然衝しよう撃げきが走って、一いつ瞬しゆん視界が真っ白に光った。

　警けい戒かいが弱すぎた……！　そうだ、コイツの魔マ技ギは『遊ユウ離リ』なんだ、本人が正面にいるからといって、攻撃の手も正面から来るとは限らない……！

「警告はない……ようですね。やはりわたくしの行動は、ルール違い反はんではないようです」

「ルールには違反してなくても人間的にアウトだろこれ！　油断してる相手の後頭部に石を投げつける女がどこにいるんだ！」

　悪あく魔まか！　この女えげつないぞ！

「さて……問題がないのなら遠えん慮りよする必要もありませんね。一つだけでも防げなかったあなたに、ここにあるすべての石を防ぐことができるでしょうか」

　三メートル近くあった岩。それを細かく砕くだいた石の破片。いまじゃただのガレキだが……数えきれないほどに、投てき用の道具ができている。

「……あ？　そんな大量のガレキを、一度に操れるわけが──」

　俺おれの失敗は、決して忘れてはならないことを失念してしまったこと。

　いまゲームをしている俺たちは、〝上うわ澄ずみの集中〟だ。

　一いつ般ぱん的てきな高校生の能力を基準に物事を考えてはならなかった。

　浮うかび上がる大量の破片──雪流の言葉通り、すべての石が空に浮かんで、俺への突撃命令が下されるのを待っていた。冗じよう談だんだろ……あれが全部、一度にすっ飛んでくるってのか？

「有アリ坂サカくん。いますぐ地面に額ひたいをつけて、ゲーム終了までゴメンナサイと言い続けることができれば、わたくしはあなたを許します。いかがですか？」

「はぁ。やなこった」

「では表現を変えましょう。謝罪の言葉は要りません。地面に倒たおれてひれ伏ふしたら、それで謝ったものとみなして差し上げます。有坂くん──殺す」

　おお。やっと、バトルロイヤルっぽくなってきたんじゃねーの？　『白図形エアダイス』で壁かべを張り、俺は臨戦態勢を整えた。
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　柑かん橘きつ系の香かおり。

　白い翼つばさと白い腕うでに包まれた時、僕ぼくの頭の中にあったのはそれだけだった。

　意識を取り戻もどした時、僕の感覚を支配していたのは──。

「…………血のニオイ……？」

　それもそのはず、血だらけのハンカチが僕の顔のすぐ横に置かれていたんだから。頭がわずかにズキンと痛む。僕はゆっくりと起き上がり、そのハンカチを手に取った。顔を近づけてみると、血の臭においに混じってかすかに柑橘系の香りがした。

「……ありがとう」

　誰だれにともなく僕はつぶやいた。

　ハンカチをポケットにしまって、僕は屈くつ伸しんをする。体は動く。どれくらい意識を失っていたんだろう。どれくらいのゲーム時間を消費してしまったんだろう。もちろん、勝つことはまだ諦あきらめていない。僕には、勝たなきゃならない理由がある──。

　僕はあたりを見み渡わたす。人の気配はない。足元に血のついた柱の破片。……僕、よく死なずに済んだな。ずいぶん強く頭を打ったと思ったけど、触さわってみると頭には傷やはれがない。先生か誰かが来て治してくれたのかもしれない。頭はまったく問題なく動く……。

　柱の破片は周囲に大量に散らばっている。柱そのものがかなりの質量で、それが倒たおれて砕くだけたのだから、たくさんの破片が散乱してるのも当然だ。……これを、いったい誰が？

　少し歩いてモニターを見る。ポイントは０。やっぱり倒れている間に奪うばわれている。魔マ技ギはあれだけの人数の前で見せてしまった。何かしら上がり目となるような情報も僕は手に入れていない。ここから逆転するためにはどうすればいい……。

　僕の魔技、『リベット』は大量得点するための手段じゃないし、いまから得点を取りにいけるだろうか。それならむしろバッジ……脱だつ落らく狙ねらいでバッジを集めてみるか？　いやダメだ、バッジはせいぜい５点にしかならない。非効率的だ。

　効率……。そうだ、効率を高めなくてはならない。闇やみ雲くもにポイントを集めるのではなく、少ない労力でトップに立てるような──。

　…………あれ？

　ちょっと待って？　いま僕が解決しなければならない問題は、何だ？　大量得点する手段がないことか？　違ちがう、僕はソルヴァナイトになりたいんだ。このゲームに勝ちたいんだ。このゲームで勝ち切るための手段は本当に……ポイントをかき集めることだけか……!?

　もしかして、このゲームのシステムは──

「新ニイ傘カサくんは０点、かぁ……これじゃ楽しめないなぁ……」

　心臓が飛び跳はねるかと思った。

　思考に集中しすぎていて、その気配にまったく気づけなかった。

　僕ぼくのすぐ後ろにいた、彼に声をかけてもらうまで。

「陸奥ムツくん……!?」

　それは明らかに強者としての余よ裕ゆうだった。陸奥くんは、同じモニターを見て僕のポイントを確認するほど近くにいながら、交戦を仕し掛かけるそぶりをまったく見せない。それどころか、楽しめないとまで吐はき捨てた。僕と戦っても意味がないと言っている。

「点がないんじゃ戦う理由がないね。じゃあね、新ニイ傘カサくん。また会おうね」

　状じよう況きようにそぐわない笑顔で、普ふ段だんよりいくらか高いテンションで、陸奥くんが僕に手を振ふりつつ離はなれていく。

　陸奥くん──楽しむ、楽しまないなんてことに悩なやんでるってことは、彼は自分のポイントに対する不安がない……ポイントを抱えてる。すぐにモニターを見ると28と表示されている。このまま逃にがす手はない……！

「待って!!」

　彼のことはよく知ってる。とても親切で、良識があり、自分の労力を費やして他人のために時間を使うことをためらわない。だから僕の言葉も聞き捨てない。立ち止まり、振り返り、僕の言葉に耳を貸す。

　ポイント差から来る油断、クセのない正直な性格、周囲に人がおらず偶ぐう発はつ的てき要素の少ない場所……こんなに好条件がそろう場面はきっとそうない。陸奥くんを倒たおすならいま！

　だから、僕の方から譲じよう歩ほしなきゃならない……！

「戦う理由なら、あるよ」

　僕は自分のバッジを外して、そのまま自分の足元に落としてみせた。

「僕を脱だつ落らくさせたら持っていっていいよ。５点にしかならないけど」

　頼たのむ、話に乗ってきてくれ……！

　必要なんだ、状況をひっくり返す逆転の策が！　そのためならいくらでもリスクは負う！

　心臓が脈打つ。血が巡めぐる。体がじわじわと熱くなる。

　お願いだ、陸奥くん、乗ってきてくれ……！

「だつらく……？　遠くから撃うつだけじゃなくて……新傘くんの体に直接ガンを当ててぶっ放していいってこと……？」

　力強い足取りで、興味を抑おさえきれないように勢いよく、陸奥くんが戻もどってくる。

　顔に張り付いていた表情は、いままでに見たことがないほどに、強きよう烈れつに喜びを表現していた。

　武む者しや震ぶるいだろう、震える指で彼は自分のバッジを外し、そのまま地面に落とし、言った。




「それ。ものすごく楽しそうだね」

　やった！　話に乗ってきた！

　あとは陸奥ムツくんを倒たおすだけ！　彼も〝上うわ澄ずみの集中〟だ、もちろん簡単なことじゃない。リスクは大きい。だけど、勝つためには、ここで勝負に出るしかないんだ!!

　近い、油断しすぎだ、この距きよ離りなら一気に銃じゆう撃げき戦せんをはじめられる！

　僕ぼくは『打ち抜ぬきリベット』の弾たまを放つ。少し動けばかわせただろうに陸奥くんはそこから動くことなく右足に攻こう撃げきを受けた。

　これで右足を固定した──動いて逃にげることはできない！

　とにかくプレッシャーをかけるためにポイントを取りに行く！　僕が撃うつと、陸奥くんは逃げることなく、自分もガンを僕に向けて撃ってきた。お互たがいの攻撃が体に当たる。僕の方は動いて逃げながら撃っているのに、陸奥くんの腕うでがいいのかなぜか被ひ弾だん率はそう変わらない。

「なるほど、撃った相手を固定する魔マ技ギだね！　僕の足を止めたんだから、いまの内に得点するしかないよ！　アハハッ！」

　陸奥くんは正しい。

　だから僕は撃ちまくった。陸奥くんも僕に向けて撃ってくる。それなのに、それなのに、僕はどうしてもポイントで彼を上回れない。激しく伝わる衝しよう撃げきの数に、僕は自分の不利を知る。ポイントが、取ったそばからポイントが奪うばい返されている！　撃ち合いで負けてる……！　彼の方は逃げることすらできないのに!!　どうして!?　なぜこうも得点数が違ちがう!?

　自分のポイントがたいして減らされていないことを自覚している陸奥くんは、まったく慌あわてていない。

「僕も『リベット』なら勉強したことがあるよ。たしか解かい除じよ条件は時間経過だよね。こんなマジックガンに混ぜた程度の魔技なら、十数秒もすれば──やっぱり」

　足が自由を取り戻もどすと同時に陸奥くんは駆かけ出した。

　僕の周囲で円を描えがくようにして──超ちよう高速で。

「速い……!?　『過動オーバーアクセル』か!!」

　運動能力を高める魔技……そんな基き礎そ的な魔技を、こんな大事な試合で!?

　だけど僕にもわかってる。基礎的だからといって、効果的でないということにはならない。

　ガンは同じ、それなのに被弾数が違う、その理由はとてもシンプル──トリガーを引くスピードが違うからだ。くそっ……攻撃試行数の差で撃ち負けてるんだ……!!

　そして今度は、陸奥くんは落ちていた柱の破片を拾い上げ、そして僕の放った銃弾をそれで受け止めた。

「な……ステージギミックでブロックした!?」

「へへ。便利だねぇこれ…………あはははっ」

　柱の破片に壊こわれる様子がない……西ニシ間マさんが撃った岩や木はたしか平気で壊れていたのに。銃で壊せるギミックとそうじゃないものがあるらしい。

　ってことは、彼があれを手放さない限り僕ぼくの攻こう撃げきは当たらないってことじゃないか！　これほど厄やつ介かいな状じよう況きようになるものなのか……！　純じゆん粋すいなステータスの強化がこれほど厄介だとは思わなかった！　ヤバイな……本格的に撃うち合いじゃ勝てなくなってきた。ポイントの奪うばい合いをしては勝ち目がない……！

　攻せめ手なし、守り手なし……。敗色濃のう厚こう、かと言って脚きやく力りよくに差があるから逃にげの一手は選べない。打ち破るしかない！　脱だつ落らくさせるしかない！

　撃ち抜ぬいた対象を固定する『リベット』と、身体能力を飛ひ躍やく的に高める『過動オーバーアクセル』。

　大だい丈じよう夫ぶだ、まだ諦あきらめるには早すぎる。

　この劣れつ勢せいを覆くつがえす秘ひ策さくは──とっくに仕込んであるんだ！
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　面白い選せん択たくだ。『打ち抜きリベット』なんて、僕は考えもしなかったよ。

　と言っても、銃じゆう弾だんを当てなければ効果を発はつ揮きしないって点をかんがみても、彼はもっと慎しん重ちように魔マ技ギを選ぶべきだったよね。僕も思ってたんだよ、魔技はガンに付ふ随ずいさせるより、独立して発動できるものにした方がいいって。

　それに『リベット』の時だけ銃弾の色が青みがかって見える。練り込んだ魔力に反応して銃弾が変色してるんだろうね。魔技が一つしか選べないこのゲームじゃ、変色系の魔技でそれをごまかすこともできない。色を利用したフェイクトラップも使えない。見破るのは簡単だ。

　はっきり言って彼の魔技選びは失敗だよ。

　……あははっ！　ああ楽しいなぁぁぁサバイバルゲームって……！

　だけどずっと新ニイ傘カサくんとばかり遊ぶのももったいないなぁ。

　そろそろ決着をつけたいところだね！　勝負を仕し掛かけよう。脱落させよう。

　僕も彼もバッジを外してる。僕はスピードを高めることで、彼は僕の足を止めることで接近し脱落を狙ねらってる。

　この状態を崩くずす一手は？　──ある！

　このゲームの肝きもは三つ。『魔技』、『バッジ』、そして『マジックガン』。

　バッジはお互たがい外してる。魔技は相性の良し悪しがはっきりしないから拮きつ抗こうしてる。だから狙うならマジックガンしかない！　あれさえ彼の手から奪えば、脱落させられる心配もなくなるし、魔技で足止めされることもない！

　マジックガンの攻撃による影えい響きようはポイントの移動だけじゃないんだよ、新傘くん。

　相手に衝撃を与えるという効果もあるんだ。『過動オーバーアクセル』で強化できるのは人体の運動能力だけじゃない……マジックガンの銃弾を、『過動オーバーアクセル』で強化する!!　感覚がぶっ飛ぶくらいに強きよう烈れつな衝しよう撃げきを与えて、その隙すきにマジックガンを奪うばう!!

　これで決まり!!

　僕ぼくはマジックガンに『過動オーバーアクセル』をかける。強化した銃じゆう弾だんが飛ぶ。真正面からそれにぶつかった新ニイ傘カサくんの体は派手に後ろに吹ふっ飛んだ。その衝しよう撃げきを受けて、彼の手からマジックガンが離はなれ飛んでいった。

　──僕の勝ちだ!!

　マジックガンなしでは得点の奪だつ取しゆも敵プレイヤーの脱だつ落らくも不可能！　僕はノーリスクで接近することができる！　距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめ、僕は勝利を確信しながらマジックガンを新傘くんに押おし当てた。




　──!?




　押し当てた、つもりだった。だけど僕のマジックガンは、彼に触ふれる直前で止まっていた。ガンが止まってるんじゃない……僕の腕うでが止まってるんだ……！

「驚おどろいた？」

　新傘くんの声。

　彼は続けて、何発も僕の四し肢しに『リベット』を撃うちこんでいく。
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　全身が動かない……なぜ!?　だって、彼の銃じゆうはさっき遠くに弾はじかれたはずなのに!?

「ど、どうやって!?　マジックガンがないのにどうやって『リベット』を……！」

「ん？　ああ、ごまかせてないかとも思ったけど、うまく隠かくせてたんだね。実は僕ぼく、あのマジックガンを核かくとして使ってないんだ」

「な……!?」

「青い光こう弾だんは右手の人差し指から出してたんだよ。『リベット』を撃うつ時とフツーに弾たまを撃つ時ではタイムラグがあるの気づかなかった？　いちいちトリガーから指を離はなしてたからさ」

「いや、まさか、そんな」

「そう？　じゃあ、衝しよう撃げきの方は？　『リベット』を当てられた時だけは、体に衝撃が走らなかったはずだけど」

「…………！」

　気がつかなかった……！　何発も攻こう撃げきを受けていたから、『リベット』の攻撃に衝撃があったかどうかも覚えてない……！

　新ニイ傘カサくんは、体の動かない僕からマジックガンを奪うばい、そして自分のマジックガンを拾いに行く。焦あせりを感じさせない動き。そうか、もう勝負はついちゃったのか……。

「マジックガン以外を持ち込んじゃいけないとは言っていたけど、自分の体を核にしちゃいけないなんてルールはなかったからね。『打ち抜ぬきリベット』と『光コウ化カ放ホウ仙セン』の複合式魔マ技ギなんだ、これ。柚ユウほど自在に操れるわけじゃないんだけど、彼女に教わって、僕もマジックガンに似せた光弾を出すくらいはできるんだよ」

「で、でもなんで……わざわざ……」

「いずれガンをわざと手放す時が来ると想定していたからさ。この状じよう況きようは絶対に作られると思ってた」

　……ああ。読み負け、かぁ。

　僕は諦あきらめてだらりと体の力を抜いた。『リベット』で手足を固定されたままだから、羽をピンでとめられた蝶ちようみたいだ。

「あーあー。負けたよ。もっと楽しみたかったなぁ……」

「それならあとでサバゲ部に入ればいいよ。じゃあね、陸奥ムツくん」

「サバゲ部!?　ずっとこうやって人を撃ちまくれるの!?　それホント!?　どこに行けば──」

　僕の話を遮さえぎるように、新傘くんは僕の額ひたいにマジックガンを当てた。
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「ついに！　ついに！　ついに脱だつ落らく者しやが出ましたぁぁぁぁ!!　なんと!!　最初に敵を撃げき破はしたのは新ニイ傘カサ選手です!!　会長が!!　目にも留めていなかった新傘選手です!!」

「十三人もいるんだからわかるわけないだろそんなの」

「それにしても、ポイント数28でトップを突つき進んでいた陸奥ムツ選手を、ポイント０でケガしたばかりの新傘選手が撃げき破はするとは驚おどろきですね！　魔マ技ギの技術も、ゲームシステムをうまく利用した作戦も見事でした！」

「うん。彼もいいなぁ。小動物的というかマスコット的な可愛かわいさもいいが、心の奥おくに獣けものを飼っているような雰ふん囲い気きを感じさせるのがいい。いいな。あんな可愛い男の子に攻せめられたらたまらんだろうな」

「会長、男の話しかしてないですよね？　気のせいじゃないですよね？」

「『打ち抜ぬきリベット』を選んだところも高ポイントだな。私も一年の頃ころはあれ愛用してたよ。なかなか便利でさ」

「ちなみに、打ち抜きリベットってどういう意味なんでしょうか」

「ああ、元はファッション用語だよ。ジーンズをはく人間ならわかるんだけどな。ジーンズのポケットがあるだろ？　そんで、ポケットに手を突っ込んでいてもポケットが取れないように金属のボタンっぽいのがついてるのわからないかな。そのボタンをリベットといい、二つのリベットを打ち抜いて布を固定するパターンのものを打ち抜きリベットというんだ」

「すんません、自分デブ過ぎてジーンズとかはけないんで」

「……ああ、そう」

「ジョークです」

「いやどう見てもジョークじゃなくて事実だし、それを聞かされても他人は笑えないだろ……。まぁデブは置いといて、そんなことより……後ろがうるさいな」

「うるさいですね……この実じつ況きようルームは脱だつ落らく者しやにゲーム終了まで待機してもらう待機室としての役割もあるのですが……脱落した陸奥選手、非常にうるさいです」

『サバゲ部ってあるんですか!?　やっぱりルール無用のゲームができるんですか!?　僕ぼくでも入部できますか!?　テストが近くなった時はお休みしたいんですけど大だい丈じよう夫ぶですか!?』

「うるさい男は嫌きらいじゃない。が、この私が解説の仕事をしている時に騒さわぐのはいただけない」

「うるさい男は嫌いじゃないそうです！」

「彼氏募集中だ。でもデブは嫌いやだ。百キロ以下なら他の条件次第ではアリだ」

「予想以上に許容範はん囲いが広いです！」

　『入部って夏休み期間にもできますか!?』

「うるさいぞ、陸奥。くらえ、私が遊びで開発したお仕置き用魔技、『脳内万力』だ」

　『いででででで!!　頭が痛い!!　頭の中で何かがうぎゃあああああ!!』

「この魔技なら痕あとが残らないからお仕置きがバレない。これが上級生の頭脳だ、ガキんちょ」

　『痛いですゴメンナサイ静かにしてます!!』

「瀬セ尾オ会長。一年をイジメてないで解説してください」

「コイツはさっき同級生を蹴けりまくったからな。やりすぎはダメってルールが書いてあっただろうが。校内暴力は当然やりすぎだ。生徒会長が直じき々じきに教育してやる。後で反省文書かせるからな。社会奉ほう仕し活動一週間を申しつけるからな」

　『痛い痛い痛い痛いいいいいいっ!!』

「……実じつ況きように戻もどります！　さぁゲームも後半戦に差しかかりました！　脱だつ落らく者しやは一名のみ！　得点はいまだ横並び！」

「魔マ技ギを披ひ露ろうしただけで満足するお利口ちゃんばかりだからな。相手をねじ伏ふせるということに慣れていないのだろう」

「とは言うものの、相手をねじ伏せようとゲームの目的を忘れて大暴れしている二人がいるようですが？」

「有アリ坂サカと、雪ユキ流ナガレか。うーん。美人は怒おこらせると怖こわいという好例だな。いいねぇ。不ふ機き嫌げんな美人というのはどうしてああも威い圧あつ感かんを放つのだろうね。私も滅めつ多たに機き嫌げんを損そこねることはないのだけれど、怒った時にはああして威圧感を放てる女になりたいものだ」

「あの大ゲンカがゲームにどう影えい響きようするでしょうか？」

「しないんじゃないか？　ゲームが終わるまで二人でイチャイチャし続けるんじゃないかな」

「なるほど！　では、会長がまったく注目していないという有坂選手・雪流選手のバトルの方を見ていきましょう！」

「お前な。おい。私だって怒らせると怖いんだぞ。きっと。聞いてるのか？　オイ」
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　なかなかしぶといですね。

「ゴミ……クズ……カス……無能……ヘタレ……雑魚ざこ……無愛想……」

「おい！　聞こえてるぞ！」

　あら。声に出していましたか。気をつけなければ。

　一つ、二つ、それでも防がれるから一度に十。石のつぶてを『遊ユウ離リ』で飛ばし続けるも、彼は『白図形エアダイス』を巧たくみに操り、持ち前の運動神経もあってすべてを防いでみせます。彼も隙すきを見てマジックガンで撃うち返してきますが、当然ポイントの移動はなく、ゼロ距きよ離り射しや撃げきでもない限り恐おそれる必要はありません。結局のところ、相手に衝しよう撃げきを与え一いつ瞬しゆんだけひるませるくらいにしかガンの使い道はなさそうです。

　だからこそ彼はわたくしを脱落させるべく、じりじりと距離を詰つめようとしていますが、そんなことに意味はないとすぐに教えて差し上げましょう。

　全身を包む形で──たとえばわたくしの銃じゆうをとらえた時のような釣つり鐘がね型の『白図形エアダイス』で自分を守ればいいのに、彼はあえてそうしません。理由は明白……完全に守りを固めれば、わたくしが攻せめ手を失うからでしょう。そうすればわたくしは撤てつ退たいせざるを得なくなる……わたくしの隙すきをついて反はん撃げきするチャンスがなくなる、というわけですね。わたくしを脱だつ落らくさせたいというのは本音だったようです。

　小こ賢ざかしい……いけ好かない……ハゲ……。

「おい!!　声に出てんだよ!!　俺おれはハゲじゃねぇよ!!」

　あら。また声に出てましたか。気をつけなければ。

　あなたのような人にはわからないでしょうね。人前で恥はじをかくことが絶対に許されない生き方など……。大勢の観客の前で他人を裏切ることのできるあなたに、わたくしの苦労などわかるはずがありませんっ……！　あなたのように面の皮の厚い方にはわからないっ……！　鏡の中の自分にしか、好きな服を着ている姿を見せられないわたくしの気持ちなどっ……！

　脱落などしてたまるものですか！

　必ずや返り討うちにしてみせます！

　それに彼はまだ気づいていない……わたくしの『遊ユウ離リ』と『白図形エアダイス』の相性関係に……『白エア図形ダイス』では『遊ユウ離リ』には勝てないということに気づいていない！

　わたくしはマジックガンを浮うかせ、ステージギミックの石を飛ばしているのですよ？

　それはつまり──他人が魔マ技ギで作り上げたものでも操そう縦じゆう可能だということ!!

　有アリ坂サカくんの『白図形エアダイス』とて例外ではありません。脱落させる隙を狙ねらっているのはわたくしの……！　目にもの見せてあげます！

　彼が飛来する石に気を取られている間にわたくしのマジックガンを彼の後ろへ！

　後は彼が一息入れようとする瞬しゆん間かんを狙う──もうすぐ、もうすぐ……いまです！

　わたくしは魔技を発動させる──彼の背にある『白図形エアダイス』を、強制的に横へ動かす!!

　そして無防備になった背中にマジックガンを──これでわたくしの勝ちです!!

「おおおお有坂だぁ助けてくれぇぇぇぇぇぇぇ!!　ウゴッ痛ェッ!!　なんでマジックガンが飛んでんだぁ!?」

　なっ…………なっ!?

　なぜ牧マキ島シマくんがこんなところに!?

　そしてなんでわたくしのマジックガンに頭ず突つきを!?

　あと一秒あれば有坂くんを脱落させられたのに……!!

　あッの……スケコマシがッ……いいところだったのにッ……！

　お、おさえなければ、怒いかりを顔に出してはなりません……！

　どれだけ走り回ってきたのか牧島くんは汗だくで、有坂くんの肩かたに手をかけながら疲つかれ果てたように肩で息をしています。いまにも死にそうです。そのまま死ねばよろしいですのに。

「アイタタタ……頭にたんこぶが……あれっ！　奈ナ々ナさんまでいる！　助かったぜぇ！　実は西ニシ間マとキュウレイに追われててよぉ！　あいつらマジで頭ぶっ飛んでて……ぬぬ？」

　有アリ坂サカくんとわたくしを見比べて、ようやく状じよう況きようを摑つかめたらしく、彼の表情が「救われたぁ」から「やっちまったぁ」に変わりました。いますぐ地面に額ひたいをこすりつけましたら、わたくしとてこの怒いかりをおさめる用意がありますよ。

「……もしかして……交戦中だった？　有坂？」

「お嬢じよう様さまの靴くつが脱ぬげたから拾ってやっただけだよ」

「ホントに？　奈々さん」

「靴がなくては校庭を走り回れませんから……」

　表に出してはならない……感情は表に出してはなりません……！

　くぅぅっ……思いっきり引っ叩ぱたいて差し上げたい……！

「ヒァーッきたぁぁぁ!!　有坂助けて！　奈々さん助けて！」

　牧マキ島シマくんが叫さけぶものですから何が来たのかと思えば、西間さんが全速力で走ってきているだけでした。ただし五十メートル走五秒フラットを記録したこともある圧あつ倒とう的てきなスプリントで。

　そしてわずかに遅おくれて、キュウレイさんがやってきました。まぁ。西間さんとキュウレイさんが仲良しさんだったとは知りませんでした。

　西間さんとキュウレイさんの接近を確認した牧島くんは有坂くんの背中にさっと隠かくれます。そこにいると有坂くんごと殺すことになりますがかまいませんよね？

　西間さんは、牧島くんから一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなすことのないまま、しかし有坂くんを警けい戒かいしつつ、わたくしのすぐそばにまで駆かけ寄ってきました。

「どうしたの、奈々ちゃん！　三人もここにいて何してるの？」

　ええっと。

　……わたくしが『白図形エアダイス』を操れることはすでに有坂くんにはバレていました。いまから新しい手を考えるのは面めん倒どうですね。それならばこの状じよう況きようを利用した方が良いに決まっています。西間さんをなんとか味方につけましょう。西間さんと有坂くんを敵対させるにはどうしたら？

「聞いてください、西間さん！　この男は……」

　西間さんの感情を煽あおるには……？　方法は、一つですね。

「有坂くんは……有坂くんは……牧島くんを襲おそおうとしたのです！」

「ええええええ!?　有坂くんが!?」

　西間さんには効果テキメンでした！

　まんまるの目をあらん限りに大きく開き、唾つばを飛ばすほど大きく口を開けて、西間さんは有坂くんに攻こう撃げき的てきな意思を飛ばしています。

「なんですって……!?　有坂くんが!?」

　なぜかキュウレイさんまで釣つれました。

　キュウレイさんまで、憎にくしみに満ちた目で有アリ坂サカくんをにらみはじめました。

「許せないっ！　有坂くんを先に標的にするんだっ！」

「度どし難がたいわ。この私から横取りをしようなんて」

「協力して有坂くんを脱だつ落らくさせましょう！」

　お手軽に三対二の状じよう況きようができてしまいました。よくわかりませんが大成功だったみたいです！　西ニシ間マさんもキュウレイさんもものすごく怒おこっていらっしゃいます！　牧マキ島シマくんですよ？　そんなに怒ることですか？

「ひっ、ひっ、ひっ……！」

　今度は何か泣なき声が聞こえてきます。

　とてとてと可愛かわいらしい走り方で、にらみ合うわたくしたちの真ん中を横切ったのは小コ牧マキさんでした。どんどん乱入者が来ます……わたくし、そんなに派手に暴れてしまいましたでしょうか……？

「あれっ!?　な、なんでこんなに人が……!?」

「小牧ちゃん!?　泣いてる!?　誰だれがイジメたの!!」

「え、あの、これ汗……」

「小牧ちゃんを泣かすなんて!!　ゼッタイに許せない!!」

　正義感を燃やして西間さんが言います。

　たしかに、こんなにか弱い女の子を泣かせるとは許しがたいですね。彼女は助けを求めに来たわけではなさそうですが……守ってあげずにはいられません！　さっきは光の魔マ技ギでポイントを奪うばわれましたが、涙なみだを見てまで過去をつつくほどわたくしは冷血ではありません！

　小牧さんを追い立てたのは誰かと待つわたくしたちの前に現れたのは、相ソウ司ジくん、遠トオ野ノくん、そして布フ木キくんの三人組でした。これで十三人中九人までが集まってしまいました……チーム戦ですらないサバイバルゲームなのにこんな状況が出来上がるとは。

　大人数に戸と惑まどう小牧さんの手を引き、彼女をわたくしの背後に隠かくします。

「遠野くんに相司くん……あなたたちでしたか！　女の子を追い回して泣かせるとはどういう了見ですか！」

　わたくし、柄がらにもなく声を張り上げて怒ります。

　合理的に考えるならわたくしがここで相司くんたちに敵対する理由は何もないのですが……全校生徒や教師たちに見られているこのゲームで冷れい淡たんなところは見せられません。さっきまで有坂くんと魔技でのケンカみたいなことをしてしまったのでいまさらではありますが。

「そうだそうだ！　小牧ちゃんを泣かすな！」

「そうよ、弱い者いじめは良くないわ」

　西間さんとキュウレイさんはわたくし側……性別による立場の違ちがいはやはり有効に使ってしかるべきですね。

「うっせぇぇぇぇぇよテメェらコラ!!　関係ねーだろうが黙だまってろアホ女ども!!」

　予想外の対応に驚おどろいたのか、遠トオ野ノくんが荒あらっぽい言葉で応戦してきます。

　魔マ技ギでもなく、マジックガンでもなく、わたくしたちは言葉と言葉で戦っています。

　……ソルヴァナイトを決める試合なのに。

　見かねて相ソウ司ジくんも口を開きました。

「泣なかしたつもりはない。泣かせたなら謝るが、そういうゲームなんだから弱い者から狙ねらうのは当然だ。君たちはそこまで集まっておいてなぜ争わない？」

　あら。

　相司くんの方がよっぽど理性的で、言っていることも正論です。

　だけどこの場では論理よりも感情が状じよう況きようを支配しているのです。

　相司くんの計算にはいつも「人間の感情」という要素が抜ぬけている……だからわたくしは彼をパートナーには選ばなかったのです。そして正しい計算結果を教えて差し上げるようにして、有アリ坂サカくんが口論に加わりました。

「相司!!　テメェ、男三人で女一人を追い回すのか!!」

　くっ……！　やられました……！

　怒いかりを見せたりはしない……けれどこれはあまりにも悔くやしい……！

　有坂くんを潰つぶす絶好のチャンスなのに……！

　このタイミングで有坂くんを不意討うちして脱だつ落らくさせようものならわたくしが「悪者」扱あつかいされてしまいます……！

　言葉巧たくみに立場を変えて自分を正義側におく……そういえばゲーム開始前にも、相司くんを悪者にして自分を正義側に……主人公扱いさせようとしていましたね……。だからこそわたくしは、そのずる賢がしこさを評価してパートナーに選んだのでした……！

　ここまで人数が集まってしまうと、いまから形勢を変化させたり有坂くんとわたくしだけが離はなれることは難しいですね……くっ、あのハゲを脱落させるにはまず相司くんたちを追い払はらうか脱落させないといけないようです。

　面めん倒どうにはなりましたが、わたくしにとってそれは不可能ではなさそうです。

　そしてその後、この場にいる人間を多く味方につけた方が勝つ。場の状況を、他人から見た自分の姿を、支配した方が敵をねじ伏ふせることができる──ということでしょうか。友達を味方にした方が勝つなんて、とても美しい戦い方だと思います。

　扇せん動どうという点でも、わたくしは自分が有坂くんに劣おとると思っていません。わたくしの処世術を侮あなどらないでください。見せつけて差し上げます！

「ちがう……ちがう……」

　後ろで小コ牧マキさんが震ふるえながら何かをつぶやいています。

　わたくしはかばうようにして、小牧さんを背に隠かくします。

　彼女は現在最も使いやすいカード。場を動かすには最さい適てきなカードです。絶対に手放すわけにはいきません。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。もう大丈夫です。安心してください」

　有アリ坂サカくん、必ず殺してみせますよ……社会的に。

　恥はじをかかせてみせます……胸むねを張って学校を歩けなくして差し上げます……！

「ちがう！　わたしは──！」

　小コ牧マキさんの叫さけびを背中に受けながら、わたくしは頭の中で、次に発すべき言葉は何かを考え続けていました。小牧さんがいったいどんな行動を取るか、その未来については想像することもなく──。
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　弱い者いじめなんてされてない。

　わたしは泣なかされてなんかない。

　相ソウ司ジくんたちはまっとうに、わたしとサバイバルゲームをしてただけ……！

「わたしは……！　弱虫なんかじゃない……！」

　わたしを守ってくれる優しい雪ユキ流ナガレさんの手を払はらいのけて、わたしはみんなの真ん中におどりでる。

　そしてマジックガンをあたまの上に掲かかげて、空に向けて撃うつように、引き鉄がねを引いた。

『光コウ化カ放ホウ仙セン』が効果を発はつ揮きする。

　光は当たる。市民にも罪人にも平等に。彼にも彼女にも均等に。

　計算上は、わたしが一度光を放つたびに８得点が集まってきている。

　引き鉄を引く。引く。引く。引く。引く。

　走る光こう撃げき。走る衝しよう撃げき。

　わたしにも、なにがなんだかわからなくなるくらい。

　暴力的な白い光があたりをつつむ。わたしの体は灯とう台だいになる。もれる光は毒を持つ。

　まわりにいたみんながどうなっているのか、光を強めすぎてわたしにも確認できてない。

　だけど確信がある。わたしは勝つための手段を持ってる。それを行使するだけの勇気がないだけで。

　他人を傷つけるだけの、勇気がないだけで。
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　なんだなんだよこの光はァ!?

　すげぇ勢いで体がブルっと来てんですけどォ!?

　チャリンコが十台連続で突とつ撃げきしてきたみたいな感覚なんですけどォ!?

　この衝しよう撃げきなーんか身に覚えがあるなと思ったら陸奥ムツん時と同じだコレ！　蹴けりがねーだけで陸奥と同じだよ！　おれいまボコボコにされてんよどうなってんだよ！

　しかもクソまぶしくて目ぇ開けてらんねーしよぉ!!

　なにこれなにこれ小コ牧マキちゃんだべ!?

　たぶんだけどこれ小牧ちゃんが光に変えた弾だん丸がんをぶっ放しまくってんだべ!?

　マジかよなんでおれがこんな狙ねらい撃うちされてんだよおれ１点も持ってねーよ!?

　…………ハッ！

　こんな状じよう況きようなのにひらめいちまったわ。おれ天才だわ。

　この光の衝撃が止やまないうちに、誰だれかにおれの顔をコピペしてやればいいじゃん。そしたらすぐに西ニシ間マからもキュウレイからも逃げられんじゃん！　カンッペキだわ！　パーフェクトにカンペキだわ！　パーペキだわ！

　光の中、衝撃の中、誰もがひるんで慌あわてている中を駆かけるぜおれは！　陸奥の五分の一くらいのスピードでな！　つっても三歩も動いたらもうあきらめたけどな！　目ぇ閉じたまま走るのってムリだぜ、ムリ！

　まぶしすぎて、ついでに攻こう撃げきの衝撃がありすぎて誰が誰だかわかんねーや、とりあえず目の前に見える人ひと影かげにタッチだ！　おれの顔を触さわりおれの表面をコピーして……目の前のこいつに、ペーストする！

「きゃっ誰かが私の胸むねに触さわった！」

　西間かよオイイイイ!!

　おめーなんでこんなにおれの近くにいんだよ！

　光にまぎれておれのそばに来ようとしてんじゃねぇよ！

　くそっ、西間にペーストしても意味がねーぜ、西間から逃げてーんだからったくもう！

　他のヤツにもペーストしてやる！　あんまりコピペしすぎるとペースト持続時間が短くなっちまうけど仕方ねぇ！　よしこいつだ、この人影にペーストだ！

　はいタッチ！

　はい鬼おにさん捕つかまえた！

「誰!?　私に触ったのは誰!?」

　キュウレイかよオイイイイイイ!!

　だからなんでおめーらこんなにおれの近くに忍しのび寄ってんだよオイ!!

　なんでおれが鬼おにさん捕つかまえなきゃなんねーんだよ！

　鬼さんから逃にげてーんだよおれは!!

　あーもーどうしたら……ってアレっ!?

　光がない！　衝しよう撃げきが止やんでる！　てゆーか小コ牧マキが走って逃げてるじゃねぇか！

　光が消えて、小牧が去って、えーとここから何が起こるかっつーと？　泣なき虫小牧ちゃんを守る必要がねーなら、全員で相ソウ司ジたちに敵対する必要はねーわな？　相司たちはたぶん小牧ちゃんを追うだろ。んで、そしたらこいつらは相司たちを追うかっつーと、追わねーよなそりゃ。それでそれでえーともうムリ!!　ふざけんなよマニュアルがなきゃおれは行動できねーんだよそれが人間ってもんだろバカヤロー!!

　何がなんだかわかんねーこの場で、誰だれよりも早く冷静に対応したのは相司だった。相司は一人モニターを見ながら叫さけんだ。

「やられた……！　小牧柚ユウが全員分のポイントをかき集めて逃げて行ったぞ……！　お前ら、小牧を追え!!」

　あんだけ悪者扱あつかいされたくせにまだ「小牧を追え」と指示できるのが相司の良いところだよな、損な性分だぜ！　もしや自分から嫌きらわれたがっているんじゃないかとおれは思ってたけど、どうやらあれ天然らしーな！

　さてさておれはどうする！　この中でいちばん戦いやすそうなのは誰か？　相司たち、有アリ坂サカ、奈ナ々ナさん、化け物二匹……よし小牧ちゃんを狙ねらおう！　弱い者イジメがここのルールだぜ！

　西ニシ間マとキュウレイが光にやられた目を手で覆おおっているいまのうちに、おれは行くぜ！
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　これ、他人に見られたらヤバイ絵面だなってのはわかってた。

　つーか全校生徒に見られているわけなんだが。

　小牧の放つ光の中で、『白図形エアダイス』じゃ『光コウ化カ放ホウ仙セン』を止められないことを知ってた雪ユキ流ナガレはまっすぐに俺おれを狙ってきた。突とつ然ぜんバッジが俺の胸むねから逃げ出して、俺のものでないマジックガンが空中を走りこちらに突つっ込んでくる。これが雪流の仕業じゃなかったら驚おどろきだ。

　あいつの魔マ技ギはオートホーミングだから、強い光に目を開けられない状じよう況きようでも十分に動くことができる。

　つっても動きを見せたのは間違いだった。おかげで俺はまっすぐに雪流を追うことができた。柱を背に、光の影えい響きようを受けないように逃げ出す雪流の姿を俺ははっきりと捉とらえていた。

　走って距きよ離りを取ろうとする雪流に追いすがり、その背中を押おして地面に倒たおした。逃がさないよう、両足を捕ほ縛ばくするような手て錠じよう型の『白図形エアダイス』を作り雪ユキ流ナガレの動きを止める。そして左手を雪流の首に当て、右手ではマジックガンをその頭に当てた。多少乱暴に押おし倒たおしたせいで衣服が乱れたが……とにかくこれで雪流との戦せん闘とうもおしまいだろう。

「チェックだと思うが、どうだ」

「無地です。ヘンタイ」

「……チェックメイトだと、思うが」

　何の話だと思ってんだよ。

　女の顔を地面に押しつけているのはなかなか心が痛む。だから俺は雪流のバッジを外し、脇わきに投げ捨て、そして再びマジックガンを当てた。

「じゃあな」

「待ってください！　最後に……最後に一つ、教えていただけませんか」

「なんだ？」

「どうしてわたくしだったのですか？　どうしてわたくしを脱だつ落らくさせなければならなかったのですか？」

　ああ、そうだな。それはたしかに説明の必要がありそうだ。俺おれは別に、お前が嫌きらいだからお前を最初に脱落させようと思ったわけじゃないしな。

「……寮りようは、四人一部屋だろ」

「ええ」

「俺は、新ニイ傘カサと同室なんだよ」

「存じてます。それが？」

「……俺たちはいつだって、結果に対してしか評価をされない。テストの点と、先生の前で見せた魔マ技ギの質。どんな考えの持ち主なのか、どんな過程を経ていまの自分を手に入れたのか、他人には見せないあらゆる面で、俺たちは社会に褒ほめられることはない。だけど俺たちはライバルで……友達だ。だからせめて俺だけは、評価してやりたいと思ったんだ」

「……評価する……？　どういう意味です……？」

「俺はずっと、自分がいまの地位にあるのは努力のおかげだと思ってた。俺よりずっと才能のあるヤツらが、俺よりずっと努力をしないでいてくれたから、俺はここまでのし上がれたんだと思ってた。俺が、俺こそが、誰だれよりも努力家なんだと思ってた。あいつと同室になるまでは」

　俺が努力してきたってのはホントだ。

　親もいないし頼たよれる親族もいないから、なんとしても寮のあるソルヴァに来たかった。ソルヴァにさえ行けば卒業後の仕事に困ることもない。ここに入学できるかどうかで人生が変わる、そういう状じよう況きようだったから、死ぬ気で勉強もしたし、実技試験のために『白図形エアダイス』だけを選せん択たくして集中して鍛きたえてきた。

　だけどそれでも、俺は知らなかった。

　一日一本、ペンのインクが切れるまで勉強を続けてるようなヤツがいるってこと。

　真面目まじめだからじゃない。決してそういう性格として生まれたわけじゃない。あいつはただ、一つの目的のためだけにその行動を取ることができるんだ。

　人生がかかってるわけじゃない。自分から賭かけたんだ。自分の成功を、自分の努力で手に入れることを。仕方なしの結果じゃなく、あいつは自分の意志で挑ちよう戦せんを選んだんだ。

　今回のが運悪く上限の低いテストだったから、十三人が一位なんてことになっちまったんだ。テストの形が少し異なれば、あいつが一位になっていたと俺おれは思う。そう確信してる。

　運がなかったからって、あいつの努力が否定されるなんてやってらんねーだろうが。どうせ報われるなら、あいつみてぇに、誰だれよりも努力した人間であってほしいじゃねぇか。

「勝たせてやりたかったんだよ。俺じゃなくて、新ニイ傘カサを」

　俺の話を聞いて、雪ユキ流ナガレもようやく思い至ったようだ。

　俺が雪流を脱だつ落らくさせようとした理由が。

「まさか……わたくしを脱落させようとしたのは、新傘くんの魔マ技ギが『打ち抜ぬきリベット』だったから……あれがわたくしの『遊ユウ離リ』と相性が悪いと感じたから……!?　たしかに『リベット』で行動を止められたところでわたくしにはまったく意味がありませんが……わたくしと勝負することになれば、彼が困ることになるだろうと思ったから、ただそれだけで……？」

　雪流の声に動どう揺ようが感じられる。

　そりゃそうだよな。怒おこるよな、俺みたいに勝つ気のない人間に負けるとなれば。

「そういうことに、なるかな」

　押おさえつけられていた体から、ふっと力が抜けた。抵てい抗こうを諦あきらめた、というよりは、毒気を抜かれちまったのかもな。俺があんまり甘あまいことを考えてたもんだから。

「気づけませんでした……あなたが……」

「ああ…………」

「ボーイズラヴな男子だったとは……」

「…………え」

　えええ!?　いやいやいやいやちょっと待て!!

「くっ……不覚っ……！」

「いやいやいやいや！　違ちがうって！　俺さっき時間をかけて説明したよな!?　あいつの努力を知ってるからちょいと手助けしてやりたかっただけだって言ったよな!?　なんで俺が男を愛しちゃう人間ってことになるの!?　男同士の友情を理解できないのか!?」

「くっ……愛の力は偉い大だい……！」

「やめろ！　脱落させられた腹いせに俺に変な属性貼はり付けるのやめろよ！　これ全校生徒が監かん視ししてんだぞ！」

「そ、そういえばあなたと新傘くんは寮りようのルームメイト……!?」

「だからやめろって！　妄もう想そうのきっかけを頒はん布ぷすんのやめろよ！」

　くそっ、これだから口の回るヤツは嫌きらいなんだ……！

　これ以上余計なことを言われる前に、いわれのない嫌けん疑ぎをかけられないように、俺おれはマジックガンの引き鉄がねを引いて、雪ユキ流ナガレを脱だつ落らくさせることにした。
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　わ、忘れてたわ……

　彼女は『光コウ化カ放ホウ仙セン』だったのよね……。

　人が集まれば集まるほど彼女の能力は凶きよう悪あくになる……。

　可愛かわいい顔して極悪だったわ。ギリギリで柱の陰かげに隠かくれられたから私はポイントを奪うばわれなかたから良かったものの、何かあったら助けようなんて考える必要はなかったのね……。

　相ソウ司ジくん、遠トオ野ノくん、それに布フ木キくんが小コ牧マキさんを追って走り去っていく。とは言ってもどっちに逃にげたかわかってないみたい。角度が進むべき方向と比べて二十度はズレてるから……。

　有アリ坂サカくんと雪流さん……はいつの間にかいなくなってるわね。

　ヤダヤダ、イケメンと美少女なんてさっさと消え去ってほしいわ……。

　地球上からも消え去ってほしいわ……でもやっぱりイケメンは生き残っていてほしいわ……。

　牧マキ島シマくんは小牧さんと同じ方に一目散に逃げて行ったし、残っているのは西ニシ間マさんとキュウレイさんだけのはず──なんだけど何なのあれはぁぁぁぁぁぁ!?

　柱の向こうに牧島くんが二人いるんですけどですけど!?

　二人して突つっ立って見つめ合ってるんですけど!?　何なのよこの光景は!!　私の頭おかしくなっちゃったの!?　そ、そりゃあ昔からちょっとは「私って少しおかしいかな？」っていう自覚はあったけど幻げん覚かくを見るのはさすがにアウトすぎるんじゃない!?

　何!?　これから何が起こるの!?　幻覚の男二人はどんなファンタジアを見せてくれるの!?

　と思ったら左の牧島くんがなんと右の牧島くんに手を差し伸のべてるじゃないの！

「大だい丈じよう夫ぶ？　……あれ、声が」

　そんなことをしたら牧島くん（右）がキュンッときちゃうじゃないの!!

　実際キュンッときてるじゃないの!!　牧島くん（右）のあの顔はキュンッときた顔よ!!

　そして二人は手を取り合って、距きよ離りを半歩ずつ縮め合って、そして向かい合い視線を絡からませあって──なにこれ!?　これ何のファンタジー!?　私の妄想が具現化されてるの!?　いやいや牧島くんダブルの恋れん愛あいなんて妄想したこともないんですけど!?　どういうことなのビアンカ!!

　バクバクするわ！　心臓がバクバクするわ！

「……ずっと見つめてた。君を」

　牧マキ島シマくん（左）ったら何言っちゃってんの!?

　これが愛なの!?　それともナルシシズムなの!?

　二人が距きよ離りを詰つめていく。お互たがいの目には、相手の唇くちびるしか見えてない。言葉を交わさずとも心は通じている。強こわ張ばる体を抱き寄せ合って、二人は唇を押おしつけ合って──ってななな何してるの!?

　ままま牧島くん同士のキス!?

　誰だれが得するの!?　ささささすがに想定外じゃない!?

　てゆーか私目が離はなせないんですけど!?

　そうこうしているうちに牧島くん（右）が姿を変えて──って、えええええ!?

　魔マ技ギが解けて、本当の姿に戻もどるとそこにいたのは……西ニシ間マさんじゃない!?　ダブル牧島くんの片方は西間さんだったの!?　なんでわざわざ姿を変えてキスしてたの!?　しかもソルヴァナイトを決めるための試合の真っ最中に！　どこまで倒とう錯さくすればそんなプレイにいたるわけ!?　度どし難がたいわ！

　そして今度は牧島くん（左）の体に異変が起きる。魔力がするりと抜ぬけ落ちて、彼──いえ、彼女もまた、その正体を現した。給キユウ黎レイ敬ケイ人トさん。ってキュウレイさん!?　どっちも牧島くんじゃないの!?　そういうパターンってありなの!?

　二人は目を閉じたまま、唇の感かん触しよくを味わうようにじっくりねっとりとキスを続けている……。わ、私、わかっちゃったかも。この二人、お互たがいにカンチガイしてるんじゃない……？　相手が牧マキ島シマくんだと思って身をゆだねてるんじゃない……？　誰だれかに姿を変えられて……。
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　え、え、え、えげつないマネするわぁ……！

　誰がやったか知らないけど、あああ悪あく魔まの所業と言わざるを得ないわね……！

　どれだけの時間が経たったのか──っていうか長くても十数秒だと思うけど、私の体感ではそろそろ三分は経ったくらいかしら、キュウレイさんの方がすぅと薄うすく目を開いて、そして。

「ンンンンン!?」

　自分がいましている行こう為いの不可解さに気づいたようで、ぞくぞくと体中をケイレンさせるようにしながら、西ニシ間マさんにその唇くちびるを塞ふさがれたまま叫さけびを上げた……。

　間をおかずして突つき飛ばす。口が外気に触ふれてようやく、西間さんも自分がいままでキスしていた相手に気づいたようで……。

「うっひゃあっ!!　何するの大オオ路ジく……って、あれ？　ケイトちゃん？」

「ヒィィィィィィィィィィッ!?　に、に、に、西間さ……!?」

　あっけらかんとする西間さんと、この世の終わりを感じたように震ふるえるキュウレイさん。

　対照的な二人の反応……ちょっと面白いわ……。

「もうっ、なんてことするのよっ！　私の七度目のファーストキスを奪うばうなんて！」

「殺す……殺す……！　ひぐっ……殺す……！」

　キュウレイさんものすごく泣ないてるけど！

　必死で自分の唇をこすりながら涙なみだを流してるけど！

「許さないわ……脱だつ落らくさせてやる……!!」

　途と端たん、キュウレイさんの左手が黒い手て袋ぶくろに包まれた。ああああれこそが彼女の魔マ技ギに違ちがいないわ……！　あれ何の魔技かしら……!?

「望むところよっ！　勝負よ、ケイトちゃん！」

　西間さんもマジックガンを構えて戦せん闘とうの態勢を整える……！

　ああ、世にも恐おそろしき女の戦いがいま、はじまるというのね……！

　どどどどうしましょう!?　ここにいたら私、巻き込まれちゃうんじゃない!?

　なんとか二人の隙すきを見て、『不可侵場シヨータイム』から出て走り去るしかないじゃないの!!

　そのタイミングさえつかめれば──

「そ、その前にいったん吐はかせて……君の唾だ液えきを飲んでしまった気がするの……」

　ひっ!?　キュウレイさんがこっちに来る！

『不可侵場シヨータイム』に隠れていたから見つかりはしなかったけれど、キュウレイさんは私のすぐそばにまで来て、あと五センチ近寄れば触ふれてしまうくらい近くに来て、そして、口を開き自分の指を二本突つっ込み──

　うっ……なんで……なんで私がこんなの見せられなきゃならないのよおおおおおお!!
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　身を隠かくしながら進む。

　普ふ通つうのサバゲならそうする。

　だけどこのゲームのルールじゃ、そんなのはむしろ悪手だとあたしは思う。

　なぜなら１点の重みが違ちがうからだ。開始時点で10点ものストックがある。何点取られようと魔マ技ギをうまく使えばすぐにポイントは大量に獲かく得とくできる。脱だつ落らく条件はポイントと関係がない。要するに、撃うたれること自体はそこまで問題じゃないってことだ。

　魔技でポイントを取りやすく、取られづらくするって選せん択たくは妙みよう手しゆじゃない。魔技で補うべきは「攻こう防ぼう能力の向上」よりも「交戦機会の増加」だとあたしは読んだワケ。

　だからあたしは『翼衣ロブリ』を選んだ。こうして空を飛ぶことで、誰だれかに見つけてもらうことで、敵との交戦機会を増やそうと思った。あたしは自分の読みが外れていると思わないけど……でも、読み切れなかった部分があったのは事実。あたしに攻こう撃げきしてきたのは相ソウ司ジと遠トオ野ノのバカコンビだけだったってことはさすがに誤算だね。

　誤算はそれだけじゃない。

　なぜかいきなり翼つばさが動かなくなってコントロールミスして墜つい落らくしちまうし、そのうえ柱が倒たおれてくるし。新ニイ傘カサみたいな腰こし抜ぬけに助けられたってのも気にくわねーし……くそっ！

　いまになっても誰も攻せめてこないし……つっても、これは当然の理り屈くつだ。０点の人間と撃ち合うことにメリットはないんだから。撃ってもポイントは奪うばえないし。リスクを取って脱落させようとしても、手に入るのはバッジが一つ、５点分だ。あたしなら絶対に手を出さない。

　あたしから戦火に飛び込む必要がある。さっきあっちの方で強い光が見えたけど……あっちに向かってみようか？

「……あっち、行ってみるか」

　やると決めたらすぐ動くのがあたしのやり方。

　ふらふらと無む駄だにステージ上空を徘はい徊かいするのはやめて、向きを変えて乱戦の場を目指す。

　──異常にはすぐに気がついた。

　足に何かがぶつかった感かん触しよくがして、そして足全体が止まって動かなくなった。

　誰かの魔技に捕つかまったんだ。向こうから手を出してきたからには、戦せん闘とうは避さけられない。あたしはすぐに警けい戒かいを高めて周囲を見回した。

「…………あ、気づいてくれた？」

　姿を隠すこともせず、新傘があたしからちょい離はなれたところに突つっ立ってた。

「足。動かないんだけど」

「うん。止めたから」

　調子に乗るなよ、万年二位の新ニイ傘カサが。

　先手を取った優位に浸ひたって新傘が笑ってるようならぶっ殺してやるところだったけど、あいつは妙みように真しん剣けんで……それでいて、何かを訴うつたえかけるようにあたしをじっと見つめてた。

　少しにらみ合ってるとすぐに足が動くようになった。なんだこの魔マ技ギ？

　新傘がちょいちょいと手を動かしている。それが、あたしに降りてこいと言ってるジェスチャーだと気づいて、内心マジギレしながらもあたしは地上に降り立った。

「降りてきてくれてありがとう、ちょっと話がしたくて」

「何よ。柱の件ならあたし知らないよ。誰だれがやったのかなんて」

「そうじゃないんだ」

「じゃあケガのこと？　それならもう治ち療りようされてるよ。生徒会長がやってくれたから」

「そういう話でもないんだ」

「じゃあ、何？」

　気まずそうに表情をかためて、視線を泳がせながら、新傘は言った。

「沢サワ里リさん。僕ぼくと、組んでほしい」

「………………ハァっ!?」

　驚おどろきを通り越こして呆あきれた。

「アンタなんかが、あたしと対等な気分でいるワケ……!?　中学のころ、あたしに勝てずに万年二位だったアンタに、何ができるってのよ!!」

「か、勝てるよ。このゲームに。君が組んでくれれば」

「なんであたしがアンタなんかと！　新傘！　アンタちょっと調子乗り過ぎ！」

「お願いだ、話を聞いてほしい。このゲーム……君と僕が組めば、勝てる方法があるんだ」

「……０ポイントの人間が二人組んで？　どうやって？　言ってみろよ！　こっからどうやってトップになるまで点を稼かせぐってんだよ!!」

「ポイントは稼がない」

「…………は？」

　つまらないジョークは大だい嫌きらいだ。

　だけど新傘の顔は真剣そのもので、それがジョークですらないことをはっきり物語ってた。

「僕たちは、０ポイントのまま、勝つ」
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「さて！　会長の言っていた通り有アリ坂サカ選手と雪ユキ流ナガレ選手の争いはゲームに何の影えい響きようも及およぼさなかったわけですが！」

「ブチのめすぞデブ天パ」

「九人もの人間が集合したり男子対女子の構図になったり女子たちからいわれのない罵ば倒とうを浴びせられる可か哀わい想そうな男子がいたりハプニングでキスがあったり嘔おう吐とがあったり新たな同盟が結ばれたりいろいろありました！　ゲームが大きく、ものすごく大きく動きましたねぇ！」

「しかし全校生徒に見られていたわけで。可哀想な子が何人かいたな」

「観客席からも歓かん声せいが聞こえていましたね！」

「ついでに笑い声もな」

「そしてゲーム本筋で見るとまさにダークホース、小コ牧マキ選手が八人分のポイントをかき集め、独り占じめして逃とう走そう中！」

「有坂、雪流、相ソウ司ジ、遠トオ野ノ、布フ木キ、牧マキ島シマ、西ニシ間マ、給キユウ黎レイ……。どいつもこいつも情けないな。可愛かわいらしい女の子ひとりに全ポイント持っていかれるとは。しめて61ポイント……」

「これはデカいですねぇ!!　素晴らしい大だい活かつ躍やくです!!」

「……八人分集めたのにたった61……？　なんだか……少ないような……？」

「しかしこれでゲームの形が明確になってきましたね！　出会った相手からポイントを奪うばおうとしてもたいていの選手は現在０ポイントなわけですから、みんながみんな小牧選手を狙ねらわざるを得ないわけです！」

「サバイバルではなくハントになったわけだな。たんまりとポイントを持った幸運のウサギを、全員が狙っている」

「ラビットハント……とは言え、そのウサギは『光コウ化カ放ホウ仙セン』という名の全方位攻こう撃げきを、現時点で最も攻撃力のある牙きばを有しているわけですが」

「そうだな、小牧にはガンバってほし……つーか後ろいつまでしゃべってるんだ」

　『ホントに!?　サバゲ部あるの!?』

　『ええ、ありますよ。たしか週に一度活動しているとか……』

　『うわぁ楽しみだなぁ!!　雪流さんも一いつ緒しよにどう!?』

　『わたくしは、あまり人に向けて銃じゆうを撃うったりすることが得意ではないので……』

「……あのお嬢じよう様さま、もう仮面かぶってるぞ。良い生き方してるな」

　『あ？』

「……美人って怒おこらせると怖こわいな」

「さぁ！　小牧選手を一直線に追うのは牧島選手！　さぁさぁ誰だれが優勝しソルヴァナイトになるのか！　会長の注目選手は誰だれですか!?」

「……もうだいたいの魔マ技ギは判明してるから相性も見えてきてるな。新ニイ傘カサと沢サワ里リは……『リベット』と『翼衣ロブリ』じゃ組み合わせても特に威い力りよくを発はつ揮きしそうには思えない。うーん。案外、小コ牧マキが逃にげ切るかもしれないな」

「次に脱だつ落らくするのは小牧選手です！　みなさんご注目を!!」

「……もういいもん……私解説しないもん……」
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　ひゃーっほぉぉぉぉぅ!!

　ボーナスステージだぜ!!

　なんでかわかんねぇが小牧のヤツ、まったく撃うち返してこねぇ！

　なんでかわかんねぇがおれ以外のヤツらは追いかけてもこねぇ！

　そのうえ小牧はまぁ見た目通りの可愛かわいい女の子走りだしよ、脚きやく力りよくもたいしたことねぇ！

　とくりゃあもう撃ちまくるっきゃねーっしょ！

　追いつこうと思えばいくらでも追いつけっけどあえて十五メートルくらいの距きよ離りを保って、とにかく小牧の背中におれのマジックガンをバンバンバンよ！　１点、２点なんてケチな点数じゃねーぜ！　あの場で小牧が集めた数十点がバンバンおれのもんになっていくわけよ！

　わりぃなオイ！　やりたい放題イジメてわりぃなオイオイオイ！

　悪いが狩かるぜ、まんまるしっぽを振ふって逃げる幸運のウサギちゃんをよぉ！

　かっかっかっか!!　おれってばもう完全にソルヴァナイト確定だわ！　陸奥ムツにボコられたり西ニシ間マとキュウレイにダブルで追いかけられた時はどうしようかと思ったけどな！

　おおっと柱だモニターだ！

　おれは何点もらっちゃったのか確認しようかなぁーっと！

「…………30点ンンン!?　小牧ちゃんからおれ30点も奪うばっちゃったわけぃ!?　笑いが止まんねーなオイ!!」

　どんだけ撃ちまくったんだよおれは！　鬼おにか！

　小牧はまだまだ走ってる。疲つかれがたまってんのかひでぇ遅おそさだが、とにかく逃げていく。さよなら幸運のウサギちゃん！　後で新傘とのデートをセッティングしてやるから許せよ！

　もう撃たないから逃げてくれていいぜ。ったく小牧はもっとあくどい生き方をしなきゃなんねーよ。ポイントを全部取ったら全員に狙ねらわれることになんだろぉ？　こういうのはな、適てき度どに稼かせいで欲張らず、誰かに目ぇつけられないうちに退たい却きやくするもんなのさ！

「さんきゅーなー！　バイバイ小牧ぃ！　もうおれみてーな悪いヤツに見つかるなよ！」

　さーてこっからどうしよっかなーっと！

　あーもー独ひとり言ごとが止まんねーな！

「えーと、十三人が10点持ってたんだから全部で１３０点だろ、それで八人のポイントを小コ牧マキが荒あら稼かせぎしたわけだから……。あれっ。もしかして小牧がまだ60点くらい持ってんのかな!?」

　なんだよ見み逃のがしちまったじゃねーかよ！

　ゲーム中に取ったポイントが西ニシ間マからの２点だけだったから嬉うれしくなっちまったんだよ！

　30点という高ポイントにわくわくしすぎちまったよチクショウ！

　あーあなんてこったい。

　ポイントのこと、だけじゃない。

　テンションを上げすぎた──ことが問題だったとは思えねぇけどさ。まぁ、気づけなかったのはおれのミスだわな。せめてすでに小牧の去った誰だれもいない虚こ空くうじゃなくて、モニターを見ているべきだったよ。

　モニターを見ると、なるほど点数が表示されてらぁ。

　相ソウ司ジ、０点、アホすぎ。遠トオ野ノ、０点。アホすぎ。

　おれ、30点。天才すぎるぜ育ててくれてサンキュー母さん！

「なんだよ相司。遅おそかったじゃねーの」

　おれ、振ふり向く。

　そこにいたのは、やっぱり相司。ついでに遠野。

　西間はいない。キュウレイもいない。あー良かった。

「遠野。援えん護ごしろ」

　相司の命令にしたがって、遠野がマジックガンを構える。

　つっても、二人がかりでにらまれたくらいじゃこっちだって何をどう警けい戒かいしていいかわからんよな。だからおれは、どっちに走れば逃にげ切れっかなってことばっかり考えてた。

　そんなおれのふ抜けた様子が気に障さわったのか、相司までいきなり魔マ技ギを発動しちゃってくれてんの！　相司がぐぐっと眉まゆをひそめてぐぐいとマジックガンに魔力を込めて、そんでもっておれに向かってぶっ放してきた！　ばかやろう気合入れただけで強い弾だん丸がんが飛んでたまるかと思ったんだがなんとビックリ飛んできたわ。趣しゆ味みの悪いパープルカラーの弾丸がよぉ！

　なかなかの威い力りよくとスピードだったが、おれとて〝上うわ澄ずみの集中〟の一人よ、顔面に当たる直前に腕うででガードして、ドカンと一発すべって転んで尻しりもちついただけですましてやったぜ！

　くそ！　尻が痛ぇ！

「トラップの類はないな」

「『紫シ電デン』か！　かっけー魔技選んだもんだな、相司！　だけど当たらなきゃ意味ねぇぜ！」

「当たっただろ」

「顔面に当たらなきゃセーフに決まってんだろ！」

　わかってねぇヤロウだな、勝利条件は自分で決めるもんだぜ！

「牧マキ島シマぁ!!　なれなれしい口きいてんじゃねぇぞ！」

　そしてなんでお前がからんでくるんだ遠トオ野ノ。

　デカい図体にデカい声、そんなもん振ふり回して乗り切れるほど人生甘あまくねぇぞデカブツ！

「『紫シ電デン』の前じゃ魔マ技ギで身を守ることはできねぇ！　相ソウ司ジならステージギミックだってぶっ壊こわすぜ！　おめーにゃ守る手段がねーんだよ、牧島ァ!!」

「守れねーって？　んじゃ逃にげりゃいいじゃんかよ。ホントにおバカさんだなー、遠野は。さいならっ！」

　相司と遠野は０点なんだからやり合うわけねーじゃーん、ばいばーい!!

　と思ったらなんとビックリ、おれが逃げようとした柱と柱の間に、突とつ然ぜん何本もの鉄棒がニョキニョキニョキっと生えてきた。なんだこりゃ。タケノコ能力者がいるのか。

「バカはてめーだ。逃がすと思ってんのか、牧島ァ！」

　見る見るうちに、天てん衝つく勢いで鉄の棒が生えてくる。柱と柱の間を埋うめて、即そく席せきの監かん獄ごくを作っていく。なるほど、遠野っぽい魔技だな。あいつ捕つかまったことあんのかな。

　柱が二列、一列につき三本……こんな限られた面積に、おれたち三人が囲まれちまったってわけか。遠野が作ったオリ……ってオイ、こんなに狭せまくていいのかよ？

　実は『虎威借ジゴロ』のコピペには、コピーするにもペーストするにも『対象に触ふれなきゃならない』ってリスクがある。この距きよ離りならそのリスクも重荷にならねぇが、それでいいんだな～？

「どうだ、バカが！　お前がバカだ！　お前の方がバカだ！」

「防げねーし逃げられねーしってことならかわせばいいじゃん。やっぱりバカはおめーだよ」

「かわすってどうやって!?」

「そらもう、魔技でかわすしかねーだろうな」

　おれはしごく真っ当な意見を述べさせていただいたつもりですがねぇ、なぜか遠野くんはハッハッハと高笑いしてくれちゃったわけですよ。いや、相司が笑うならわかるんだけどさぁ。どうしてお前が笑うんだ。どうしてそう小物っぽい行動を積み重ねるんですか君は。

「ハッタリだ！　牧島の顔をしてたヤツが二人いるのを見た！　授業じゃ習ったことはないが、お前の魔技は姿を変身させる能力だろ！　ハッタリだ！」

「なにがハッタリだよ、アホめ」

　そんな難しい言葉、誰だれに教えてもらったんだぁ？

「おれの『虎威借ジゴロ』は『対象の表層的性質をコピーしてペーストする』魔技。だからよォ」

　おれは自分の両足をバシッと叩たたいた。

「ペースト完了だ。見せてやるよ……おれの奥おくの手！　ハッタリかどうか、よく確かめろ!!」

　あの時手に入れたコピーを、使うならいましかねぇって感じっしょ！

　加速する加速するぅ!!　駆かけるぜ、このせまっ苦しいフィールドをよ!!　圧あつ倒とう的てきな脚きやく力りよくで、回り込むように走り回って、立ち尽つくすだけの遠トオ野ノくんの背中にドロップキックだバカヤロー！

「痛ェ!!」

　反はん撃げきされる前に素早く動く！

　相ソウ司ジは瞬しゆん時じに反応して『紫シ電デン』をぶっ放してきやがったが……基き礎そ科目じゃ敵なしマジメくんの陸奥ムツが用意した『過動オーバーアクセル』のコピーだぜ、これは！　弾たまをかわすなんてわけないね！

「な……!?　『過動オーバーアクセル』……!?」

「おおっとぉ？　すぐわかるってことは、お前ら陸奥とやりあったんか？　あいつヤベーよな、誰だれか知らんが脱だつ落らくさせてくれて助かったぜ！」

「陸奥の魔マ技ギをコピーしたってことか……!?」

「ちげーんだなー相司くん。魔技そのものをコピーすることはできねーが──魔技によって強化された足の性質ならコピーできるんだって」

　あの時、陸奥の足をコピーしといて本当に良かったぜ！

　蹴けられたのは痛かったけどな！　一生忘れないけどな！

　さてさて走るぜどこまでも！　この魔技一つで、戦いきってやろーじゃねーの！

「ほらほらどうした当ててみろよォ!!」

　なんだこの優ゆう越えつ感かんはオイ！　小学生の頃ころ、リレーの選手に選ばれる運動神経を持ちながらドッジボールではすぐに外野に追いやられたおれはこの感覚を知らない！　スピードで翻ほん弄ろうするのって快感だぜ！

「何やってんだよ相司！　気にせず『紫シ電デン』を撃うちまくってくれよ!!」

　かっかっかっ……！　おバカさんだねぇ～遠野くん！

「バーカバーカ遠野のバーカ！　撃ちまくれるわけねーんだよ！　もし『紫シ電デン』をデタラメにぶっ放して、おれがそいつをかわしてやれば、『紫シ電デン』はいったいどこへ行く？」

「どこって……」

「おれの後ろへすっ飛んで……いったい何に当たると思う？」

　遠野の視線がすすすと動く。おれの後ろにピントを合わせ、そして目ん玉を丸くする。

「お、俺おれの『鉄棒化付加ジムズ・アギン』に……!?」

「おれはどっちでもいいぜ？　オリが壊こわれりゃすぐにこの脚きやく力りよくで逃にげ切ってやるからよ……！」

　オイオイ、おれと遠野のバトルってことは、〝上うわ澄ずみの集中〟の最バカ決定戦だぜ！

　おれは柱に手を当てる。そして柱の性質をコピーして、そのまま走り出す！

　二人がかりでのマジックガンの攻こう撃げきをかいくぐりつつ、遠野の足に手を当てる！

「うおっこいつスゲー筋肉！」

「テメェッ!!　何しやがるっ!!」

　何しやがったかってぇ……？　おれはすぐに距きよ離りを取り、自分の勝利を確信した。

「柱の性質をペーストした！　これでお前の足はしばらく、柱の表層的性質を持つことになる……ってのはメンドくせー説明だな！　悪い！　バカなお前にゃ難しすぎた！」

「その通りだコラァ!!　わかりやすく説明しろやぁ!!」

　遠トオ野ノ、おめーも噓うそのつけねーヤツだよなァ。その正直さ、憎にくめないぜ!!

「お前は棒立ちしてることしかできねーってことだ、ヒザも足首も曲がらねーんだから走ることなんてできねーぜ！　さぁどーする相ソウ司ジ！　足手まとい一人抱えて、『紫シ電デン』なんて連射もできねぇ大味な技だけで、おれとやり合うのが得策かどうか、よく考えろよ！」

『過動オーバーアクセル』のコピーが有効に働くタイムリミットはせいぜい五分！

　少なくとも遠野だけでも脱だつ落らくさせなきゃここから出られねぇ！　ナメんじゃねぇぞオイ！　コピペありの課題で、この牧マキ島シマ大オオ路ジさまが期限を破るわけがねぇだろッ!!
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「はぁっ、はぁっ、はぁっ…………！」

　もうだめっ……！

　もう走れないっ……！

　足がガクガク震ふるえてる……のどもカラカラにかわいてる……。後ろを振ふり向くと、もう誰だれも追ってきていなかった。ここから見えるのは柱といくつかの木だけ……。

　牧島くんはもう追ってこないみたい……かなりポイントを取ったから満足したのかな……。

　うぅ……！　だいぶ点も取られちゃった……。

　モニターはないかな……たぶん、40点くらいは取られちゃってるはず……。

　うん、これでいいんだ。ポイントはまだ要らない。

　奪うばい返されることのないように、ゲーム終了ギリギリにポイントを集めることがだいじ。わたしの魔マ技ギならぜったいにそれができるはず。ぜったいに。

　勝負するべきはいまじゃない……。

　…………。

　勝負、できるのかな。

　わたしは……人を蹴け落おとすことができるのかな……。

　わたしはいつも、自分で背負うべきものを別の誰かに預けてきた。

　今日の朝も、ソルヴァナイトになるのが怖こわかったから、にーくんか有アリ坂サカくんが一位になってくれればいいと願ってた。

　ソルヴァに〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれた人たちがいたことを、わたしは本当にうれしく思ってる。これだけ優ゆう秀しゆうな人たちがいれば、自分だけが目をつけられることもないだろうから。

　わたしがライテルを……ペンライト型の魔マ技ギ道具を作りはじめるようになったきっかけも、自分で自分の能力を背負いたくなかったからだった。ペンライトに魔技を閉じ込めて、「わたしがすごい」んじゃなくて「道具がすごい」と思ってもらうことで、他人からの視線を全部道具に預けてきた。その魔技道具製作技術がどれほど特別なことなのか……中学校にいる間は誰だれにもバレなかったことだけが幸運だった。

　ソルヴァに来て、先生たちがわたしのライテルをほめてくれるようになった。それでもわたしは一人だけ特別扱あつかいされることはなくなった。わたしより優秀な人が、もっとたくさんいてくれたから。

　人の背中に隠かくれることで、わたしはわたしになれるようになった。彼の前以外では。




　──ユウ？　柚って書いてユウって読むの？




　彼は。

　彼だけは。

　彼だけは、ゼッタイにわたしを──。

「──柚」

　急に声をかけられて、わたしの体がはねた。

　しまったっ……思い出にひたりすぎちゃったっ……！

　驚おどろいちゃった。わたしのことを柚と呼ぶのは、この学校に一人しかいないはずなのに。その一人は、わたしがいちばん会いたかった人のはずなのに。

　わたしは振ふり向く。

　彼は穏おだやかな佇たたずまいで、わたしを見ながら静かに立っていた。

　どうしてだろう。わたしの胸むねは、不思議なくらいとっても落ち着いてる。ついさっき驚かされたばっかりなのに。いまこのタイミングでにーくんと出会うことは予定してなかったはずなのに。

　心が冷めていく。

　輝かがやきを失っていく。

　銃じゆう口こうを向け合わないでいられるこの時間がどれほど無価値なものか、わたしでもわかってる。

「わたし、知ってる。にーくんがソルヴァナイトになりたがってたこと」

「ん？　うん」

「そのためには、わたしと戦わなきゃならないってことも」

「うん」

　きっと彼は、ゲームが終わればいつものように、優しく、ゴメンねと笑いかけてくれるにちがいない。だからわたしはためらわない。だからわたしはこわがらない。

「わたし、戦えるよ。にーくんとなら。手加減なしで」

「うん。僕ぼくも知ってる」

「じゃあ……行くよっ！」

　わたしはにーくんに向けて銃じゆうを撃うつ。

　銃じゆう弾だんは彼に届く直前で、花火のように飛散する。

　かわしきれず被ひ弾だんした彼がひるむのを見て、わたしは次の攻こう撃げきを用意する。

　それを見てにーくんが柱の陰かげに隠かくれた。

「にーくんのレベルと一いつ緒しよにしないでよ……それで逃にげられたと思ってるの？　『光コウ化カ放ホウ仙セン』だけなら誰だれにも負けないから、わたし……」

　形を変えて再び攻せめる。わたしが撃った光は、鏡面でもない柱に当たって反射し、にーくんに突つき刺ささる。距きよ離りを取ることも、陰に隠れることも、わたしの前では意味がないんだよ。

「逃にがさない」

　今度は空に向かって連射する。

　宙に向かった光は上空で形を変えて降ってくる。少しずつ、少しずつ、小さな粒りゆう子しに姿を変えて。わたしたちを包む雨となって。

　光の雨はカーテンになって、にーくんの逃げ道をすべて塞ふさぐ。

　光の雨はそれぞれがマジックガンの銃弾に等しい……ゼロ距離射撃じゃないから脱だつ落らくはさせられないけど、ポイントの奪うばい合いだったらわたしの攻撃力が上を行くはず。

　わたし、ライテルばっかり作ってるの。その中に『光コウ化カ放ホウ仙セン』はいつも必ず練り込んでる。『光コウ化カ放ホウ仙セン』だったら、〝上うわ澄ずみの集中〟のみんながこれから三年勉強したとしても負けない自信がある。

　だから競技がマジックガン・サバイバルゲームだとわかった時、わたしは自分の優位を信じてうたがわなかった。ぜったいにわたしが有利だと思った。ゼロ距離射撃なんてするまでもなく……最後の最後にポイントをかき集めれば勝てると思った。

　だけどもうムリだよ……。

　わたしだってさすがに気づいてる。

　にーくん、バッジつけてない。狙ねらってるのはポイントじゃない。わたしの脱落だ。

　このゲームに対する理解がわたしとにーくんじゃ違ちがってる……。

　光の雨がある限りわたしからは逃げられないことを理解したのか、観念したようににーくんが柱の陰から姿を見せた。そしてまっすぐにわたしの目を見み据すえてくる。わたしと違って視線がゆらゆらと泳ぐことはない。その瞳ひとみの奥おくには、確固とした想おもいがある。

　にーくんがわたしに向けて撃ってくる。

　わたしもにーくんに向けて撃うち返す。わたしの銃じゆう弾だんはすべて薄うすい壁かべに形を変えて、にーくんが撃った弾たまに当たって消える。

「銃弾同士が当たると対つい消しよう滅めつするんだよ。知らなかった？」

「……知らなかったな」

　だよね。

　わたしみたいに、魔マ技ギ道具を作り慣れてないと構造が理解できないよね。

「ゴメンね。わたし、銃弾で光の壁が作れるから。だから本当は、わたしから点を取れる人なんていないの」

「……さすがだね、柚ユウ」

　……ちょっとほめられたくらいじゃ、いまのわたしは笑えない。

　あんまり長引くと体力が持たない……そろそろ決めたい……。わたしはバッジを外して、ガンを持っていない左手の中でぎゅっと握にぎりしめた。

「ゲームの時間。もうあんまりないみたいだよ」

「そうみたいだね」

「にーくんは、優勝するんだから、急いでるんだよね？」

「うん」

「じゃあ、ちょっと早いけど。つけたい。そろそろ。けっちゃく。いい？」

「いいよ」

　攻こう撃げき力りよくならわたしが圧あつ倒とうしているはず。それでもにーくんはまったく慌あわてることなく、わたしの攻撃を待っている。

　さっき大人数で集まっちゃった時と同じように、わたしは空に向けて光を放つ。

　強く長い光に、彼が腕うでで目を覆おおったのを見てわたしは走り出す。

　にーくんに向けて二回トリガーを引く。銃弾は槍やりに姿を変えて、彼の両足を撃ち抜ぬく。

　衝しよう撃げきを与えて、彼が動きを止めた隙すきを狙ねらって、一気に自分のマジックガンを突つき出した。

「うっ……!?」

　いない……!?　逃にげた!?

　すぐに首を振ふる。逃げてない。わたしの真横にいる！　横向きに倒たおれただけだ。どうしてだろう、わたしに人差し指を向けてる。そしてその人差し指から青い弾丸が飛び出してきて、わたしのマジックガンを貫つらぬいた。

　青い銃弾……!?　魔技による変色反応!?

　魔技で作った弾丸だ。たぶん『光コウ化カ放ホウ仙セン』で銃弾に似せた光弾を放ち、そこに別の魔技を複合式にして練り込んでる……。マジックガンに当てられた……！

「なに……!?　まさか『打ち抜きリベット』!?」

　あらゆるものをクギヅケして固定する魔技のはずだけど……それでどうやって点を取るの!?

「銃じゆうの位置なんて固定してもムダだよっ……！　どっちに向けて撃うったところで、『光コウ化カ放ホウ仙セン』なら必ず攻こう撃げきを当てることができるからっ！」

　わたしの忠告を聞かなかったことにして、にーくんはさらに青い弾だん丸がんを放ってくる。わたしには当たらなかったけれど、動かすことのできないマジックガンにもう一度ヒットした。

　でも、マジックガンの位置を固定されたくらいじゃわたしには枷かせにならない！

「だからこんなことしても──えっ!?」

　トリガーが引けない……!?

　なんで!?　指は動いてるのに！　トリガーに攻撃された覚えはないのに!?

「ゴメン。実は僕も、奥おくの手隠かくしてたんだ。『打ち抜ぬきリベット』は、撃ち抜いた対象を固定する魔マ技ギ……対象の位置だけじゃなく、その状態を固定することもできるんだよね」

　魔技の状態を固定された……!?

　攻撃を当てた対象の位置を固定するためのものだとばっかり……！

「銃を撃っていない状態で、そのマジックガンは固定されてる」

「……みたいだね」

　効果が解かい除じよされるタイミングがわからない……このままマジックガンが使えないとなると、わたしもう戦えない……！

　ど、どうしよう……走って逃にげるしかないの？　……ううん、ダメ、もう息切れ……。ずっと研究室にこもって、ライテルばっかり作ってるから運動不足……。

　わたしはかたまっちゃって、どうすればいいかわからなくなって、目元が少しうるんできたのを自覚してる。にーくんはそんなわたしを見て、すぐにでも脱だつ落らくさせればいいのにそうはせず、わたしの動きを見守ってる。

「……わたしの負け、かな？」

「いやぁ。まだまだでしょ」

「ううん。もう、やる気なくなっちゃった……」

　はじめからわかってたんだ。

　わたしはこのゲームに勝てないって。

　ポイントの奪うばい合いなら絶対に負けない自信があった。

　表面的な部分なら、きちんと理解できている自信があった。

　だけどやっぱり、わたしには勝ち残る資格なんてなかったんだよ。

　人に嫌きらわれるのが怖こわくて、全力で戦うこともできない弱虫に──ソルヴァナイトになる資格なんてあるはずがないんだよ。

　わたしには、誰だれかを打ちのめすことなんてできない。

　わたしが戦えるのはにーくんだけ。彼だけは、きっとわたしを嫌わないでいてくれると思うから。だから全力で戦えただけ。わたしは彼のやさしさに甘あまえただけ。

　だから、もういい。

　わたしは勝たなくていいの。もうわたしの負けは決まってるから。──だからこれは、ただのイジワルなの。

「……柚ユウ？」

「にーくん。わたし、見ちゃった」

「なにを？」

　彼は深刻さなんてかけらもない声で問い返す。

「にーくんが沢サワ里リさんを助けるところ。助けられた沢里さんが、にーくんを介かい抱ほうしてるところ」

　彼は表情一つ変えない。

　わたしが見たものは何を意味していたのか、その反応じゃ読みとれそうにない。

「やさしいね、にーくんは」

「そんなことないよ」

「あるよ」

　あるよ。だからいま、こうして、銃じゆう弾だんではなく言葉を交わしているんでしょう？

「わたし、知ってるよ。にーくんは、泣なきそうなわたしからポイントは奪うばえないんだよ」

「…………」

　風は吹ふいていなかった。

　だけどわたしの目はものすごくかわいていた。

　はやく、はやく、目を閉じたくてしかたなかった。

　それでも逃にげたくなかったから、なんとか目を見開いていた。

「やさしいだけの人に、わたしのポイントはあげない」

　いつの間にかマジックガンが『リベット』から解放されて、重力を取り戻もどしてわたしの腕うでを下に引いた。トリガーに指をかけてみると、指先で固定が解かい除じよされたのを感じることができた。

　わたしは左手の中のバッジを、黙だまったままのにーくんの方にぶんと放り投げた。彼はそれを受け取って、わたしに見えるように強く握にぎりしめてみせた。

「バッジは、もらってもいいのかな」

「代わりにクレープおごってね」

「好きなだけトッピングしてよ」

　いつもクラスで見せるのと同じ笑顔で、しっかり声を張り上げて、彼は最後にやさしい言葉を投げかけてくれた。

　尊敬できるところは真似まねしなきゃ。

　だからわたしも同じように、教室で見せているのと同じ笑顔で言う。

「二つ頼たのんでやるから！　バイバイ！」
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　ポイントはあげたくない。誰だれかを蹴け落おとしてまで勝ちたいとも思わない。

　それならやるべきことは一つしかない。

　自分がソルヴァナイトの器うつわだと、わたしは、どうしても思えなかった。

　だからわたしは、自分のこめかみにマジックガンを当てる。

　そして、笑顔をムリヤリ作ったまま、わたしはトリガーを引いた。
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　自分に任せろと新ニイ傘カサが言うから任せたけど……負けギリギリだったじゃんか。てゆーかもうほとんど負けてたじゃんか。

　見つからないよう空から眺ながめてて、光の雨が降ってきた時はどうしようかと思ったけど、なんとかなったから良しとしようか。

「ポイントで見たらボロ負けだったなー」

「……沢里さん」

　あたしが地上に降り立つと、すぐに新傘はバッジを自分のポケットにしまった。組んでるんだから奪うばわねーよ。……いや、そういう意味じゃないのか？

「あーあー。泣なかしちゃったな。あんな可愛かわいい女の子を」

「泣いてはなかったよ」

「時間の問題だろ？」

　新ニイ傘カサが押おし黙だまる。泣かす寸前だったかもって自覚はあったわけだな。

　しかもあれたぶんあたしのせいだよな……。目の前で血だらけで倒たおれてるヤツがいたら介かい抱ほうするだろフツー……悪く思うなよ。あたしに好きな男取られたと思い込んじゃったんでしょ？　つーか新傘と小コ牧マキって付き合ってたんじゃないの？

「作戦は順調……どころかかなり進んだわけだけど、友情にはヒビが入っちまったな。小牧を選んでやってもよかったのに。あたしと仲良くしたってイイコトないぜ？」

「柚ユウにはあとで必ず謝るよ。それに」

「それに？」

「友情を傷つけてはならないなんてルールはない。見えないルールに惑まどわされて、自分を見失うようなことはない」

　どきっとした。血が騒さわいだ。

　隠かくし事を言い当てられた悪者みたいに、あたしの手はわずかに震ふるえだしていた。

　見えないルールに惑わされて──。きっとその言葉は、あたしがずっと抱えていたものと同じ意味だった。

　見えないルール。

　姿を持たない誰だれかの声。

　足を引きずる過去の自分。

「見えないルール、か……。なぁ、新傘」

「なに？」

「時間ナイけど……ちょっとだけ語ってもいい？」

「いいよ。どんな話？」

　断れよ、バカ。

　時間制限あるんだから、あたしの話なんか聞くなっつーのに。

「魔ま力りよくの正体について……通説じゃなくて、ここの初代校長が提唱した説を知ってる？」

「……いや、知らない」

　みんなが魔力と呼んでいるもの……魔マ技ギの原動力となっているその不思議な力──その正体については、いまだに解明されていない。通説はあるが、どれも憶おく測そくの域を出ない。その中でもあたしが一番気に入っているのは、ソルヴァ三サン道ドウ魔マ技ギ学ガク園エンの初代校長が発表したという説だ。

「──いわく、魔力とは、歪ゆがみの力である。想定と実じつ践せんのズレを正すものである」

　あたしは説明する。少し長い話だけど、でも、きっと理解してもらえると思うから。

　魔力とは、歪みの力。

　それは現実と法則のズレ。

　それは想定と実じつ践せんのズレ。

　あたしたちの生きるこの世界には数えきれない物理法則があって、強きよう靭じんにして絶対のルールがあたしたちの行動をがんじがらめにしている。ルールは絶対だ。普ふ通つうの人間は補助器具なしに十メートルの跳ちよう躍やくなどできない。落下速度を自在に操ることなどできない。トラックの追つい突とつを素す手でで止めることなどできない。

　あたしたちの生きる世界には様々なルールがある。既すでに誰だれかによって取り決められた枷かせがある。あたしたちはそれらに逆らうことができない。だからあたしたちの実践には限度がある。身長が伸のびてほしいと願う人はいるけど、十メートルを超こえる巨きよ人じんになれると思ってるヤツは誰もいないだろ？　人間の身長なんてもんはこれくらいまでにしかならない……そういう『ルール』があるからだ。それは明文化されていないもの……それは常識なんて言葉では収まりきらないほどに当たり前で、強力で、普ふ遍へん的てきなもの。ルールは絶対なんだ。

　だけど初代校長は、そのルールと、世界そのものの意図にズレがあることを指し摘てきした。発想は単純だ。「人間はどうして三十メートルのジャンプができないのか？　三十メートルの跳躍ができたところで、世界ってヤツにとっては、なんの不利益もないんじゃないのか？」……。もちろん、それが大おお幅はばなルール変へん更こうとなれば大きな意味を持つだろう。様々な法則がかたっぱしから大幅変更に迫せまられれば、そりゃあ世界の姿は変わってしまう。ルールは必要だ。

　が、それはやはり世界の想定とは異なっているのではないか？

　その世界ってヤツが──わかりやすくたとえるなら、世界を統すべる神様みたいな人がいたとして、そいつが──思っているよりずっと厳しく、ルールがあたしたちを縛しばり付けているのではないか？　人間はもっと自由に、もっと自在に、地球の上を飛び回れる生き物だったんじゃないか？　ルールが、縛りが、制限が、現在のルールでは強すぎるんだ。

　だからこの世界の神様は、ルールを改正する力を残した。

　限界を破る力を、均一のルールを乗り越こえる力を、想定と実践のズレを正す力を。

　歪ゆがみの中で生まれた力……それははじめからルールを歪めるための、ルール外の力として存在したから、ルール内を生きるあたしたちにはそもそも理解し観測することができないのだと。

　自由を願う神様と、創つくられたルールに逆らおうとするあたしたちの、歪んだ現実に対する抵てい抗こう力りよく……それこそが、魔ま力りよくとなってあたしたちの体に練り込まれてる何かの正体なのではないかと。

「友情を破ってはならない。人を蹴けってはならない。グラウンドをぶっ壊こわしちゃならない。あたしはウンザリだ。何をやってもルールに縛られてる。法律や校則だけじゃない。物理法則にはじまって、常識、感情、衆しゆう人じん環かん視し、同調の圧力、過去の先例に未来の予定……。知らないうちに自分の生き方を、自分じゃない誰かの言葉で押おさえつけられてる」

「……うん」

「あたしたちはカテゴリからは逃のがれられない。一度作られた檻おりからはそう簡単に抜ぬけ出せない。だけどもし、それをブチ抜いてくれる誰だれかがいるとしたら」

「……いるとしたら？」

　新ニイ傘カサを見る。

　おとぎ話の続きを促うながす子どもみたいな純じゆん粋すいな瞳ひとみであたしを見つめ返してる。

「そいつはきっと、自分の檻を自覚して、その檻が自分を守ってきたこともよくわかっていて、それでも檻をブチ破れる人間なんだろうな」

「……すごく、力強い人なのかな」

「そうじゃねーよ。すごく、カッコいいヤツなんだよ」

　新傘は、あたしの言葉がよくわかんなかったみたい。

　ぽかんとして、じっとあたしのことを見つめてる。

「正直、今回の作戦は驚おどろいた。だからあたし、アンタにちょっとだけ、期待してる」

「え……」

　なんだよ、頼たよりねー声もらすんじゃねーよ。

　あたしが他人に期待するなんて、滅めつ多たにあることじゃねーんだからな！

「さ、次いこーぜ！　あたしは上から！　アンタは下から！　次の敵を探そうぜ！」
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　辻つじ斬ぎりするみてーにポイントだけ奪うばって逃にげた陸奥ムツはまだマシだったんだと思い知らされるぜ……！　『過動オーバーアクセル』で強化した脚きやく力りよくで、脱だつ落らく狙ねらいで戦われちゃかなわねぇよ！　牧マキ島シマは陸奥よりもまともなゲーム感覚があるせいで厄やつ介かい極まりねぇ……！

　エリアが狭せまいからこっちの攻こう撃げきも一発二発は当たる。だけど肝かん心じんの『紫シ電デン』だけはすべてカンペキにかわされてる！　相ソウ司ジの『紫シ電デン』さえ当たればペーストした能力ごとかき消すことができるのに……！

「ハッハッハッハッ相司ィ!!　ついでに遠トオ野ノォ!!　〝上うわ澄ずみの集中〟でいちばん性格が悪いのは誰か教えてやるぜぇ!!」

「あんだと!?　調子に乗ってんじゃねーぞ牧島!!　相司がいちばんに決まってんだろ!!」

「……あとで覚えてろよお前ら」

　最高に調子乗ってやがる、このヤロウ！

　顔面めりこむくらいに拳こぶしぶっこんでやりたくて仕方ねぇ!!

「かっはっはっはっ『紫シ電デン』だァ？　敵の魔マ技ギを止めるにはな、こうやるのがベストなんだよ!!」

　どんなちょこざいな手を使ってくんのかと身構えたが、なんてことはねぇ、牧マキ島シマが選んだ手段は最高にシンプルで、最高に効果的な手だった。

「くらえっ牧島くんキィィーック!!」

「ぐっ……!!」

　俺おれの隣となりで相ソウ司ジが派手にスッ転んだ。マジかコイツ！　そんなのありなのか！

「け、けり……？　さっきからてめぇ！　そりゃ反則じゃねぇのか!?」

「なよっちぃこと抜ぬかすな、遠トオ野ノ！　蹴けり入れたくらいじゃ失格にならないのは身をもって確認済みだぜ！　そして！　もらうぜそのバッジ!!」

　今度は牧島のヤツ、俺にまで飛び蹴りかましてきやがった！　お前それ以外にケンカの仕方知らねーのか！　本当なら牧島の蹴りごときまったく苦にならないはずなんだが、『過動オーバーアクセル』で強化された蹴りはさすがに受け切れねぇ！　俺が倒たおれたのを見て、すかさず牧島が追つい撃げきをしてくる！　胸むねにつけた俺のバッジを奪うばおうとして──シャツごとビリビリに破りとりやがった！

　あんだよこれは！　バッジを奪う過程で服がボロボロになってもルール違い反はんじゃねぇのか!?

　くそ！　最初から女子のバッジを狙ねらっときゃよかったぜ！

「うおっ、なんだこの脱だつ衣いアクションは！　もっと女子のバッジを狙うべきだったぜ！」

　…………。

　お、俺って牧島と発想が同レベルなのかな……。ちょっとショックだ……。

「これで終わりだ！　消えろ遠野！」

　万事休す！

　紫むらさきの閃せん光こうが俺の目前を──牧島の手もとを駆かけ抜けていった。

　鋭するどい残ざん響きよう音おんが耳に残って、俺の思考もいったん切れる。

　牧島がかたまってる。俺もかたまってる。

　オイなんで脱落させてこねーんだよ。そして早く降りろ。

　……あ？　牧島の手に何も握にぎられてない……。

「牧島。お前、マジックガンは？」

「あー……そうね……どこ行っちゃったんでしょう……」

　うおっ汗が垂たれてきた！　ぶっ殺すぞコイツ！

　牧島の手から消えたマジックガンの行方。それを教えてくれたのは、相司だった。

　いつの間にか立ち上がって、ズボンについた砂を払はらいながら、悠ゆう々ゆうと近づいてくる。

「牧島。蹴り飛ばされたくらいで俺が怯ひるむと思ったのか？　脱落狙いの戦い方をされたら俺には打つ手がないとでも？」

　おいおいおいおいなんだその唐とう突とつな勝利宣言はァ!?

「俺の選んだ魔マ技ギは『紫シ電デン一イツ閃セン』。目ざわりなものは、なんだってかき消す。教師陣じんが作ったものだろうと関係ないね。マジックガンを破は壊かいすることだってできる」

　は……!?　『紫シ電デン』で……マジックガンをぶっ壊こわしちまったってのか……!?

　ふ、ふるえるぜ……！

　シビれるぜっ……！

「相ソウ司ジィィィィィィィッ!!　ウッヒョォォォォォォォォッかっけぇぇぇぇぇ!!」

　やっぱりお前はっ……天才だっ……!!

「捕つかまえたぜ！　俺おれが押おさえてるから！　脱だつ落らくさせてやれ相司！」

「ハダカで抱きつくんじゃねぇよ気持ち悪ぃな！」

「脱落よりポイントが先だ。お前が持ってるポイントを全部奪うばって、脱落はその後だ」

　相司えげつねぇ！　論理的に考えりゃそら正しいけどよ！　それを本人の目の前で口に出しちゃ友達なくすぞ！　俺でもわかるぞ！

　さて、これで完全に牧マキ島シマが詰つんだな。二対一なのに苦戦したのは相司が無策で挑いどもうとしたからじゃねーの？　みたいなツッコミがないわけでもねぇけど結果オーライだぜ！

　ラクショー気分で俺は牧島を押さえ、そして相司は牧島からポイントを奪う。あとは30点をまるまる奪って、牧島にゼロ距きよ離り射しや撃げきをかますだけ。それで区切りがつく。はずだった。

　だけどそいつは、唐とう突とつに乱入してきた。

　四方を『鉄棒化付加ジムズ・アギン』で囲っているはずのこの戦場に。

　あいつは上からやってきた。

「攻こう撃げきだ！　柱の上！　撃うち返せ、遠トオ野ノ!!」

　降り注ぐ銃じゆう弾だん雨あられ！

　とにかく手数で勝負しようと、デタラメな撃ち方で撃ちまくってきやがる！

　いったん牧島を離はなして突つき飛ばし、マジックガンを握にぎり直して俺も迎げい撃げきする！

　上から攻せめてきてるヤツの正体は……!?

「新ニイ傘カサか……!?　あいつなんで柱の上に……!?」

　登ったのか!?　俺の作った鉄棒のバリケードが邪じや魔まで、でもバトルに参加したくて、さびしくて柱を登っちゃったのか!?　ガンバリ屋さんだなオイ!!　悲しいことするんじゃねぇよバカヤロウ！　俺は仲間はずれなんか作らねぇよ！　声かけろこのタコ！

　銃撃戦は明らかにこっちが優勢だ。高さって差はあるが、二人がかりなんだから当然！　あっちもこっちもノーガードで撃ち合ってるけど見るからに新傘の方が攻撃をくらってる！

「バカめ！　全ポイントかっさらって追い払はらってやるぜ!!」

　撃ち合いは続く。

　新傘のヤツ、俺と相司の攻撃をくらいまくってもう何発当てられたかわかんねーくらいポイント奪われてやがる。俺たちにも攻撃は当たってるが、間ま違ちがいなく全部奪い返してる！

　さっさと降りてこい！　脱落させてやんぜ!!

　俺おれは覚かく悟ごを決めて待ってたぜ。蹴けりがアリなら殴なぐるのもアリだ。降りて来たらその瞬しゆん間かんに、『鉄棒化付加ジムズ・アギン』をまとったパンチで沈しずめてやるってな。あいつと俺の体格差じゃ一いち撃げきで決まる。そんで、バッジを奪うばってそれで終わりだ。

　……と思い込んでたもんだから、沢サワ里リの登場はまったく予期していなかった。

　見覚えのある翼つばさが新ニイ傘カサの後ろに現れたかと思うと、沢里が、新傘の腰こしにタックルかますようにして、あいつを連れ去っていっちまった。

「…………あァ？　なんだ？　諦あきらめたか？」

「そうみたいだ。新傘と沢里が手を組んだのか……？　だから柱の上に現れたのか」

　なるほど、沢里に抱きかかえられて、柱の上に置いていかれたと。

　なかなかひでェな沢里のヤツ。男の尊厳ってモンをわかってねぇ。

　撃うち合いが終わり、急にあたりが静かになる。

　静かになる……あっ、牧マキ島シマがいない。あのうるせぇのはどこに行った？

「相ソウ司ジ！　牧島がいない！」

「とっくに逃にげたぞ。お前の作った鉄棒を登って、向こう側に行った」

　見てたんなら止めろよ……と思ったけど、そういうわけにもいかねェか。

　マジックガンの攻こう撃げきを受けた衝しよう撃げきで鉄棒から落ちたりしたら危ねーもんな。新傘に柱が倒たおれたの、自分のせいだと思ってるもんな、相司は。そりゃそうだ、あの場で柱を崩くずす可能性があったのは相司の『紫シ電デン』だけだったんだから。だから布フ木キの言葉にもくってかかってたし。

「…………ん!?　おい、遠トオ野ノ、こっちに来い!!」

「どうした相司!!」

　来いと言われりゃ俺は行くぜ、どこまでも！

　相司が何を示してんのかと思いきや、柱についてるモニターだ！

「そうそう、新傘から何点奪うばったのか確認しなくちゃな……ってあんじゃこりゃあああ!?」

「俺たち二人とも０点……ポイントを全部奪われてる」

　なぜだ!?　どういうことだ!?

「ああああ!?　な、なんで……牧島か!?　あいつが逃げる直前に何かやっていったのか!?　それとも新傘が!?　でも撃ち合いなら明らかに俺たちの方が優勢だったはず……!!」

　なんでだなんでだなんでだ!?

　ダメだ全っ然わかんねぇ!!

　どういうことだ教えてくれ相司ィ!!

「……沢里にプールしてるんだ」

「沢里がプール……!?　どういうイミだ!?」

「得点者と発はつ砲ぽう者しやは常に同一とは限らない。新傘は自分の銃じゆうじゃなく、沢里の銃を持って俺たちに撃ち合いを仕し掛かけてきたんだ。だから新傘はそもそも１ポイントも得ていない！　新傘が撃うったポイントはすべて沢サワ里リに加算されてる！　だから俺おれたちは、いくら新ニイ傘カサを攻こう撃げきしてもポイントを奪うばい返すことができないんだ！」
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「いいかげんに機き嫌げんなおしてくださいよ!!」

「…………」

「解説者の機嫌を損そこねて実じつ況きようがグダグダになったら怒おこられるのは僕ぼくなんですよ!!」

「…………」

「そりゃあたしかに一いち押おしした小コ牧マキ選手はさっそく脱だつ落らくしましたが、いま解説でしょ!!」

「…………」

「瀬セ尾オ会長すごい！　美人！　魔マ技ギもいちばん！」

「…………」

「ちょっと脱だつ落らく者しやのみなさんからも何か!!」

　『瀬尾会長は二ふた股またバレていまピンチってウワサが一年の間にあるんですが本当ですか!?』

　『本命は年上の政治家と聞きました』

　『ど、どうやったら男の人とそんな風に……？　教えてほしいです……』

「…………こいつらキライ」

「はい、ということで実況に戻もどりますが。新ニイ傘カサ選手と沢サワ里リ選手の作戦はいま見事にハマっているようですね。ルールを逆手に取る……いえ、ルール内の行動に努めながらなお、『プレイヤーの行動原理を支配する』という作戦を思いついたのは称しよう賛さんに値しますね。当人たちはいまだ気づいていないようですが、ゲームに流通するポイントはすでに26点のみ。しかもその全ポイントは八ヤツ切ギリ選手が握にぎっているのです。『幸運のウサギ』の役目は八切選手が継つぐことになったわけですが、肝かん心じんの彼女はなんと『不可侵場シヨータイム』で身を隠かくしています。八切選手の優勝が濃のう厚こうになったと思いますが、どうでしょう解説の瀬尾さん」

「だから！　お前が言うとホントっぽいからやめろって言ってるだろ、雪ユキ流ナガレ！」

『本命は年上の政治家ではないと？　ではあの歯科医ですか？　それともあの双ふた子ごの弁護士ですか？　怒おこってましたよ、自分が四番目だとは思わなかったって』

「なんで私が年上の社会人に恋こいしてるって設定にしてるんだ!!　私は同い年か年下にしか手を出したことはない!!　四番目は二年の飼育委員であって双子弁護士なんかじゃない!!」

　『あら！　田辺センパイですか？』

「田辺じゃないあいつにはまだ手を出してない！　桂だよ！」

　『それは失礼をいたしました。申し訳ございません』

「まったく……いちいち人の風評を操作しようとしやがって……！」

「あー……諦あきらめて実況を続けます。八切選手の動向を確認したいところですが……八切選手の『不可侵場シヨータイム』は僕もビックリするレベルでカンペキなので、なんと見ることができません。どうでしょうか、会長」

「どうかって!?　八ヤツ切ギリだよあの引きこもりトランジスタグラマーが最後まで隠かくれきって勝つんだよそれくらいわからないのか!!」

　『トランジスタグラマーってどういう意味？　小コ牧マキさん知ってる？』

　『さ、さぁ？』

　『会長みたいな体型の人のことですよ』

「どこがだコラ雪ユキ流ナガレ!!　私はなぁ!!　百七十センチ超ごえの身長とこのスレンダーボディで男を落としてきたんだよ!!　デタラメなウワサ流すんじゃない!!　学校行事にまともに参加しない生徒で私の姿に見覚えのない男子がいたら変な妄もう想そうふくらませちゃうかもしれないだろ!!」

「……さて。八切選手が見つからないので……とりあえず仲間からはぐれてさまよっている布フ木キ選手あたりにスポットを当ててみましょうか」
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　直感だ。

　オレ、たぶん勝てるな。

　なぜオレが勝てるかというと、オレには他のヤツらに無いものがあるからだ。

　それは直感だ。

　オレは自分が勝てるという直感があるから、だからこそ勝てると直感した。

　…………ん？

　勝てるという直感があるオレは勝てるとそう直感した……？

　オレの直感はオレが勝てると言っているので勝てるオレは直感して……？

　んんんんん？

　まぁいいや。

　言いたいことは一つだけ。オレは他のヤツらとは違ちがう、ってことさ。能力が上って意味じゃない。直感が、発想が違うって意味だ。人より上の成績を取れた人間がソルヴァナイトになるんじゃない。人とは違う感性を持った人間が、必然的に他人とは違う成績を取ってしまうから、結果としてソルヴァナイトになるんだ。

　ナントカの集中と呼ばれたヤツらの顔を見回したって、他とは違う何かを持ってるヤツなんて一人もいなかった。普ふ通つうの感性、一いつ般ぱん的てきな発想、突つき抜ぬけることのできない連中。まぁ、他人の内面をのぞけるほどオレも心の機き微びってヤツには敏びん感かんでないんで、もしかしたら頭ん中は非ひ凡ぼんってヤツもいるかもしれないけどさ。

　だけどそれも、表に出てこなきゃ意味がない。

　実行できる力がなきゃ無意味だし、実行する度ど胸きようがなけりゃ無価値だ。

　オレは、実力なんてもんはそこそこだ。度胸ってヤツもそこそこだ。だけどオレには直感がある。ソルヴァ三サン道ドウ学ガク園エンに入学できると直感したから、オレは魔マ技ギを専門にする道を選んだ。そして実際に直感は正しかった。オレの直感はいつだって正しかった。いや、正しくなかったこともあったかもしれないけど、そういうのは全部忘れた。だからオレは、自分の直感だけは、絶対に信じられるんだ。

　要するにオレは勝てるんだよ。オレはそう直感したんだ。

　たぶんもうすぐオレはこのゲームを勝ち残るための何かを手に入れる。何もしてないのに一人になっちまうってのはそういうことだ。オレ一人が何かを手に入れるために、オレの体ん中の魔力がそう指示したんだ。

　まぁたしかにいまはちょっと迷子だけど、相ソウ司ジたちとはぐれてちょい心配だけど、だからってこわがる必要はないさ。オレは直感してる。オレが勝てることを。だからいまのこの状じよう況きようも、勝つための道の途と中ちゆうってわけさ。

　たぶん、もうすぐ見えてくる。オレの勝ち筋。

　オレをソルヴァナイトへと導く御み先さきは必ず現れる。

　だから直感した通りに動けばいい。オレはオレを信じて待てばいい。

　とりあえず……とりあえず……五歩くらい歩くか。オレの直感が、そうしろって言ってる。
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　ははは激しいわ……！

　西ニシ間マさんとキュウレイさんの交戦が激しすぎてぶっちゃけドン引きだわ……！

「うぎゃああああああ痛いいいいいいいいっ!!」

「そうやって男の気を引くのが君のやり口なのね……安心しなさい、ここに男はいない」

　ここここわすぎて見られないわぁ……！

　そもそも今回のゲームルールで痛めつける必要ってなくない!?

「痛い痛い痛い痛いいいいっもう許さないっ!!」

　何!?　どーんって音した!!　いまの衝しよう撃げき音おんなに!?　こわくて振ふり向けないわぁ……!!

「地面を殴なぐるのがそんなに楽しいのかしら……いいわよ、拳こぶしが砕くだけるまでやりなさい。私の唇くちびるを奪うばった罪の大きさを教えてあげるから……！」

　地面を!?　殴る!?　なんて地球に優しくない戦せん闘とうなのかしら!!

「くぅぅぅっもう一度奪ってやる!!」

　えっ!?　思わず振り向いちゃった!!

　……あら？　木やら岩やらの陰かげに隠かくれて二人ともちょうど……私のことが見えてない!?

　チャ、チャンスなんじゃない!?

　いまのうちに離り脱だつしちゃうのが賢かしこい女の作法なんじゃない!?

『不可侵場シヨータイム』を……解かい除じよする……！

　行くわ、行くわ、さぁ行くわ……！

　応おう援えんしてね、ママ、ビアンカ、フレドリカ……!!

　私を囲っていた透とう明めいの壁かべは、魔ま力りよくのちりとなって空気に流れて消えていく。い、い、いまよ、足を震ふるえさせているヒマはないわ……！　走れ！　走れ！　走るのよ、なつめ！

　やったわ！　バレてない！　誰だれも追ってこない！

　いやバレてるかもしれないけど！　とりあえず二人とも追ってくるそぶりは見せないわ！

　走る！　走る！　走る私！

　自分でもわかってたけど私って走るのものすごく遅おそいわ!!

　胸むねが揺ゆれてものすごく辛つらいし!!

　でもここまで走ればもう他には誰もいないはず!!

　もう一回『不可侵場シヨータイム』に隠かくれてしまえば、これで私の勝ちは確定よ!!

「アハハハハ!!」

　声をあげて笑ったのって何年振ぶりかしら！

　この私がソルヴァナイトなんて、今世紀最大におそれ多いハプニングだわ！

　走る！　走る！　走る私！

　もう誰にも私は止められないわぁ!!　──ってあれ？　柱の陰かげから誰かが──!!

「痛てっ」

　ぶぶぶぶつかってしまったわ……!!

　全力疾しつ走そうしていた私の方がなぜか倒たおれて、彼の方は立ち呆ほうけたまま私を見つめていたわ……。

「おや。八ヤツ切ギリさん」

「ふ、布フ木キくん……」

　この私がソルヴァナイトなんて……今世紀最大におそれ多いハプニングだったわ……。

「み、見み逃のがしてください…………」

「ん？　いいよ」

「…………え」

　──えぇ？
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『翼衣ロブリ』を纏まとってあたしは再び空を飛ぶ。

　相ソウ司ジと遠トオ野ノ、それに牧マキ島シマという三人からまるまるポイントを奪うばってやったのは大成功だったけど、次の標的はなかなか見つからない。遠い位置で誰だれかがやり合ってんのか衝しよう撃げき音おんが聞こえてくるんで、とりあえずはそっちを目指して飛んでる。

　新ニイ傘カサのヤツはあたしのすぐ下を移動してる。空から見ると、ただでさえ背の低いあいつの体が余計にちっぽけに見える。いまだに中学生っぽさが抜ぬけない幼い顔立ちも、親の言うことを純じゆん粋すいに信じていそうな整った髪かみ型がたも、少し前のあたしなら毛け嫌ぎらいしていただろうに。

　新傘は、あたしと話す時はいつもオドオドしてた。劣れつ等とう感かんがそうさせるんだろうなってあたしにもわかった。

　だけどどうしてだろう。いまは、あいつの方がよっぽどあたしより自立した人間に見える。

　……たぶん、それくらいあたしには意外だったんだ。新傘の口から、あんな作戦が語られたことが。新傘が、あたしでは辿たどり着けなかった領域でものを考えていたってことが。

　思い返せば思い返すほど、新傘から出るとは思えない作戦だ。







「０ポイントのまま勝つ……!?　ハァ!?　何言ってんの!?　正気!?」

「正気だよ。現実的な策もある」

「アンタと組んで何ができるってのよ……！　ここから大量の得点を……できれば１３０点の半分以上、66点も取らなきゃならないんだってことわかってんの!?」

「いや、その計算は間ま違ちがってるよ、沢サワ里リさん。66点じゃ取りすぎなんだ」

　イラっとしたよ。新傘程度のヤツがこのあたしの計算にケチをつけるなんて、調子に乗りすぎだと思ったし。

「なぜなら、陸奥ムツくんは26点を持った状態で脱だつ落らくしたからだ。脱落者のポイントはおそらく他プレイヤーに再分配されていない。だからこのゲームで流通している得点は、多くとも現時点で１０４点しかないんだ」

　脱落者が持ったまま沈しずんだポイント。たしかにそれは盲もう点てんだった。いや、もちろん気づいてはいた。脱落させたら相手からポイントを奪えないなってことは考えていたんだから。でも、ゲーム全体のポイント流通量なんてのは考えもしなかった。

「だからなんだっての？　どっちにせよ、53点取らなきゃなんねーってことじゃん！」

「うん。だから、その状じよう況きようを壊こわしてしまえばいいんだ」

「状況を……壊す!?」

　生意気にもあたしの目をまっすぐ見つめて、新傘は説明を続ける。

「マジックガンのホーミング機能といい、破は壊かい可能なステージギミックといい、このゲームははじめからどこかおかしかったんだ」

「おかしいって、何が」

「得点しやすすぎるんだよ。隙すきを見せたから失点するのは当然として、一分もあれば相手を０点に追い込めてしまうのはゲームバランスの乱れに思える。魔マ技ギを使えば相性次第では相手に手も足も出ないんだから」

「んー？　よく……わかんね」

「つまり、こんなに得点しやすい環境なら、ラスト十分に行動を開始したところで逆転は悠ゆう々ゆうとできるんだよ。１００点差をひっくり返すのは難しいけど、10点差ならそう苦にはならない。ポイントの独どく占せんができたとしても、ゲーム終了までポイントを守りきることは極きよく端たんに難しい」

「……だから？」

「このゲームは、得点の奪うばい合いで勝とうとすると効率が悪いんだ。最後の最後で出し抜ぬかれる可能性が高すぎる。これはガンゲームじゃない、サバイバルゲームだ。得点狙ねらいじゃなく、脱だつ落らく狙いで戦うことこそが最さい善ぜん策さくなんだよ」

　言いたいことがわからないでもない。

　だけど、だからと言って脱落狙いに切り替かえればうまくいくとは到とう底てい思えなかった。

「だけど、脱落を狙うには、バッジを外さなきゃならないんだよ。アンタの『リベット』とあたしの『翼衣ロブリ』でどうバッジを奪うのか考えはあんの？」

「うーん。実は、バッジの奪い方はあんまり考えてないんだ」

「はァ!?」

「バッジは奪うんじゃなく、自分から外させる」

　それこそムリな話だ。だけど新ニイ傘カサは、それが当然に起こりうる事態だと信じて疑わない。

　あたしと喋しやべることに慣れたのか、いつの間にかオドオドとした感じは消えていた。苛いら立だちを隠かくさないあたしに対して臆おくすることもなく、新傘は力強く説明を続ける。

「総ポイント数は十三人が10点ずつで１３０点。そこから陸奥ムツくんが脱落したから１０４点。流通するポイント数を、ここからギリギリまで減らすんだ。そうすれば、ポイントの奪い合いというゲームの本質が変わる」

「ポイント数を削けずるってどうするんだよ？　かたっぱしから脱落させていくってことか？」

「それをいまから実験するんだ。沢サワ里リさん、モニターを見ててくれる？」

　すぐ近くの柱、そこにあるモニターをあたしは見る。

「新傘はいま２点……よくこんな状じよう況きようで同盟を申し込めたもんだよな」

「よく見てて。数字を」

　そう言って新傘は、自分のこめかみに銃じゆう口こうを当てた。

「バカっやめ──!!」

　あたしが止めるのも無視して、新傘は引き鉄がねを引く。

　衝しよう撃げきがダイレクトに頭に響ひびく。新傘の頭が、ぶん殴なぐられたみたいに弾はじける。

「バッカじゃないの!?　自分を撃うつなんて！　ケガはしなくても衝撃はあるってあれほど説明されてるのに！　しかもケガしたばっかりの頭に撃うつなんて!!　アンタ何も学んでないの!?」

　あたしが叱しつ責せきを飛ばしても新ニイ傘カサはまったく気にせず、平気でモニターを指さした。

「見て。僕ぼくのポイント」

「…………えっ？　１点になってる！」

「そう。僕のポイントだけが１点減った。このポイントは誰だれにもプラスされてない。つまり」

「自殺点……!?　自殺点で、ゲーム全体に流通するポイントを消すのか……!?」

「そう。ポイントの奪うばい合いなんてする必要はないし、獲かく得とくしたポイントを守りきる必要もないんだ。奪ったポイントはすべて自殺点によって消すんだよ。そうすれば相手は得点を奪い返せないから、撃ち合いの結果は必ず両者が０ポイントになって終わることになる」

　奪ったポイントはすべて消す。ストックは常にゼロ。だからポイントは奪い返されない。

「僕はこれから走り回ってポイントを集める。集めたポイントはすべて自殺点にしてゲームから消す。失点することにリスクがないとすれば、脱だつ落らくさせられない限りはだいたんな行動がとれるだろ？　流通する総ポイント数が少なければ少ないほど、終しゆう盤ばんの逆転は容よう易いになる。それに……コイツがものを言うようになる」

「バッジ……」

「そう、５点分のボーナスだ。総ポイント数が減れば減るほど、この価値は相対的に上がっていく。バッジだけは消せないしね。そしてポイントを誰からも奪えないとなれば、バッジを奪いに行くしかない」

「……なるほど」

「ゲームの本質を『ポイントの奪い合い』から『脱落させ合い』に変えるんだ。うまくいけば、得点の攻こう防ぼうしか想定せずに魔マ技ギを選んだすべてのプレイヤーに対してアドバンテージを取れる。僕の『リベット』があれば、相手の手足を封ふうじて労せずバッジを奪うことができる。沢サワ里リさんの『翼衣ロブリ』があれば、相手と確実に距きよ離りを取れる。不利な相手とムリに戦うこともない」

　不思議と胸むねが高鳴った。

　それは、システムを一つ理解できたという、それだけのことなのに。

　自分がどんなものに抑よく圧あつされていたのか、その正体の一部を見ただけのことなのに。

「総ポイント数を攻こう撃げきする、か。……はは、新傘、アンタって」

「なに？」

「──ラジカルだぜ」







　そうだ……これは得点の奪い合いのゲームだと、あたしは勝手に思い込んでた。

　ありもしないルールを自分の中に作ってた。

　それをあいつは、平気で無視してブチ破った。

　なんだよ、なんであたしは薄うす笑わらいを浮うかべてんだよ、気持ち悪ぃな。ゲームはまだ終わってない。あたしたちはまだ勝ってない。だってのに、なんだよ、ちくしょう。

　──なんて思い出し笑いしてる場合じゃない！　敵が見えた！

　あたしはすぐに地上に降りて、新ニイ傘カサと並へい走そうする。

「見えたぞ。まっすぐ。木が並んでるところの向こう。たぶんケイトと西ニシ間マ」

「キュウレイさんと西間さんだね。西間さんの方なら『レッドシュトラフ』だとわかってる」

「ケイトはわからない。けどあいつ性格悪いからたぶんえげつないの選んでるぜ。準備は？」

「できてる。でも、さっきみたいに上からは狙ねらえないよ」

「なんで？」

「西間さんの能力で糸をつけられたら飛んで逃にげることはできないから。地上で西間さんを脱だつ落らくさせよう。キュウレイさんの方は、それから考える！　それじゃあの木の列、壊こわすよ！」

　西間対策だな。西間の魔マ技ギが『シュトラフ』なら、糸を利用できるギミックは少ない方がいい。考えなしじゃないヤツと組めるってのは嬉うれしいね……最終的にはこいつとバッジを奪うばい合うことになるだろうけど、ある程度まではこいつの策に乗っかるのが上策だ！

　柱と柱の間の九メートル、その隙すき間まを埋うめる一列の木々。新傘がそこに向けてマジックガンを撃うちまくる。十発も当てるとすぐに、木は粉々に砕くだけ散る。次々に木を壊しつつ、あたしたちはケイトと西間の戦場に飛び込んだ。

　木の向こう、二本の柱に挟はさまれたその景色──それはなかなか、ドギツイ光景だった。

　膝ひざをついて、鬼おにの形ぎよう相そうでケイトをにらむ西間。

　そしてそのプレッシャーをものともせずに、西間のデコにガンを押おしつけるケイト。

　女の争いってコエーな、っていうのを絵に描かいたような状じよう況きようだ……ヘヴィだな。

「に、西間さん……!?」

　新傘が思わず声を出した。その声に反応して、西間が叫さけんだ。

「新傘くん……!?　気をつけて！　奪われるわ！　君のしか──!!」

　西間が言い終える前に、ケイトがトリガーを引いた。両者がバッジを外していたらしく、西間の体はすっと消えて、脱だつ落らく者しやルームへと行っちまった。……残ったのは、いまだ戦せん闘とうモードの目をしたケイト。それと『奪われるわ、君のしか』っつーメッセージ。しかってなんだ。ケイトが黙だまって呼吸を整えているんで、あたしは新傘に聞いてみる。

「……新傘の鹿しかってなにかな」

「考えても仕方のないことだね」

「立派なツノが生えているのかな」

「しかるべき時が来れば、わかるかもしれないね」

　ちらっと新傘を見ると、新傘も横目であたしを見てた。お互たがいにこりともしてなかった。

　ケイトは寮りようの同室。だから他の参加者よりは、あたしの方がケイトを知ってる。ケイトは、男子の間じゃ『目つきが悪く愛想のない女』ってことで通ってるらしい。良い評判をもらってる。女子の間じゃ『危険人物』だとバレてんだから。

　一いち途ずにして平等主義。愛想は悪いくせに博愛精神の持ち主。思い込んだら愛を抱えてもう止まらない。だから関わらないのがベストなんだけど……この状じよう況きようじゃ、交戦は避さけらんないね。

　ケイトは、あたしたちの方に顔を向けもせずに、独白するように口を開いた。

「十二衣カサネ。新ニイ傘カサくん。悪いけど、どちらか一人、いますぐ脱だつ落らくしてくれない？」

「はァ？　何言ってんのアンタ」

「このままだと、もし次に牧マキ島シマくんが脱落でもしたら牧島くんの隣となりに西ニシ間マさんが座ることになるのよ。あの怪かい力りき女おんなが隣にいたら、牧島くんも気が気じゃないでしょうから……」

「アンタが脱落すりゃいいだけの話だろ」

「……その提案は受け入れられないわ」

　ケイトの左手に、ゲーム開始時にはなかった手て袋ぶくろがはめられている。

　あれに魔マ技ギが込められてるってわけか。見覚えはあるが、どんな効果かは知らないな。

　そんで──ケイトはあたしたちとやる気だと。そういうことでいいんだな？

「倒たおせばバッジ二つ分だよ、新傘」

「西間さんとキュウレイさん。陸奥ムツくんと柚ユウのと合わせて、十三のうち六つが集まる」

「そのうえ二対一の勝負。リスクを背負うだけの──」

「──価値はある、だね」

　なんだよ、万年二位の新傘のくせに、あたしと息を合わせてんじゃねーよ。ちらっと新傘を見ると、新傘も横目であたしを見てた。お互たがいに目が笑ってた。

「まずは相手の──」

「──魔技を見極める、だな。あたしが攻せめる。フォローして」

「了解っ！」

　なんだよ……なんだよなんだよ！

　楽しくなってきちゃったじゃねーか！

『翼衣ロブリ』を纏まとって、全速力で、あたしはケイトに向かって突つっ込んだ。
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　気のせいだ。

　気のせいだ。

　気のせいだ。

　そう自分に言い聞かせてはみたけど、ダメだな。

　ゲームがはじまってからだいぶ経たってんのに、俺おれ、いまだにたいしたことしてないよな。雪ユキ流ナガレと殺し合い……というか一方的に殺されそうになってたのを防いでただけで、あとは何もしてないな。雪流を脱だつ落らくさせたのだって、あれどう考えても小コ牧マキの力だったよな。

　このゲームだけを見れば、明らかに俺はソルヴァナイト失格だな。元から新ニイ傘カサを勝たせてやるつもりだった、なんてのはこの状じよう況きようじゃ言い訳にしかならねぇや。せめてもう一人くらい、誰だれかを脱落させてやるくらいの勝負をしなきゃ明日からまともに学校行けねぇ。誰か、ポイントのない俺と勝負してくれるバカはいないかと歩き回ってたら、なんと、いた。

　そいつはなぜか、俺がこの手で脱落させたはずの雪流の恰かつ好こうをしていた。そして俺に気づくこともなく、モニターを眺ながめながら、アホまるだしの言葉をつぶやいていた。

「あっれー？　なんで有アリ坂サカのポイントが映ってんだ？　つーかあいつも０かよ、ダッセェな！」

　雪流の声だ。脱落者はゲームに戻もどれないはず……とかそういうことじゃなくて、どう考えても雪流奈ナ々ナじゃねぇな。操作でもなく変装でもなく、誰かが魔マ技ギで姿を変えてんだろ。

　……いったい何のために？

　理由が見当たらん。アホすぎる……。

「ダサくて悪かったな」

「あッ!?」

　不意討うちだが、悪く思うなよ。

　棺かん桶おけサイズの『白図形エアダイス』を作って、雪流モドキを閉じ込めるようにして壁かべに押おしつけた。

「ぶ痛でェ!!」

　なんだよブイデェって。雪流が生しよう涯がい言わないであろうセリフがどんどん出てくるな。

　そのまま棺桶を横に倒たおし、転がったそいつが地面に背中をつけたまま閉じ込められたのをいいことに、上に足を乗せてやった。反はん撃げきされないよう相手の魔技を警けい戒かいしてたんだが、どうにも抵てい抗こうする様子がない。どうもおかしいと思ったら、倒された衝しよう撃げきでマジックガンを落としたらしい。棺桶の外に。だから反撃ができないらしい。

　……勝ったぞ。

　もう勝ったぞ。

　これで俺は活かつ躍やくしたと……言えるわけがない。

　足の下で、『白図形エアダイス』の中で、雪流っぽい謎なぞのアホが口を開いた。

「あ、あら有坂さん。ごきげんよう」

「よぉ雪流。さっき脱落させたはずなのになんでまだいるんだ」

「ええっ!?　奈々さんもう脱落してんの!?　──あっ」

「…………」

「…………」

　アホすぎるだろコイツ。

　でも服はどうしたんだろうな。もしかして雪ユキ流ナガレの制服盗ぬすんだのか？　雪流の制服盗みそうなヤツといえば、牧マキ島シマくらいしか思いつかない。

「牧島大オオ路ジだろ、お前」

「……わたくし、大路くんではありませんですわ」

「牧島を大路くんとは呼ばねーだろ、雪流は」

「…………」

「…………」

　まだ騙だまし通せる気でいるのか。

「こんなアホな魔マ技ギ選びをするのは牧島に違ちがいない」

「失礼だろーがテメェ!!　……ですわよ？」

　罠わなか？　何か狡こう猾かつな罠があって、俺おれに正体をバラしてるのか？

　俺の足の下で雪流──の恰かつ好こうをした牧島を観察してみる。よく見ると体つきは男のままだ。中ちゆう途と半はん端ぱなヤツだな、ホントにお前は。

「あの。わたくしはどうなるのでしょう」

「その見た目と口調、なんとかしろよ。二度も雪流に恥はじをかかせるつもりはねぇんだよ」

「わかった」

　そう言うと、パッと一いつ瞬しゆんにして顔から服まで牧島の姿に戻もどっちまった。

「もう完全におれお手上げなんだけど。いつまで踏ふまれてりゃいいんだ」

「ああ。脱だつ落らくさせてやるよ」

　ゼロ距きよ離り射しや撃げきのため、『白図形エアダイス』の一部に穴をあけて、牧島の顔に銃じゆう口こうを当てる。

　ん。顔に直撃させる必要があったかな……覚えてねぇな。

「ちょい待ち！」

　さっさとトリガーを引こうとした俺のマジックガンに手をかけて、牧島が待ったをかける。ふざけろ、この状じよう況きようをひっくり返すつもりか。

　牧島の右手が何やら不ふ穏おんな動きをしてるのは気づいてんだよ。それがどんな効果をもたらすかまでは推すい測そくできねーけど、基本的に変身能力なんだからたいしたことはできねーはずだよな。

「待て待て頼たのむよ待ってくれ、いや抵てい抗こうの意思はねーよ？　抵抗するつもりはさらさらねーんだけど、一つお願いがあるんだよ！」

「なんだ」

「わかるだろ？　おれが脱落させられるのは仕方ねーけどよ、西ニシ間マとかキュウレイとかの隣となりに座りたくねーんだよぉ……脱落者ルームに行くのがこええんだよぉ……！　できれば、最後に脱落したのが西間でもキュウレイでもないことだけは確認してくれねぇかなぁ……」

　なっさけない声で牧島が言う。

　つーか、キュウレイ？　西間だけじゃなくて？

　キュウレイを怒おこらせたのか。牧マキ島シマのヤツ、ホントに女を怒らせるのが上手うまいよな。

「さっきモニターを確認した時は、西ニシ間マもキュウレイもまだバツはついてなかったぞ。たぶん最後に脱だつ落らくしたのは雪ユキ流ナガレか小コ牧マキだ」

「おおおおお!!　お嬢じよう様さまかお嬢ちゃんの二択たくか!!　なんだよサイコーだなオイ！　奈ナ々ナさんか小牧ちゃんと会話が楽しめるし、二の腕うでの感かん触しよくを楽しめるじゃねぇか!!　やった！」

　牧島の右手が不ふ穏おんな動きをやめた。

　まさか本当に、雪流か小牧の隣となりに座れるからって理由でこのゲームを捨てんのか……!?

　西間から離はなれられるからって安心感だけで、ソルヴァナイトになれる可能性を捨てんのか!!

　こいつすごいな。活かつ躍やくできるかどうかなんてことを気にしてる自分が恥はずかしくなってきた。

「いいぜ、脱落させてくれていいぜ！　その代わりよぉ、お前が必ず優勝してくれよな！」

「……あ？　なんで？」

「優勝者に脱落させられた、とくりゃあおれだって恰かつ好こうがつくだろ？」

「こ、この状じよう況きようを全校生徒に見られておいてまだそんなこと言ってられんのか……」

　ずぶてぇな……うらやましい精神構造してるぜ……。

「俺おれも０ポイントだし、策があるわけでもねぇけど……やれるだけやってやるよ」

「おう！　ガンバれよ有アリ坂サカ！　お前か新ニイ傘カサが優勝してくれるのがおれ的にはベストだぜ！」

「……聞きたくないが聞いてやる。なんでだ？」

「お前らなら、『ソルヴァナイトと友達だから合コンに連れてくる』って言って女の子を誘さそえるからな！　相ソウ司ジやら沢サワ里リやらが勝っちまったら誘いづれーもん！」

「……じゃあな」

　牧島の額ひたいに銃じゆうを当ててマジックガンを撃うつと、牧島の体は教師たちの仕し掛かけた魔マ技ギによって脱落者ルームにすっ飛んでいった。

「合コンか……」

　合コンに参加したら、俺が男好きなんてウワサが流れることもないよな……。

　考えておこうか……。外聞……雪流に壊こわされた外聞を取り戻もどさないと……。
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「大オオ路ジくぅぅぅん来てくれたんだー♡」

　あ!?

　ああ!?

　あああ!?

　奈々さんと小牧は西間の向こう!?

「ぁぁ有アリ坂サカぁぁぁぁぁ!!　騙だましやがったなあああああああああああああああ!!」
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　勝負は一いつ瞬しゆんだった。

　沢サワ里リさんは低空飛行で、キュウレイさんに向かって直進する。僕ぼくから十五メートル離はなれたところでの交戦。ゼロ距きよ離り射しや撃げきが狙ねらいであることを知らせるように、振ふりかぶった銃じゆうを叩たたきつけるように攻せめた沢里さん──。

　二人が触ふれるその直前に、異変は起きた。コントロールを失った沢里さんが、片かた翼よくを失った飛行機のように不安定な飛行をしたかと思えばそのまま地面に転がった。

「沢里さん!!」

　僕はフォローに走る。

　左手でマジックガンを、右手で『リベット』を撃うちながらキュウレイさんを牽けん制せいする。キュウレイさんは澄すまし顔で、追撃も反撃もせず、黙だまって近くの木の後ろに身を隠かくした。

　余よ裕ゆうのある態度。または、積極的に戦おうとしていない態度。そこに何か不ふ審しんなものを感じながら、僕は地面に肘ひじをついている沢里さんのもとに駆かけ寄った。

「くそっ、真っ暗だ！」

「沢里さん!?　どうしたの!?」

「新ニイ傘カサ!?　新傘か!?　あたしの目を見てくれ！」

　沢里さんが手を伸のばし、僕の制服の胸むねぐらを摑つかむ。そして両手でガッと僕の顔をはさみ、そこにぐっと自分の顔を近づけた。

　すぐ、すぐ目の前に沢里さんの顔がある……！　薄うすい唇くちびるが、僕のすぐそばにある……！

「どうだ!?」

「ど、どうだって……！　それより顔が近すぎ……！」

「うっせぇ！　あたしの目！　どうなってるか言え！」

　目を合わせるのはとても勇気の要ることだったけど、精いっぱいにまぶたを力ませて、僕は彼女の瞳ひとみをのぞき見た。冷ややかな斥せき力りよくと熱を帯びた引力を併あわせ持つ不思議な瞳が、何かを訴うつたえかけるようにして揺ゆれている。

「ど、どうもなってないけど」

「ってことは眼球を傷つけられたわけじゃねーな……！　感覚か！　やられた……！」

　真っ暗……あたしの目……眼球……視覚を奪うばわれたのか!?

　僕の背後でキュウレイさんの声がした。

「『色シキ波ナミ調律チユーン』。十二衣カサネは知ってるわよね」

「ああ知ってるよ……！　人の感覚を操作するうすら寒い魔マ技ギだろ……!!」

　感覚を操作する……!?

　それで沢サワ里リさんの視覚を奪うばったってことか！

　目が見えない状じよう況きようで動き回れば余計なケガをするかもしれない。

「……沢里さん、ここを動かないで。あとは僕ぼくがやる」

　僕まで視覚を奪われたらどうするとか、沢里さんを狙ねらわれたらどうするとか、案があるわけではなかった。でも、逃にげることもできなかった。

　キュウレイさんは、黒い手て袋ぶくろをつけた左手を僕に見せるように胸むねの前に置いた。

「薬指は、十二衣カサネの『視みる』感覚にチャンネルを合わせてる。中指と人差し指は、君のために使ってあげる」

　沢里さんの視界が奪われてる以上、長引けば彼女が狙われる。キュウレイさんが僕に意識を向けているいま、いまの内に決めるしかない！　短期決戦だ！

「新ニイ傘カサくん、見誤らないでね」

　身構えた僕に向かってゆっくりと、キュウレイさんはこちらに歩み寄ってくる。

　ゆっくりと、ゆっくりと。

　彼ひ我がの距きよ離りは二十メートル。彼女が隙すきを見せるのを待つわけにはいかない！　僕から行く！

　──そう覚かく悟ごしていたのに。一いつ瞬しゆんにして、彼女は距離を詰つめてきた。

「えっ!?」

　これだけの距離を一瞬で……!?

「見誤らないでって、言ったじゃない」

　彼女は手を差し出し、困こん惑わくし反応の鈍にぶっていた僕の左ひだり腕うでを摑つかんだ。

　摑まれた瞬間、信じられないほど激しい痛みが走った。

「がぁぁぁっ………!?」

　西ニシ間マさんに嚙かみつかれた時の比じゃないっ……!!

　ただ触さわられただけなのに!?　まさか──これも『色シキ波ナミ調律チユーン』で!?

「痛む？　辛つらい？」

「い……『痛み』の感覚……!?　痛覚をいじられたのか……!?」

「あら。すぐに頭が働くなら、それほど痛くはなかったのね」

　キュウレイさんが数歩下がり、僕から距離を取った。

「君の『痛み』と『距離感』はすでにチャンネルを合わせてある。これからひたすら痛みを感じてもらうことになるわけだけど……どうする？」

「距離感……!?」

　じゃあ、一瞬で距離を詰めたんじゃなく──最初からすぐ近くに立っていたのか！

「動かないで。ゲーム用のガンだから衝しよう撃げきは軽いと思ったら大おお間ま違ちがいよ」

「こ、このゲームは教職員が管理しているんだ、相手を痛めつけるやり方は……！」

「私は君を痛めつけたりはしない。君が痛めつけられたように感じるだけ。私が選んだ『色シキ波ナミ調律チユーン』は人の感覚を調ちよう律りつする。指一本につき感覚を一つ……自在に増減させてみせる。君の痛覚を増ぞう幅ふくさせれば、マジックガン程度の衝しよう撃げきでも十分に地じ獄ごくを見せることができるわ」

　視覚を奪うばわれる方がマシだったと、本気で思う。

　痛みと恐きよう怖ふで体がすくむ。

「ねぇ、許すわ、新ニイ傘カサくん。さっきの失礼な行こう為いを」

「し、失礼な行為？」

「乙女に腕うでを摑つかまれて、叫さけび声をあげるなんて失礼もいいところよ。でも許してあげる。私に腕を摑まれて悲鳴をあげる人はけっこういるから」

　一歩、また一歩とキュウレイさんがこちらに歩み寄ってくる。

　近づくほどに、彼女の威い圧あつ感かんが増していく。

「私は許すわ、新傘くん。いくらでも悲鳴をあげていいわよ。いくらでものたうち回って、私から逃にげ回ってくれていいのよ……」

　言い回しが完全にホラーだ……！

　それに、全然ポイントを稼かせぐ気がない魔マ技ギ選び……！　いったいその能力で誰だれのどんな感覚を支配するつもりだったんだ……!?

「そろそろ……脱だつ落らくしてくれる気になった？」

　キュウレイさんはもう僕ぼくに勝った気でいる……！

「この程度で僕を痛めつけたつもり……？　勝った気になるのは早いよ……！」

　精せい一いつ杯ぱいに張った虚きよ勢せいも、彼女には通じなかった。

　キョトンとした様子で、キュウレイさんは僕に再びマジックガンを向けてきた。

「は？　この程度で痛めつけられたつもりなの？　まだほんのお遊びじゃない」

　……折れた。心が折れた。

「面白いわよね。人は、原理的にはすべての他人を愛することができるはず……それが私の信念よ。だけど、普ふ通つうの人はすべてを愛することより、特定の誰かを愛することに心血を注ぐもの。不思議よね。人は、すべてのものを愛することができるはずなのに、愛を独どく占せんする必要などないはずなのに、それでも人は誰か一人を愛したがるものなんだから。それはなぜだと思う？」

「え……えっと」

「それはね、立場があるからよ」

　答えは待ってなかったらしい。マイペースだ……。

「立ち位置、と言ってもいいわね。人が他人に親身になってやれないのは、それが対岸の火事だからだわ。人が人と想おもい合うのは、二人がとても近しい位置にいるからよ。相応ふさわしい立ち位置。相応ふさわしい距きよ離り感かん。それが私たちの感覚を支配する。感じ方を変えるには……歩み寄るか、退いてものを視みる必要があるの」

　独白を終え、彼女は再び僕ぼくを見み据すえた。

「わかる？　新ニイ傘カサくん。これが私と君の距離感よ。君に私を脱だつ落らくさせることはできない。どう？　さっさと辞退してくれないかしら？」

　……お返ししよう。そっくりそのまま。

「その提案は……受け入れられないっ……！」

「……そう。じゃあ、十二衣カサネと話をするからいいわ」

　なっ……!?

「それはダメだ!!」

「ダメじゃない。お話してくる。行ってきます」
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　見えない。

　指でまぶたを全開にしてもまったく見えない。

　離はなれたところで新傘が走ったり痛みに耐たえきれず叫さけんだり、ケイトが新傘をあおったりしてるのだけはわかるけど、それで何がどうなるってわけでもない。だからあたしは座り込んで、あいつが勝つのを待つしかない。つーか勝て。新傘が負けたら自然とあたしも脱落だし。

「勝てよ……勝てよ……ケイトなんかに負けたら殺す」

　誰だれもいないはずの場所でつぶやいたあたしの言葉。

　まさか、返事をされるとは思ってもみなかった。

「ガンバレの一言も出ないあたり、可愛かわいげがないのよね」

「あ!?　ケイト!?　なんだよ新傘は負けたの!?」

　声だけでわかる。間ま違ちがいなく給キユウ黎レイ敬ケイ人トだ。新傘じゃないのかよ！

「まだやり合ってる最中よ。ちょっと休きゆう憩けい。いいでしょ、私は二連戦なんだから」

　休憩する余よ裕ゆうがあるってことは、新傘は身動きが取れないってことか……？

「不思議なのよね。あんな純じゆん粋すいっぽい男の子が、十二衣みたいな欲求不満女に自分から声をかけたとはどうしても信じられないの。かと言って十二衣が他人に助けを求めるとも思えない。だから聞いておこうと思って。どっちから声をかけたのか」

「失礼極まりねーな。死ね。あいつからだよ」

　ケイトのため息が聞こえた。

　てゆーか吐はいた息があたしの頰ほおをなでていった。

　アンタどんだけ近い位置でしゃべってんのよ。

「転校直前にオトコ口く説どいていくなんて、どういう神経してるのよ」

「口説いてない。アンタと違ちがって、あたしはラヴをひけらかさない」

「ひけらかしてなんかいないわ」

「よく言うよ。同室のあたしが見てる前でも平気で牧マキ島シマの盗とう撮さつ写真を眺ながめてただろ」

「寮りよう長ちようから頼たのまれた写真よ。生活する生徒たちの普ふ段だんの姿が見たいと言われたの」

「それを、盗撮しろって意味に受け取るアンタはやっぱりおかしいよ。理解できない」

「……おかしいのは十二衣カサネの方よ。気が狂くるうほど人を好きになったことがないからそんなことが言えるのよ」

　なんだそりゃ。

　あんまり悔くやしくねーな、そんなこと言われても。

「新ニイ傘カサくん、十二衣のために必死で戦ってるわよ」

「自分のためだろ。ケイトに負けりゃソルヴァナイトになり損そこねるんだから」

「違う。どんどん私をこの場から引き離はなすようにして戦ってる。『痛み』のチャンネルを十二衣に合わせられないように、私を十二衣から遠ざけてる。十二衣が痛めつけられるのをなにより恐おそれてる。ちらちら十二衣の方を見てるのがその証しよう拠こ。彼、十二衣に気があるんじゃないかな」

　あいつが……あたしに……？

　まさか。

『翼衣ロブリ』が必要だからあたしと組むって、あいつははっきりそう言いやがったはずだ。

「なーんて。ウソ」

「……死ね」

　コイツ、マジでムカつく。

　さっさと刑務所にぶち込まれちまえばいいのに。

「嬉うれしいんだ？　嬉しいんだ？」

「んなこと言ってねーだろ。黙だまれ」

「転校直前に惚ほれさせていくなんて、ホントに残ざん酷こくよね」

「黙れって言ってんだろ!!」

　あたしは何もしてねーよ!!

「一時的かもしれないけど、恋れん愛あい感情が高まりすぎてるんじゃないかしら。私の『色シキ波ナミ調律チユーン』には〝好悪〟のチャンネルもあるけど？　いまの状態が辛つらいようなら、高すぎる好感度、下げてあげましょうか」

「うっせーな！　あたしは飽あきっぽい性格なんだから、こんなの明日には忘れてるっつーの！」

　自分でも驚おどろくくらいデカい声出しちまった。クソ、あいつに聞こえてねーだろうな……！

「え……？」

　なんだよその反応は。アンタいまどんな顔してんだよ。くそ、イラつく……！

「十二衣カサネ……私が、どっちの感覚をチューンすると思ったの……？」

「ああ？」

　どっちの？　何のことだ？　ホントにコイツはイミわかんない。

　さっさと死ね。

「フフッ。そろそろ行くわ。確かめてくる。十二衣の欲求不満が解消されるかどうか」

「死ね」

「ねぇ。何をやっても楽しくないのはなんでか、教えてあげましょうか」

「……言ってみろよ」

「愛されてる自覚が足りないからよ。行ってきます」
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　牧マキ島シマ、すまん。

　何か手て違ちがいがあったみたいだ。

　つーかモニターを確認したけど、もう五人も脱だつ落らくしてるんだな。

　陸奥ムツ、雪ユキ流ナガレ、小コ牧マキ、西ニシ間マ、牧島。牧島を除のぞけば授業態度の良さそうなヤツばっかりだ。模も範はん生せいから順に消えてるんじゃないかとさえ思えてくる。牧島を除けば。

　なんてバカなことを考えてたら、後ろから声をかけられた。

「やー、有アリ坂サカ」

　足音を控ひかえようともせず、それどころか姿を隠かくす素そ振ぶりも見せず。普ふ段だん廊ろう下かで友達に会うくらいの気安い様子で、ひらりとこちらに手のひらを見せている。

「……布フ木キか」

　すぐに周囲に目を走らせたが、相ソウ司ジと遠トオ野ノの姿はない。単独行動中か？　それともチームはとっくに解散したか。

「のんきなヤツだな。後ろから撃うっていいのに」

「んー……そんな必要はない、って直感したから」

　言ってくれるじゃねぇか。

　大口叩たたくからには、それなりの自信があるんだろう。

　それなら、俺おれが手加減する理由はねーな。こいつが何点持ってるか知らねーが、牽けん制せいしておくことにデメリットはない。俺は布木めがけてマジックガンを撃ってみせる。

　ところが、十数発は放ったはずの銃じゆう弾だんは、一発も当たらなかった。なぜなら、布フ木キに向けて撃うったはずの弾丸はすべて途と中ちゆうで方向を変え、あさっての方向へと飛んでいっちまったからだ。マジックガンの弾たまは、教師が設定した威い力りよくとスピードで一定の動きしかできないはず。直進以外の動きを取ることはありえない。つまりこれが、布木の魔マ技ギか。

「面白いな」

「だろ」

「俺おれの弾をすべて弾はじいた」

　俺はそこそこ真面目まじめに話してたつもりだったんだが、布木の方は顔を歪ゆがめて、アハハと声をあげて笑った。なんだよ。何に笑ってんだよ。

「弾いた、かぁ。有アリ坂サカはオレの魔技を……そう直感したわけだな？」

　弾いたと直感した……？　おかしな言い回しだ。

「見たままを言っただけだ」

「見たままを言ってちゃ未来は描えがけないんだよ。『弾いた』──その言葉から抜ぬけ出せない限り、有坂はオレに勝てないと思うよ」

　弾いたわけじゃない、と？

　弾の軌き道どうを変えたのか？　運動体の進行方向を変える……まさか『折線レイルチエンジ』か？　そんな単純な魔技で俺に挑いどむつもりなのか？　いや、『白図形エアダイス』を選んだ俺が言うのもなんだが……。

　遠回りは好きじゃない。時間がないから寄り道もしていられない。

「言葉遊びは嫌きらいじゃない。だけど遊んでられるほど余よ裕ゆうがないだろ、お互たがい。弾いたんじゃないとしたら何をしたのか──試させてもらう!!」

　見極めが必要だ。まずは布木に魔技をもっと使わせる！

　二つの壁かべを作り上げる。俺と布木を挟はさむように、二枚の高い壁を作る。簡かん易い的てきな細い路地の出来上がりだ。幅はばは一メートルぽっち、かわしたり逃にげたりはできねーぜ。それでいて俺の前にだけバリケード壁を作っちまえば……あとはもう撃ちまくるだけだぜ。

「見せてみろよ、お前の魔技！」

　マジックガンを撃ちまくる。絶え間なく銃弾が布木に向かって飛んでいく。だけどその攻こう撃げきもまた、弾かれて壁に当たっていく。

「あーあ。その程度かよ、有坂。たいしたことねーな」

　やかましい。

　さて、探さぐりはもう終わりだ。つーか、この状じよう況きようを作り上げたいちばんの目的は布木の魔技を探ることじゃない。

　悪りーな、これ、ただの目くらましだ。

　両りよう隣どなりを壁に挟まれ、正面からは銃弾の雨、そして俺はバリケードに隠かくれながらどんどん距きよ離りを詰つめていく。お前に残された行動は二つしかない。魔技を使ってこの場を切り抜けるか、もしくは後ろに逃にげるか──。

　布フ木キの魔マ技ギが『弾はじく』類でないのなら、向きを変えるだけのものなら、接近しちまえばこわくない。接近戦になれば当然俺おれが有利……！　『白図形エアダイス』さえあれば武器はいくらでも作れるし、そもそも運動神経じゃ布木みてぇな細身のヤツには負けねぇよ！

　だから布木は後ろに逃げるしか打つ手がない。

　だけどこれだけ横と前を意識させられて──背後の足元なんてもんに意識を向けることができるか？　お前の足元に、俺が『白図形エアダイス』で作った罠わながあることは気づいてるか？

　罠と言ってもつっかえ棒があるだけだが……転がしちまえばあとはこっちのもんだ。牧マキ島シマん時と同じパターンで、上からカゴで閉じ込めちまえばいい。これで雪ユキ流ナガレもハメるつもりだったんだけど、あんときゃ他のヤツらが乱入してきたから実行できなかったんだよな。しかも雪流は一歩も動こうとしなかったし。

　この距きよ離り、布木と俺の運動能力の差、『白図形エアダイス』の発動速度──絶対に行ける。

　魔技を探さぐり出すなんてめんどくせーよ。とっとと脱だつ落らくさせればいいだけの話だ。

　俺は指を休めることなく動かし続ける。攻こう撃げきは止やまない。圧力をかけ続ける。

　さぁ下がれ。一歩でも下がれば、それでコケれば俺の勝ちだ。

「おら、反撃してみろよ、布木!!」

　挑ちよう発はつのつもりで俺は大きな声を出した。だけど布木は動じず、それどころかため息までつきそうな表情で、やれやれと首を振ふった。

「有アリ坂サカは、スケールちっせぇな。自分からフィールドと思考を狭せばめてどうすんだよ。そんなもんにオレ、付き合わないぜ」

　生意気な言葉を吐はくと、布木は俺の作った壁かべに手を置いた。

「無む駄だだ。高さ三メートルの壁──ってだけじゃねぇんだよ、これは。見えないだろうが、地面の下にも一メートルの支柱を作ってある。重量だって、見た目以上に稼かせいであるぜ。多少の圧力じゃびくともしねぇよ」

　雪流戦の反省を活いかしてな。

『白図形エアダイス』を敵に操られる可能性を考こう慮りよしてなかったのは俺の失敗だった。

「圧力、ね。やっぱり有坂の直感力じゃ、オレには勝てないな」

　俺の忠告を無視して、布木は壁に手を当てた。そしてゆっくりと体重をかけて壁を押おす。

　すると壁は、まるで支柱などもとからなかったかのように自然と外側に倒たおれていった。ズシンと大きな音が響ひびいて、砂すな埃ぼこりが舞まった。

「なっ…………!?　倒した…………!?」

　ど、どうやって!?

　手で押したくらいじゃ倒せるわけがねぇ……!!　何の魔技だ!?　銃じゆう弾だんの向きを変え、『白図形エアダイス』で作った壁を平気で倒す──何の魔技を選んだならこんなことができるんだ!?

「い、いったい何を……!?」

「直感できなかったのなら、頭を働かせても意味がないよ」

　倒たおれた壁かべを平然と踏ふみ越こえながら、涼すずしい顔して布フ木キが言う。

　そして続けて──

「謎なぞ解ときもいいけど……もっと自分の身を案じたら？」

「なんだと!?」

「忘れたのかよ？　自分で作ったのに。壁は、二つあったろ」

　慌あわてて振ふり返った。反対側の壁が、いままさにこちらに向けて倒れかかってきていた。

　逃にげ切れないっ……!!

　滑すべるように体を投げ出すが、壁が倒れる方が当然早かった。背中と足に鋭するどい痛みが走った。

　くそっ、自分で作った壁に自分で潰つぶされるとは……!!

　背中にかかる重みで俺は身動きが取れなくなる。うつ伏ぶせのまま立ち上がれない。

「じゃあな。お前の直感、さびついてるよ」

　頭上から落ちてくる布木の声に、俺おれは腹を立てるべきだった。

　だけどそれ以上に、どうして壁を倒せたのかという疑問が思考を埋うめ尽つくしていた。

　俺は感情的になることもできず、冷静になることもできず、地に伏せたまま、頭に押おしつけられた布木のマジックガンが火を噴ふくのをただ待つことしかできなかった。
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　キュウレイさんが消えた。

　僕ぼくの見えるところにはどこにもいない。沢サワ里リさんのところに行ったんだと想定し探してみるも、そもそも沢里さんが見つからない。自分がどれだけ動いたか、自分でもわかってないからだ。距きよ離り感かんを奪うばわれては助けに行くこともできない。

　どうしようもなくなって、ただいたずらに僕が歩き続けていると、キュウレイさんは自分から僕の前に戻もどってきた。

「ゴメンナサイね、突とつ然ぜん席を外して。十二衣カサネと少しお話してきたの」

「こちらこそ、もの足りない気持ちにさせたようで、謝るよ」

「気にしなくていいわ。で、君は諦あきらめてくれるの？」

　諦めるわけ、ない！

　僕は自分の腕うでに向けて、『リベット』を撃うち込んだ。

　腕に相応の衝しよう撃げきと──気を失いそうな痛みが走った。

「そんなことをしたら身動きが──……取れなくなる、わけじゃなさそうね」

　固定したのは動きじゃない。状態だ。

「僕ぼくの状態を固定した……これ以上、『色シキ波ナミ調律チユーン』で僕の感覚を支配することはできない……！　それだけじゃない、五つのチャンネルのうち、少なくとも二つはこれで動かすことはできない……！　……痛みも、距きよ離り感かんも、調ちよう律りつされた状態で固定されてるけど！」

「予想外ね、その選せん択たくは。痛覚と距離感を乱されて、圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようにいながら取るべき手段とは思えないわ。──現状維い持じ。それが君の答えなのね？」

　声のトーンが低くなる。

　彼女の言葉に失望の色が混じる。

「ガッカリだわ。消えて、新ニイ傘カサくん」

　遠くから──僕から見てすごく遠くから──彼女は風を切るような速度で駆かけてくる。

　僕に向けて何発か撃うってくる！　痛みで僕の動きを止める気か！　だけどやっぱり本命はゼロ距離射しや撃げき！　彼女が『痛み』を調律したのは僕を脅おどすためであって、痛めつけるためじゃない！　だから無む駄だ撃ちはしてこない！

　柚ユウの時と同じ戦法で行ける！

　距離感が狂くるわされていようと、キュウレイさんの動作が変わるわけじゃない！　僕を脱落させるためには、僕の体にマジックガンを押おしつける必要がある！　彼女の腕うでだけを見るんだ！　あとは、マジックガンが僕に向けられたタイミングを見計らって──『リベット』で固定する!!

　位置ではなく状態を固定されたことで、キュウレイさんのマジックガンは銃じゆう弾だんを飛ばすことができなくなっている。僕のおなかにガンを押しつけトリガーを引いた後で、彼女もその異変に気づき、弾はじけるような勢いで僕から離はなれた。

「……なんで脱落しないの？」

「さぁ？　もう一度やれば、わかるかもよ？」

　キュウレイさんは動かない。

　不用意に近づいてこようとはしない。

　そして警けい戒かいを強め僕から離れていく！

　──十歩だ!!

　感覚がズレていて微び細さいなコントロールは効かないけれど──距離感が乱れていても実質の移動距離は変わらない！　およそ十歩先に、必ずキュウレイさんがいる!!

　距離感がブレても、キュウレイさんのスピードが変わったわけじゃない。果てしなく遠く見えても、遠くまで移動したわけじゃない！　時間の感覚を支配されていたらジ・エンドだったけど、そんな複雑な調律ができるとも思えない！

　僕は自分の感覚を無視して、ひたすら十歩分進むことだけを考えて、駆けた。

　まだかなり遠くにいるように感じるけれど──でも、十歩先にいるのは間ま違ちがいない!!　そこにキュウレイさんがいることを信じて、僕はタックルをするようにして飛びついた。

　そこにキュウレイさんがいるのは確実だった。触さわった感覚がある。そして、両腕で飛びついたせいで、左ひだり腕うでに再び激しい『痛み』が走る。攻せめた方が痛みを感じるなんて馬ば鹿かげてる……けど、これくらい乱暴なやり方じゃなきゃ彼女は抑おさえきれないっ……！

　僕ぼくは彼女を押おし倒たおし、馬乗りになってその顔に銃じゆうを向けた。

「……マケマシタ」

　僕の下で、こんな状じよう況きようになっても表情一つ変えず、キュウレイさんが降参宣言をする。

「私の負けよ。もう抵てい抗こうしない。だからできれば……退どいてくれない？　君のことは嫌きらいじゃないけど、この体勢は少し恥はずかしいわ」

「あ、うん、ゴメン。でもその前に……魔マ技ギを解かい除じよしてくれないと……」

　僕は当然の要求をする。

　だけどそこではじめて、キュウレイさんは顔をしかめた。

「解除しなきゃ、どうしてもダメ？　できればこのまま脱落させてほしいんだけど」

「えっ。なんで？」

「実はついさっき、望まない形でファーストキスをドブに捨ててきたのだけど」

「試合中に何やってたの!?」

「そ、その感覚が……どうしてもぬぐいされなくて……だから自分の感覚を調ちよう律りつして無理矢理にキスの感覚を遠ざけていたのだけど……」

「ええー……だから僕の感覚を二つしか操れなかったのか……」

　よほど最悪の体験だったのか、苦痛に身をすくめるようにキュウレイさんがキツく目を閉じ、頭の中のイメージを消そうとガンバっていた。いったい彼女に何があったんだ……。

　そして、自分の震ふるえる唇くちびるを指でなぞりながら、妖よう艶えんな吐と息いきをもらしながら、キュウレイさんは僕の唇を見つめてる。

「新ニイ傘カサくん」

「な、なに？」

「……上うわ塗ぬりしてくれない？」

「ええっ!?」

　上塗り!?　感覚の上塗りってこと!?

「西ニシ間マの感覚がこびりついて取れないの……あの女じゃなければ正直誰だれが相手でもいい気分なの……ここなら十二衣カサネも見てないから」

「いやいや全校生徒が見てるよ!!」

「ちょっとでいいから……ちょっとでいいから!!」

「ちょっとでも大問題だよ!!」

　キュウレイさんが僕の右腕をしっかりと摑つかんでいる。しっかり摑みすぎててものすごく痛い。

「う……わかった……じゃ、じゃあ、目を閉じてくれる？」

「あ……うん……お願い……」

　キュウレイさんが目を閉じた。

　整った顔が、ほのかに朱あかくなった。

　その唇くちびるにマジックガンの銃じゆう口こうを当てて、キュウレイさんが目を開けるより早く、僕ぼくは引き鉄がねを引いた。

「これでよし」

　キュウレイさんが脱だつ落らくする。彼女の隠かくし持っていた二つのバッジが、支えを失ってその場にぽとりと落ちた。苦情は……うん、また後で聞くことにしよう。数時間もすれば彼女の気持ちもまた変わるだろうし。僕も気持ちを切り替かえてまた頑がん張ばるとしよう。




　陸奥ムツくんと柚ユウのバッジと合わせてこれで五つ……チームを組んだ沢サワ里リさんの分を含ふくめれば六つだ。30点分のストックが僕らの手の内に集まった。

　……足りない。

　陸奥くんで26点、柚で31点、遠トオ野ノくんたちから30点……87点削けずってるってことは、残っているのは最大でも43点……雪ユキ流ナガレさんが何点持って脱落したのか、誰だれか自殺点した人はいないかってところがわからないけど、普ふ通つうに考えたら40点以上は残ってる。

　沢里さんはたぶん気づいてない。

　僕の立てた戦略には、致ち命めい的てきな欠点があること。

　総ポイント数を削りバッジの価値を高め、脱落狙ねらいのゲームに作り変えるにはどうしても必要な前提がある。それは、ポイントを一定以上削ることのできる状じよう況きようだ。全プレイヤーとの撃うち合いの中で、点を削ることができる……その前提がなければ、この戦略は成り立たない。

　簡単に言えば、すでに誰かが大量ポイントを抱えていて、そのまま戦せん闘とうを放ほう棄きしどこかに隠かくれるという戦略を取っていたりしたら、それだけでポイントを削ることができず、バッジのボーナスで総ポイントを上回ることができなくなって敗北が決定する。

　十三人が暴れ回ることの予見できたゲームだ、一人くらい、身を隠して状況を見極めようと考えた生徒がいたかもしれない。もしそんな人がいて、大量にポイントを抱えたまま、ゲームに残っているとしたら、このゲームの勝者は──。

　汗が頰ほおを伝う。

　痛みも疲つかれも薄うすまっている。でも、胸むねの支つかえだけがどうにも消えない。

　この戦略ははじめから『もう一つの目的』を達成するための隠れ蓑みのとはいえ……これ以外の作戦を今から組んでもソルヴァナイトにはきっと届かない。

　どうしたものかと悩なやむ僕の背中を、誰かが叩たたいた。

「よ。勝ったんだな」

　沢里さんだった。考えに集中しすぎていてまったく気づかなかった。

　キュウレイさんの視覚支配が解けて、『翼衣ロブリ』で飛んできたのかな。足音がしなかったし。

「やるじゃんかよ。ケイトを消すなんて」

「……キュウレイさんの自じ滅めつだよ。僕ぼくは何もしてない」

　ホントにね。

　わずらわしいことなんて無視して、彼女が僕を倒たおすことだけに集中していたのなら結果はわからなかった。

「さ、次行こーぜ。第五クォーターもそろそろ終わると思う。時間がなくなってきた」

「うん。……あ、待って」

　沢サワ里リさんを見てたら、唐とう突とつに思い出した。そうだ、お礼を言い忘れてた。

「忘れてたんだけど、これ。ありがとうね」

「あ？」

　僕は血のついたハンカチをポケットから取り出し、沢里さんに見えるようひらひらと振ふってみせた。血まみれのまま返すわけにもいかないので、洗って返すとだけ伝えてもう一度ポケットにしまった。

「介かい抱ほうしてくれたんでしょ？　言っておかなきゃと思って。ありがとう、沢里さん」

「してねーし介抱なんか。生徒会長が来てアンタを治していったんだよ」

「でも柚ユウは、沢里さんが僕を介抱してたって言ってたよ」

「……あいつ。余計なことを」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる沢里さんを見て、僕は笑った。

「柚が言わなくてもわかってたよ。沢里さんはそういう人だもんね」

「はァ？　いままでで最高に意味不明なセリフなんですけど。何言ってんの？　アンタがあたしの何を知ってんのよ」

　沢里さんは腰こしに手を当て、じとーっと僕をにらんでる。

「知ってるよ。ずっと前から知ってた」

「そりゃあ、中学も高校も一いつ緒しよなら顔と名前くらいは知ってるだろうけど」

　それだけじゃない。彼女のウワサは僕のところにもいくつも流れてきてた。沢里さんは目立つ人だったから。僕と違ちがって。

「他にもいろいろ知ってるよ。たとえば沢里さんのお母さんが再さい婚こんしたってこと。それからすぐに沢里さんが香こう水すいをつけるようになったこと。義理のお父さんがタバコを吸う人だってこと。沢里さんが二学期にはこの学校からいなくなるってこと。義理のお父さんが校長をしている学校に行くってこと」

「……ずいぶんと、余計なことだけを知ってるんだな」

　またまた沢里さんは機嫌を損そこねて目つきを険しくする。

　複雑な思考の下に敷しかれた、単純すぎるくらいまっすぐな感情論。近寄りがたい雰ふん囲い気きの、その奥おくにある幼い一いち途ずさ。捉とらえにくい彼女の性格。僕はずっと、彼女の瞳ひとみを追ってきた。

「そうだね。ホントに知りたいことは、ずっと聞けないでいたからさ」

「なんだよ、ずっとって。いつの話をしてるんだ？　何の話をしてるんだ？」

　いつの話、だって？

　いまの話だよ。三年以上前からいまでも続く、僕ぼくの情けない姿の話だよ。

「……僕はずっと、言いたいことを言わないできた」

　ずっとだ。どうしても言いたかったことを、僕はずっと黙だまっていた。

　記き憶おくの中を探さぐれば探るほど、僕の思い出からは後こう悔かいがあふれ出す。

　抑よく圧あつに苦しむ重低音のうめき声。僕はずっと、それを喉のどの奥おくに閉じ込めてきたんだ。

「僕の大切な言葉は、ずっとポケットの中だ。……昔は、身長を追い越こせたら言おうと思ってた。そのうち、テストで一位になれたら言おうと考えるようになった。そしてついさっきまでは、ソルヴァナイトになれたら言おうと思ってたんだ。勇気が出なくて、自分で自分を檻おりの中に閉じ込めていたんだ」

　ポケットに隠かくした本音のかけらはいまでも熱を帯びている。

　解放されて、流れる空気を波動して、誰だれかに届くのを待っている。

「それも今日で最後にするつもり。今日で……次で最後にするんだ」

「……次って？」

　沢サワ里リさんが訊たずねてくる。こんな風に、会話を促うながしてもらえるのも、ほんの十五分前まではありえなかったことなんだ。すべては動き出している。このゲームに参加して、僕の考え方は確実に変わってきている。僕は僕を抑圧していた何かを破りはじめてる。

　僕は適てき当とうな木にマジックガンを向ける。何度か銃じゆう弾だんを当てると、プラスチックが爆ばく弾だんで弾はじけるような不自然な壊こわれ方をして木は砕くだけた。

　次に、柱に向けて銃弾を撃うつ。今度は何度撃っても壊れる様子がない。

「岩と木。これらのギミックはマジックガンで壊すことができるように設定されてる。だけど柱は壊せない。もちろん素す手でで壊せるようなものではないし、先生たちが魔マ技ギで作り上げたものなんだからそう簡単に崩ほう落らくするわけがない」

「突とつ然ぜん話題が変わるんだな……」

「同じだよ。全部同じ話題。全部君の話だ」

　僕は自分のポケットから、あの時拾った柱の破片を取り出して彼女に見せた。

「あの時、沢里さんを潰つぶそうとしたあの柱は何だったのか、って話」

「……そんなこと気にしてたのか？」

「気にしてたよ。当たり前だ。あれを見過ごせば僕が戦う意味はない。誰かが魔技で柱を倒たおしたんだ。沢里さんを傷つけるために。あの場にいた誰かが、意図的に、敵意をもって」

　ヘタをすれば死んでもおかしくなかったんだ。あれはどうしようもなくルール違い反はんだった。

　それなのに、このゲームは、存在すべきシステムを欠いている。

　すなわち、ルール違い反はん者しやへの罰ばつ則そくだ。ルールを破った者に対する罰則の記き載さいが一切ない。あんな状じよう況きようになっても教師たちは介かい入にゆうしてこなかった。もし本当に沢サワ里リさんが危なければ何かをしていたとは思うけど、僕ぼくが助けに入ったあの時点では何もしてくれなかった。

　システムは頼たよれない。無法者を裁さばく法がないなら、誰だれかが──僕がやるしかない。

「犯人は必ず見つけ出す。絶対にうやむやになんかさせない。僕は──」

　語るに落ちた、かもしれない。

　沢里さんが驚おどろいたような目で僕を見てる。そうだよね、中学の頃ころから地味で通してきた僕がこんな正義感振ふりかざしたらそりゃ驚くよね……。

「ゴメン。語っちゃった。変なこと言ったかも」

　ちょっと恥はずかしくなって、僕はすっと視線を落とした。

　なんだ？　僕はいまなんて言ったっけ？　何か言っちゃならないことまで言ってしまった気がする。やるべきことはわかっていたはずなのに、考え事だらけで困っていたはずなのに、なぜか僕の頭の中は真っ白になった。まいったな……失敗した。頭をかきながら僕は自分の足を見つめてた。沢里さんの顔をまともに見られそうになかった。

「そんなことない」

　まだゲームは終わってない、ここからが本番だっていうのに、気を抜ぬくなんて我ながら呆あきれてしまう。気恥ずかしくて顔を上げられない。喉のどの奥おくからしぼり出すような沢里さんの声だけが、気にしないと言ってくれるその言葉だけが僕の救いだった。

「そんなことない」
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　八ヤツ切ギリなつめは見み逃のがしてもいい。

　なんでかわかんないけどそう思ったんだよ。

　なんでかな。胸むねがおっきいからかな。うちはエリート校だし、みんなマジメだからあんましそういう話はしないけど、でもやっぱりみんな思ってるよな。うちの姉ちゃんよりすごいもん、あいつの胸。そりゃあ見るよ。見ちゃうに決まってるよ。そりゃそうだろ。

　決めた。

　このゲームで勝ったら八切なつめに愛の告白をする。

　後ろから抱きしめて、付き合ってくれと言おう。あいつたぶん断れないだろ。

　なんて不ふ埒らちなことを考えつつぶらぶらしてたら、ようやく相ソウ司ジたちと合流することができた。もう第五クォーターだっていうのに、どこでこいつらとの協力関係を切ればいいのかタイミングがわからないんだよなー。

「布フ木キィ!!　テメェどこ行ってたんだ!!」

　遠トオ野ノが威い張ばる。イラっとする。でもどう考えても悪いのはオレだし、ここは謝ろう。

「ゴメン。迷ってた」

「迷ってたァ!?　そいつは大変だったなごくろーさん」

　……どうにもイラっとくるな、遠野の言い回しは。

　遠野は無視して相ソウ司ジの方に顔を向ける。相司の方は冷静だし、論理的だし、それに他人に敵意を見せないから話しやすくて助かるよ。それで、今度は何の話があるのかと思えば。

「いま遠野と話してたんだが、時間のなさがキツくなってきた。そろそろ勝負に出ないと間に合わない。だからポイントを持っている人間を狙ねらいたいんだが……誰だれが多くのポイントを持っているのかわからないんだ」

　あーらら。序じよ盤ばんは情報を集めようとか言ってチームを組んだのに、最後の最後になって情報不足に悩なやむとはなー。まったく皮肉なもんだよ。なぁ、相司。

「沢サワ里リ、新ニイ傘カサ、給キユウ黎レイの三人は０点だったよ。さっき確認してきた。でもちょうど交戦中だったから、誰かそのうち脱だつ落らくすると思う」

「沢里と新傘を見つけたのか!?　いや、それよりも……二人とも０点だと……!?　そんなバカな……じゃあ俺おれたちの30点はいったい誰が……!?」

　なんだよ、相司たちは30点も手に入れたわけ？　それでいて全部あいつらに奪うばわれたのかよ、だっせーなー。……あれっ？　ってことは、０点じゃない人間はいま八ヤツ切ギリなつめだけか？　なんだよ、逃がしちゃったよ。あいつけっこうポイント抱えてたのに何もせず見み逃のがしちゃった。

「相司！　どうすんだよ！　八切を狙うしかねーぞ！」

「そうだな」

「新傘たちも俺たちも全員ポイントを持ってねぇってことは、残りのポイントは全部八切が持ってるっつーことだろ!?　あいつが！　１３０点!!」

　そうなるなー。

　八切が一人で全部。

　……え？　八切は１３０ポイントも持ってなかったぞ？

　そいつはいったいどういうことかと頭をひねる。もうすぐで答えが見つかりそうだなーと思った途と端たん、オレより先に、相司のヤツがそのおかしな状じよう況きように対する回答を見つけてくれた。

「いや、違ちがう。ゲームに残ってるポイントは１３０もない……そうか、計算し忘れていた。プレイヤーがポイントを持ったまま脱落した場合、おそらくそのポイントはゲームから消えるんだ……。すでに脱落者がこれだけ出ている。もしかしたら、このゲームにはもうほとんどポイントが残っていないのかもしれない」

「あ!?　ポイントを持ったまま脱落……!?　ああああああああ!!　なるほど!!」

　あー、なるほど。

　だからみんなポイント持ってなかったのか。

　……いや、おかしくないか？　いくらなんでも減りすぎじゃないかな？

「……布フ木キ。新ニイ傘カサと沢サワ里リが、０点の給キユウ黎レイ敬ケイ人トと交戦していたと言ったな」

「言ったよ」

「『翼衣ロブリ』があるのに無む駄だな交戦をする必要はない。おそらくあいつらは脱だつ落らく狙ねらいで動いている。ポイントが減っていることに気づいて、バッジを集める作戦に出たに違ちがいない。……すでに六人が脱落してる。六つのバッジを新傘と沢里の二人が独どく占せんしてるとしたら、二人のバッジも含ふくめて八つだ。40点分も抱えてるってことになる。ゲームに残っているポイントが35点以下なら、新傘と沢里を脱落させない限り、何をしても勝てないってことになるな……」

　バッジの独占。

　なるほど。ポイントの上限が下がってるから、バッジの方で勝ちに来てるってことか。

　う、それってヤバくないか。

「まいったな……」

「何言ってんだよ相ソウ司ジ！　カンタンな話じゃねーか！　ヤツらを脱落させて、バッジを奪うばえばいいだけだろうが!!」

「だから、それができないんだよ。沢里の能力を忘れたのか？」

「『翼衣ロブリ』だろ、それがどうしたってんだよ」

「上空に、というか柱の上に飛んで逃にげられたらその時点でオシマイなんだ。対面して撃うち合っている中でも『紫シ電デン』で沢里の『翼衣ロブリ』を撃ち抜ぬくことはできなかった。ヤツらが逃げに徹てつしたら、時間制限のあるこのゲームでいまから勝つことは……不可能だ」

　沈ちん黙もくが漂ただよう。

　相司も、遠トオ野ノも、なんだか諦あきらめムードに入っちゃってる。

　ああ、ここだ。このタイミングだよ。

　なんだよわかりやすいなぁ、これなら誰だれでも直感することができるはず。

　裏切るなら、このタイミングだって。

「オレの直感は正しかった。相司、遠野……二人と組めてよかったよ」

「布木……話を聞いてたか？　いままさに、キツい状じよう況きようになったって話をしたんだぞ？」

「わかってるよ。それを分ぶん析せきしてもらえただけで十分だ。状況はわかった。ポイントを集めるのは得策じゃないからバッジを取りに行くしかないってことだろ」

「そうだ。だから──」

「ホント、三人組でよかったよ。一度の裏切りで二つのバッジを手に入れられる」

　相司の顔つきが変わる。それを受けて遠野の目つきも変わる。

　おお、コワイ。いいね、これでこそ名めい誉よあるソルヴァナイト戦だよ。

「アーアーなるほど？　そういうイミかよこのもやし野や郎ろうが。いまのはバカな俺おれにもよぉーくわかったぜェ？」

　うわ、遠トオ野ノこりゃあホントのマジギレだ。

「二対一でも、やるつもりなのか？」

　相ソウ司ジがマジメに訊きいてくる。

　変なこと言うヤツだなぁ。はじめからオレは、十二対一のつもりでやってるぜ？

「お前らさぁ、これはソルヴァナイトを決める戦いなんだってこと、忘れてない？」

「…………あァ？」

「相司も、遠野もさぁ。〝上うわ澄ずみの集中〟なんてグループ名つけられてるからって、十三人全員が対等だなんてカンチガイすんなよっつってんの。ソルヴァナイトは、学年最強の魔マ技ギ使いの称しよう号ごうだ。同級生が二人、まとめてかかってきたくらいで負けるヤツに、ソルヴァナイトを名乗れるわけないだろ？　新ニイ傘カサ・沢サワ里リの戦略が事実なら、もうちんたらお遊びやってる時間はないんだよね。悪いけど、すぐに終わらせるよ」

　静せい寂じやくは一いつ瞬しゆん。

　ケンカっぱやいのはお互たがい様。

　地面から生え出た鉄の棒が、ちょうどオレ一人を囲う鳥カゴになる。休むことなく鉄棒はさらに数を増し、小さなジャングルジムのようになってオレの身動きを封ふうじてきた。

「布フ木キぃぃ!!　テメェ、覚かく悟ごしろよッ!!」

　腕うでに『鉄棒化付加ジムズ・アギン』を装備した遠野が拳こぶしを引いてオレをにらむ。

　オイ。まさか、ジャングルジムごと──？

「知ってるか布木ぃ!!　このゲームはなぁ、敵を殴なぐったくらいじゃ失格になんねェんだぜェ!?　死ねよオラァァァァッ!!」

　遠野の全力の鉄てつ拳けんが飛んできた。オレを取り囲む鉄の棒ごと、遠野の拳がめり込んでくる。その剛ごう腕わんたるや常人のレベルをはるかに超こえている。オレは踏ふみとどまることすらかなわず後ろに吹ふっ飛ばされ、そのままステージギミックの木に強く背中を叩たたきつけられた。

　腕に鉄をまとっただけで、魔技で強化してるわけじゃないのにこの威い力りよく──!!

『魔マ浸シン体タイ』か？　そうか、魔技は一つしかダメだと言われたが……魔技ではなくただ魔力を体内に循じゆん環かんさせるだけならルール違い反はんにならないってわけか。

「あー、くそ……口切った……」

　骨が折れたんじゃないかってくらい痛いけど、痛みは顔に出しちゃいけねーよな。ひしゃげた鉄の棒がさらにオレの動きをキツく封じている。これじゃ抜ぬけ出せねーな……。

　しかし抜け出すまでもなく、オレの背中にあった木の感かん触しよくがすっと消えた。

　それが相司の『紫シ電デン一イツ閃セン』のせいだと気づいた時には、あいつはすでにオレの後ろにいた。まずい。木がなくなってもまだ動けねー。

「脱だつ落らくしてもらうぞ、布木──！」

　やなこった。

「相ソウ司ジ、左見てみな」

「あ？　──な!?」

　左を見て、状じよう況きように気づき、慌あわてて相司が飛び退いた。

　そしてさっきまで相司が立っていたその位置に、轟ごう音おんを上げて柱が倒たおれ込んできた。高さ十メートルもの柱が倒れた衝しよう撃げきは大きく、すぐ隣となりでジャングルジムに捕つかまってたオレにまでビリビリと衝撃が伝わってくるようだ。

　もうゲームも終わりが近いし。魔マ技ギを隠かくすこともないな。

　オレは選んだ魔技を使って鉄棒を一つ一つ曲げていく。そして鉄棒の檻おりから抜ぬけ出し、柱を乗り越こえて相司の方に向かう。

「あの時……!!　新ニイ傘カサと沢サワ里リの上に柱を倒したのもお前か……!!」

「うっせ」

　ビビっちゃってまぁ、ひどい汗だな。

　ステージギミックの巨きよ大だいな岩を背もたれにどうにか立っているような様子じゃないか。

「さっき、よくも後ろから攻こう撃げきしてくれたな、相司」

「なに……!?」

「オレも、後ろからだ」

　相司が後ろに顔を向けるより早く、決着はついた。

　ステージギミックの岩。それが口を開けて、寄りかかっていた相司を挟はさみ込む。

「ぐぁっ……!?」

　岩に挟まれて動けなくなった相司からバッジを奪うばい取っていたら、遠トオ野ノも柱を越えてこっち側に来た。

「なんだ……!?　柱を倒して、岩を切った……!?　お前が選んだ魔技は『折線レイルチエンジ』じゃねぇのか!?」

「まだそんなこと言ってんのかよ……お前の直感、さびついてんな」

「くっ……うるせぇ!!」

　もう一度オレを閉じ込めようと、遠野が鉄の棒を何本もオレの周囲に作っていく。

　仕方ないなぁ。こんなことしてもイミないのに。

　オレは自分の前にある棒を一つ一つ、進路を作るように折って倒していく。

「ど、どうやって──!?」

「魔技を使って」

　決まってんじゃん。

　お前と違ちがってオレはマッスルじゃないもん。

「ねじ曲げる能力か……!?」

　ねじ曲げる……その直感じゃあ、お前もオレを上回ることはできないなぁ。

「なぁ、遠トオ野ノ。相ソウ司ジの計算はさ、実は間ま違ちがってるんだ。新ニイ傘カサたちはバッジを八つも持ってないよ。有アリ坂サカと雪ユキ流ナガレ、それに牧マキ島シマの分はオレが持ってるんだ。だからお前ら二人のをもらえば、オレのバッジは六つになる」

　バッジの数を競きそう状じよう況きようになっても、オレにとってはたいした問題じゃない。

「まだまだ勝ちの目は残ってるんだよ。お前ら二人さえ消えれば、オレにはな」

　事態を摑つかむことができず、明らかにビビった顔をさらけ出してる遠野を脱だつ落らくさせることは、まぁ、さほど難しくないだろうしさ。
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「さァさァ試合はまさにクライマックス！　観客席の興こう奮ふんも最高潮！　瀬セ尾オ会長も絶好調！」

「絶好調だ。戻もどってきた。調子が」

「残る選手はたったの五人！　ソルヴァナイトの行方も絞しぼられてきましたねぇ!!」

「相ソウ司ジ建タテ男オ、新ニイ傘カサ悟サトル、沢サワ里リ十二衣カサネ、布フ木キ明アキラ、八ヤツ切ギリなつめ。はてさて誰だれが勝つかなぁ春日カスガくん」

「瀬尾会長は、誰が勝つと思いますか？」

「春日くん。解説者というのはだね、無責任に予想を出すことが仕事ではないのだよ。すでに起こったことに対して結果論であーだこーだと管くだを巻くのが解説者というものさ」

「逃にげましたか？　逃げましたね？」

「五人しかいないんだ、確率は五分の一、観客のみんなにも誰が勝つか予想してみてほしいな。ついでに敗北者のお前らも。誰が勝つと思う？　脱だつ落らく順にマイクを」

　『新傘くん！　僕ぼくを脱落させたから！』

　『沢里さんでしょうか……いちばんソルヴァナイトらしい雰ふん囲い気きがあるように思います』

　『に、にーくん』

　『大オオ路ジくんかなぁー♡　もしくは布木くん。耽たん美び系の空気があるから』

　『ひっつくんじゃねぇよアホ女！　頼たのむぞ新傘ぁ……！』

　『新傘人気だな。じゃあ俺おれは沢里』

　『十二衣。ではないことはたしかだと思う。新傘くんか布木くんかしら』

　『じゃあ俺は人気がねーから相司!!　頼むぜ相司ィ!!　なんかもうボロボロだが!!』

「どいつもこいつも読みが甘あまいな。二年後には生徒会を牛ぎゆう耳じるであろうヤツらがこれかと思うと嘆なげかわしいな」

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますが……現生徒会長の読みの甘さを考えれば」

「しかし圧あつ倒とう的てきに有利なのは布木だろうな。ここまで魔マ技ギを隠かくし通してきたメリットは大きいよ。ジョーカーとなる可能性のあった八切の存在を知っているという事実もある。ポイントは八切が26で他が０、バッジは布木が六で新傘・沢里ペアも六、八切が一。……バッジは新傘・沢里組と布木が半々、ポイントは八切が独どく占せん、三さん竦すくみだ」

「シンプルになりましたね！」

「言っただろ、詳くわしいことはもういいんだ。あとはゲームの行方を見守ろうじゃないか」

「……詳しい解説なんて一度でもしましたかねぇ」
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　遠く、グラウンドの中央付近で、ひどい轟ごう音おんが響ひびいた。

　気のせいなんかじゃない。沢サワ里リさんも動きを止めて耳を澄すましてる。

「……いまの音、聞こえたか？」

「うん。何か大きなものが倒たおれる音。たぶん、柱だ」

　ステージの柱が倒れたんだ。どこの柱かは視認できないけど、まず間ま違ちがいないと思う。

「どうする？」

「もちろん、行くよ。もう第六クォーターで時間もないし、交戦の機会は逃のがすべきじゃない」

　という建前を、僕ぼくは並べ立てる。

　沢里さんの鋭するどい視線は、僕の言葉の奥おくにあるものをしっかりと見み抜ぬいてる。僕が行こうとしているのは、行かなければならないと思っているのは、あの事態が誰だれの仕業なのかを知ろうとしてるからだってこと。あの時、柱を倒して沢里さんを狙ねらったプレイヤーはおそらくこの先にいる。急げばきっと対面できる。対面できたら、その後は──。

「わかった。じゃあ、あたしが偵てい察さつに行ってくる。しばらくアンタはここで待ってて」

「え？」

　沢里さんが、一人で偵察に行く？

　そんなの、認められるわけがない。

「誰がいるのか見て、点だけ確認してくる。敵が０点なら交戦のメリットがないしさ」

「……いや、それはダメだよ」

「わかってんだろ、新ニイ傘カサ。あたしたちはバッジを六つ持ってる。あたしとアンタ、それに陸奥ムツと小コ牧マキとケイトと西間の分。30点分だ。削けずったポイントと残ってるバッジの数を考えればおそらくもう一度交戦の必要がある。だけど残ってるのは、他のプレイヤーを脱だつ落らくさせた生き残りだけだ。相ソウ司ジにしても、布フ木キにしても、八ヤツ切ギリにしても、きっと一ひと筋すじ縄なわではいかないでしょ。新傘。戦う相手は、選ばなきゃ。怒おこるのはゲームの後でもできる」

「違う、僕が言いたいのは──」

「新傘。アンタ、いつからあたしに意見できるほどえらくなったの」

　ぴしゃりと、はっきりとした言葉が返ってくる。

　対等な立場として組んだはずなのに、僕は意見を出すこともできない。

　沢里さんは『翼衣ロブリ』を作り上げてから、僕に自分のバッジを手て渡わたした。

「アンタが持ってて。たとえあたしが脱落しても、これならバッジは奪うばわれない」

「え？　でも、『翼衣ロブリ』の沢里さんが持ってる方が──」

「うっさい。あたしの言葉が聞けないの？」

　僕ぼくの額ひたいに、沢サワ里リさんが人差し指を突つきつけた。

　自然とわずかにアゴが上がる。視線が水平よりも高くなり、ようやく僕は沢里さんと視線が合う。この身長差が、いままでずっと僕の言葉を封ふうじてきた。

「ん。じゃ、行ってくるから。待っててよ」

　沢里さんはすぐに飛び去っていった。

　彼女の飛行速度は、僕が走るよりずっと速い。

　僕がちょっと立ち尽つくしているうちに、彼女は僕の攻こう撃げき射程の外へと行ってしまった。

　行かせて、良かったんだろうか。

　いや、行かせるつもりなんてなかった。僕が何も言えなかっただけだ。

　……やっぱり、ダメだ。

　背が低いから黙だまってろって？　そんな見えないルールに押おさえつけられてちゃダメだ。彼女に何かあった時、すぐ助けに入れるくらいの距きよ離りにいるべきだ。僕は走り出した。追いつけないくらいに遠く先を、手も届かないくらいに遠く僕の上を、いまなお飛び続ける彼女を追って。
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　走ればメンドウな距離でも、『翼衣ロブリ』で空を飛べばそれほど苦にはならない。

　しばらく飛ぶと、さっき聞こえた轟ごう音おんの正体がすぐに目視できた。あたしと新ニイ傘カサ目がけて倒たおれてきたのと同じように、柱が根元から折られて倒されてる。

　──いや、違ちがう。

　折れてるんじゃない。柱の根元付近は横一線に、水平に斬きられたかのようにきれいな平面の切り口をのぞかせている。人じん為い的てき。自然崩ほう落らくじゃない。誰だれかがやったんだ。新傘の言った通り。

　でも、誰がいったいどんな魔マ技ギで？　そしてなんでこんなことを？

　その答えを探して辺りを見回すも、それらしき人ひと影かげはない。

　だけど代わりに、奇き妙みようなものを見つけた。

　妙に盛り上がった岩だ。まるで下にある何かを押し潰つぶしているみたいに浮うかび上がっているように見える。岩は魔技で作られたものとは言え、本物の岩に近づけてそれなりの重量を持っているはず。誰かが岩を動かしたんだとしたら──って、うわっ！

「──あ!?　アレ、人か!?」

　妙な盛り上がりの正体。人が、岩に押し潰されているんだ。

　その岩のそばに急いであたしは降り立った。

「オイ！　大だい丈じよう夫ぶかっ!!」

「……沢サワ里リか……！」

　目を疑う、ってのはこんな時に使う言葉なんだろう。相ソウ司ジ建タテ男オが、岩に挟はさまれて押おし潰つぶされている。なんとか顔だけ外に逃のがれているが、全身は岩の中で身動きが取れそうにない。

「なんだこれ……どうなってんだ……!?」

　岩がそのまま相司の体の上にあるんじゃない。

　岩が、相司の体を挟はさみ潰してるんだ。自動車みてーなサイズの岩が水平に二等分され、ぱくっと開いて相司をサンドしている。だけど、足の骨までグシャグシャになってるようには見えない。潰されているというよりは、岩の上半分が乗せられていると言った方がいい。それでも、それなりの重量が相司にかかっているに違ちがいない。

　なんだこれ？　どんな魔マ技ギを使ったらこんなことになるんだ……!?

「と、とにかく！　引っ張ってやるから！」

「いや、ムリだ……足が動かないんだ。足が、岩いわ肌はだに接着されてるような感かん触しよくがある」

　痛みのせいかひどく汗をかきながら相司が必死に歯を食いしばっている。どうなってんだよ……新ニイ傘カサの時もそうだったけど、なんで教師たちは誰だれも救助に来ねーんだよ……!?

「くそっ！　ずっと『折線レイルチエンジ』だと思っていた……！　あいつは、撃うった弾だん丸がんを方向転てん換かんさせてたから……だけど違った……あいつの選んだ魔技は、すまん、わからない……！」

「あいつ？　オイ、あいつって、誰のことだよ!?　おい！」

　相司の返事を待つまでもなかった。

　そいつはのんきにあけすけに、あたしの前に姿を現したから。

「沢里十二衣カサネ、０点……ホントに誰もポイント持ってないんだな。やっぱり八ヤツ切ギリを見み逃のがしたのはマズかったかなー」

「布フ木キ……」

　布木はたしか相司と組んでたはずだ。だってのに、相司がこんな状じよう況きようにあっても、あたしみてーな部外者が近寄っても平気な顔してモニターを眺ながめてる。

「アンタがやったの？」

　布木は答えない。

　まるであたしのことなんて見えてないみたいに。

「バッジ集めるっきゃないか。沢里の分を含ふくめて七つ。そこからもっかい八切を探そーっと」

　ナチュラルにあたしのバッジを数に入れてんじゃねーよ……！

　頭ん中の理性は、やめとけって言ってる。

　こいつの言ったことがホントなら、ポイントもなくバッジが六個なんてヤツを相手にすべきじゃない。相司を潰したのはこいつだとわかっているのに、肝かん心じんの魔技が判明してない。得体の知れない雰ふん囲い気きも持ってる。こんなヤツは無視して、八ヤツ切ギリを狙ねらった方が得策に決まってる。

　つっても、さ。

　自分で言うのもあれだけど、あたしってものすごくプライド高い女だから。このあたしをコケにしておいて、タダで済ませると思ってもらっちゃ困るんだよね。

　心の中で新ニイ傘カサに謝る。ゴメン、新傘。ここはやらせて。どうしてもダメそうなら、ちゃんとアンタのとこに行くから。

　戦せん闘とうを待ちきれなかったのは、布フ木キの方だった。

　布木はあたしに向けて──二丁のマジックガンを向けた。

「二丁!?」

「行くぜ。逃にげてみろよ、沢サワ里リ」

　お互たがいにポイントは０なんだから撃うち合いは無意味。それなのにどうしてマジックガンであたしを狙ってる？　ガンは相ソウ司ジから奪うばったのか？　警けい戒かいして空を移動しようとしたあたしに、残る力を振ふり絞しぼって相司が叫んだ。

「逃げろ沢里!!　俺のマジックガンだ!!　『紫シ電デン』が組み込んである!!」

　忠告はありがたいが──三秒遅おせぇんだよアホ男っ……！

　紫むらさきの弾だん丸がんはすでにあたしの右の翼つばさを貫つらぬいていた。片かた翼よくを失いバランスを崩くずし、二メートルくらいの高さからあたしの体は落下した。あたしは半はん壊かいした『翼衣ロブリ』を解かざるを得なくなる。態勢を立て直すより早く、今度は『紫シ電デン』ではない銃じゆう弾だんが何発もブチ込まれた。

「こっ……のッ……!!」

　ポイントにもならないのに撃ちまくりやがってっ!!

「なぁ、沢里。お前、バッジどうしたの？」

「隠かくしてあるよ。お前じゃ絶対に奪えないところにな」

　布木の顔がぽっと赤くなった。どこに隠したと思ってんだよこのスケベ。

「隠してあるんじゃしょうがないな。バッジはいいや。脱だつ落らくしてくれれば、それでいいよ」

　布木が相司のマジックガンをあたしに向ける。

　今度こそかわしてやろうと待ち構えていたあたしに、紫の弾丸が飛んでくる。

　わずか横に動くだけで銃弾の軌き道どうから逃にげることはできる。これだけの距きよ離りがあればあたしの反射神経でも余よ裕ゆうでかわせる──と思ったのに。まっすぐ飛んでいた『紫シ電デン』は突とつ然ぜん方向を変えて、あたしの翼を破は壊かいした。またもやあたしは地面に落ちて、今度はヒザから血を流すことになった。

　いまのは何!?　一いつ瞬しゆんだからよくわからなかったけど、『紫シ電デン』の銃弾が変形してこちらに向かってくるように見えた。あれが布木の魔マ技ギ!?　だって、あいつの魔技は、相司の体を岩に挟はさむのに使った魔技じゃないの!?

「バッジ。どこにあるのかわかんないけど……渡わたしてくれれば、見み逃のがしてあげてもいいよ？」

　…………死ね!!
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　方向はわかってる。問題は距きよ離りと時間だ。

　ゲームがはじまってからすでに一時間以上も動き回っている。魔マ技ギも、魔力の限りに惜おしみなく駆く使ししてきた。〝上うわ澄ずみの集中〟たちとの勝負で精神面だって削けずられ続けてきた。走れど走れど、沢サワ里リさんの背中がちっとも見えてこない。足が限界にきているのを感じて僕ぼくはいったん足を止める。休んでる場合じゃないっていうのに、くそっ！

　呼吸をなんとか整えながら、ついでに近くの柱にあったモニターを見る。さっきの轟ごう音おんを立てたのはいったい誰だれなんだろう。残っているのは僕ら以外じゃ、相ソウ司ジくんと布フ木キくんと……？

「×マークだらけ。あと五人しか残ってない…………ええっ!?　あれ!?」

　驚おどろいたのは、脱だつ落らく人数の多さに対してじゃない。

　表示されていたのが、僕のポイントだけじゃなかったからだ。

「八ヤツ切ギリさん……26ポイント……!?　こんなに抱え込んでたのか……!?」

　僕は慌あわてて辺りを見回す。八切さんはこの近くにいるはずだ。それなのに姿がまったく見えない。どうなってるんだ？

　どこにも人ひと影かげはなかった。それなのに、背中からぐいっと、誰かの腕うでが僕の襟えり首くびを思い切り引いた。

「うぐぇっ!?」

　喉のどが詰つまって変な声が出てしまう。そしてそのまま、僕はさっきまでは見えなかったはずの箱の中に引きずり込まれた。

「八切さん……!?」

「ししし静かに……！　黙だまって！　音は隠かくせないんだから！」

　狭せま苦くるしい隠れ場所。外からは見つからない絶対の小部屋。この魔技は、僕も知ってる！

「『不可侵場シヨータイム』か！　先生が試験の監かん視しに使ってた……まさか八切さんが使えたなんて……」

「中学三年生の頃ころ、塾じゆくで試験官のアルバイトをしたことがあるのよ……その時先生が使っているのを見て覚えたの。そんなことはどうでもいいわ！」

　どうでもいいこと、と八切さんは言うけど……『不可侵場シヨータイム』は教員レベルの魔技だ。こうも平然と持ち出してくる人がいるなんて考えもしなかった。

　だけどそんなことよりっ……そんなことより！

「お願い動かないでぇ……！　ちょっとお話したいだけだから……！」

　全身を密みつ着ちやくさせながら、僕の耳のすぐそばで八切さんが言う。

『不可侵場シヨータイム』は僕ぼくが思ってたよりずっと狭せまく、二人の人間がいるとほとんど隙すき間まがないらしく、八ヤツ切ギリさんは不必要なまでに体をぐいぐいと押おしつけてくる。学年で最も豊満とも言われるその、なんだ、その、もう！

　身長が同じくらいなせいか、顔の位置もものすごく近い。八切さんはなんでこんな能力を選んだんだ……そしてなぜ僕を引きずり込んだんだ……！

「こ、こんな能力を隠かくしていたなんて……。……いつどこで使うの、この魔マ技ギ」

「いいいいいじゃない別に！　お、お昼休みに使うのよ！　嫌いやなヤツらに目をつけられないようお弁当を食べるのに重宝するのよっ……！」

　き、聞いちゃいけない感じのこと聞いちゃったな。

「それで、話って……」

「違ちがうの違うの違うのよ……！　あの時のあれは、新ニイ傘カサくんじゃなくて沢サワ里リさんを狙ねらったの！　でも新傘くんが沢里さんと体を重ねるようにして寝ねてたから弾たまが当たっちゃっただけで！」

「あの時……？　あ、柱が崩くずれて僕が倒たおれた時？　あの時僕が持っていたポイントをまるまる奪うばって行ったのは八切さんだったの？」

「ヒィィィィゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイ!!」

　うっ……汗が垂たれてくる……！

　ガチガチに緊きん張ちようしまくった八切さんの汗が！
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「だから26点も抱えてたのか」

「謝るから！　あの時のことは謝るから!!　だからお願い見み逃のがしてぇ……!!」

　耳元で叫さけばれると困る。というか叫ばれた内容も困る。

「もう第六クォーターで、26点も抱えてるプレイヤーがいるのに、しかも魔マ技ギが判明してるのに、見逃すの？」

「うっ……!!」

　ぼ、僕ぼくにどうしろっていうんだ。

　この状じよう況きようで八ヤツ切ギリさんを見逃す必要ってあるの？　てゆーかどうして八切さんは僕に魔技をバラしてきたんだ……。ここでポイントを奪うばっておけば、あとは沢サワ里リさんを回収しつつ逃にげれば勝ち確定じゃないか。

　──いや、待て？　26点!?

「八切さん!!」

「ハイっ!!」

「バッジは!?」

「さ、差し上げます……」

「いや、そうじゃなくて!!　バッジは持ってる!?」

「持ってます……」

　26点にバッジを加えて合計31ポイント！　バッジ六つではギリギリ足りない！

　参加者は十三人だからバッジも全部で十三。僕が六つ持っていて八切さんもキープしてるってことは、相ソウ司ジくんと布フ木キくんの持つバッジの合計数も六だ。八切さんがいる限り、僕以外の三人は、僕を倒たおさなきゃ勝てないってことになる！　この状況は崩くずさない方がいい……!!

「わかった。見逃すよ」

「ほ、ホントに!?」

「もちろん。八切さんの魔技についても、誰だれにも言わないよ」

「ホントに!?　あああありがとう新ニイ傘カサくん……!!」

　もちろん……言うわけがない。八切さんがこんな戦略を持ってきていたなんてまったく知らなかった。この情報は、ゲームの行方を左右しかねない……！　誰にも言えない。ここでこんなカードを引いたのは本当にラッキーだった……！

「だからその……そろそろここから出てもいい？」

「あっ!?　そそそそうよね私がこんな風にくっついてるなんて不快よねゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイ……」

　僕の前にあった透とう明めいな壁かべがぱかっと開く。そして僕が出ていくと再び壁が元の位置に戻もどり、外からはまったくその姿が見えなくなった。すごい、完かん璧ぺきに『不可侵場シヨータイム』を再現してる。

　……あれ、でも、待って。いまの何かおかしくなかったか？

　八ヤツ切ギリさんの『不可侵場シヨータイム』は、見えない透とう明めいな壁かべが四枚立っていて、その上にも天井用の透明な板が置いてあるようなもの……それなら、壁の一つを開くにはアレが足りないような……？

　……いや、細かいことはいいや。まずは沢サワ里リさんを追わないと。体力も戻もどってきた。よし、行こう!!
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　布フ木キのヤツに、機動力がないのが救いだ。

　正直、形勢は見えてる。どんな魔マ技ギかは知らねーが、ヤツは攻こう撃げきを途と中ちゆうで方向転てん換かんさせることができるらしい。『翼衣ロブリ』と相性が悪すぎる。あの能力がある限り、あたしに勝ち目はない。これ以上やるのは時間の浪ろう費ひでしかない。適てき度どに切り上げて離り脱だつするのが賢かしこい選せん択たくだとわかってる。ところがどうも、あいつがそれを許してくれない。

　マジックガンを二つ持ってるのを最大限に利用して、『紫シ電デン』の魔技破は壊かいと通常マジックガンの衝しよう撃げきを使ってあたしの機動力をこれでもかってほどに削けずりに来る。頼たよりなくて弱っちそうな見た目してるくせに、戦せん闘とうのツボは押おさえてくる。

「もういいよ、バッジは。その代わりさ、別の質問に答えてよ。新ニイ傘カサはどこにいんの？　たしか新傘と組んでたろ？　キュウレイと戦ってるところをちょっとだけ見たんだ」

　組んでることがバレてる。それなら、逃にげるにしたって新傘の方に逃げてもいいわけか。男のところに逃げ帰るなんてだせーと思ってたけど、カッコつけてる余よ裕ゆうは、正直、ない。

「新傘は、あたしの後ろにいるよ。あたしを倒たおしたら、まっすぐあっちに行けばいい」

「なんで離はなれて行動してんだよ？」

「アンタごとき、一人で十分だと思ったからに決まってんだろ」

　はじめて布木の表情が変わった。

　あたしと似てるな、コイツ。プライドを刺し激げきされるといてもたってもいられなくなる。

「沢里。オレの魔技は、何だと思う？」

　唐とう突とつな質問。布木が選んだ魔技は何か？

　岩で相ソウ司ジを挟はさみ、銃じゆう弾だんの軌道を変えた魔技。銃弾の方はわかんねーけど、岩の方はわかる。アレは、切ったんじゃない。開いたんだ。

「開く能力……か？」

　あたしの言葉を聞いて、布木は安心したように笑った。笑ってんじゃねぇよ。あたしが回答を一つ間ま違ちがえたくらいで、心の安定を保ってんじゃねぇよカスが。

「開くってのはいいセンいってるよ。だけど、オレの能力なら、二つのものを一つにすることもできるんだよね」

「は？」

「足。動かないだろ？」

　言葉の意味がわからなかった。

　だけど試しに動こうとしたら、すぐに布フ木キの言っていることがわかった。

　カカトが浮うかない。両足のカカトが地面に張り付いてる。そうだ、相ソウ司ジも言ってたじゃないか、岩の中で足が密みつ着ちやくしてる感じがするって!!

　貼はり付ける能力……!?　どうなってんだ!?　魔マ技ギは一人につき一つのはずなのに!!

「何しやがった……!?」

「もう終わりだよ、沢サワ里リ。お前は見せてくれなかった。才能の片へん鱗りん。ソルヴァナイトの資質」

　布木は、相司のマジックガンをあたしに向けた。足が動かない以上あたしは逃にげられないが……いまこの状じよう況きようで『翼衣ロブリ』を壊こわしてどうなるってんだ。

　だけど布木は迷わず、紫むらさきの弾だん丸がんをあたしに向けて放ってきた。身をよじってかわすなんてダサいことはしたくない。だからあたしはそれを、自分のマジックガンで受け止めた。それがいけなかった。激しい魔技反応の光とともに、あたしのマジックガンは消しよう滅めつした。

「銃じゆうを……!?　銃まで『紫シ電デン』で壊せんのか……!?」

　布木は薄うす笑わらいを浮かべたまま、まっすぐにあたしの方に歩いてくる。『翼衣ロブリ』で飛ぶことはできない。足が止められてて走って逃げることもできない。マジックガンが消されちゃ反はん撃げきすることもできない。

　……負け、かァ。

　バッジ、新ニイ傘カサに預けといてよかった。

　ゴメン新傘──って、新傘!?　え!?

　なんであいつが向こうから走ってくるんだ!?　　待ってろって言ったのに!!

「ん？　どこ見てんだよ？」

　失態だ。あたしの視線を追って、布木も新傘が来ていることに気がついちまった。

「なんだよ、新傘いるじゃん」

　走ってきてる。

　こっちを見てる。

　あたしを助けるために、あいつがここに来る。

　叫さけぼうと思った。

　体の芯しんから強きよう烈れつに衝しよう動どうが湧わき上がる。

　でもなんて叫べばいい!?　あたしはこの状じよう況きようで、あいつに何を伝えればいい!?

　何を──何を──何を伝えるべきだと、あたしは直感してる!?

　直感。魔技。

　開く。挟はさむ。曲げる。

　二つのものを一つにする。

　何かを変えている……何かを付加している……化付加アギン系けいの能力……？

　──わかった。

　布フ木キの選んだ魔マ技ギ……その正体……!!

　なんてこった、こんなの、あたしにしかわかるワケがない……!!

　布木が直感を得たあの場にいたあたしにしか……!!

「新ニイ傘カサーっ!!　布木の選んだ魔技は──!!」

　だけど伝えることはできなかった。

　あたしが口を開いたと同時に、頭に衝しよう撃げきが走ったから。あたしが……あいつを勝たせたいと願ったと同時に、あたしはゲームから脱だつ落らくすることになったから。
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　ごっちゃにしてるよな、どいつもこいつも。

　ゲームと現実を。いやこれも現実のゲームだけど。

　敵を攻こう撃げきするのはゲームじゃ当然に予定された行動じゃん。だから女子を一人脱落させたくらいで、いちいち目くじら立てられても困るんだけど。

　なんでオレが、新傘にそんな目で見られなきゃならないわけ？

「オレの発想は、そんなに不思議か？」

　肩かたで息をしながら、新傘は怒いかりに震ふるえている。

　オレは、圧勝でこのゲームを終えたいと思ってる。八ヤツ切ギリを見み逃のがすと決め相ソウ司ジを捉とらえている現状、あとは新傘を潰つぶせばオレの圧勝と言えるよな。だからもうもったいぶったりしないぜ。新傘は逃にがさない。お前が食いつきたくなるような、オレに挑いどみたくなるような情報はいくらでも見せてやるよ。

「疲つかれるよなぁ。同じ発想を持たない相手と付き合っていくのってホントに疲れるよ。そういう発想で、その程度の直感で、みんなはよくソルヴァナイトになろうとしてるよ。なぁ新傘、お前はどう思う？　ソルヴァナイトになれる人間は、他とは何が違ちがうんだろうな？」

　新傘は反応しない。黙だまってオレの話を聞くだけ。

「体力か、魔力か？　違う。そんなもんでトップをとっても世界は揺ゆるがない。それなら努力か、才能か？　いいや違う。努力か才能かと考えるのは、これから成功しようと考えている人間だけ、成功する方法を知らない人間だけだ。オレが教えてやる。人が天才として他者と区別されるための最も重要な違いは、直感インスピレーシヨンだよ。直感。わかるか？　新傘、お前はいったいこのゲーム、何を考えて戦ってた？　ポイントの奪うばい方、バッジの奪い方、上手な魔技の選び方。ルール内でガンバろうって、本当にそう思ってたわけ？　十二人も優ゆう秀しゆうなライバルがいるんだ、一人ずつ攻こう略りやくしていくより、システムまるごとねじ伏せた方が早いと思わない？」

　新ニイ傘カサはまだ何もしゃべらない。

　オレの目を見て話を聞くだけ。

　たぶん、待ってるんだ。オレの言葉を。

　オレが口を滑すべらせるのを。

「こんな柱が倒たおれそうになったら、普ふ通つうは先生が止めに来ると思わねー？　新傘みたいなまともな生徒が血ぃ流してぶっ倒れたら、必死こいて治ち療りようしに来るに決まってんじゃん？　でも実際はそうじゃなかった。なんでだと思う？」

　その答えを、誰だれも当てることはできなかった。

　いや、それを問題視した人間すらいなかったんじゃねーのかな。

「このゲームにはな……教師を閉じ込めるな、なんてルールはねーんだよ。そして、ゲーム中は一つしか魔マ技ギを使えない……そりゃあつまり、ゲーム外の場面で魔技を使いまくって策を弄ろうせよってことに決まってんじゃん。ゲームがはじまる前に、可能な限りの魔技を駆く使しして先生たちを閉じ込めちゃえばいいじゃん。そうすりゃ、反則なんて取られねーんだし。おっと怒おこるなよ？　オレにキレるのは筋すじ違ちがいだろ。ソルヴァの教師だぜ？　本気になれば、オレの魔技で塞ふさいだ程度じゃむりくり抜ぬけ出してくるに決まってんじゃん。でもそうしなかった。それはオレの発想を評価したからだ。誰にも怒られない世界じゃなきゃ、オレたちのイマジネーションは死んじまうよ。そう思わない？」

　共感してもらえなかったらしい。新傘は首を縦たてには振ふってくれない。

　別にいいよ。共感できないってことは、お前はオレに満たないってことだ。

「お前はどう？　お前は、他人とは違う発想を持ってるか？　お前の直感は、オレを上回る可能性を持ってるか？」

　絶対無理だろうけどさ。一応、聞いておかないとね。

「オレは弾たまの軌き道どうを変えることができる。オレは柱を倒すことができる。オレは岩を真っ二つにして、人間を挟はさむことができる。オレは人の足を地面にくっつけてやることもできる。さ、オレの魔技は、なーんだ？」

　有アリ坂サカは、『弾はじく』能力だと直感した。

　遠トオ野ノは、『ねじ曲げる』能力だと直感した。

　沢サワ里リは、『開く』能力だと直感した。

　どいつもこいつも、話にならねーよ。

　さぁ答えてくれよ、新傘。

〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれる優等生でも、このオレと同等以上の直感を持つヤツはいないんだって証明してくれ。

　新ニイ傘カサの表情は動かない。脳内で思考を深めてる。考えても答えなんて見つからないぜ。

　考え続けることでいつか正答に至ると思っているのは、レベルの低い発想しかしたことのないヤツだ。考え抜ぬくことでいつか正答に至ると思っているのは、学校のセンセーに与えられた問題にしか取り組んだことのないヤツだ。

　だからオレは、新傘には絶対にわかるはずがないと思ってた。高をくくっていたんだ。




「──開閉した」




　ぞっとした。

　その直感は、オレという人間の思考をトレースしたに等しい鋭えい敏びんなものだったから。

「二つのものをつなぎとめて、または一つのものを二分して、開閉したんだ。ドア……違ちがうな、そうじゃなくて、ドアを留めている……」

「──蝶ちよう番つがい」

　自分から口にせざるを得なかった。

　新傘に言い当てられることをおそれたんだと、自分でもわかってた。

「正解。オレの選んだ魔マ技ギは、『蝶番化付加ジングリマス・アギン』」

　全身がわきたつ。

　直感が駆かけ巡めぐる。

　間ま違ちがいない。

　こいつだ──こいつに勝てば、オレがソルヴァナイトだ。
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「大だい！　興こう！　奮ふん！　観客席はわきにわいております!!　新傘悟サトル、布フ木キ明アキラ、二人の選手が巨きよ大だいモニターを独どく占せん！　おそらくはこれが最後の戦いということになるでしょう!!」

「いいねぇ。クライマックスだねぇ。もえる展開だねぇ」

「相ソウ司ジ選手はバッジもマジックガンも奪うばわれ実質リタイア、八ヤツ切ギリ選手は積極的に戦いに参加する様子はありません。ということで、新傘選手・布木選手のどちらかが勝つんでしょうね」

「そうだな。私にははじめからわかっていたよ。勝つのはその二人のどちらかだろうとね」

「……後ろの席からブーイングが聞こえますが」

『学年一位に変わりないのですから、わたくしたちにもソルヴァナイトになる可能性はありましたよ』

「うるさいぞ雪ユキ流ナガレ。このゲームに何ら疑いを持つこともなく、ゲームを楽しんでただけのお前にソルヴァナイトなど百年早いんだよ」

「……脱だつ落らく者しやたち、みんな黙だまっちゃいましたよ」

「よく聞け一年ども。これが本当にソルヴァナイトを決めるだけの試合だと？　それにしては準備が整いすぎているとは思わなかったのか？　〝上うわ澄ずみの集中〟と呼ばれる十三人が、その十三人だけがうまくゲームに駆かり出された事実を不思議に思わなかったのか？」

「おやおや。一年生に対して厳しいですね」

「お前だって気づいてただろ、春日カスガ」

「ルールのことですか」

「そうだ。公式ルールから外れてるルールがいくつもある。生徒たちを魔マ技ギで競きそわせるためのルールが。用よう意い周しゆう到とうすぎる気がしないか。全科目のテストを終えたのは三日前だ。採点やら集計を終わらせるだけならわかるけど、三日でここまで用意できるものかな」

「以前から用意されていたステージでは、と？　テストが実じつ施しされるより前に……？」

「可能性の話だ。そもそもルールの設定が、十人程度での勝負であることをすでに想定しているように思わないか。バッジにしても、ゼロ距きよ離り射しや撃げきの脱落制度にしても、二、三人のゲームなら絶対に使われないはず」

「では、過去に同じような例があったのでは？　同点一位が複数人いてサバイバルゲームにより競わせた例が」

「ない。確認してある。同点一位なんて結果がまず存在しない。ペーパーテストだけならまだしも、実技まで同点扱あつかいにした例などかつてない。だからたとえば……はじめから彼らはサバイバルゲームをやる予定だったとしたら？　テストの結果勝負をしているのではなく……〝上澄みの集中〟を競わせるためにテストの難なん易い度どが調整されていたとしたら？　このゲームは人数調整ができるんだよ。実技の得点なんて、採点をした教師たちにしかわからないからな。ペーパーテスト以外を含ふくんでいる以上いくらでも得点調整ができるんだ」

　『陰いん謀ぼう論ろんってヤツじゃないすか』

「本当にそう思うか、有アリ坂サカ？　それならわざわざ観客席が設置されたのはなぜ？　全校生徒にお前らの戦いを見せたのはなぜだ？　そもそもこの試合を見ているのは本学の人間だけだと本当に思っていたか？　……何が正解なのかなんてことは問題じゃない。問題なのは、お前らがそんなことすら考えず、それを懐かい疑ぎし確認するような行動も取らなかったことだ」

「そこまで要求するのは酷こくですよ」

「いいや、ソルヴァナイトを名乗るなら当然の要求だ。お前らには何もわかってない。わかってないだけならまだしも疑問を抱いてすらいない。十年に一度ってレベルの天才がなぜ一度に十三人も現れたのか？　なぜお前らはここで魔技を使った銃じゆう撃げき戦せんの練習をさせられているのか？　負傷した新ニイ傘カサを教師陣じんが治ち療りようしに行かなかったのはなぜだ？　相手を傷つけてはならないというルールが加えられなかったのはなぜだ？　限りなく実戦に近い形でお前らが競わされていたのはなぜだ？　──見えない手に、自分が支配されている可能性をもっと恐きよう怖ふしろ」

「……珍めずらしく。生徒会長っぽい威い厳げんを感じます」

「ゲームを無視して好き勝手動いたヤツに社会の歯車を回す資格はない。無理解なルールに支配され、一いつ生しよう懸けん命めいガンバりましたってだけの歯車は周囲の流れに巻き込まれるのが精いっぱいだ。だからこれが最終決戦なんだ。ルールにとらわれず直感だけに従った布フ木キと、ルールを理解してそれを乗り越こえようとした新ニイ傘カサ。この直接対決の勝者こそが、今期のソルヴァナイトだ」
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　この勝負、明らかにオレが有利だ。

　新傘の魔マ技ギが『打ち抜ぬきリベット』だと相ソウ司ジたちに教えてもらってるから。それにこいつは、オレの『蝶番化付加ジングリマス・アギン』がどれほどの効果を持つか知らない。勝てる。絶対に。

「先に確認しとくけど、バッジは持ってるんだよな？」

「うん。僕ぼく、陸奥ムツくん、柚ユウ、西ニシ間マさん、キュウレイさん、それに沢サワ里リさんで六人分だ」

　新傘がポケットからバッジを取り出し見せてくる。そしてバッジをすべてポケットに戻もどしたところを見ると、やっぱり脱だつ落らく狙ねらいの戦いしかする気はないようだ。

「ポイントなら僕と沢里さんで90点近く削けずってる。十二のバッジを集めれば……僕を脱落させることさえできれば、文句なしに優勝だよ」

「わかった。それでいい」

　会話の終わりがそのまま戦せん闘とう開始の合図となった。

　牽けん制せいを兼かねたマジックガンの撃うち合い。攻こう撃げきの的中率はもちろんオレの方が上になる！

『蝶番化付加ジングリマス・アギン』ならどんなものに対しても蝶ちよう番つがいを付加することができる。だからマジックガンの銃じゆう弾だんに蝶番をつけ、銃弾を二つに開いてやれば、魔力のバランスが偏かたよって銃弾の方向を変えることができる……！

　だけど、新傘にはマジックガンの攻撃を当てても奪うばうポイントはない。これはただ、知らしめるためだけの行動だ。たとえ銃撃戦であろうと、オレがお前に劣おとることはない……！

　無む駄だなこう着を先に振ふり払はらったのは新傘だ。撃ち合う銃弾の中に、青い弾丸が急に紛まぎれ込んでくるようになった。

　これが『リベット』か！

　柱とステージギミックの木々を壁かべにして『リベット』を回かい避ひしつつ、オレは撃ち合いに応じることにする。『紫シ電デン』の使い道はまだある……新傘のマジックガンをぶっ壊こわす！　にぎやかしとして飛び交う銃弾の隙すき間まに、紫むらさきの弾丸と青い弾丸が混ざるようになる。

　だけどこの状じよう況きようは当然オレに有利だ。

　なぜなら、『紫シ電デン』ならステージギミックも柱も撃うち壊こわすことができるから。オレがマジックガン破は壊かいを狙ねらってるって可能性に新ニイ傘カサはたぶん気づいてる。あいつ、わざと自分の体に『紫シ電デン』を当ててガンを守ってやがる。

　……うっぜぇ状じよう況きようだなー。

　ずっとうぜぇと思ってたんだよなぁ……オレには、自分が一番だって感覚があるのにさぁ。なんでオレがワンオブゼムにならなきゃならないわけ？　一人、二人ならまだライバルが出来てうれしいってことで許してやったけどさぁ……十三人が一位なんて冗じよう談だんじゃねーよ。

　ポイントで上回っただけじゃ勝った気になれない。格の違ちがいを、見せつけてやんなきゃ気がすまねーんだよ。ド派手にやらなきゃ、バカな観客に伝わらない。だからオレはもう一度、周囲の木や柱に『蝶ちよう番つがい』をつける。

「逃にげた方がいいぜ」

　逃がす気はねーけど。

　オレは一いつ斉せいに、いま立っているすべてのギミックを新傘に向けて倒たおしてやった。

　連続する激しい地じ響ひびき。あっという間にガレキの山と化すグラウンド。その喧けん騒そうに隠かくれてオレは一気に新傘に近づいていく。

　あいつはオレを見失ってる──演技じゃない、いまなら絶対に決まる!!　新傘の視界から隠れたままオレは『紫シ電デン』を打ち上げる。そしてその軌き道どうを『蝶番化付加ジングリマス・アギン』でねじ曲げる──!!

「当たれぇぇぇっ!!」

　ガラにもなく叫さけんじまった。

　でも、気合を乗せた甲斐かいはあった。新傘の手にはもう何も握にぎられていない。人差し指を突つき出した右手を構えているだけで、オレに対する有効な攻こう撃げき手段を失っていた。

　オレはガレキの陰かげから出て、新傘の前に立った。オレの勝ちだ。そう宣言するつもりだった。でも、先に口を開いたのは新傘の方だった。

「布フ木キくん。教えてほしいことがあるんだ」

　おお、メイドノミヤゲってヤツか。

　オレが頷うなずくと、新傘はポケットから変な石を取り出した。

「なにそれ」

「柱の破片。僕ぼくと沢サワ里リさんに降ってきた柱のだよ。拾ってきたんだ」

「へぇ。それが？」

「あの柱は、マジックガンじゃ壊せない素材でできていた。素す手でで壊すこともできなかった。誰だれかが魔マ技ギで倒したんだ。それが沢里さんにぶつかると知りながら。それが沢里さんの体を押おしつぶしてしまうかもしれないと知りながら」

「……それで？」

「有アリ坂サカハジメ、『白図形エアダイス』。西ニシ間マ天テン狐コ、『レッドシュトラフ』。給キユウ黎レイ敬ケイ人ト、『色シキ波ナミ調律チユーン』。相ソウ司ジ建タテ男オ、『紫シ電デン一イツ閃セン』。陸奥ムツ陸リク、『過動オーバーアクセル』。小コ牧マキ柚ユウ、『光コウ化カ放ホウ仙セン』。牧マキ島シマ大オオ路ジ、『虎威借ジゴロ』。布フ木キ明アキラ、『蝶番化付加ジングリマス・アギン』。雪ユキ流ナガレさんと遠トオ野ノくん、それと八ヤツ切ギリさんを除のぞけば……柱を倒たおすことのできる魔マ技ギを選んだのは君しかいないんだ」

　積み上げるな、積み上げるな。

　この期に及およんでロジックなんかに会話を任せるなよ。

「そうかい。じゃあ、一いつ緒しよに戦ってた遠野や、あの時隠かくれて戦いをのぞいてた雪流もアヤシイんじゃないかな？」

「遠野くんはあの時僕ぼくの『リベット』で足を固定されてた。乱入した僕と交戦中だったんだ。そんな状じよう況きようで突とつ然ぜん僕から注意をそらして沢サワ里リさんを撃うち落とそうとする合理的理由がない。雪流さんが狙ねらって沢里さんを落としたのなら、あの場で直後にアクションを起こしても良かったのにそうしなかった」

　固い表情。激情を抑おさえ込んでるようなしゃべり方。聞きたいと言いつつ、オレと話そうとしているようには思えねーよ。糾きゆう弾だんしたいだけだろ？

「君がやったの？」

「なんだよ、新ニイ傘カサ。怒おこってんの？」

「怒ってるよ。平気で人を傷つけようとしたのが気に入らない。まったく後こう悔かいしていないだろう表情も気に入らない。どこか楽しんでいるようなその言い方も、糾弾されているいまなお反省する様子を見せないのも気に入らない」

　静かな怒いかりを感じる。

　これは相当にキレてんな。

「なにより……彼女を狙ったのが許せない。女の子を狙ったのが許せない。同じ学友を傷つけたのが許せない。沢里十二衣カサネを……傷つけたのが許せない……!!　僕は絶対に、君を勝たせるつもりはないっ!!」

　こいつがこんなにキレてんの、はじめて見た。

　はははっ、ウケる。

「負けの決まったこの状況で、よくそれが言えるよな、新傘。すげーよお前」

「布木くん」

「あ？」

「逃にげた方がいいよ」

「……あ？」

　新傘がオレの後ろを指さしていた。

　オレの足元に巨きよ大だいな影かげが落ちていた。

　慌あわてて後ろを振ふり向いた時には、その柱はすぐそこまで迫せまっていた。

「柱っ──!?　『リベット』か!!」

　周囲四本の柱はすべて倒たおしたと思ってたが、一本だけ新ニイ傘カサが『リベット』で止めてたのか!!

「ぐっ……!!」

『蝶番化付加ジングリマス・アギン』で柱の真ん中から横向きに曲げて──ダメだ間に合わないっ!!

　潰つぶされる……!!

　頭を両手で守り、オレはキツく目を閉じた。

　だけどいつまで経たっても柱が落ちてこない。

　なんだ……!?　またリベットか!?　オレに柱を落とすためにやったんじゃないのか？　そうじゃなくて隙すきを作るため……!?

「先生たちを閉じ込めたんだろ……それなら僕ぼくは、君を殴なぐることをためらわないっ!!」

　振ふり向くと、拳こぶしが見えた。次に空が見えた。

　痛みは首から。首がズキズキと痛むのを感じて、しばらくすると今度は左ひだり頰ほおが痛んでいることを自覚した。顔を、思い切り殴られたんだってことを、オレは自覚した。

「に、にいか……！」

　アゴが痛くてしゃべれねぇ……!!　くそっ、大人しそうな顔してコイツッ……!!　ケンカなんてしたことねーだろうに……全校生徒に見られてるこの状じよう況きようでよくも……!!　チクショーケンカなんてオレもしたことねーからよくわかんねーよ!!

　だけどこのままじゃいられない。這はいずるようにして柱の陰かげから急いで逃にげ出す。オレの足が陰から出たと同じくらいのタイミングで、『リベット』の効果が切れて、倒れかけの柱は完全に倒れ切った。

　急いで立ち上がり、オレは新傘の方を見る。ヤツの右みぎ拳こぶしが骨折でもして使い物にならなくなってたら面白かったんだけど、事実はそう思い通りにもいかない。

　新傘の手には、マジックガンが握にぎられていた。新傘のガンはさっき破は壊かいしたはず──いや、柱の落下や新傘のパンチが予想外で少し混乱してるだけだ。あれは、たぶん相ソウ司ジのマジックガンだ。いつの間にかオレが片方のガンを手放しちまったらしい。

　倒れてるオレよりも落ちてるマジックガンを優先して動いたってことは、新傘はまだ、このゲームでオレに勝つ気か……くそっ、ついさっきまでは勝ちが確定してたのに……!!

「新傘……マジックガンがほしかったのか？　また銃じゆうを手に入れたからって、オレを脱だつ落らくさせられると、本当にそう思ってるわけ？」

「布フ木キくんはわかってない。僕は言ったはずだ。僕が君を勝たせることは、絶対にないって。相司くんのマジックガンは……こう使うんだ」

　オレが見ている前で新傘は、拳を作っていた左手を少し開いた。そして自分の手のひらに向けてマジックガンを押おし当て、『紫シ電デン』を放った。

「……その左手、魔マ技ギでできてんの？」

　返事はなかった。どうやらそういうわけじゃなさそうだ。

　新ニイ傘カサはオレを無視して一心不乱に、自分の左手に向けて『紫シ電デン』を撃うつ。撃つ。撃つ。撃つ。撃つ。全部で六回。──六回？

「おい。まさか……」

　まさか──!?

　なんだこいつは……何を考えてこんなことをしてる!?

「バッジを……『紫シ電デン』で消したのか……!?」

「八ヤツ切ギリさんは現在26ポイントを抱えて、自分のバッジも持っている。合計31ポイントだ。対して布フ木キくんはポイントが０のバッジが六……合計は30ポイント。これで君の勝利条件は変わった。僕ぼくに勝っても意味がない。君は八切さんを見つけなきゃならない。残り時間はあとわずかだよ。もちろん僕は君を妨ぼう害がいする」

　この場面で、なぜそんなリスクをおかす!?　なぜ自分の点が減るような真似まねをする……!?

「新傘……！　勝つ気がないのか!?」

「君を勝たせる気がない。そう言ったはず。僕には勝ちより大事なことがある。ソルヴァナイトよりもなりたいものがある。僕の一番大事なものが何か──君に直感できる？」

　ソルヴァナイトよりなりたいもの……!?　そりゃもっと未来を見み据すえりゃそういうこともあるだろう。職業的な目標や、学生レベルではないところに理想を置いているならたしかにソルヴァナイト以上を目指すこともあるだろう。でも、いまはソルヴァナイト戦の最中だ。このゲーム中に、ソルヴァナイト以外のものを目指すなんてことがありえるか……!?

「わからないなら君の負けだ。君に探し切れるわけがない……！　君に八切さんを見つけることは絶対にできない!!」

　たしかに、『不可侵場シヨータイム』に隠かくれてる八切を魔マ技ギなしで探し出すことは不可能に近い……！

「八切は必ず見つける……！　そのためにも相ソウ司ジのマジックガン、返してもらうぜ！」

　今度はオレの番だ。

　やられっぱなしで黙だまってられるほど大人しくないよ、オレは。

　駆かけ寄る。拳こぶしを引く。逃にげようったってそうはいかない。『蝶ちよう番つがい』で両足を地面に固定する！　ゼロ距きよ離り射しや撃げきだけはされないように気をつけて、あとはまっすぐ殴なぐるだけ！　筋力には自信ないけど……新傘に負けるほどひ弱くもない!!　両手でのガードの上から、新傘の顔に思い切り拳を叩たたきつけた。そして新傘が怯ひるんだ隙すきを突ついて、マジックガンを奪うばい取ってやった。

「返してもらうぞ、新傘！」

　相司のマジックガンさえあれば『紫シ電デン』が使える！　『紫シ電デン』を四方にぶちかまして、そして八切を探すしかない！　とにもかくにもまずは一発、魔力を込めてぶっ放す！

　まずはこっちから！　紫むらさきの弾だん丸がんが、何もない中空をまっすぐに飛んでいく！　すると弾丸は数十メートル離はなれたところで突とつ然ぜん何かにぶつかって止まった。

　魔ま力りよくが霧む散さんする。そして何もなかった場所から、八ヤツ切ギリが姿を現した。

　い、一発で当たっちゃうの？

　……オレの直感、すごくない？
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　まぁ、文学的な表現をするなら、それは恋こいに落ちた一いつ瞬しゆんみたいなものよね。

　雷かみなりのように突とつ然ぜんズドンと体を貫つらぬく一筋の衝しよう撃げき。

　いつの間にか全身に満ちる強きよう烈れつな本能の出現。

　気づけば私の『不可侵場シヨータイム』はさらりと風に消え、代わりにダークサイドに堕おちたみたいな笑顔の布フ木キくんと、戦場に放り込まれてどうにか三年生き延びたみたいな顔した新ニイ傘カサくんが、私をじっとりとにらんでいる……。

　いや、なんで『不可侵場シヨータイム』が壊こわれてるの？

　なんで男の子二人が私の体を熱く見つめてるの？

　私の目は右往左往。布木くんに、新傘くんに、ピントを合わせてはまたズラして、二人の姿を交こう互ごに見つめて私はひたすら混乱してる。え。え。え。なにこれ？

「なるほどな。わかった。直感したぞ、新傘。お前が自分の勝利より優先したもの。名めい誉よ以上にお前の心を満たすものの正体。──ラヴだな。間ま違ちがいない」

　…………は？

　布木くん、突然何を言い出すの？　ボケ？

「オレが八切を見つけられないと読んだのは、新傘が八切の魔マ技ギを知っていたから……お前ら二人は繫つながってた。お前は八切を勝たせようとした。──ラヴだな。間違いない」

　…………へ？

　なになになになにどういうこと!?

　二人は一いつ斉せいに、私に向かって走り出した。

　ひっ……ヒィィィィ!?

「なんで私を追いかけるのよおおおおおおおおおおお!!」

　走る！　走る！　走る私！

　はぁぁぁぁん撃うたれてる！　背中に銃じゆう弾だんが！　背中よりちょっと下の部分に銃弾が集中してヒットしてる！　衝撃が体を貫いて私の下腹部にまで行き届いてるわ!!

　あああどんどん点が失われていくぅぅ……！　第六クォーターまで守り抜ぬいてきた虎とらの子の26点がぁぁぁっ……!!

　気のせいでもなんでもなく、私、このゲームがはじまってからのぞき見と敗走しかしてないんですけど!?

「足が……!?　『リベット』か！　くそ、ジャマするなっ!!」

「八ヤツ切ギリさん逃にげて！　逃げ切ってもう一度『不可侵場シヨータイム』に!!」

　取り合ってる！　二人の男子が私を取り合ってる……!!　たしかにそういうシチュエーションには憧あこがれてたけど！　でもこの状じよう況きようでそんなことされても困るからっ!!

　あああああ男子二人が戦ってる！　私の後ろで戦ってる！　私を逃がすか狩かるかで言い争っているみたいね……！　どっちも私のことを見み逃のがすって言ってくれたはずなのにっ……！　女との約束を裏切る男なんてダメよっ私はもう新ニイ傘カサくんを応おう援えんすることにする！　てゆーか私を逃がしてくれそうな方を応援することにする！

　二人は足を止めて戦ってる！　撃うち合いだかにらみ合いだかわからない戦いをしてる！　いまのうちに逃げるのよ！　逃げ切るのよ、なつめ！

　見守っててねママ、ビアンカ、フレドリカ！

　走る！　走る！　走る私！

　どっちに向かってんだかわかんないけどとりあえず足を動かす！

　右に左に曲がりに曲がり、二人の姿が見えなくなるところまで……ってなにこれっ！

　柱が倒たおれてる!!　ここで激しい戦せん闘とうでもあったのかしら……？

「八切っ……！　待てっ……！」

　なんかねっとりとしたイケメンボイスが聞こえたわ！

　地じ縛ばく霊れいか相ソウ司ジくんのどちらかだと思うけど、おそらくこの紳しん士し的てきな名前の呼び方は相司くん！　声の方に目を向けると、そこには世にも奇き妙みような趣しゆ味みの男の子が！

「えぇぇ……!?　何!?　なんで岩に挟はさまってるの……!?」

　いいいいったいどういう趣味なの……!?

「脱だつ落らくさせろ!!　俺おれを!!」

「ええええ!?　どどどどうして……!?」

　なんで!?

　もう半分脱落してるようなものじゃない！　脱落っていうか没ぼつ入にゆうっていうか、もう下半身はダメになってるようなもんじゃない……!?　これ以上私が手を汚よごす必要があるのかしら!?

「『紫シ電デン』があるうちはお前も新傘も勝ち目がない……！　俺の魔マ技ギを、これ以上好き勝手に使われたくない……！　早く、俺を脱落させろ！」
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　布フ木キくんは八切さんを追うのをやめて、足を止めて僕ぼくと向かい合った。八切さんのポイントが30未満になり、これ以上八ヤツ切ギリさんを追う必要がないからだ。現時点での最高得点保持者は、バッジ六つを持つ自分だから。

「そういえばさー、八切のポイントは26しかなかったんだよな。なんでこんなにゲームの合計点数が少なくなってんの？　新ニイ傘カサ知ってるんだろ？」

　雑談を持ち掛かけてる。時間を潰つぶそうとしてる。それは僕ぼくにとっても、悪いことじゃない。

「……君のマジックガンを片方貸してくれたら、教えてあげられるんだけど」

「マジか。ハイ」

　布フ木キくんの考え方は、本当に人とは違ちがうみたいだ。僕なら絶対に渡わたさない。だけど彼は迷うことなく、僕に向かってマジックガンを投げて寄よ越こした。『紫シ電デン』の組み込まれた相ソウ司ジくんのガンではなく、何ら特とく殊しゆな性質のない自分のガンの方だ。

　罠わなかな……いや、銃じゆうがほしいと言ったのは僕の方だ。

　お礼に彼の期待にも、応こたえてあげることにしよう。僕は自分の腕うでに向けてマジックガンを撃うつ。さっきの攻こう防ぼうで稼かせいだ分の数字。十二発。

「自殺点……あーなるほど……だから新傘と沢サワ里リは０点だったのか。納得」

「いまの攻防でさらに12点分を削けずることができたよ。もうこのゲームに残っているポイントは、八切さんの持つ14ポイント分だけだ。バッジ三つの差で、ゲームの勝敗が決まる」

「オレのバッジは六つだけど？　オレを勝たせない、みたいなことを言ってたくせに、それじゃイミねーじゃん」

　布木くんは、呆あきれたようにため息を吐ついた。

「お前、オレに勝てる気でいんの？　一発ぶん殴なぐられたからって別に、新傘に負けたとは思ってないし。ちゃんと殴り返したし」

　布木くんは積極的な交戦を避さけてる。本当なら八切さんを追うべきなのに、こうして僕に話を振ふって時間が過ぎるのを待ってる。このままなら自分が優位に立ったままゲームが終わると確信してるからだ。

　時間稼ぎはのぞむところ。彼をこの場所に引き留めておくだけで、彼の勝利を阻そ止しできるだろうって僕は読んでいるから。策はもう仕込んである。うまくいくかどうかは、賭かけだけど。

　いつの間にか、布木くんは自分のバッジを再び胸むねにつけ直していた。

　もう誰だれも脱だつ落らくさせる必要がないからだ。八切さんや僕を脱落させるメリットより、自分を不意討うちから守る方が得だと考えているからだ。

　こうなるともう僕には打つ手がない。ポイントを奪うばうことに意味はないし、脱落させられないんじゃ攻こう撃げきする意味がない。

　だけど僕は、闘とう志しを失ったわけじゃない。だから視線だけは外さなかった。

「いやーな目してるな。どうすんの？　やるの？」

「僕にも、意地くらいあるから」

「それはつまり、オレをもう一発殴なぐってやるって意味？」

　僕ぼくはうなずく。そして、渡わたされたマジックガンを脇わきに投げ捨てた。

　殴り合いのケンカをしたいとは思ってなかったけど……布フ木キくんがそう思い込んでるなら、この流れに乗るべきだ。

「そうだな。魔マ技ギで競きそい合えなんて言われてないもんな。よし、やろうか、新ニイ傘カサ」

　自信があるようには見えなかった。体格だけを見ても、布木くんだってケンカが得意そうには思えない。それでも彼はマジックガンをその場に捨てて、代わりに拳こぶしを作った。

　──心臓が跳はねる。

　体は動く。いつも以上にキレている。

　頭も動く。疲つかれはあるけど、思考が途と切ぎれるほどじゃない。

　ただ心臓だけが大きく、激しく鼓こ動どうしている。血が体を駆かけ巡めぐる。緊きん張ちようのせいなのかな、これは。僕はずっと、この緊張を避さけてきた。結果のわからない挑ちよう戦せんを。それに付ふ随ずいするプレッシャーを。いろいろと理由をつけて、僕はずっとこの恐きよう怖ふから逃にげてきた。

　だから──だからもう、逃げたくない！

「付き合ってもらっちゃって、ゴメンね」

「いいって。柱を倒たおしたお詫わびだな」

　よく言うよ……。僕は自然と笑った。布木くんも笑っていた。

　向かい合って、僕らは同時に走り出した。距きよ離りが近づく。顔がよく見える。手が届く。そして僕らは拳を突つき出した。精いっぱいに、できるかぎりの力を込めて、僕は拳を振ふり回した。だけど僕の手は空を切るだけで、布木くんを捉とらえることなく空振った。

　身長差やリーチは言い訳にならない。布木くんは僕のパンチをしっかり見極めたうえでかわし、そのうえで、僕の顔に自分の拳をめり込ませてきたから。激しい痛みを受けて、僕は立っていることすらできず地面に転がった。

「オレの勝ちだ、新傘」

　頭上から布木くんの勝ち誇ほこった声が落ちてきた。

　子どもっぽい純じゆん粋すいな笑顔で、彼は倒れた僕を見下ろしていた。

「オレの勝ちだ。オレがソルヴァナイトだ」

　……それはどうかな。

　地面に倒れたまま、僕は顔を横に傾かたむけた。

　視線の先に、あるべきものがなくなっているのを確認して、僕は自分の勝ちを知った。




　不意に、風が流れた。

　グラウンドを包んでいた見えない魔マ技ギの膜まくが消えたせいだ。

　そして、それまで防がれていた観客席からの声がドッと降ってきた。

　見み渡わたす限りの人、人、人……。

　いやいやいくらなんでも多すぎっ！　絶対に数百人じゃすまない！　うちの在校生は全部で九百人くらいのはずなのにっ！　こんな大がかりなイベントになっていたのか！

　ソルヴァナイトを決める戦い。〝上うわ澄ずみの集中〟全員の乱戦。やっぱりこれは、予定されていたゲームだったのか……。

「タイムアップだね。オレの勝ちだ……オレがソルヴァナイトだ……！」

　ゲーム終了を知って気が抜ぬけたのか、布フ木キくんはその場にぺたんと座り込んだ。

「よっ……しゃー……あー疲つかれた……」

　歓かん喜きではなく安あん堵どに満ちた雰ふん囲い気き。

　ゴメンね、布木くん。たぶん、勝ったのは君じゃないんだ。

　巨きよ大だいモニターに校長の顔がアップで映る。

　実に満足そうな、耳をつんざくような校長先生の声が、勝負の終わりを告げた。




「試合終了おおおおお～!!　第一学年第一学期ソルヴァナイトの名めい誉よはぁぁ………!!　八ヤツ切ギリなつめ選手のものだああああああああああああああああっ!!」




　バカな、と布木くんが小声でつぶやいた。

　いまのは何かの間ま違ちがいだと校長が言ってくれるのを待つかのように、じっとモニターを見つめている。だけど巨大モニターにはもう校長の姿は映っていなかった。

　そこには、口元を手で隠かくして恥はずかしそうにしている八切さんが見えるだけ。

　モニターは、ソルヴァナイトの称しよう号ごうを手にした彼女を祝福する映像を流していた。

「噓うそだ……ありえない……オレが最高得点のはずだ……オレが……!!」

「ゴメンね、布木くん」

「お前か!?　何をした……!?」

　僕ぼくは気づいてた。

　さっきまでそこに落ちていた相ソウ司ジくんのマジックガンが、いつの間にか消えていたから。誰だれかが相司くんを脱だつ落らくさせたんだとわかってたから。

「僕が持っていた六つのバッジ。あれ、『紫シ電デン』で壊こわしてなんかいないんだ。そう見せただけ。バッジは、岩に挟はさまれて身動きの取れなくなっていた相司くんに渡わたしたんだ。彼の了解を得て、預かってもらってたんだ。『紫シ電デン』の魔マ技ギを確保するために、布木くんは絶対に相司くんを脱落させたりはしないだろうと思ってたし」

「はぁ……!?　い、いや、それなら相司とオレが同点になるはずじゃ……!?」

「だから。八切さんが、相司くんを脱落させて、彼の持っていた六つのバッジを手に入れたんだよ。これでバッジが七つ。後は布木くんの持つバッジ以外のポイントが、八切さんと比べて５点上回らないように気をつけるだけ……」

　僕ぼくはずっと注意して数えてた。布フ木キくんの持っている現在のポイントは４……。八ヤツ切ギリさんから８点奪い、そのあと僕に４点奪われた。八切さんは10点くらい残しているはずだから、ポイントでも布木くんは八切さんに勝てなかったことになる。

「まさか……本当に……？　本当に、ソルヴァナイトになるつもりがなかったのか……？」

「言ったはずだよ。僕の目には、それ以上に魅み力りよく的てきに映るものがあるんだ」

　ゲームが終わって気が抜ぬけたのは布木くんだけじゃない。僕も倒たおれたまま、起き上がる気力すらちっともわかなかった。ただ真昼の空を見上げて、僕は瞳ひとみを閉じた。

　布木くんの勝ちは阻そ止しした。でも、僕自身はソルヴァナイトになれなかった。

　次じ善ぜんの結果。万年二位……。

「また……一番にはなれなかった……かぁ……」
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　表ひよう彰しよう式しきが終わって、僕ぼくらは続々とグラウンドから離はなれていった。

　結局僕は、ソルヴァナイトになれなかった。

　残ったのは、体中の疲つかれと、西ニシ間マさんキュウレイさんに与えられた痛みの記き憶おくと、ほんのわずか沢サワ里リさんと会話できた思い出だけだ。はは、情けなくて涙なみだが出そうだね。

　僕の背中に歓かん声せいが突つき刺ささっている。それは僕ではなく、八ヤツ切ギリさんに向けられた声。新たなソルヴァナイトに注がれた希望の声だ。

　まだ他の生徒たちはみんな観客席に座っているから、グラウンドを出て校舎に向かうとそこには僕ら十三人しかいなかった。いや、十三人もいない。ここには、十二人しかいない。沢里さんはどこに……？

　いつしか、お互たがいの健けん闘とうをたたえる雰ふん囲い気きが出来上がっていた。ゲーム中に交戦した人たちがあっちこっちで話をしている。キュウレイさんと西間さんの間には確かく執しつができたみたいだけど……それ以外はみんな関係を壊こわすことなく良好に終われたみたい。なぜか布フ木キくんも。

　でも、沢里さんだけがここにいない。

　自然と彼女を目で探していた僕に、陸奥ムツくんが声をかけてきた。

「お疲れ、新ニイ傘カサくん！　楽しかったね！　またやろうよ！　一いつ緒しよにサバゲ部入らない!?」

「陸奥くん……誘さそってくれるのは嬉うれしいけど、でもサバゲはもうこりごりかな……ハハハ……」

　続いて、雪ユキ流ナガレさん。

「おめでとうございます、新傘くん。素晴らしいゲームでした」

「あ、ありがとう雪流さん……勝てなかったことは残念だけど……」

　西間さんと、大オオ路ジくんも。

「すごかったねー！　布木くんも新傘くんも！　それにもちろん、大路くんもー♡」

「うっせーんだよイヤミかおめーは!!　いやぁそれよりお疲れさん新傘！　おれはお前を応おう援えんしてたんだぜ？　いやもうこれホント！」

「最初に僕を騙だまして西間さんと戦わせたの大路くんじゃん……」

　嚙かまれたの、ホントに痛かったんだからね？

「おめー頭いいなオイ!!」

「お見事だった」

「遠トオ野ノくん……相ソウ司ジくん……ありがとう」

　結局、僕、二人とは戦えなかったんだよね。

　僕が戦ったのは、陸奥くんと柚ユウとキュウレイさんと、あと布木くんの四人だけだ。

　キュウレイさんと布フ木キくん、ゲーム前に二人はまったく関係がなかったはずだけど、てゆーかゲーム中にも関わってなかったと思うけど、なぜか二人は一いつ緒しよに、地面に座り込んでた。

「うわあああああああん負けたあああああああああ!!」

「よしよし…………あ、新ニイ傘カサくんお疲れさま」

「う、うん」

　なんで布木くん泣ないてるんだろう。しかもなんでキュウレイさんが慰なぐさめてるんだろう。意外過ぎる組み合わせだ……。

「ガンバったみたいね。ゲーム中、ガッカリとか言っちゃってゴメンね」

「うん、気にしないでキュウレイさん……布木くんをよろしく」

「ええ、落ち着かせておくわ」

　二人から離はなれると、後ろにいた八ヤツ切ギリさんにぶつかってしまった。

「おめでとう新傘くん……」

「へ……？　あ、ありがとう」

「……あれ？　勝ったのって、私よね……？」

「もちろんだよ。素晴らしい戦略だったよ、おめでとう」

「ありがとう……でもおかしいわ……勝ったのは私なのに……どういうことなのママ、ビアンカ、フレドリカ……」

　び、びあんか？

　ぶつぶつと何かを呟つぶやきながら、八切さんはふらふらと歩いていってしまった。

　今度は有アリ坂サカくんと柚ユウが「こっちに来い」と手でジェスチャーしてるから、僕ぼくはそっちの方に行くことに。

「おつかれ、にーくん。約束忘れてないよね？」

「もちろんだよ、柚。でもまた明日にしてね。今日は疲れた……」

　柚は元気に笑っている。なんか目元が赤いような気もしたけれど……ゴメンね、明日、ちゃんとフォローいれるからさ。

「お疲れ」

「うん、有坂くん」

「勝者が誰だれか、みんなわかってる。ヒーローが誰か、みんな知ってる」

「あ……あはは……」

「さっき校舎ん中に入っていくのを見た。便所ってこともねーだろう。みんなの前じゃ話せねーんだろ。早く行ってやれよ」

　その言葉の意味を即そく座ざに理解する。柚が笑顔で校舎を指さす。

　僕は早歩きで──走って、校舎に向かった。




　まだ陽ひの高く昇のぼる中、校舎に人ひと影かげがないのは新しん鮮せんだった。

　いつもの教室。でもいつもとは違ちがう気分。

　一番見慣れているはずの、僕ぼくが普ふ段だん使っている教室に、彼女はいた。

　教室の真ん中、僕の机の上に座っていた。僕の席、知ってたんだ。

「えっと……ゴメンね、勝てなかった」

　沢サワ里リさんは答えない。

　いつものようなとげとげしさのない瞳ひとみで、何も書かれてない黒板をじっと見つめてる。

「必ず勝てると言ったんだけど、ゴメン、でも──」

「新ニイ傘カサ」

　僕の言葉を遮さえぎるように、沢里さんが僕の名前を呼んだ。

「ポケットの中、見せてよ」

「え？」

　ポケットの中。

　血だらけのハンカチ。

「あたしに言いたい言葉があるんでしょ？」

　あ──。

　そうだ。そんな話をしたかもしれない。

　僕はなんて言ったっけ？

　ええと、たしか、たしか、『僕の大切な言葉はずっとポケットの中だ』って──。




「あたしの名前は沢里十二衣カサネ。余計な言葉は要らないから」
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　　　あとがき




　まず申し上げておきたいのは、作者である私は学校のテストで一番という成績をいただいたことはないということです。

　一番を取ったことがないということは、当然に自分より順位が上の人物がいるということで、中学生の頃ころより私は「この私よりも高得点を取るとはいったいどういう生き物だ、少なくとも人間というくくりを超こえた化け物の所業でなければ納得できない」くらいの気持ちでいたのですが、いざ学年一位の男と話をしてみるとこれがなんと普ふ通つうの少年でございました。そして「一位を取るというのはいかなる気分か」と私が問うと、彼は「二位より上ってだけだろ」と、そんなごく当たり前の言葉を返してくるのでした。中学生だった私はその雑な返事に、「なんと不ふ遜そんな、人知を超えた孤こ独どくな化け物め、人間の世界に引きずりおろしてくれる」と英えい雄ゆう然ぜんとした心持ちで勉強に励はげんだものです。

　しかし大人になったいま思い返すと、彼の返答はまさに、学校という競争社会をあがいた私たちの立場、その核かく心しんを突つく鋭するどい発想だったのです。

　一位であるということは、二位より上であるということで、それ以上の意味はございません。それは結局のところ、限られたグループの中の、その中で一位を取ったというだけで、いわば部屋の中で一番天井に近い位置にいるというだけのことなのです。

　人の才能は減点方式では測れない。天井に一番近いのは誰だれかではなく、一番空に向かって飛べたのは誰かという発想で触ふれなければ、才能を育てることはできないのです。

　才能を育てたことのない私が偉えらそうにそれを語るのは、傲ごう慢まんに過ぎるかもしれません。しかし私も、脳内では人生において負けたことがございませんし、一位以外の順位を取ったこともそうありません。脳内ではすべてのテストで一位を取りました。文学賞も総なめにしました。脳内ではドラフト一いち巡じゆん目めで巨きよ人じんに指名されました。五年目に肩かたを壊こわして打者転向し、頭に死球を受けてこの世を去りました。だから一位になったつもりで本を書くのもどうかお許しいただきたいと思います。なんかもう何を言いたいのかわからなくなってきたのでもう締しめます。

　本作は、ページ数の多さもあって難なん航こうさせてしまいましたが、関わってくださったみなさまの尽じん力りよくによって無事満足のいくものに仕上がりました。メインキャスト十三人とかいう無茶振ぶりに応えてくださったイラストレーターの雛ひな咲さきさん、「西ニシ間マ可愛かわいい」ばっかり言ってた担当編集の清きよ瀬せさん、他にも名を知る機会のなかった多くの方々……そして何より、ファンレター等で励ましてくださった読者の皆みな様さま方がたに心からの謝意を述べさせていただきたいと思います。本当にありがとうございます。これからも誠せい心しん誠せい意い努力していく所存ですので、なにとぞよろしくお願いいたします。十じゆつ階かい堂どう一いつ系けいでございました。
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十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい

最近のマイブームは適当なフリーマーケットで売りに出されている怪しげなツボを見ながら「こ、これは!?」と驚き腰を抜かして目を見開いては売り主の期待をあおりまくること、十階堂一系ですどうぞよろしく。
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イラスト／雛ひな咲さき

今年に入ってから随分久しぶりにギャルゲーをやりました。

学園物ってのはいいですね。

主人公もヒロインも羨ましい限りです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「十階堂一系先生」係

「雛咲先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





十じゅう三さん矛む盾じゅんの魔技使いソルヴァナイト








十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい





発　行　　　　2015年4月16日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2014 JYUKKAIDOU IKKEI





※2014年11月8日発行の電撃文庫『十三矛盾の魔技使い』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p160.jpg
- ‘,_ | RN RN






item/image/p042.jpg
) By

ﬁﬁ': x (N RRZARIS _






item/image/p163.jpg
R~ EB E\ [EEUKENVBID H o R |
VRSB PBIOLHS | N\l

Emﬁﬂam [£NTADN]





item/image/p284.jpg
e VA o AN AR S B CIas [
e (VR QIR |41 0 4 R0\ B TEEN
nﬂgﬁ DIYRPPLRT—— |\ N DNT N LN IVASS





item/image/p283.jpg
EREHERY VIR INE S BRI O S\ K<DEDN S\
V=D ANRES\BESRER\IMETmLE S\ RRI

BBKEE e





item/image/cover.jpg





item/image/p156.jpg
RIRER (1 [#m) \REH [QwdoNL]

KB4 1 [ e






item/image/p277.jpg
SR B o4 SR K ) A S RES SRR S

A





item/image/p033.jpg
RRRRK 0

_m_____mm_ﬂmq TR RA N K]





item/image/p154.jpg
EE/ e KOMEEOK 35\ EHDIQR S M S K I+ O






item/image/p313.jpg
S Ul cmom < BEI<OHK O KR UNNREDO





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p153.jpg





item/image/p030.jpg
- . K-V

ﬁ*“ INWR#®NT






item/image/p267.jpg
XISER (1 1Em) RS [QWdoNR] \
OESERRIVUSEERNINKLRRSEER | FO85\

‘..n._mﬁ___._l__._ﬁ??ne:‘ BT «\H> L | BOHS






item/image/p145.jpg





item/image/p265.jpg
O\ P BRCERIMESKE \ VUM NRBIKIVE O VSN
) NAZLDREFIZLIHE O 5V 5 0HR K \ QI B I S {04V < o\

Amujw :.\ujwz.sufru/uﬁ Vil O WaD






item/image/p022.jpg
EREE YV VHERINE SR KRM DS






item/image/p147.jpg
— ) IR PONNESNON: 2 VSIS s TEVETEN
‘ IREHI | [N 0 L RO

ﬁaF H__x.n»,;ﬂ_hw»“.um






item/image/p301.jpg
R VA :c:oRMAND A QK F UG RRELR [L—v2] \
N VR <t | [ 0 RO\ ST TTE
NI DN LM OOV 48 5 \ KB ED -5 34

ﬁaﬁ :L«nvv‘wm‘u‘w ] \






item/image/gaiji-excl3.png





item/image/logo-dengeki.png





item/image/p061.jpg
f EREERYVHELINE SRR D 5\ R<DEDRN S






item/image/p182.jpg
BEHN\LOR-ID Y-





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		開始前　〝十三分の一〟



		第一クォーター　〝減点方式じゃ測れない〟



		第二クォーター　〝抜け目ないヤツだな〟



		第三クォーター　〝ものすごく楽しそうだね〟



		第四クォーター　〝わたしのポイントはあげない〟



		第五クォーター　〝全部君の話だ〟



		第六クォーター　〝その左手、魔技でできてんの？〟



		試合終了後　〝余計な言葉は要らない〟



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p340.jpg
ISER (1 1Em) RS [Q0doNR] \
OESERRAVUSEIERNINKLRRSEER | FO85\
WNVH D LD | B S\ S RKHAE\ RN N L E S\ &R






item/image/p185.jpg





item/image/p058.jpg
QBRI oo





item/image/p056.jpg
BKER - MO iRl KOMEROL TS






item/image/p210.jpg
O\ > BRSEBEMXSRE \ UM ANREHKIVE O S0\

AW.—P’O D w EETEYET) 7VFU._u+.t&,_,ﬁEE&OUfwéﬁﬁﬁ/.ﬁé_uﬁﬁw.ﬁ#ﬁ&ﬁN%






item/image/p055.jpg





item/image/p176.jpg
B SISHEARMANI DA™K\ SRNAR [H—v] \
| IREHIR | 0RO\ TR

IIM&.F H__/.ntmww,_mm ]





item/image/p216.jpg
ERBHA 1 R ee

BUSER (1 $m) \RS|D [QudoNR] \
ODESHESINAVSE IR





item/image/p337.jpg





item/image/p213.jpg





item/image/p334.jpg
e VA o AN AR S B CIas [
e (VR QIR |41 0 RO\ B ZEBIN NI DN T\ 158
nﬂﬁ.ﬁ HIFSrERI=—l\ NIV 3 5 \ KBV ED IR\ R S\ O > NhK £





item/image/kuchie-001.jpg
“iL?ﬂE@lEﬁﬁb )

THEY WONT KNOWTHAT IT IS lNT = OI‘AN ENCOUNTER. '

)i |
¥
\ s Lwéwwm

+EE—%
\\\ e B

Designed by
AFTERGLOW






item/image/photo.jpg





item/image/p290.jpg
BIRER (1 1#m) \REE QDo \
MESHFRNAUSEIEENINKLRIRSEES | RSN\
RV H DN L3P | BOBSN\ERKHE

KB R





item/image/p294.jpg
HofbH \ K BREESER \ K\ - S XA \ERES N\
REERDPS\ESLUSOR/RLS





item/image/p172.jpg
B ot R SR XN






item/image/p168.jpg
O\ M M ERCEEMKORE \UNNRBEHKIVE OV S1eIE\

Aw_—rlo D w (Fakahakl 7»FUt@$&EanuTuéﬁﬁﬁ






item/image/p200.jpg
KRN EORIMN IR SF I Y

j‘ um Mr#AD]
v iy





item/image/p205.jpg
‘«wau‘§$$/$%maﬁ/$§/fvx>/wﬁ@u

ﬁﬁl.. x :/Jﬁ/.n JXH





item/image/p326.jpg
o= SR R AN D AR F QI8 [L—v2] \
, IV PR 1210 | 45 0 {00 SO ZEBIN NI D AT N\ L33
BRGFHD vremai— S RN e






item/image/kuchie-002.jpg
BB MR =R-&H





item/image/p324.jpg
l T EE 185 \ DR S\ MI S LB IT T\

RSB KB KINDIKU— 2N\ MM f iV IEDRUE - HEROS
2/ .—E E / S 1l mg—’_u IRV RS IRRE 5\ R VR T MVHIE L NN R R S R\
HL6 1 TR NNV R B -H TP ERIR (St VR Qv 54






item/image/p048.jpg





item/image/p202.jpg
| Ry VRN QR RIE S 5\ X <DEPM S\
U b NRES R R

BB o





item/image/p323.jpg





item/image/p329.jpg
{ pp=_ BURE (1 1) RS [R0D0NQ \
e\ S SO G A UG N LRSS | FOM5N
B -1 R oo/~ o R PN R AN






item/image/p081.jpg
KiEH






item/image/p087.jpg
R~ ESE

mﬁ“ﬂﬂam [ZRNSADN]





item/image/p362.jpg
O\ > HERSERIPMEORE \UNNREHZKIVE OV 5ruE\
NALDIRBFELHE O S 5 r0BRIEK N\ G B ME S QMY < e\
ViV O HRINIPRA Y

Awu D w [FDHDHDX]






item/image/p232.jpg
KR DINE O LIN IR SFCEHTF N
: mum Ay FAS] I K B OBl - Y






item/image/p077.jpg
O\ M ERCERIMISRE

ZBRHNQ





item/image/p352.jpg
KBSV QN REI< S 1K O MhUKER \ U N\ Rk
R — DB\ R

e\

ﬁ*“ INdRHENT  —  — ] S





item/image/p116.jpg
SRR GO\ R BIHHIR

_m____mmgq TR R~ ]





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg
Jyukkaidou Ikkei presents

THE SOLVER-KNIGHT
ISONE AND ONLY.

They won’t know that
it is intersects not an encounter.





item/image/p191.jpg
AR KEEIO\REHE\ B8N

BTHSHE & v ceses





item/image/p069.jpg
RS (I ] 4m)

K1 R e






item/image/p344.jpg
e U (oo EEI<CHK ORI UM\ BB R — R0

m*m IN#R#NT -





item/image/p101.jpg





item/image/p222.jpg
g KONVERO IS S\ EHDIQS S\ MM SR - O\

e E_E/ S e , MG BEKINIKU—R-ZNIN

M5k IV IEPRIE - HEROCUIEVERCITRRD S






item/image/p221.jpg





item/image/p187.jpg
HOMERIVTS S\ DI85 \ M S KB4 1\
_EE/ i R IR Q B K UND KAU— %N

:/






item/image/p106.jpg
IIM&.F H__/.nvmwm,ww \ A\

B TSHWRMANI MK\ SR (-]






item/image/p104.jpg
EE/ e KOMVEEON B85\ WHEDERL S






item/image/p103.jpg
mEE
3”
m\






item/image/p224.jpg
: e EREEY VHERIDE QR R 5 \ K< DEDR S\
RUIBK S vravesar V— D ANRES IBESBEE\ HETmLES






item/image/p349.jpg
P KON EE O S \ IR S \ M ST O\
R SEE B KINDIKU— V2 NI\ MM iV IEDRE - HEROSUIEY
HOWRRE S \ R VR T ANVHIEL NN NS VW hE -\

HOLE 6 1 H IR NNV R B -HIEHPERIR S HI VR R QY S\ I S X — P BIK K85

s ﬁa/ T T





item/image/p380.jpg





item/image/p262.jpg
= Ul (i< REI<OKO R

ﬁ*m INHRHNT e






item/image/p260.jpg
, N KOMER W65\ @HEDERHSS MM LB+ O\ EWS
KOS E_E/ﬁm RS I UND KU — U2 1) U\ IS VBRI - $206
I VB IR S\ RIR I VR MVHIKL NN R LS B ik






item/image/p012.jpg
S e Tl STCENRMANI DK

Ilﬂa.ﬁ UivRsszal— A\






item/image/p133.jpg





item/image/p011.jpg
Y





item/image/p374.jpg
&) S WA G0 AN DK UG (-] \ IR
= W= = RSO T s A N NN PNIE. VN 3 VT IeON
ERGHHD o ronzar

| KB VED IR\ RSN\ O N NRKL\ RN —Hm I\ i\






item/image/p018.jpg





item/image/p139.jpg
| RREHRY VT RHDE SRERI O S\ RK<DEDR S\
A—DPNRES

BUEKEE eores





item/image/p259.jpg





item/image/p019.jpg
ZBRHNQ





item/image/p093.jpg
- | RN

ﬁﬁ': x :rJ«iuIJJC






item/image/p131.jpg
SR RS R~ EBE\
EEI——#EM TERNSTDN ] [EIURMENVBIEDH RN | [N PO HY






item/image/p373.jpg





item/image/p251.jpg
IR~ ES S\ [EEWRLNURISDH IR |
MNWRUSE P HOQHL | N\ O28QQENDANTTERKRNW

Emﬂﬂam [N HDN]





item/image/p124.jpg
RANRYER (WRIOR)

EEE% [NDA™INt]





item/image/p245.jpg
BUSER (1 [$H) \RS|R [LQydone] \
OESHFINAVUSEEBENINKLRRSRED | BoOKS

C Bl [





item/image/p123.jpg
KRIDD






item/image/p244.jpg





item/image/p365.jpg
QA TSR MANS MK\ E UG T2 \REh
B |0 RO\ EHE BN NN DN T AL ROV S\
| KBVESFHHEEERSON TP ANMKL\RA— 0

ﬁa.F H__/.nv,vhwwm‘“ A






item/image/p122.jpg
O\ F BRCEHIZESRE \UNNRIBHKIVE O V5o

ZBHNEQ Hiooaw





item/image/kuchie-006-008.jpg
Jyukkaidou Ikkei presents.
THE SOLVER-KNIGHT
ISONE AND ONLY.
They worit know that

itis intersects

not an encounter. .





item/image/p009.jpg
THE SOLVER- KNIGHT IS

ONE AND

THEY WON'T KNOW THAT ll [Sl\ll I{Sl( TS
NOT AN ENCOUNTER.

<& L) SALLOADI VY7 AL 8=

JYUKKAIDOU IKKEI
+igE—3R
4 K9
-m

illutration.

B0x






